

[image: ]






[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










目次




第一章　色なし魔導士

第二章　世界でたったひとりの青魔導士

第三章　聖竜の鱗を探せ

第四章　輪廻する呪い

第五章　ラスト・マジック・エンペラー

あとがき

【電子用ＳＳ】ケンカはいけません










第一章　色なし魔導士




「――クラウス、お前は本日付けでクビだ」

「……そんなっ!!」

「はぁぁ、やっとだ！　この五年間は長かったぞ！　魔法学園も出ておらん、治癒魔法しか使えない無能を五年も雇ってやったんだ、感謝するんだな！」

　その言葉がショックで呆然としてしまう。

　魔導士団長にクビを宣告され、これからの生活をどうするのか、それだけが頭の中を駆け巡っていた。




　僕はクラウス・フィンレイ。

　ウッドヴィル王国の魔導士団に勤める魔導士だ。僕が住む国には国家の戦闘機関として騎士団と魔導士団があり、一般の戦闘機関として腕に覚えのある冒険者たちが所属するギルドがある。

　大切なものを、愛する人を、街を、国を、それぞれの想いを胸に秘めて魔物の脅威から守っている。

　両親を魔物に殺されてから、たったひとりの家族である妹のカリンを養うためになんでもやってきた。ダメもとで受けた魔導士団の採用試験に通ったのは、本当に奇跡だと思う。

　平民が通う民間学校は両親がいるうちになんとか卒業できたけど、学費を捻出できず訓練施設の魔法学園には通えなかった。

　だけど幸いにも、魔力量が人よりかなり多くて入団することができたと聞いた。

　魔導士団は危険な職業だけど、国の運営だから給料も高いし安定している。万が一、僕が死んでしまっても遺族への保障が手厚いので、ここならカリンの将来に不安がなかった。

　だからこそ、この魔導士団でやっていくと心に決めていた。




　僕が十五歳で魔導士団に入団した初日のことだった。

「お前がクラウス・フィンレイか！　魔力量が歴代最高らしいな、期待しているぞ！」

　フール・テイノー団長の言葉に、これからの明るい未来を想像して僕は胸を躍らせていた。

　入団した翌日にひとりひとり適性検査を受けて、黒魔導士か赤魔導士の部隊に配置されていく。花形の黒魔導士になった同期は嬉しそうにガッツポーズをして、黒いローブを受け取った。

「次、クラウス・フィンレイ」

「はい！」

　適性検査の魔道具である水晶にそっと手をのせた。隣国で開発された適性判定用の魔道具だが、とても便利なものだ。

　フール団長も検査担当の赤魔導士の後ろに立って、僕の検査の様子を見ている。緊張で手に汗をかいていたけど、魔力をつつがなく流し込んだ。

　攻撃魔法に強い適性があれは黒色に、身体強化や治癒魔法などの補助魔法に適性があれば赤色に光るはずだ。だけど僕が手をかざした水晶は、金色に光っていた。

　周囲がざわめき立つ。僕は流し込む魔力が足りないのかと、さらに魔力を流し込んだ。

　すると水晶はひときわ強く金色の光を放ち、バキッと音を立ててヒビ割れてしまった。

「えっ、今……金色!?　なんだ、こんな色見たことないぞ!?」

「水晶の故障か？　おい！　新品を持ってくるのだ！」

　フール団長も見たことがないみたいで、すぐに新品の魔道具が用意される。言われるがまま、もう一度水晶に手をかざした。さっきとは違って、最初から大量に魔力を流し込む。

　――バキンッ！　バキバキバキッ!!

　水晶が眩しいほど金色に光って、粉々に砕け散った。

「やはり金色か……！　だが魔力量は間違いなく膨大だな。よし、私が直接調べよう。ついてくるのだ」

「は、はいっ！」

「テキトン！　ウカリ！　お前たちも手伝え！」

　ざわつく検査会場を出て、僕はフール団長とふたりの副団長の後についていく。魔導士団の拠点がある王城の西棟へ行き、二階にある練習場のようなフロアに入った。

「ここなら多少魔力を使っても問題ない。魔導士たちの鍛錬場だから、強力な結界で保護されている」

　赤いローブのウカリ副団長が丁寧に説明してくれた。続いて声をあげたのは黒いローブのテキトン副団長だ。

「フール団長、とりあえず攻撃魔法からでいいっすか？」

「うむ、クラウスといったか、まずはファイアボールを出してみせよ」

　さも当然のようにフール団長は指示を出してくる。

　でも魔法学園に通えなかった僕は、基本的な魔法の使い方を知らなかった。

「あの、すみません。僕は魔法学園に通ってなくて、攻撃魔法を使ったことがないんです」

「なにっ!?　魔法学園を出ておらんのか!?　そんな学歴の奴が魔力量だけで採用されるとは……ううむ」

　フール団長は途端に渋い顔になる。どうやら僕の情報は魔力量が多いことしか伝わってなかったみたいだ。

「うわー、最初から教えんの面倒くせえな。ま、テキトーでいいか。ほら、こうやって手のひらに魔力を集めて、火が燃えるようにイメージすんだよ」

　テキトン副団長は一番使い手の多い、炎魔法を使って手本を見せてくれた。ほかにも氷、雷、風、治癒の属性魔法があって、攻撃と補助ではどちらが得意なのかで色が分かれる。それから絶対数が少ないけど強力な聖属性がある。

　フール団長たちに叱責されながらも、いろいろと試してみたけど最終的に僕に適性があるのは治癒魔法だけだとわかった。

　ウカリ副団長は冷ややかな視線を僕に向けている。テキトン副団長は興味すらないみたいで、すでに鍛錬場の壁にもたれて休憩していた。フール団長はこの結果に愕然としている。

「まさか……水晶を割るほど魔力があるのに、初歩的な治癒魔法しか使えんのか!?　その辺の街の奴らでさえ二、三種類の属性魔法が使えるのだぞ!!」

「確かに……治癒魔法だけでは、万が一の時に自分の身さえ守れない。赤魔導士としても、とても使えませんね。どうしますか？」

「はああ……やはり魔法学園で学んでいない奴はダメだな。まったく使えん！　コイツは『色なし』魔導士だ！　雑用と治療室の手伝いでもしておけ!!」

「は、はい……」

　どんなに否定的なことを言われても、僕は頷くしかできなかった。

「それから、お前は『色なし』なんだから給料も見直しだ！　ほかの隊員の半額だ!!」

　そう言ってフール団長は足早に検査会場に戻っていく。

　僕は魔導士団員の証である黒いローブも赤いローブももらえず、自前の青いローブを羽織るしかなかった。




　この時からずっと、雑用係と医療区画にある治療室の手伝いとして働いている。ここは騎士団の人たちと、街の赤魔導士では手に負えない怪我人や病人がやってくる施設だ。高度な治癒魔法が使える魔導士団が運営していた。

　不満はあるけど半額とはいえ一般的な給金なので、保障のことを考えると働けるだけでありがたかった。

　先輩の話では一度入団させてしまったからには、規定によって五年間は辞めさせることができないらしい。なんにしても僕にとっては幸運なことだった。

　ここにいられるうちに認めてもらえばいい。そうすればずっとここで働けるかもしれない。あきらめるのは早い。まだ五年もあるんだ。

　僕は業務が終わってから、自分の魔法について研究を始めた。

　最初の半年は本当に治癒魔法しか使えないのかを検証した。やっぱりというか、僕はみんなが使うような攻撃魔法も補助魔法も使えなかった。それでもご近所様の腰痛を治したり、目の前に怪我人や病気の人がいれば治したりしてきた。

　僕が唯一使える治癒魔法で誰かの役に立つのが嬉しかったし、目の前でつらい思いをしている人たちを放っておけなかった。

　ある時から、治療室の駐在赤魔導士であるタマラさんの指導を受けられるようになった。

　タマラさんは気の強い女性だけど治癒魔法の腕は抜群だ。高齢のため前線から退いて、治療室に駆け込んでくる怪我人や病人をあっという間に治していた。最初はとっつきにくかったけど、めげずに話しかけたりしていたら治癒魔法を教えてくれるようになった。

　初めのうちはうまくいかなくて失敗もしたけど、コツを掴んでからは早かった。

　治癒魔法を使うと変わった模様が手のひらに浮かんだ。丸い円の中に古代文字のようなものがびっしりと書かれ、中央にある五つの円の中にも文字が書き込まれていた。なんだろうと思ったけど特に効果は変わらない。

　誰よりも治癒魔法がうまくなれば、認めてもらえるかもしれないと頑張った。そのうち、治療室にやってくる患者さんの対応を任されるようになった。

「私の子が助かったのはクラウス様のおかげです！　ありがとうございます！」

「クラウス様、本当にありがとう！　おかげでお母さん治ったよ！」

「こんな治療ができるのは、クラウスだけだな！　身体が金色の光に包まれて心地よくて……騎士団の専属になればいいのに」

「クラウス様、おかげで父は安らかに眠ることができました。貴方は私の心の支えにもなってくれました。このご恩は決して忘れません」

　半人前の僕の治療で逆に申し訳ないくらいだった。ひとりだけ特殊な事例で治せない人もいたけど、それでも至らない僕に感謝の気持ちを伝えてくれた。

　ここまで実績を積めば、フール団長だって話くらい聞いてくれるかもしれない。

「そろそろ報告してみようかな……」

　毎朝その日の雑用の用件を聞くため、フール団長の執務室に決まった時間に行くことになっている。団長と接する機会はここしかないので、このタイミングで報告することにした。

　でも、報告しても「そうか」で終わってしまう。どんなに効率よく治癒魔法を使えるようになっても、ほかの属性が使えない僕は赤魔導士に認定されなかった。そこで今度は治癒魔法で補助ができないか研究を始めた。

　たとえば、身体の自己治癒力を高めたり、その延長で身体能力を強化したりできないか考えた。




　――その結果。

「お兄ちゃーん、朝ごは……え？　お兄ちゃん……だよね？」

「そうだけど？　あ……もしかして見た目が変わってる!?」

「うん、なんていうか、若返った。私と同じ……十二歳くらいに見える」

　ついにやったんだ！　昨夜の研究で実験したのが、今朝になって効果が表れたんだ。妹のカリンが見てもわかるなら、大成功だ！

　これで僕の魔法の研究に光が見えた。大きな一歩だ。

「昨日の夜に、魔法の実験をしたからだよ。変かな？」

「うーん、変な感じだけど、まあ、同い年のお兄ちゃんも新鮮で悪くないよ」

「はは、それならよかった」

　今回の研究では細胞が若返ったけど、効果の出方や時間が実用的じゃない。もう少し調整してから次の研究に取りかかろう。




　――三週間後。

「お兄ちゃ……えええええ!!　どうしたの!?　なんでそんなムッキムキなの!?」

「うーん、若返ったから老化もいけるかと思ったんだけど、違う方向にいっちゃった」

　僕の筋肉隆々になった身体を見て、カリンが驚きの声をあげた。今の僕は騎士団も真っ青のたくましい身体になっている。二の腕なんてカリンの太ももくらいある。

　適度に筋肉は欲しいから、調整してみよう。このままでは着られる洋服がない。

「ねぇねぇ、せっかくだからお姫様抱っこして！」

「うん？　それくらいならいつでもできるよ？」

「お姫様抱っこして、ぐるぐる回ってほしいの！　お願い！　実は夢だったの！」

　この日はカリンをお姫様扱いして喜ばせた。たったひとりの家族で、かわいがっている妹だからか甘やかしてしまう。

　よし、次の研究だ。




　――さらに三カ月後。

「お兄ちゃ……え？　お兄ちゃん？　え？　おじいちゃん？」

「ああ……すまないなぁ、やりすぎてしまったようじゃ……フガフガ」

　今度は老化の研究効果が出すぎてしまって、老人の姿になってしまった。これでは魔導士団に行けないからすぐにもとに戻す。

「よかったああああ！　一瞬、介護が必要かと思って、めちゃくちゃ焦ったわ！」

　カリンの言葉で老化はほどほどにしようと決意した。さすがにこの歳で妹に介護されたくない。さて、次は身体に巡る魔力に作用する研究だ。




　――さらに六カ月後。

「お兄ちゃーん、もうさっきから呼ん……でぇ!?　燃えてる!!　み、水――!!」

「カリン！　大丈夫だ！　ただの実験だから!!」

　この日、僕は青い炎を身体から発火させていた。カリンに言うと心配をかけるので、こっそり練習していたが見つかってしまったのだ。

　これは治癒魔法で身体を巡る魔力に干渉した結果、血液の温度が上がりすぎて発火してしまったためだ。肉体の方には常に自動回復魔法のリジェネをかけ続けているので、損傷はない。でも今度からこの実験は外でやろうと思う。




　それからも研究を続けて、僕は治癒魔法の使い方を極めていった。

　今度こそとフール団長に報告してみたけど、まったく取り合ってもらえなかった。

「『色なし』のくせになにを言ってるのだ？　魔物でも討伐してから言うんだな！」

　フール団長の言葉になるほどと思う。現段階では僕が魔物を倒せるという証拠がない。そこで僕は冒険者ギルドを使うことにした。

　選んだのは完全実力主義の王都最強のギルド、『黒翼のファルコン』だった。ここなら後で証明してもらうことになっても、説得力があると思った。

　二週間ぶりの休みの日に、冒険者として登録しようとギルドへ向かった。街の中心部にあるギルドまでは歩いて二十分ほどだ。真っ黒な扉を押し開けると奥に受付があって、女性が冒険者の対応をしていた。後ろに並んで順番を待ち、副業として利用できるか確かめる。

「え？　魔導士団に勤めてるの？」

「はい、それでも冒険者に登録できますか？」

　ひとつ気がかりだったのは、本職に影響がないかどうかだ。魔導士団を続けるためなのに、それができなくなってしまったら意味がない。

　受付の綺麗なお姉さんは細い指を顎に当てて考え込んでいる。

「そうねえ……仮登録なら問題ないわ。制限はあるけど、誰でも登録できるから」

「それでお願いします!!」

　こうして僕は冒険者の仮登録をした。受付の女性はジェリーさんといってこのギルドの創設からいるそうだ。僕は初心者だったから、いろいろと教えてもらいながら魔物討伐をこなしていった。

　治癒魔法の研究を重ねた結果、対象の細胞に作用して体温を上げて発火させたり、逆に体温を奪って凍らせたりできるようになった。そうやって魔物を討伐していた。

　ここではちゃんと報酬がもらえて、カリンが通いはじめた騎士学園の学費を稼げてありがたかった。




　半年後、ある程度討伐した実績が作れたのでフール団長に改めて報告した。

「はあ？　治癒魔法で魔物を倒しただと？　バカなことを言う前に、昨日頼んだ資料はできているのか!?」

「はっ!?　ぶはははっ！　お前さぁ、嘘つくならもっとマシな嘘つけよ！　『色なし』のくせにどうやって魔物倒すんだよ！」

「魔物を倒したって……スライムですか？　ゴブリンですか？　それなら剣術が使える子供でも倒せる魔物です。は？　Ａランクのベヒーモス？　クラウス、そんな嘘ついても無駄ですよ？」

　フール団長を始め、たまたま同席していたテキトン副団長もウカリ副団長も信じてくれなかった。そこで証拠を見てもらうことにした。




　翌朝、フール団長の執務室に雑用の用件を聞きにいって、「少しだけ時間をください」とお願いした。

「なんだ、これは？」

　フール団長の執務机の上に前回の休みで討伐してきた魔物の素材を並べる。前回はＡランクのベヒーモスを倒したので、角や牙を始め防具に使える素材を持ってきた。

　そんなに出回っている素材じゃないから、これで信じてもらえるはずだ。

「この前の休みで僕が討伐してきたＡランクの魔物、ベヒーモスの素材です。これで僕が魔物を倒せると信じてもらえませんか？」

　フール団長は深いため息をついて、右手で僕が持ってきた素材を払いのけた。

　素材がガタガタと音を立てて、机の上から落ちていく。

「これはどこで買ってきたのだ？　それよりも私の机を汚しおって！　今後そのようなものを魔導士団に持ち込むな！」

　僕はカーペットの上に落とされた素材を、歯を食いしばりながらひとつずつ拾い上げた。

「今度そんなものを持ち込んだら減給だ！　まったく魔法学園を出てない奴は常識がないな！」

「……すみませんでした」

　魔法学園の話を出されるとなにも言えない。フール団長はさらに追い討ちをかけてくる。

「もう明日からはここに来るな！　『色なし』のお前が来ると朝から気分が悪くなるのだ!!」

　こうして話を聞いてもらえる唯一のチャンスだった朝の対面は廃止され、次の日からは治療室に仕事の指示書が届けられるようになった。

　二百人もいる魔導士団のトップであるフール団長や副団長たちとは、接触することすらできない。

　その後も、僕が魔物を討伐できると証明する機会はなかった。




　そうして魔導士団に入って三年が経った。

　治療室での診察はほとんど僕が対応している。

　タマラさんは回復薬の研究をしたいし、僕も魔法を上達させるために経験を積みたかったから、お互い都合がよかったのだ。

　ある日、騎士団員の依頼で訪問治療することになった。こういうことはたびたびある。

　娼館街で働く高級娼婦が、先約があるからと客に断りを入れたら、炎魔法を放たれて大火傷を負ったということだった。魔法は上半身と顔を焼き赤魔導士では手に負えない上に、火傷の範囲が広くて一刻を争う状況だ。僕はすぐさま娼館に駆けつけた。

「貴女がリンダさんですか？　僕は魔導士団のクラウス・フィンレイです」

　目の前には、頭と上半身を包帯に巻かれた女性がベッドに横たわっていた。炎魔法を至近距離から受けて、防ぐ間もなかったと案内してくれた支配人は話していた。

　これほどの火傷の痕が残っては人生が大きく変わってしまう。約束をしていた騎士が責任を感じて僕に頼ってきたのもよく理解できた。

「話せないんですね？　ではイエスなら瞬き一回、ノーなら瞬きを二回してください」

　包帯の隙間から覗くエメラルドの瞳は、ゆっくりと一度だけ瞬きを返した。

「安心してください。必ず治しますから」

　僕は手のひらに魔力を集める。するとあの不思議な模様が現れて淡い金色の光が優しく揺れた。

　タマラさんに教わる中でひとつ気付いたことがある。この模様が関係しているのか、どうも僕はほかの人と魔力の使い方が違うらしい。タマラさんは丁寧に教えてくれたけどうまくできなくて、コツを掴むまでが大変だった。まあ、適性が治癒魔法だけってのは変わらなかったけど。

　その代わり、タマラさんも驚くほどの治癒効果があるとわかった。

「ヒール」

　治療を受けるリンダさんと、付き添いの支配人は驚いていた。そんなのは気にせず、いつものように僕の魔力を流し込む。

「はい。終わりました。もう包帯はいらないはずです。外してみてください」

「はっ!?　あんな大火傷をヒールだけで治したのか!?　普通ならハイヒールでも治るかどうか……リンダ!!」

　リンダさんはすでにベッドから起き上がっていた。震える手で顔に巻かれた包帯を外していく。すぐに包帯の間から輝くような金髪がこぼれ落ちた。

「あ……嘘……声も出る……！　どこも痛くない！　支配人っ!!　鏡を見せて!!」

　リンダさんは差し出された手鏡を奪い取って、おそるおそる覗き込んだ。しばらくジッと鏡を見つめて、涙がこぼれそうなエメラルドの瞳を僕に向ける。

「ありがとう……！　本当にありがとう!!」

　泣き笑いしているリンダさんに僕も笑顔になる。患者さんが笑顔になるこの瞬間が、僕は一番好きだった。

「ところで、誰がこんなことをしたんですか？　場合によっては通報しないと……」

「それは無駄だろう。普段なら決して顧客情報を話さないんだが、君は恩人だから……ここだけの話にしてくれ。相手は魔導士団の団長なんだ」

「えっ!?　フール団長が!?」

「三年前からこの界隈に通いはじめてな。羽振りはいいんだが、できれば来てほしくない客だよ」

　三年前からというと、僕がちょうど魔導士団に入った頃だ。上司の非情な行動に謝ることしかできなかった。




　その帰り道、運悪くフール団長に出くわしてしまった。

　まだ勤務時間内なのに、堂々と高級娼館に入ろうとしている。そんなフール団長を豊満な肢体の高級娼婦が出迎えていた。

「まぁ、フール様！　毎日来てくれて嬉しいわぁ!!」

「わははっ！　お気に入りのお前のためだ、当然だろう！」

　美女に夢中で僕に気付いていない。見つかったら面倒なので、青いローブのフードをかぶり道の反対側を静かに通り過ぎた。

「でも大丈夫なのぉ？　もし急に来てくれなくなったら、悲しくて泣いちゃうわ」

「んん～、それは問題ない！　実はな、使えない団員がいて給金分の働きをしてないから半分にしたのだ。その浮いた分を私が有効に使ってやってるからな」

「あら、フール様って悪い男なのねぇ。でもぉ、私には優しくしてね？」

「もちろんだ！　今日もかわいがってやるからな！　グフフ」

　足が止まった。

　振り返るとフール団長はもう娼館の中に入った後で、あのダミ声も聞こえてこなかった。

　今のは、きっと僕のことだ。そんな……半分に減らされた給金はフール団長に流れてたのか？

　でも給金が半分だとしても、いざという時の保障は捨てられない。

　たとえ訴えても、魔導士団のトップはフール団長だ。握りつぶされて終わる。せめてカリンが独り立ちするまでは耐えるんだ。

　残り数年だ、僕はまだ頑張れる。




　それからさらに二年が経過したある日、指示書に朝一番でフール団長の執務室に来るように書かれていた。

　僕は指定された時間ちょうどにフール団長の執務室を訪れた。

「失礼します。なにかご用でしょうか？」

「おお、クラウスか！　待っておったぞ！」

　にこやかに出迎えてくれたフール団長に正直戸惑った。こんな笑顔を向けられたのは、おそらく適性検査以来だ。

「お前の妹は騎士学園の生徒だったな。カリン・フィンレイで間違いないか？」

「はい、そうですが？」

　意味がわからなくて疑問形になってしまった。カリンがどうかしたのだろうか？

「昨日アラン騎士団長に聞いたのだが、最終学年で最優秀生に表彰されたそうだな。来月卒業したら騎士団に入団が決まっているそうではないか」

　カリンを褒められて、僕の心も軽くなる。

「はい、実はそうなんです。自慢の妹で……」

　バンッと執務机を叩いて、フール団長はゆっくりと立ち上がった。

「そこでだ！　私からもお祝いをやろう！」

　ニヤニヤと笑いながら、思いもよらない言葉を口にする。

「え？　お祝いですか？」

「ああ！　私からのお祝いはな、これだ――」

　こんな風に言われたのは初めてだった。

　もしかしたら、この五年でなにか認めてもらえたのか？　やっと僕が魔物を倒せるって信じてもらえたのか？　いや、カリンの将来に期待してくれたんだろうか？

「――クラウス、お前は本日付けでクビだ」

「……そんなっ!!」

「はぁぁ、やっとだ！　この五年間は長かったぞ！　魔法学園も出ておらん、治癒魔法しか使えない無能を五年も雇ってやったんだ、感謝するんだな！」

　その言葉がショックで呆然としてしまう。

　魔導士団長にクビを宣告され、これからの生活をどうするのか、それだけが頭の中を駆け巡っていた。

　フール団長は今まで見たことがないくらい、晴れ晴れとした顔で近づいてくる。

「お願いします！　半年、いえ、カリンが卒業するまででいいんです！　ここで働かせてもらえませんか!?」

「なにを言っているのだ、クラウス。このタイミングでわざわざ解雇することにしたのに、それでは意味がないではないか」
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「どうして……そんなに……」

　フール団長は僕に悪意を向けてくるんだ？　いくら僕が気に入らなくても、あんまりだ。

　僕の肩に両手を乗せて、醜く歪んだ笑みを浮かべている。

「さっきも言っただろう？　お前が魔法学園も出ていない無能な『色なし』魔導士だからだ!!　そんな奴は私の魔導士団には必要ない!!」

「……うっ!!」

　そこで肩を強く押されて、尻餅をついてしまった。見上げたフール団長はひどく冷めた目で僕を見下ろしている。

　フール団長はあの適性検査の日から、僕をクビにすると決めていたんだ。その日をずっと待っていたんだ。

「さぁ、荷物をまとめてとっとと出ていけ!!」

「わかり……ました」

　なにを言っても無駄だと悟った僕は、団長室を後にした。




　荷物なんてほとんどないけど、まとめるために一階の医療区画へと戻ってきた。最後にお世話になったタマラさんにも挨拶をしたかった。

　クビになったと正直に告げたら、団長に猛抗議すると息巻いていたのでなんとか宥なだめた。

「クラウスがどれだけ努力と研鑽を積み重ねてきたのか、散々言ってきたのに、団長はまだわからないのか!!」

　タマラさんがそんな風に怒ってくれたから、ちゃんと見てくれていた人がいたんだって思える。それだけで僕は救われた気持ちになった。

「では、どうかお元気で」

　最後は笑顔で西棟を去った。

　悲しみと悔しさと情けなさ。

　強烈な悪意を向けられて心は傷ついたまま。

　そんな感情にまみれていても、僕は前に進むしかなかった。

　どんなに打ちひしがれてもこの世界の時が止まることはなく、僕の運命の歯車は回り続けていく。決して望んではいなかったけど、新しい人生の一歩を踏み出した。

　――その先にまだ僕の知らない世界があるのだと信じて。










第二章　世界でたったひとりの青魔導士




　……これからどうしよう。

　僕はカリンとふたりで暮らしている家に向けて一歩、また一歩と足を進めている。確実に足は前に出ているのに、さっきからあまり景色が変わっていない。

　教会の前を通りかかった際に、シスターが子供たちに神話の読み聞かせを始めた。光の女神リュミエールと邪竜ウロボロスの話だ。よく知られている話で、双頭の銀の邪竜は災いを招くから駆逐せよと女神の神託を授け、人々はウロボロスを追いやった。そこで女神を祀る神殿に封印したのが、初代魔皇帝マジック・エンペラーと初代聖女様だ。

　この壮大な物語を最後まで聞いてしまった。こんな状況で聞くと、むしろ追い詰められたウロボロスに、無能な色なし魔導士だと追いやられた僕は共感さえ覚える。その災いとやらを具体的に説明してほしいくらいだ。

　それにしても足が思ったように動いてくれない。これはあれだ、帰るのを身体が拒否してるってやつだ。

　魔導士団を出る時は、これから先のことを想像してなかったらまだ希望があった。でも考えれば考えるほど、現実は厳しいものだと僕の心に突き刺さる。

　どんなに頑張っても認められなかった自分は、まるで価値がない人間なんじゃないかって思った。こんな情けない兄貴でカリンに申し訳ない。

　いや、もうこうなったら仕事はなんでもいいじゃないか。ちゃんと毎日家に帰れて雇ってもらえるところがあれば、どんなところでも働くんだ。カリンの笑顔を守るためにやるしかない。

　よし、と腹をくくったところで、聞き覚えのある声が僕の名前を呼んだ。

「お！　クラウスじゃねえか！　こんな時間に珍しいな」

「あ、ウルセルさん！」

　僕に声をかけてきたのは『黒翼のファルコン』のギルドマスター、ウルセル・アルバートさんだ。

　艶のある銀髪に黒い瞳、黒翼の語源となる漆黒の魔剣を武器にする、二十代半ばの若くハートフルな上司だ。仮登録してからなにかと面倒を見てもらっている。

「うん？　どうした、そんな暗い顔して。なにかあったのか？」

　ウルセルさんになら、相談に乗ってもらえるかもしれない。せめて仕事を紹介してもらえないだろうか？

「あの、実は……僕ついに魔導士団をクビになりまして、就職先を探してるんです。ウルセルさんどこか紹介してもらえませんか？」

「はあ!?　なんでＳランクの魔物をひとりで倒せる奴がクビになるんだよ!?」

　心底驚いたようで、声が裏返るほどの大声だった。

「一応、魔物が倒せるようになったと報告はしてたんですけど……僕は『色なし』だから誰も信じてくれなくて……」

「はっ！　アイツらバカだなあ、こんな逸材を手放すなんて。よし、それならこのままうちのギルドで働け！」

　ウルセルさんの大袈裟な言葉は、僕の心を軽くしてくれた。『色なし』と蔑まれてきたから、優しい言葉が心に染み渡る。しかもギルドで働いていいとまで言ってくれた。

「え、いいんですか!?　あの、僕でも大丈夫ならぜひ働かせてほしいです！　でも冒険者って、専業になっても毎日家に帰れますか？」

　カリンは僕の三つ下で十七歳になったばかりだ。今は騎士見習いとして騎士学園に通っている。この国は十六歳で成人とみなされるけど、ひとりにするのは忍びなかった。

「ああ、カリンちゃんが心配なんだな。問題ないよ、近場の依頼をこなせばな。クラウスなら月に一、二回依頼を受ければ余裕だろ」

「え？　休みが月に一、二回じゃなくてですか？」

「今までどんな環境で働いてたんだ？　まあ、Ｓランクの魔物討伐なら報酬が高いから、どれくらい依頼をこなすかはクラウスに任せるよ」

　そうだったのか……！　そういえば前にベヒーモスを倒した時は確かにたくさんもらえたっけ。魔導士団より危険度は増すけど、回数が少ないなら十分やっていけるかも！

　僕が考え込んでる間に、ウルセルさんはどんどん話を決めていく。

「じゃあ、今までの仮登録から本登録に切り替えるぞ。ギルドで本登録の試験もやらねえとな。本登録だと職業の登録が必要なんだが、クラウスは……うーん、黒でも赤でもないんだよなあ……ま、いっか。とりあえずギルドに行ってから考えよう。ほら！　行くぞ！」

「は……はい！」

　僕は足取り軽く、ウルセルさんの頼もしい背中を追いかけた。




「ジェリー！　大至急でクラウスの本登録をやるぞ！」

　ウルセルさんはギルドに戻るなり、美人受付嬢のジェリーさんに僕の冒険者の本登録を依頼してくれた。

「えー！　魔導士団はどうしたの!?」

「あの、それがクビになってしまいまして……」

「えええ!!　それは、おめでとう!!　あんなクソ魔導士団なんて辞められてラッキーよ！　これからも仲間としてよろしくね!!」

　この二年間ですっかり仲良くなったジェリーさんは、大袈裟なくらい喜んでくれている。

　このウルセルさんが率いるギルド『黒翼のファルコン』は、完全実力主義で仮登録なら誰でもできるけど、本登録するためには実践テストを受けないといけない。採用などの規定はギルドマスターの方針によって変わってくる。

　だから僕もこの実践テストで受からないと、このギルドで冒険者としてやっていけない。ひっそりと覚悟を決めた僕に、実践テストの内容が告げられる。

「火トカゲの討伐ですか？」

「ああ、そうだ。南のアキレウス山脈に生息しているＤランクの魔物だ。討伐証明を持ってくればいい。最初のランクは出発してから戻ってくるまでの時間で判定する。移動するためにスキルや魔法は使用してもいいが、馬車や馬を使用するのは禁止だ」

　なるほど最低限Ｄランクの魔物が討伐できる実力が必要なのか。

　そのほかに個々の能力や無駄のない行動でランクが決められるってことだ。

「わかりました。ちなみにランクが高いと、どんなメリットがありますか？」

「受けられる依頼の幅が増えるから、報酬もかなり変わってくるな。最初から稼ぎたいならサッと行って、サッと帰ってこい」

　チラリと討伐依頼が貼られているボードを見る。このギルドで最低のＤランクの依頼で銀貨五枚から金貨一枚。Ｓランクの依頼では金貨百枚から上は上限がない。平民なら金貨二十枚あれば一カ月暮らせる。僕とカリンのふたりだけならそれで十分だけど、カリンの学費や魔道士団の保障がなくなったことを考えると、もう少し余裕が欲しい。

　これはスピードも重要だ。サクッと行って帰ってこよう。

「わかりました。ではいってきます」

　僕はすぐにスピードを上げるため三種類の魔法を自分にかけた。

「リジェネ、限界突破リミッターブレイク、神秘覚醒アラウズ」

　限界突破リミッターブレイクは肉体の限界を超えて力を発揮する魔法だ。ただ、この魔法だけだと身体がボロボロになるので、自動回復魔法のリジェネも外せない。

　神秘覚醒アラウズは肉体年齢を若返らせる魔法だ。人間の肉体年齢は十七歳がピークだから、その年齢に合わせる。

　これで準備完了だ。ここから最短でクリアだ!!

「気を付けてなー……って、もういなかったか」

　ウルセルさんの言葉は途中までしか聞こえなかった。




　全力疾走で直線的に目的地を目指す。

　街を出てから障害物は飛び越えるか、なぎ倒すか、破壊するかしてひたすら突き進んだ。そのまま魔力感知で討伐対象の居場所を探る。

　魔法の研究をしているうちに精度も高くなったらしく、知っている人や討伐したことのある魔物は、国内であれば居場所を把握できた。普通の冒険者が魔力感知できるのは、半径十メートルくらいだとウルセルさんから聞いた。魔導士団に入るくらいの人材で半径五キロメートルだそうだ。

　ここまで広範囲で使えるようになったのは、きっと魔導士団で鍛えられたからだろう。火トカゲは前に討伐したことがあるから、その時の気配を追った。

「……見つけた！」

　目的地まではおよそ四十分だ。森や平原を走り抜けて、アキレウス山脈を駆け上がり、火トカゲを目指す。だけど山に入ったところで、数十匹の火トカゲの気配が突然消えてしまった。その後に残っているのは数人の人間の魔力だ。

「えっ!?　消えた？　誰かに討伐されたのか？」

　これじゃクリアできないと思った矢先、強大な魔力の気配が生まれた。まるで、数十匹の火トカゲが一匹に集約されたような――。

「違う、これは魔石進化だ。仲間の魔石を喰って進化したんだ！」

　魔物は討伐すると身体の中の魔力が結晶化して魔石に変わる。そうなると身体は消滅して魔石だけが残るのだが、これをほかの魔物が一定の量を超えて体内に取り込むと進化して上位種になるのだ。

　進化した魔物はランクも上がり、ほとんどの冒険者は太刀打ちできなくて殺されてしまう。

「これは、ヤバいな」

　さらにスピードを上げて、木々の間をすり抜けるようにスルスルと登っていく。

　やがて視界に入ってきたのは体長十メートルはある、漆黒の炎を吐き出すブラックサラマンダーだった。背中では黒炎が燃えさかり、限りなくＳランクに近いＡランクの魔物だ。

　三人の冒険者はすでに倒れていて、白いハーフマントの女性冒険者が結界を張って攻撃を防いでいた。

「ちょっとヤバい状況だな、サクッと倒すか」

　魔物の気を引くために、手のひらに魔力を集める。ブラックサラマンダーは突然の強い魔力の出現に、女性への攻撃をやめてキョロキョロと辺りを探りはじめた。近寄っていく僕を見つけて、思い切り黒炎を吐き出してくる。

　ブラックサラマンダーが女性から向きを変えるように、右に大きく飛んで黒炎を避けていった。

「そろそろいいか」

　黒炎を吐き出したタイミングで、魔力を極力抑えて高く跳躍した。ブラックサラマンダーは視界から消えた僕を捜している。

　そのまま黒炎が燃えさかる巨体に着地して、そっと背中に手を触れ一気に魔力を解放した。

「極氷血ブラッドダウン!!」

　流し込んだ僕の魔力が、ブラックサラマンダーのありとあらゆる熱を急激に奪っていく。次の瞬間には黒炎が吐き出せなくなり、白い息に変わって全身が凍りついた。

　いくつもの氷柱が黒い巨体から突き出て、やがて動きを止める。

「よし、完全に仕留めた。サクッと討伐証明を回収して戻ろう」

　まずは先ほどやられたであろう冒険者一行に回復魔法をかけた。

「エクストラヒール」

　金色の光が女性と倒れている冒険者たちを優しく包み込む。白いマントの女性は黒髪に琥珀色の瞳をしていて印象的だ。僕が突然現れたからだろう、口をパクパクさせてかなり驚いている。

　魔石化するまでに討伐証明や素材を回収すれば手もとに残るので、先に証明部位の尻尾を切り取り、黒髪の女性に近寄って声をかけた。

「驚かせてすみません。皆さんには治癒魔法をかけたので、もう大丈夫だと思います。あの、実は今試験中で、討伐証明が必要なんですがもらってもいいですか？」

　黒髪の女性はコクンと頷いた。胸もとで光る自分のペンダントを見てさらに驚いている様子だ。なんだかよくわからないけど、怪我人は治療したし試験のために討伐証明さえもらえれば僕は問題ない。女性も冒険者のようだし、仲間もすぐに目を覚ますだろう。

「それでは急いでるので、これで失礼します」

　そう言って僕は頭を下げて王都へと舞い戻った。
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　――もうダメだと思った。

　護衛兵たちはやられて、なんとか結界を張って守っているものの、それだけで手いっぱいだ。

　ここにくるまでに二十匹を超える火トカゲと戦闘して、魔力がほとんど残ってないのに魔物が魔石進化したのだ。

　Ｄランクの魔物からＡランクのブラックサラマンダーへ。最初の一撃で攻撃の要だった護衛長が倒されて、反撃するも決定打を与えられず追い詰められた。

　覚悟してこの特命の旅に出たはずなのに、いざとなったら身体が震える。この三年間で何度も危機はあったけど、こんなに絶望的な状況は初めてだった。

　最後にあのお方に……会いたかった。もうすぐ会えると思ってたのに。

　その時、ピタリとブラックサラマンダーの攻撃がやむ。

　なにが起きているのかわからず、でも結界を解くことはできないしブラックサラマンダーからも目が離せない。なにかを捜しているようにキョロキョロとしている。突然あさっての方向に黒炎を吐き出した。そのまま、なにかを追いかけるように黒炎を断続的に吐き続けている。ブラックサラマンダーが私に横腹を見せたところで、またなにかを捜していた。

　すると今度はあっという間に凍りついて、漆黒の巨体から氷の柱が突き出てきた。ブラックサラマンダーはもう動かない。

　これは……助かったの？　確かに強い魔力は感じたけど、誰かがブラックサラマンダーを討伐してくれたの？

　戸惑っていると、魔物の背中から青年が姿を現した。柔らかな黒髪をなびかせて、青紫の瞳が私たちを見つめている。

　優しそうな瞳とバランスよく整った顔立ちは、私の記憶の中のある人によく似ていた。

「エ……ラ……ル」

　青年がポソッとなにかを呟くと、私たちは金色の淡い光に包まれた。すぐに全体治癒魔法をかけてくれたのだとわかった。私と倒れている護衛兵たちの傷はあっという間に癒えていく。

「驚かせてすみません。皆さんには治癒魔法をかけたので、もう大丈夫だと思います。あの、実は今試験中で討伐証明が必要なんですが、もらってもいいですか？」

　ブラックサラマンダーの尻尾を抱えて近づいてきた青年を見て、希望が確信へと変わる。それなのに喉がカラカラで声が出ない。大きく頷いて返事をすると、ペンダントの先についている水晶が金色に光っていた。その事実にさらに驚き、思考が停止してしまう。

「それでは急いでるので、これで失礼します」

　そう言って、青年は姿を消した。

「……っ！　……っ！　……っっ!!」

　私は、あまりの偶然に、あまりの奇跡に、言葉にならなかった。

「うっ……はっ！　聖女様!!　ご無事ですか!?」

「ゔゔっ！　魔物は!!」

「がは……え、あれ？　傷が治ってる？　聖女様は……聖女様？」

「……た」

　意識を取り戻した護衛兵たちは困惑しながらも、私の様子をうかがっている。

「聖女様？　あの……？」

「やっと見つけた！　私たちの旅はもうすぐ終わるわ」

「ええ！　本当に見つけられたのですか!?」

「本当に……！　三年もかかったけど、やっと!!」

「それでは、早く出発しましょう！　一刻も早くお会いせねば！」

　私はペンダントの先についた、いまだ金色に光る水晶を握りしめた。

　そう、見つけた。ずっとずっと捜し求めていたお方を。

　ずっとずっとお会いしたかった、あの方を。

「クラウス・フィンレイ様……すぐにお迎えにまいります！」
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　僕は全力疾走した。

　リジェネは常に体力を回復してくれるので、どんなに全力を出しても疲れることはない。

　いつまでに戻ればＳランクになるのか聞くのを忘れたから、とにかく最短で戻るしかなかった。

　出発したのが十時半。夕方くらいまでに着けばＳランク判定を受けられるか？

　……ていうか、倒したのが火トカゲじゃないけど合格できるんだろうか？　まさか、ブラックサラマンダーじゃダメだとか言われたらどうしよう!?

　僕は覚悟を決めてギルドの扉を開いた。

「も、戻りました!!」

「え、クラウス!?　めちゃくちゃ早かったわね。最速記録なんじゃないかしら？」

「本当ですか!?　リジェネも使ったから、ずっと全力で走ってきたんです」

「自動回復魔法が使えるだけでも貴重なのに、クラウスの魔法は回復力もすごいからね。まあ、それも実力のうちね。ちょっと待ってて」

　受付のジェリーさんは、ウルセルさんを呼びにいったのだろう、カウンターの奥に姿を消した。そして数分後にやってきたウルセルさんに、火トカゲとブラックサラマンダーの件を正直に話す。

「あの……火トカゲは見つけたんですけど、ほかの冒険者に倒されてしまったんです。でも魔石進化してブラックサラマンダーになったので、そっちでもいいかと討伐したんですけど……やっぱりこれでは不合格でしょうか？」

「は？　ブラックサラマンダーを討伐してきた？」

　ウルセルさんとジェリーさんはポカーンとしていた。気を取り直したウルセルさんが、渡した討伐証明をまじまじと見ている。

「Ａランクのブラックサラマンダーをひとりで倒して、この時間に戻ってきたのか？」

　時刻は夕方だ。出発してからすでに七時間が経過している。今回は討伐した魔物も違うし、時間もかなり経ってしまったから、やっぱり無理かもしれない。

　またチャレンジさせてもらえるなら、次回頑張った方がいいかも……。

「はっ！　ははは！　いやー、初っ端から飛ばしてくれるな。合格だ。クラウス・フィンレイは文句なしでＳランク合格だ！」

「え……合格ですか!?　僕は、僕はここで働けるんですね！　しかもＳランク!!」

　冒険者にはランクがあって、Ｆランクから始まり最高ランクはＳＳＳトリプルエスランクになる。だけどＳＳＳランクやＳＳランクは国に数人いるかどうかの神ランクなので、実質的にＳランクが冒険者の最高ランクということだ。驚いて確認したら、十二時間以内に戻ればＳランク、二十四時間以内ならＡランク、三十六時間以内ならＢランクという基準だったみたいだ。

　もしかしたら「試験の内容も理解できない奴はいらん」とか言われて、ダメかもと考えていたので合格という言葉にホッとする。そこでようやく、ここは魔導士団じゃないんだと実感した。

「当たり前だろ！　このギルドは完全実力主義がモットーだ。クラウスみたいな強い冒険者は大歓迎だよ」

「あ、ありがとうございます!!」

　初めて認めてもらえた。

　ずっと『色なし』と呼ばれて、僕がなにを言ってもまともに聞いてもらえなかった。

　でも、ここは違う。ウルセルさんは違う。ジェリーさんも違う。ちゃんと仮登録の僕でも見てくれていた。魔導士団で傷ついて硬くなった心が、軽く柔らかくほぐれていく。

「それでな、職業はどうする？」

「職業ですか？　魔導士ではダメなんですか？」

「うーん、それだとザックリすぎるんだよなぁ。クラウスは黒でも赤でもないだろ？」

　僕は黙って頷いた。職業は依頼を受ける際や、誰かとパーティーを組む時に必要な情報だから、適当な登録はできない決まりだ。

「いっそ、新しく作るか？　うん、そうしよう！」

「そんなことできるんですか？」

「ああ、問題ない。そもそも俺が冒険者になった頃は魔剣士も聖騎士もなかったからな。今じゃ聖騎士が騎士団長になってるけど、最初は大変だったらしいぞ」

　そうだったのか！　確かに騎士団長のアランさんは聖騎士だった。聖属性が使える騎士が強いって認識されるまで、僕みたいに大変だったのかもしれないと想像した。

　ウルセルさんは僕を上から下まで見て、閃いたという顔をした。いい案が出てきたらしい。

「青魔導士……青魔導士ってどうだ？」

「うわあ、なんかカッコいいですね！　それでお願いします！」

　僕が身につけているローブと同じ色の魔導士とか、制服みたいで夢みたいだ！　……あれ？　もしかして僕が青いローブ着てたから、青魔導士なのかな？　ま、まあ、細かいことは気にしないようにしよう。

「じゃあ、クラウスが考えた治癒魔法を使って魔物を発火させたり、凍らせたりして討伐できるのが青魔導士の定義でいいか？」

　何回か一緒に魔物の討伐をしたから、ウルセルさんは僕の使う魔法をよく理解している。

　具体的には治癒魔法を相手に流し込んで、体温を上げて発火させたり、逆に体温を奪って氷漬けにしたりする魔法だ。Ｓランクの魔物でも相手に触れることができれば、だいたい一撃で沈められる。

「はい、それで大丈夫です！」

「それならクラウスが使う特殊魔法は青魔法ってとこだな。あ、帰る前に受付で冒険者カードと支給品のアイテム袋を受け取っていけよ」

　そうか、僕が開発した魔法は青魔法か……恥ずかしいけど嬉しくて心が躍る。

「ウルセルさん、ありがとうございます！」

　こうして僕は世界でたったひとりの青魔導士となった。




　次の仕事も無事に決まったので、ウキウキと家まで帰ってきた。

「ただいまー！」

「あれ？　お兄ちゃん？　おかえりなさい、こんなに早いのは珍しいね」

「うん、それがいろいろあって……」

　家に着くとカリンはすでに騎士学園から帰ってきていて、夕食の準備を始めていた。肉が焼ける匂いに僕のお腹がグゥーッと音を立てる。夕食の準備を一緒にしながら、今日の出来事を話した。

「というわけで、魔導士団はクビになったけど、冒険者になって『青魔導士』として依頼受けるから、生活はこれまで通り心配ないぞ」

「まあ、お兄ちゃんなら冒険者の方が絶対にいいって前から思ってたし。それに世界でただひとりの『青魔導士』か……ふふ、私のお兄ちゃんなんだからそれくらい余裕だよね」

　そう言って嬉しそうにニコニコしているカリンは、素直じゃないけどわかりやすい。いつものように四人掛けのテーブルにできあがった料理を並べていく。

「「いただきます」」

　そろって食事の挨拶をして、熱々のチキンの香草焼きを頬張った。噛みしめるとじゅわっと肉汁があふれ出して、香草の爽やかな風味が鼻から抜けていく。

「だけど冒険者だと収入が安定しないから、ちょっと不安で避けてたんだよな」

「うーん、五年前ならそうかもしれないけど、今のお兄ちゃんならむしろ冒険者の方が稼げるんじゃない？」

　カリンは艶のあるアッシュブロンドの髪を揺らして、さも当然のように言い放つ。透き通ったアメジストのような瞳は嬉しそうに細められていた。ひいき目なしに見ても、かわいらしい容姿だと思う。

「うーん、どうかな。やってみないとわからないな」

「もう、慎重すぎるよ。私が言うんだから、間違いないの！　それより、あの『黒翼のファルコン』で冒険者になったんだから、お祝いしよう！」

「うん、ありがとう。じゃあ、明日は久しぶりに豪勢にしようか」

「やったー！　アグリ豚のステーキ食べたい！　それからデザートにイチゴたっぷりのタルト!!」

　そのリクエストが僕の好物ばかりなことに微笑んで、翌日の夜はふたりでお祝いをした。




「ジェリーさん、おはようございます！　今日はこの依頼を受けます！」

　毎日一件ずつ、僕が近場の魔物討伐を引き受けるようになって、もう一週間になる。

　無理のないペースで家に帰り、今までは休みの日にしか一緒に食べられなかった夕食を毎日ふたりで準備して、できたての料理が食べられるようになった。これは嬉しい誤算だ。

　これからはこんな穏やかな日を過ごせるのだと、僕は安堵し心が弾む。

　初日は最低ランクの依頼からこなしてワンランクずつ上げていき、順調だったので今日は思い切ってＳランク向けの依頼を受けることにした。

　前にもジェリーさんからのお願いで、ベヒーモスやキメラのソロ討伐を受けたことがあったから似たようなものを選ぶ。

「おはよう！　クラウスは今日もやる気満々ね」

　爽やかな笑みを浮かべて、受付のジェリーさんが依頼書を受け取ってくれた。

「せっかく認めてもらえたから頑張りたいんです」

「はうっ！　そんな照れながらいじらしいこと言ったら、抱きしめたくなっちゃうじゃない！」

　ジェリーさんは受付から身を乗り出して僕の頭を抱き寄せ、その豊満な胸にぐいぐいと押しつけた。

「ふがっ！　ちょっ……！　ジェリーさんっ！　う、う、後ろ詰まってます！」

「あら、ごめんなさい。かわいくて、つい」

　危なかった、いろいろな意味で爆死するところだった。後ろに並んでるほかの冒険者の視線が痛いほど突き刺さってくるので、さっさと受付を済ませて目的地に向かう。




　今回の依頼はアダマンタイトの討伐だ。

　亀型の魔物で高い防御力と体力があるから、それなりの攻撃力がないと討伐が難しい。そのため討伐依頼もＳランクの冒険者が対象になっている。依頼書によると、アダマンタイトは王都の西にあるクレイン山で確認されたと記載されていた。

　クレイン山に足を踏み入れ、魔力感知で魔物の気配を探っていく。

「見つけた……」

　アダマンタイトは初めてだけど、その大きさと魔力量で判別できる。

　限界突破リミッターブレイクとリジェネで身体強化して最短距離で登っていった。

　視界に入ってきたのは、ゴツゴツとした岩のような甲羅に山の一部と錯覚するような巨体。尾の部分は蛇になっていて死角がない。額には黒い魔石がはめ込まれ、手足は短いものの丸太よりも太く、鋭い牙の間からは凍てつく冷気が漏れ出している。

　――これが、アダマンタイト！

　その赤い瞳は、確かに僕を捕らえた。

「ヴオオオォォォォッ!!」

　アダマンタイトの咆哮は、僕が敵だと認識したことを知らせる。

　迷わず全力で挑むことを決めて、最高のパフォーマンスを出せる身体に変えた。

「神秘覚醒アラウズ！」

　その途端に、アダマンタイトの口から凍てつくブレスが吐き出される。周りの木々は瞬時に凍りついて粉々に砕けてしまい、隠れる場所がなくなった。

　敵が次の攻撃準備に入っている間に、僕はその巨体を駆け上がる。蛇が噛みついてこようと攻撃してくるが、スピードはないのでひらりと躱かわしながら青魔法を放った。

「意識断絶ブラックアウト！」

　巨体で暴れられると山の被害が大きくなるので、まずは動きを止めようと考えた。身体が大きいと流し込む魔力も多くなるため、実験として挑戦してみる。

「ヴグアアアッ!!」

　蛇はこの魔法で動きが止まったから効果はあったようだ。

　あれだけ僕に襲いかかってきた尾の蛇は甲羅に巻きついておとなしくなっている。でも本体の方はそこまで変化がない。結構な量の魔力を流し込んだのに、この巨体だとどれくらいで効果あるのかと、探究心がムクムク湧き上がる。

　おそらく魔物の中でもトップクラスの巨体だ。ここで実験しておけば、どれくらいの大きさまでなら一撃で沈められるのかわかる。そこで無限ループ技を使うことにした。

「強制魔力解放フォストマジック」

　魔力の回路を開いて流れをよくしたり、体力を魔力に変換して魔力を増やしたりする青魔法だ。まずはこれで、さっき使った分の魔力を回復する。

「ハイヒール」

　回復した魔力で体力を全快する。万が一にも体力が切れたら実験どころではなくなるからだ。

「意識断絶ブラックアウト」

「ヴグアアアッ!!」

　アダマンタイトはまだ沈まない。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール、意識断絶ブラックアウト」

「ヴグアアッ!!」

　アダマンタイトの動きがぎこちなくなった。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール、意識断絶ブラックアウト」

「ヴアアッ!!」

　アダマンタイトはジッと立っている。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール、意識断絶ブラックアウト」

「ヴグッ!!」

　アダマンタイトはまともに咆哮をあげられなくなった。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール、意識断絶ブラックアウト」

「――ッ!!」

　アダマンタイトはようやくその巨体を山の中に沈めた。

「ふー、今の僕で六回か……。魔力の総量増やしたいな……」

　僕は新たな研究目標を胸に、討伐証明を採取しようとした。しかし甲羅が硬すぎて、青魔法で強化しているのにまったく刃が立たない。

　仕方なくアダマンタイトをそのままアイテム袋に入れて、ギルドへ報告するために戻ることにした。このアイテム袋は魔道具の一種で、見た目はただのバッグなのに大量の荷物を入れられる。しかもアイテム袋は食べ物や飲み物の鮮度を保ってくれるから、きっと魔物を入れても魔石化しないだろうと考えてのことだ。

　そこで今日一番驚いたのは、アダマンタイトを飲み込んだアイテム袋のポテンシャルだった。どこまで収納できるのか試したい衝動に駆られたけど、時間の余裕がなかったのであきらめた。




　ギルドに戻ってきた僕は、討伐証明どころかあの巨体ごと持ち帰ってきたため、どう報告しようか悩んでいた。混雑していた受付が落ち着いたところでジェリーさんに声をかける。

「え……アダマンタイトを持ち帰ってきた？」

「はい、討伐証明の部位が採取できなくて……アイテム袋に入ったので持ってきたんですけどかなり大きくて、どこに出せばいいですか？」

　ジェリーさんが口を大きく開けたまま、フリーズしている。

　しまった、なにかやらかしてしまっただろうか。

「あの、ジェリーさん？」

「あっ、ごめんなさいね！　アダマンタイト持ってきた冒険者なんて初めてだったから……今ウルセルに確認取るわ」

　そう言って受付の奥へと消えていった。

　そうか、みんなやっぱり討伐証明だけ持って帰ってくるんだな。失敗してしまったかな。次から気を付けよう。

　ひとり反省しながら待っていると、ウルセルさんが笑いながらやってきた。

「よう、クラウス！　ブフッ、アダマンタイト、持ってきたって……ククッ、マジか？」

「はい……すみません。僕は治癒魔法しか使えないので……ご迷惑おかけします」

「いや、違うんだ。クククッ、お前の規格外っぷりがおかしくてな。なあ、聞いただろ？　そのアイテム袋は持ち主の魔力の総量によって容量も変わるんだ」

「え！　そうだったんですか!?」

　衝撃の事実だった。

　そんな機能がついてるなんて……あ、もしかしたらジェリーさんからアイテム袋を受け取る時に、聞いてたかもしれない。浮かれすぎてて覚えてなかったんだ。

「なんだ知らなかったのか？　うちのギルド員に支給してる理由として、魔力量が目視で確認できるから採用してるんだ」

「わかりました、まあ、魔力量だけで魔導士団に入れたくらいですからね。納得です」

「いや……さすがにアダマンタイトは、なかなか入らないと思うけどな？　ブフフッ！」

「そうですか？　それでアダマンタイトはどうしたらいいですか？　このままだと報酬受け取れないですよね？」

「ブハッ！　お前、心配はそっちかよ！　クククッ、ほんと、あの時クラウスに会えてよかったよ。しばらく楽しめそうだ」

　よくわからないけど、ウルセルさんが楽しく過ごせるならよかったと思う。そしていったん街の外に出て、アダマンタイトの確認をしてもらうことになった。




「この辺でいいか。クラウス、出してもいいぞ」

　ウルセルさんと城壁の外の十分な広さのある平原までやってきた。

　確かにここなら、あの巨大なアダマンタイトを出しても問題なさそうだ。僕はアイテム袋の口を開いて、アダマンタイトをするりと取り出した。魔物はやっぱり山を切り取ってきたみたいに巨大だ。僕が魔力の流れを止めたから、動けないままになっている。

　通常だと魔力の流れを止めると三分から五分ほどで息絶えるけど、アイテム袋の中に入れたから大丈夫みたいだ。

「なあ、クラウスの依頼ってアダマンタイトの討伐だよな？」

「はい、そうです。だからアダマンタイトを倒してきました」

　僕はポケットに入れていた依頼書を再度確認してみる。確かにそこには、クレイン山に生息するアダマンタイトの討伐と記載されていた。

「いや、これ……アダマンタイトじゃないんだけど？」

「え？　でもクレイン山の大きな魔物の気配はこれだけでしたよ？」

「これ――聖獣玄武だ」

「……え？　セイジュウゲンブってなんですか？」

　絶句していたウルセルさんは、僕の問いにはすぐに答えてくれなかった。

　しまった……今回は間違いなくやらかしてしまったようだ。

　討伐対象じゃない魔物では報酬がもらえない。失敗どころか大失敗だ。

　とりあえず僕は呆然としているウルセルさんの意識が、こっちに戻ってくるのを待つことにした。




＊　＊　＊




「おい！　誰かおらんのか!?　さっきから何度も呼んでいるんだぞ!!」

　先ほどからずっと声をあげているのに、魔導士団の団長である私の呼びかけに返事はない。今日も朝から苛立つことばかりだった。

　クラウスの給金を掠め取っていた分を補填するために、浮いた人件費で薬草を多く仕入れピンハネするための事務作業が増えて忙しいのだ。

　かと言ってこれ以上、魔法学園を出ていない無能な人間をそばに置いておくことに耐えられなかった。

　先日やっと既定の採用期間が経過して、最高のタイミングで使えなかった『色なし』を解雇したというのに、魔導士団の業務は滞るばかりだ。

　まったくアイツらはなにをやっているのだ！　サボってばかりなら罰を与えねばならんな!!

　魔導士たちが事務仕事をする部屋の扉を乱暴に開け放ち、まずは叱責する。

「お前たちはなにをやっているのだ!?　邪魔者を排除して清々しただろう！　さっさと仕事をこなさんか!!」

　しかし、そこにいたのはテキトンとウカリだけだった。

「おい！　ほかの団員たちはどうしたのだ!?」

「ほかの奴らは騎士団の応援要請で出払ってますよ」

　テキトンが忌々しげに書類仕事をしながら答えた。コイツが書類仕事をしているところを見たのは、何年ぶりだろうか。

「では、赤魔導士はどうしたのだ!?」

「騎士団の奴らがやたら怪我をするので、治療室の応援に行ってます」

　今度はウカリがため息をつきながら答える。

「治療室にはあの老いぼれ赤魔導士がいるではないか!?」

「いえ、騎士団長様から直々に応援依頼があったのです！　最近の治療が追いついてないって」

「なんだとぉ!?」

　なぜ今まで回っていたものが回らなくなっているのだ!?　さてはあの老いぼれ赤魔導士が手を抜いているのか！

　私はあまりにもひどければ老いぼれ赤魔導士もクビにするつもりで、一階にある医療区画を訪れた。だがそこで目にしたのは、治療室の前の待合室にあふれかえる人々だった。

「なんだ!?　これは、いったいどうなっているのだ!?」

　赤魔導士たちは軽い怪我ならその場で治療し、重症者については番号札を配って順番を待っている間に簡単な処置を施している。

「次、五十六番の方！」

　その時、助手らしい若手の赤魔導士が治療室から出てきたので、私は老いぼれ赤魔導士に文句を言おうと治療室に足を踏み入れた。

「おい！　タマラ!!　この状況はなんなのだ、手を抜くな!!」

　そこで私の目に飛び込んできたのは、机の上に転がる無数の回復薬の瓶と、無詠唱で治癒魔法を使っているタマラだった。

「今は治療中だ！　患者以外は入室禁止だよ！　出ていっておくれ！」

「う、うぐ……」

　私は仕方なく、待合室にいる赤魔導士に声をかけた。

「おい！　これはどうなっているのだ!?」

「えっ、あ、あの最初はここまでじゃなかったんですけど……日に日に増えていって、もうギリギリなんです！　フール団長、なんとかしてください！」

　赤魔導士が半泣きになっていた。

　日に日に増えているだって？　なぜだ？　騎士団でなにかやっているのか？

「フール団長か！　今お伺いしようとしていたのです。ちょっとよろしいですか？」

　声をかけてきたのはアラン騎士団長だった。青二才の分際で騎士団長に抜擢された運のいい奴だ。

「なんですかな？　私は忙しいんだ」

「では簡潔に話します。言いにくいのですが、治癒魔法の効果が以前より落ちていて、全快までに時間がかかりすぎています。必然的に騎士が足りなくなり影響が出ているので、以前のように戻していただけませんか？」

「は？　どういうことだ？　私はなにもしていないぞ？」

「そうですか……ただ、最近やけに魔物が活発なので我らも厳しい状況なのです。どうか改善をお願いいたします。では、この後は陛下に呼ばれていますので失礼します」

　青二才が言いたいことだけ言って、さっさと陛下のいる中央棟の政務区画へと向かっていった。




　さらに苛立ちを抱えて、私は自分の執務室に戻ってきた。

　仕事をやらせるどころか、これでは今日も残業だ。この一週間でジワジワと仕事がたまってきている。私を待っている者がいるのに、定期的な街の視察もできていない。

　せっかく気分よく仕事ができる環境になったというのに、使えない団員たちのせいでこちらまで被害が出ているのだ。気を取り直して書類仕事に取りかかろうとした時だ、バタバタと廊下を駆けてくる足音が聞こえた。

　ノックもせずにドアを開けて、伝令係の赤魔導士が息を切らして入ってくる。

「団長!!　団長ぉぉ!!　た、た、た、大変です!!」

「なんなのだ！　私の邪魔をするなっ!!」

「魔物が……！　魔物が外壁の外に現れたんです!!　山みたいに大きくて、今、騎士団も向かってます！」

「なにっ!?　魔物だと!!」

　赤魔導士が窓の外へと指差す先を見ると、街を囲む外壁の向こうに巨大な魔物が鎮座していた。

「なっ……なんだ、あれは……!!」

「団長、至急魔導士団の配置をお願いします!!」

　あまりの衝撃に開いた口が塞がらない。赤魔導士の言葉がやけに遠くに聞こえた。




＊　＊　＊




「あの、ウルセルさん……？」

　あまりにもウルセルさんの意識が戻ってこないので、そっと声をかけてみる。

　するとようやく我に返ったウルセルさんが、僕の両肩をガシッと掴んできた。

「クラウス！　これ、どこで見つけた!?　どんな様子だった!?」

「えっ、えーと、クレイン山の頂上付近にいて……ゆっくり歩いてました。それからいきなり攻撃してきたので、倒したんです。魔物特有の赤目だったし間違いないと思って……」

　だからこそ、鮮烈に印象に残ってるんだ。あの魔物と同じ凶暴な殺意のこもった目をしていた。

「そうか……あ、すまないな。ところでこれはどういう状態なんだ？」

「あっ、魔力の流れを止めてるんです！　これってもとに戻しても大丈夫ですか？」

「うお！　マジか！　今すぐもとに戻してくれ!!」

　珍しくウルセルさんが青くなっていた。どうやら僕はやってはいけないことをしてしまったようだ。魔石になっていないから、まだ取り返しがつくとは思う。

「強制魔力解放フォストマジック！」

　山のような巨体に触れて、僕の魔力を流し込む。止める時は何度も青魔法を使ったけど、回復する時は一度で大丈夫だったようで、魔力を流し込むとその身体をわずかに揺らした。

　ゆっくりと開かれた大きな瞳は黒曜石のような艶のある漆黒に変わっていた。

「もしかして……なにか異常事態だった……？」

　ポツリと呟いた僕の独り言に返すように、頭の中に声が響く。

《まさしくその通りだ。貴殿が我を治してくれたのだな。感謝する》

「えっ！　魔物がしゃべった!?　いや、違うか……頭に直接響いてきた？」

《我は魔物ではない。四聖獣がひとり、玄武である》

　ウルセルさんを見ると、なにも聞こえてないようで不思議そうな顔をしている。どうやら僕にしか聞こえないみたいだ。

　どうなっているんだろう？　僕の魔力を流し込んだから聞こえるのか？

《そうか……我の声が聞こえるとは、貴殿が次の――》
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　その時だ。この巨大な聖獣を魔物だと勘違いした騎士団と魔導士団がやってきて、討伐の準備に入った。

「やはり魔物だ！　全員陣形を崩すな!!」

「第一部隊はこっちだ！　第二部隊は左翼へ――」

「おお！　魔導士団も到着したぞ!!」

「これは……！　やはり魔物ですな！　黒魔導士は騎士団の後ろで構えよ!!」

「赤魔導士は五人ひと組で等間隔に配置だ!!」

　物々しい空気に彼らの本気を感じる。ここで聖獣と戦闘になったら、どっちの味方につけばいいんだ？　これは、もしかしなくてもヤバい状況ってやつじゃないか？

　ど、どうしよう――!?

　チラリとウルセルさんを見上げると、彼は騎士団と魔導士団をジッと見つめていた。そしてニヤリと笑って声をあげる。

「ちょっと待て!!!!」

　よく通る低い声が騎士団や魔導士団に届いたのか、みんな動きを止めて僕たちを驚きの表情で見ている。この巨体の陰になっていて、僕たちに気が付いていなかったみたいだ。

「俺は『黒翼のファルコン』のギルドマスターだ!!　このデカいのは魔物じゃない!!　我が国を守る聖獣玄武だ!!」

　この言葉に、集まった団員たちがざわめき出す。

　聖獣玄武は事の成りゆきを見守るつもりのようで、なにも語りかけてはこなかった。

「ウルセル、それは本当か？」

　騎士団の一番後ろから歩み出てきたのは、騎士団長のアラン・スパロウだ。騎士団員の治療の付き添いで来ていたのを見たことがある。

　親しげに名前を呼んでいるから、ウルセルさんとは知り合いみたいだ。

「ああ、ほら額の黒い宝珠を見ろ。あれが聖獣の証だ」

　アラン団長は聖獣玄武の前まで回ってじっくりと観察して、片手を上げて騎士団の団員たちに撤退の合図を送る。

「はっ！　聖獣なんて初めて見たよ。だが、これはいったいどういうことだ？　なぜクレイン山で眠っているはずの聖獣がここにいる？」

　ジロリと睨まれた僕は思わずビクッと背筋を伸ばす。

　そこへよく聞き慣れたダミ声が近づいてきた。

「アラン殿！　騎士団を撤退させるとはいったいどういうことですか!!　魔導士団長の私にもわかるように話してくだされ!!」

　相変わらずの様子にゲンナリしたし、こんなところで会いたくなかった。でも、障害物のない平原じゃ隠れるところもない。

「貴様っ！　『色なし』ではないか！　こんなところでなにをしているのだ!?」

　僕に近寄ろうとしたフール団長を、ウルセルさんが身体を割り込ませて止めてくれた。

　聞こえてきたのは、地の底を這うようなドスのきいた声だ。

「おい。うちのギルド員に対して随分な態度だな？　俺にケンカ売ってんのか？」

「なっ、なにを言ってるのだ？　そいつは治癒魔法しか使えない出来損ないだぞ!?　どうせその『色なし』がなにかやらかしたのだろう！」

　フール団長が意外と鋭いことを言っている。だけどウルセルさんは本格的に魔力を解放して威圧しながら、団長に一歩近づいた。その圧力が半端ない。踏ん張って立ってないと尻餅をつきそうだ。フール団長の顔色も血の気が引いて真っ白になっている。

「ああ？　クラウスはうちのギルドの正式なメンバーだ。それを侮辱するってことは、俺にケンカ売ってんだよなあ？」

　どっちが悪い人かわからないセリフを言いながら、ウルセルさんはフール団長にさらに一歩近づいた。

「うぐっ……そんなことは、ないが……とにかく！　アラン団長、後で話を聞かせてくだされ!!」

　そう言ってフール団長は、踵を返して城壁の中へと戻っていってしまった。意外と足が速くて驚いた。

「なんだよ、根性ねえな」

　いや、今のは僕でも逃げ出したいくらいでした。でもこんな風に庇ってくれたウルセルさんは、すごくカッコよかった。それに上司に守ってもらったことがなかったから、すごく嬉しかった。

「……あまり無茶するなよ。まあ、魔物じゃないなら問題ないが、三日以内に報告しにきてくれ。俺も陛下に説明が必要だ」

「ああ、わかった。お騒がせして悪かったな。あー、しばらくここに置きっぱなしになると思うから、周知しておいてくれ」

「まったく、今度一杯おごれよ」

「はは、今度な」

　それだけでアラン団長はあっさりと街へと戻っていった。ウルセルさんとの信頼関係がうかがえる。

「よし、そういうことだから、クラウス。じっくり話を聞こうか」

「……は、はい」




　ウルセルさんと一緒に戻ってきたのは、僕たちが住む家だった。ギルドから歩いて二十分ほどの王都の住宅街にある、こぢんまりした古い家だ。僕たちが帰ってきてすぐに、カリンも騎士学園から帰ってきた。

「そうか……一応、依頼主にも話を聞くけど、正当な手順で依頼されてるし問題なさそうだな」

「はい、よろしくお願いします」

「本当に兄がご迷惑をおかけしました」

　隣に座っているカリンも僕と一緒に頭を下げてくれる。

　ウルセルさんは一緒に夕食を取りながら、聖獣玄武の件を聞き取り調査していた。カリンが心配な僕の心情を察して、自宅で聞き取りすることを提案してくれたのだ。

　しかも場所代だと言って、カリンの分まで買ってきた夕食代もすべて代金を支払ってくれた。

　ヤバい、ウルセルさんに惚れそうだ。みんなに慕われるのがよくわかる。

「よし、じゃあ、俺はいったんギルドに戻る。クラウスは明日の朝にでも聖獣玄武と対話を試してみてくれ。話せる奴なんて初めて見たからな。なにかわかったら教えてくれるか？」

「わかりました」

「じゃあ、お疲れ。今日はゆっくり休めよ」

「「ごちそうさまでした!!」」

　そして長居もせずにウルセルさんは、ギルドに戻っていった。

　今日一番心に残ったのは「ウルセルさんってマジ男前」だった。




　翌日、僕は朝一で聖獣玄武のもとを訪れた。相変わらず山のように鎮座している玄武に声をかける。

「おはよう、起きてる？」

　僕もいろいろと話をしてみたかったから、パチリと開いた漆黒の瞳にホッとする。

《うむ、起きている。貴殿を待っておった。まずは名を教えてくれぬか》

「よかった。僕はクラウス・フィンレイだ。僕もいろいろ話がしたくて来たんだけど、大丈夫？　お腹空いたりしてない？」

《ふはは！　クラウス殿は我の胃袋も心配してくれるのか！　我が主人あるじにこのように心を砕かれたのは初めてであるぞ。だが心配ない、我の原動力は魔素ゆえ不足はない》

　黒曜石のような瞳を優しげに細めながら、玄武は巨体を揺らして笑った。

　魔素とはこの世界中にある魔力の素になるものだ。魔素が原動力というなら、飢えることはないだろう。

「そうか、それならよかった。でも今、僕のことをさりげなく主人って呼んだの、気のせいかな？」

　サラッと言い放っていたけど、聞き流したらダメなやつだよね!?

《気のせいではない。昨日は邪魔が入って伝えられなかったが、クラウス殿は我の主人である》

　気のせいじゃなかった……！　なにがどうなってあの流れで僕が主人になるんだ!?

「あの、どうしてそうなったのか、教えてもらえる？」

　ウルセルさんに報告できる内容でありますようにと、祈りながら理由を尋ねた。

《我の声が届くからだ》

「え……それが理由？」

《うむ、そうだ。我の、つまり聖獣の声が聞こえる者が我らの主人だ》

　そういえば、ウルセルさんには玄武の声は聞こえてなかった。新たに浮かんだ疑問を、そのまま玄武にぶつける。

「どうして僕に声が聞こえるようになったんだ？　それに、聖獣って魔物とどう違うんだ？」

《我らが長き眠りより目覚め、主人殿と出会い覚醒したからだ。それに、我らと魔物では存在意義が違う。魔物は『喰らう者』、我らは『護る者』だ》

　そうなのか、覚醒ってのは正気に戻したことをいうのか？　それに聖獣は守護神みたいなものか。

「主人ってたくさんいるのか？」

《いや、我らから見たら主人はひとりだけだ。もっともこのように会えるのは数百年に一度だが》

　少し寂しそうな横顔で玄武は話した。

　数百年前ってことは、もう亡くなっているのか。きっと寂しいって思うくらい、いい主人だったんだろう。

「ちなみに主人を削除とか変更は……できるの？」

《それはできないことだ。クラウス殿以外は我らの主人にはなれぬ》

　これは……どうやっても逃げられないやつか！

　なんだかどえらいことになったな……僕は普通の冒険者でよかったんだけど。

　そんなことをのん気に考えていたら、《我が主人殿よ》と玄武の改まった声が頭に響いてきた。

《この玄武、我が主人に忠誠を誓い、命ある限りともに戦うと約束しよう》

　玄武は恭うやうやしく頭こうべを垂れて、僕に服従したことを示す。

　もう、どうやっても主人を辞められないと理解して、次の質問に移ることにした。

「ところで、どうして正気を失っていたんだ？　なにかあったのか？」

　本来の目的はこっちだ。内容によってはウルセルさんや騎士団、魔導士団での対応が必要になる。玄武は頭を上げて、真っ直ぐに僕を見据えた。

《うむ、これは邪竜の封印が破れかけている証である》

「邪竜って？」

《ここから南にある、古代遺跡の奥深くに眠る邪竜だ。なに、主人殿が四聖獣を正気に戻せば問題ない》

「え？　ちょっと待って、邪竜って神話に出てくる伝説の魔物だよね!?　なにそれ、ちょっと無理なんだけど!!」

　昨日ウルセルさんに聞いたけど、聖女の国セントフォリアを中心に東西南北に聖獣が置かれている。つまり、国をまたいで旅が必要ってことだ。そんなの無理だ。カリンがひとりきりになってしまう。

《主人殿なら簡単なことだぞ？》

「ほかの人じゃダメなの？　その国の人たちだっているだろ？」

　それならウルセルさんに報告して、各国に通達を出してもらえば済むことだ。

《我ら四聖獣の主人はひとりだけだ。ほかの者に頼んだところで、聖獣を抑えることすら叶わぬ》

「じゃあ、せめて二年後でもいいかな？」

《おそらくその前に邪竜が復活するであろうな》

「そんな……」

　どうしよう。二年後ならカリンも騎士団に入団して見習い期間も終わる頃だから、まだなんとかなりそうなんだけど。まいったなあ……そもそも、カリンのために冒険者になっただけなのに、こんなことになるなんて予想してなかった。

「ちなみに、邪竜が復活するとどうなる？」

《世界中に魔物があふれて人々を襲い、街や村は破壊し尽くされる。最終的には魔物に支配され、人々が安全に生きるのは困難になると予想する》

　――そんな……そんなことになったら、世界の崩壊じゃないか。僕には荷が重すぎるし対処できる内容じゃない。

「まずは、ウルセルさんに報告と相談をしてくる。玄武は山に戻るか？」

《承知した。我は主人殿とともにまいる》

　玄武が一瞬黒い光を放ったと思ったら、手のひらサイズにシュルシュルと縮んでいく。あのバカデカい山みたいな巨体が、めちゃめちゃコンパクトサイズになった。

「えええ！　こんな小さくなれるなら、最初からもう少しコンパクトでよかったんじゃない？」

　玄武を手のひらに乗せて、まじまじと観察してしまった。

《主人殿が我を覚醒させたから、できるようになったのだ。ちなみに離れていても我の名を呼べば、すぐに駆けつけられるようになっておる》

「へええ、便利だな、それは」

　意外と便利そうな機能に感心しながら、ミニマムサイズの玄武と一緒にギルドへと向かった。




　報告のためにギルドへ訪れると、ウルセルさんとジェリーさんに話をすることになった。実はジェリーさんが副ギルドマスターで、このふたりは夫婦だとここで初めて知った。

　荒くれ者が多い冒険者たちが、素直に受付嬢のジェリーさんに従う理由がようやくわかった。逆らわないんじゃなくて、実力的に逆らえなかったんだ。

　玄武から聞いた内容を報告して、僕の胸ポケットからそっとミニマム玄武を取り出し目の前のテーブルの上に置いた。玄武は甲羅の中に手足を引っ込めておとなしくしている。

「なるほどなあ。で、ほかの聖獣も正気に戻さないといけないんだな？」

「はい、そうみたいです。でも僕はカリンを置いていけません。どうしたらいいのかわからなくて……」

「そうだなあ……一度カリンちゃんと話してみたらどうだ？　もう十七だろ？　話せばわかると思うけどな」

　ウルセルさんは、穏やかな眼差しで玄武を見つめている。

　カリンは来月学園を卒業して、その後は騎士団へ入団すると決まっていた。

　二年間の見習い期間が終われば、一人前の騎士として国中を駆け回る。それまでは一緒にいるのだと思っていた。

　ずっとふたりで助け合ってきたから、離れるなんて考えてもみなかったけど……そういうタイミングなのかもしれない。

　魔物があふれたらカリンにも影響があるし、僕がやらないといけないとは理解した。でも気持ちがついてこない。

　ここでカリンの手を離して、本当に大丈夫なのか不安だった。

　正直、世界がどうのこうのなんてよくわからない。

　僕はたったひとりの家族の方が大切なんだ。それが、ずっと僕の心の支えでもあったから。

　でも、今回は無視できる内容じゃない。

「……一度カリンと話してみます」

「ああ、クラウスとカリンちゃんなら大丈夫さ。ベストな方法が見つかるよ」

　ウルセルさんの言葉は、僕の背中をそっと押してくれた。




「カリン、話があるんだけど」

　いつものようにふたりきりの夕食を終えて、僕は切り出した。

　玄武の主人になったのはもう話してあるし、ミニマム玄武は紹介済みだ。

「うん？　改まって、どうしたの？」

「……あの、実は、玄武を正気に戻した話はしただろ？」

「うん」

「それで、聖獣ってほかにも三体いて、それも正気に戻さないといけないんだ。だけど、その聖獣は世界各国にいるから旅に出ることになった」

　僕はひと息で決定事項として伝えた。カリンの笑顔を見て思ったんだ。カリンのいる世界を守るためにもそれしか道はない。

「ああ、そういうこと！　うーん、わかった！」

「え？　わかってくれたの？」

　あっさりと理解を示したカリンに拍子抜けしてしまう。もっと反対されるかと思っていた。

「うん、世界中を旅しないといけないんでしょ？　そして、それはお兄ちゃんじゃないと、できないことなんでしょ？」

「そうだけど……カリンをひとり残していくことになるんだぞ？」

「んー、それは考えるから大丈夫！　心配いらないよ」

　そう言ってニッコリと笑う顔に無理をしている印象は受けなかった。不安に思っている様子もなさそうだ。

「そうか……よかった。カリンのことが心配で、どうしようかと思ってたんだ」

「大丈夫だよ、もう子供じゃないんだから！　学費出してもらっててなんだけど、ちゃんと自分のことは自分で考えるよ」

「うん、そうだよな。カリンも大きくなったんだな……」

　両親が亡くなったのは、僕が民間学校を卒業した年の夏だった。

　僕が十三歳、カリンが十歳の時だ。

　いつも寂しいのを我慢していたのは知ってる。夜にひとりで泣いているカリンを何度も慰めてきた。

　あの時の僕にしがみついてくるカリンがずっと頭から離れなくて、心配しすぎていたのかもしれない。




　――と思っていたのだが。

「お兄ちゃん、ただいま！」

「え？　カリン？　騎士学園はどうしたんだ？」

　今朝、元気に「いってきます！」と騎士学園に向かったカリンが、わずか二時間ほどで帰ってきた。

　僕は旅に出る準備のために、この日はギルドに行かず家にいたのだ。

「辞めてきた」

「はあ!?　辞めてきたって、なんで!?　学費ならちゃんと払えるだけあるから心配いらないよ!?」

　もしかして、旅に出るから通い続けられないと思ったのか？　それならＳランクの魔物を討伐した時の報酬が半分以上も残ってるから、まったく心配ないんだけど！

「私もお兄ちゃんの旅についていく」

「はああ!?」

「もう退学処理も終わったから、戻れないよ」

「なんで!?　あと一カ月で卒業だし、騎士団に入るのが夢だっただろ!?」

　騎士団に入るためにあんなに頑張っていたのに、カリンはなにを言ってるんだ？

「正確には、お兄ちゃんが魔導士団にいたから、私は騎士団に入ろうと思ったの。お父さんとお母さんみたいに、剣と魔法で戦えたらいいなと思って。だから今は騎士団に入っても意味ないの」

「そう、だったのか？　いや、でも騎士団なら生活も保証されてるのに……」

　それを聞いてなにも言えなくなってしまった。確かに父さんは剣士で、母さんは赤魔導士として冒険者をしていた。でも、そういう理由で騎士団を選んでいたとは思わなかった。

「……お兄ちゃん、置いていかないで」

「カリン……」

　カリンはそっとそばに寄ってきて、僕の服の裾をギュッと掴んだ。

「……私をひとりにしないで」

　僕にしがみついて眠る幼い頃のカリンが、重なって見える。

　震える声のカリンを、僕にしがみついてきた手を、振り払うことはできなかった。

　そしてなによりも僕自身が、カリンに必要とされていて嬉しいと思ってしまった。

「わかった。それならひとつ確かめたいことがある」

　カリンの無茶な話を呑む代わりに、僕は条件をつけることにした。

　パッと顔を上げたカリンが期待に満ちた瞳で見上げてくる。

「なになに？」

「冒険者登録して、一度一緒に魔物を討伐して実力を見てから決める」

「そんなんでいいの？　じゃあ、明日にでも登録してくるね！」

　カリンはあっさりと納得して、ご機嫌で翌日の準備を始めた。




　翌日の朝一でカリンは出発して、翌々日には本登録を済ませて帰ってきた。この行動力はきっと母さんに似たんだと思う。

「この時間ってことは、Ｂランク……マジか」

「これでも騎士学園で学年一番だったんだからね。実戦経験は少ないけど、チームで討伐もしたし。それから魔物の討伐はこれでいい？」

　そう言って渡してきた討伐依頼書は、王都の東にある『夜明けの森』に生息しているジャイアントホーンだった。

　Ｂランクの冒険者ならお手頃の依頼だ。文句のつけどころがない。

　どうやらカリンはできるタイプのようだ。さすが僕の妹だ。

「段取りがいいな。じゃあ、明日の朝出発しよう」

「うん、任せて！　準備もバッチリしておくから！」

　ものすごく嬉しそうにカリンは笑っていた。




　翌朝、カリンと一緒に『夜明けの森』まで来たけれど、いつもと様子が違っていた。

「全然、魔物が全然出てこない」

「うん……おかしいな、こんなに魔物がいないことなんてなかったんだけど」

　万が一にもカリンが怪我をしないように、半径二キロメートル以内は魔物の魔力を感知しながら進んでいた。それなのにＥランクやＦランクの魔物の気配すら感じない。

《主人殿よ、どこまで魔物の魔力感知ができる？》

　胸ポケットから玄武が顔を覗かせている。すっかりこの場所が定位置になっていた。

「そうだな、この国中ならできるけど……」

　そう言いながら、意識を集中して魔力感知の範囲を広げていった。そこである事実に気が付いた。

「えっ……嘘だ。まさか、こんな！」

　僕は王都の方角を振り返った。意味のないことだとわかっていても、そうせずにはいられなかった。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

「魔物の大群が……王都に向かってる！　カリン、今すぐ戻るぞ！」

「わ、わかった！」

　間に合え、間に合ってくれ！

　僕の育った街なんだ。大切にしたい人たちが、たくさんいるんだ!!

「玄武っ！　王都まで僕とカリンを乗せていってくれ！」

　僕のポケットから取り出した玄武は、瞬く間にもとの大きさに戻っていく。僕とカリンはその背中に飛び乗った。

「リジェネ！　リジェネ!!　限界突破リミッターブレイク！　限界突破リミッターブレイク!!」

　僕はすぐさま玄武とカリンに身体強化の青魔法をかけた。もちろん僕にも同じ魔法をかける。

「これで身体能力が上がったはずだ！　頼む！」

「っ！　これって、すごい……！」

《承知した。飛ばしていく！》

　僕たちは魔物の大群が迫る王都へと急いだ。




　行きは三時間かかったけれど、わずか四十分ほどで王都が見えてきた。玄武が直線距離で進んだのと、この巨体から想像できないスピードで走ってきたおかげだ。

　やがて聞こえてきたのは怒号、悲鳴、甲高い剣撃の音、そして爆裂音。

　魔物の大群は北の方角から王都に押し寄せていて、騎士団と冒険者たち、魔導士団も外壁門の前で応戦していた。幸い外壁に張られている結界は破壊されていない。

　アラン団長とウルセルさんは、連携しながら騎士や冒険者たちの指揮を執っている。魔導士団も後方から支援していた。魔力感知で調べると王都の中にも魔物は侵入していて、一刻も早く凶暴化した魔物を殲せん滅めつする必要があった。

　でも怪我人も多く、このままではジリジリと戦力ダウンしてしまう。まずは全体の回復だ。

「パーフェクトヒール!!」

　僕は玄武の背中から全体的に完全治癒魔法をかけた。

「うおっ、なんだ!?　いきなり傷が治った!?」

「この光は！　すごい、全快だ!!」

「まさか……こんな人数を一度に!?」

　騎士団と冒険者たちが盛り返したのを確認して、すぐに次の行動に移る。

「玄武！　カリン！　外壁門から魔物が入り込まないように、フォローを頼む!!」

「わかった！　任せて！」

《承知した》

　今度は魔物を排除するために玄武から降りて、街の外壁門から二十メートルほど前に立った。後方では玄武が凍てつく息吹を吐き出して、魔物を寄せつけないように門を守っている。

　カリンも玄武から降りて、目の前の魔物をどんどん倒しまくっていて、もう実力がどうこういうレベルじゃないのは理解した。

　僕は跪ひざまずき、そっと地面に手のひらをついて周りの魔物たちの魔力の流れを感じ取る。何百、何千といる魔物たちを捕らえると、地面にあの金色の不思議な模様が広がっていった。

「地獄血焔ブラッドファイア!!」

　僕の魔力が地面を通して、周囲の魔物たちの身体を駆け巡った。

　魔物たちは一斉に動きを止める。身体を巡る魔力に作用して血液が高温になり、やがて青い炎となって発火していった。

　外壁門を半円状に囲むように、青い炎が壁のように燃え上がる。

　魔物を燃やし尽くすまで、僕の魔力を含んだ青い炎は消えないし魔石すら残らないから進化も防げる。魔物を一掃する青魔法だ。

　まずは危機的状況を脱したのでウルセルさんを捜そうと振り返った。

「クラウス！　やっぱりお前か!!」

　そこで前線から下がったウルセルさんが僕の前までやってくる。

「ウルセルさん！　勝手な真似をしてすみません。状況はどうですか？　青い炎が燃え尽きたら、また魔物が押し寄せてくると思います」

「そうか、わかった。この規模の大群なら、ボスクラスの魔物がいるはずなんだ。アランたちと協力して、そいつの討伐を頼めるか？」

「もちろんです！」

「よし！　それなら、冒険者と騎士団の半数は街の中に入り込んだ魔物の討伐にあてられるな」

「え？　半分？　そんなに連れていっちゃうんですか!?」

　僕たちが来たくらいで、いくらなんでもそんなに戦力が変わるわけない。

「お前、自覚ないんだなあ。みんな玄武を従えていたのに驚いて、さらに青魔法に度肝抜かれてたぞ。ほら、後ろにいる魔導士団も見てみろよ。いい顔してるぜ」

　ウルセルさんに促されて見てみると、騎士団と冒険者の人たちが呆然としていた。黒魔導士たちはあんぐりと口を開けている。赤魔導士たちも、信じられないものを見たような顔をしていた。

　フール団長は口をパクパクさせて、顔を真っ赤にしてブルブル震えている。

「な？　いい顔だろ？」

　そう言ってニヤリと笑ったウルセルさんも、魔導士団とは違う意味で実にいい顔をしていた。そんなウルセルさんに僕もふっと表情を緩める。

「……わかりました。それなら、カリンも連れていってください。街にはお世話になった人たちがたくさんいて、きっと気になってるはずなので」

　それに数が減るだけの街の中の方が安全だ。青魔法で強化しているとはいえ、少しでもカリンの危険を減らしたい。

「クラウス……んー、まあ、いいか。カリンちゃんは任せろ。じゃあ、頼んだぞ」

　ウルセルさんは僕の本音に気付いた上で、カリンも連れて街へと駆け出した。これでいい。これでカリンの生存率は高まったはずだ。

　青い炎が弱まったところから、ちらほらと魔物がこちらに出てきている。その後ろに潜む魔物たちの魔力感知をすると、そこにひときわ強い魔力の個体を見つけた。

「この気配は……キングミノタウロスか。やるしかないな」

　強敵との戦いの前に準備を整える。

「強制魔力解放フォストマジック、神秘覚醒アラウズ、ハイヒール」

　そして、ついに青い炎の壁はなくなり、第二波の魔物の大群が僕たちに向かってきた。

　魔物たちを倒していくけど、まだまだ数が多くてキリがない。

「玄武！　さっきのをもう一度やるから、援護を頼む!!」

『任せておけ！』

　玄武は僕の周りに凍てつく息吹を吐き出して、魔物たちを瞬殺していく。

「地獄血焔ブラッドファイア!!」

　再び青い炎の壁が広がり、生き残った魔物を騎士団や魔導士団、それに冒険者たちがすぐさま倒していく。全体攻撃の青魔法は魔力の消費が激しいので、すぐに回復した。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール」

　二度の地獄血焔ブラッドファイアで残った魔物はわずかだけど、どれも高ランクだ。

「クラウス君！」

　そこで声をかけてきたのは、アラン団長だった。

「ウルセルから聞いている。さっきの魔法も君なんだな。窮地を救ってくれて感謝する」

「いえ、それよりもこの魔物たちのボスは、おそらくキングミノタウロスです。どうやって攻めますか？」

「そんなことまでわかるのか……はっ、俺でも敵わないな。では我々が先陣を切ろう。この青い炎の壁が次に消えたら仕掛ける」

　アラン団長は厳しい視線を炎の奥へ向けた。

「わかりました。僕は後ろからついていきます」

「頼むよ。……いざという時は好きに動いてかまわない」

　そう言ってアラン団長が戻ると、騎士団は陣形を整えてランクの高い魔物に備えた。

　弱くなった青い炎を踏みつけて出てきたのは、キマイラやポイズンベアーなどのＡランクの魔物だ。

　騎士や魔導士たちは、それぞれの団長の指示で危なげなく魔物を倒していた。そして倒れる魔物の後ろから、ついにボスクラスの魔物が姿を現す。

「っ！　来た、キングミノタウロスだ……！」

　二本の角が伸びる牛の頭に、筋骨隆々の体躯は茶色の体毛に覆われている。足は膝から下が頭と同じく牛のようになっていて、つま先は蹄になっていた。

「第三部隊、来るぞっっ!!」

　アラン団長の言葉に中央に陣取っていた騎士と魔導士たちは果敢に攻撃をしかけた。

　だけどキングミノタウロスへの剣の攻撃は弾かれて、魔法の攻撃はマジックバリアで防がれている。今までの魔物とは比べるまでもなく格が違っていた。

　キングミノタウロスが巨大な斧で騎士たちをなぎ払うと、陣形はあっという間に崩れる。

「聖なる十字架ホーリークロス!!」

　アラン団長の魔力を込めた剣撃がマジックバリアを壊したけど、すぐにマジックバリアが復活して少ししかダメージが与えられない。

　このままじゃ、倒せない――。

『いざという時は好きに動いてかまわない』

　僕はアラン団長の言葉を思い出す。ここで騎士団がやられたら、魔物が王都に流れ込んでカリンが危ない。僕はキングミノタウロスに向かって駆け出した。

　騎士たちの間を縫うように進んで、前線まで出ているアラン団長の横を駆け抜ける。

「っ！　クラウス君！」

　呼びかけを振り切って、そのまま一気にキングミノタウロスの目の前まで躍り出た。圧倒的な存在感に怯みかける。

　目の前の敵も僕に気が付いたみたいで、咆哮をあげて向かってきた。僕の頭めがけて巨大な斧を振り下ろしてくる。騎士たちは攻撃を避けるために距離を取り、僕はそのまま懐に突っ込んでスライディングで股の間をすり抜けた。

　そして背中から飛びつき、青魔法を放つ。

「極炎血ヒートブラッド!!」

　背中に触れている右手から、これでもかと僕の魔力を注いだ。

　先ほどの全体攻撃とは違って、直接魔力を流し込んだから効果は高い。

　Ａランク程度の耐火能力ならものともせずに、青い炎が焼き尽くすはずだった。

「グガアアアアッ!!」

　キングミノタウロスの身体からはゆらゆらと湯気が立ち上っているが、発火はしていない。とんでもなく頑丈か、Ａランクの魔物より高い耐火能力があるかだ。

　キングミノタウロスは、焦る僕の腕を掴んで思いっきり地面に叩きつけた。背中に強い衝撃が走って、一瞬息が止まる。

「がはっ!!」

　次に見えたのは、キングミノタウロスが振り上げた巨大な斧だ。

　鈍く光る刃が僕めがけて振り下ろされる。

「強制魔力解放フォストマジック！　ハイヒール！」

　ギリギリで回復して、横回転してすぐに起き上がった。いったん距離を取って作戦を練り直す。

「うわっ、ギリギリ！　炎属性の魔法が効かないなら、反対の属性で攻めてみるか」

　その場で軽くジャンプして、強張った身体をほぐしていく。一歩間違えば即死の戦いだ。わずかな身体の緊張が命取りになる。

　ふーっと息を吐いて身体から力を抜き、駆け出した。

　どんなに失敗しても、何度でも回復して立ち向かうんだ。魔力か体力さえあれば、僕はずっと戦える。そうやって戦うしかできないから、僕は絶対にあきらめない。

　キングミノタウロスの斧をかいくぐり、捕まえようとする手をすり抜けて、高く飛び上がった。そのまま宙返りして、キングミノタウロスの頭上を飛び越える。

　手を伸ばした先には曲がった角があった。掴んだ瞬間に魔力を流し込む。

「極氷血ブラッドダウン!!」

　キングミノタウロスは、ピタリと動きを止めた。

　灼熱から極寒へ、熱を奪い続ける僕の魔力に今度こそ大きなダメージを受けているようだ。

　十秒後、魔物を焼いた跡の残る平原に、キングミノタウロスは氷柱に支えられるようにして凍りついた。

　外壁門の外は、妙な静寂に包まれている。

　先ほどまで猛攻を仕掛けていた魔物たちは、おびえたように震えて動けない状態だ。

　騎士たちも魔導士たちも冒険者たちも、瞬きすらしていなかった。

　……はー、よかったあああ！　こっちの青魔法が効いて助かった!!　ていうか、なんかやけに静かだな？

　僕は辺りを見回した。みんなの視線が集まっていて驚いたけど、いきなりキングミノタウロスが凍ったからかもしれない。

「あの、倒せました。キングミノタウロス」

　僕の言葉が予想以上に響いて、内心焦った。

「はっ……！　まさかＳＳＳランクのキングミノタウロスをひとりで倒すなんて、こんな逸材がいたなんて知らなかったな」

　アラン団長が剣を収めて近づいてきた。ほかの魔物たちもすでに第一部隊の騎士たちが討伐を済ませている。
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　それにキングミノタウロスがＳＳＳランクって言った？　え、コイツそんな化け物みたいなランクだったの!?

　そんなことを考えていたら、アラン団長が僕の前に跪いた。

「クラウス・フィンレイ殿。貴殿の貢献により魔物の大群をこの場で食い止めることができた。騎士団を代表して御おん礼れい申し上げる！　君はこのウッドヴィル王国の英雄だ!!」

　アラン団長の言葉に周りの人たちが大歓声をあげた。

「クラウス様！　あんたはオレたちの救世主だ!!」

「青魔導士クラウスは英雄だー!!」

「キャー！　クラウス様！　こっち向いてー！」

「クラウス様ー！　あんた最高だよぉぉ!!」

　あまりの大歓声に僕は逆にいたたまれない。なんとか歓声をやませたくて、僕だけが英雄じゃないと訴えてみた。

「いえっ、あの、皆さんの援護があったから倒せたんです！　僕ひとりじゃ無理でした！　皆さんこそ英雄なんです!!」

「うおおおお!!　なんて素晴らしいお方なんだ!!」

「私より若いのに……こんな謙虚な英雄なんて見たことないぞ!!」

「クラウス様！　お願い結婚してー!!」

「クラウス様ー！　やっぱり、あんた最高だよぉぉ!!」

　ダメだ……まるで効果がなかった……！　むしろ余計ひどくしてしまった……!!

　僕が絶望的な眼差しで騒ぐ人たちを眺めていると、アラン団長が立ち上がってそっと声をかけてくれた。

「クラウス君、君は魔導士団に興味ないのか？」

「あー、魔導士団をクビになって冒険者をやってるので、興味ないとかそういうのじゃないんですよね」

「はっ……？　魔導士団をクビに……？」

　意味がわからないという顔で、アラン団長は首を傾げた。

「はい、五年前からいたんですが治癒魔法しか使えなくて、先日クビになりました」

「……あっ、もしかして西棟にいた青いローブの団員は君だったのか！　すまない、てっきり治療専門のアルバイトかなにかだと思っていた」

　アラン団長はなにかを思い出したようにハッとして、申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「いえ、アラン団長が謝ることはなにもありませんよ。治癒魔法しか使えないのは事実ですから」

　確かにあの頃はもがき苦しんで、でもどうにもならなくて、やり場のない気持ちをすべて治癒魔法の研究にぶつけていた。

　でも、今では僕を認めてくれる人がたくさんいるから、魔導士団はもう過去になっていた。

「そうか……力になれなくて、すまなかった。だが理解したよ。魔導士団には調査が必要だな」

　ギラリとアラン団長の目が光った気がした。僕はもう退団したから、これ以上気にしても仕方ない。

「そうですか……あ、そうだ、コレの処理お願いしてもいいですか？　妹が心配で街に戻りたいんです」

　凍ったキングミノタウロスを指差してアラン団長に確認した。

「ああ、こちらは任せてくれ。俺がしっかり処理しておくよ。早く妹さんのところに行ってやれ」

「ありがとうございます！　では、お願いします！」

　残りの処理や後始末はアラン団長が引き受けてくれたので、僕は玄武を回収して街へと戻った。




　街の中はところどころ建物の壁が壊されて、瓦礫で散らかっている。でもこの程度ならすぐに復旧できるだろう。

「よかった……街の中はそんなに壊れてないみたいだ」

《早めに魔物を追ったのが功を奏したのだろう》

「うん、ウルセルさんはやっぱりすごいな。あの判断力は僕も身につけたい」

　のん気に玄武とそんな会話をしながら、カリンを探して街を歩き回っていた。途中で会った怪我人を治しながら、アッシュブロンドの髪色の少女剣士を見なかったか聞いて歩く。

「ああ、それならさっき『黒翼のギルド』の連中が、女の子が怪我したって騒いでたな。知り合いなら早く行ってやれ」

「あ、ありがとうございます……」

　通称『黒翼のギルド』とはウルセルさんのギルドのことだ。嫌な汗が背中を伝っていく。僕は気付いたら走り出していた。

　そんな、まさか！　リジェネと限界突破リミッターブレイクをかけているんだ、普通の怪我ならすぐに治ってしまうはずだ。きっと人違いだ。そうに違いない。

　僕は魔物の被害を受けなかった黒翼のギルドの扉を勢いよく開く。ギルド受付にジェリーさんはいなくて先輩の冒険者が対応をしていた。

「クラウスか！　お前、今すぐ西棟の治療区画に行け！」

「えっ……なんで治療区画に？」

「いいから！　行けばわかるから！」

「いったい、なにがあったんだ……？」

　僕は乾いた喉をゴクリと鳴らして西棟へと向かった。




　王城の門番に事情を話して、西棟にいるウルセルさんたちへの取り次ぎをお願いする。

　しばらくしてウルセルさんがやってきたけど、いつもと様子が違った。いつもの軽い感じの笑顔はなくて、魔物と対峙してるような真剣な表情だ。

「あの、すみません。ギルドで西棟に行けって言われて……ウルセルさん？」

「クラウス、すまない。俺の責任だ」

　ウルセルさんの口から出てきたのは謝罪だった。

　まったく意味がわからない。ただかなり思い詰めているのだけはわかった。

「……なにがあったんですか？　カリンが西棟にいるなんて、よっぽどの怪我か魔物の毒でも受けたんですか？」

　西棟の治療区画には、ひどく負傷した冒険者が来ることもある。実際に僕もそういう冒険者を治療していたし、それでも治らない怪我や毒なら僕の青魔法で治していた。

「すまない。恨むなら……俺を恨んでくれ」

　ウルセルさんは前を向いたまま、唸るように言葉をつむいだ。その様子に僕の心臓がギュッと掴まれたように苦しくなる。

　カリンになにかあったんだ。それしか考えられない。

　はやる気持ちを抑えてウルセルさんの後に続いた。僕の脳裏には、明るく笑うカリンの姿が浮かんでくるばかりだった。




　西棟の一階にある治療区画ではタマラさんが治療室で治して、休養が必要な患者は回復室に移動することになっている。回復室には八床のベッドが設置されていた。治療区画へ向かう間、さまざまな思いが浮かんでは消えていく。

　僕がクビになってから大変だったんじゃないだろうか？　密かにずっと気になっていた。

　それからやっぱり、カリンは大怪我を負ったのか？　四肢欠損くらいなら、僕の青魔法で治せるけど……もっとひどいんだろうか？

　回復室に入ると一番奥のベッドのカーテンが引かれていた。僕が全体回復の治癒魔法をかけたからか、タマラさんがすでにすべての治療を終えたからか、ほかに患者はいなかった。

　ウルセルさんは静かにカーテンの中に声をかける。

「連れてきた。大丈夫か？」

「ええ……大丈夫よ」

　ジェリーさんの張りのない沈んだ声に拳を固く握った。

　促されてカーテンの中に入ると、ベッドの上でカリンが眠っている。穏やかな寝顔に少しホッとした。

「カリンがなにか大怪我したんですか？」

　僕の問いかけに答えたのは、ジェリーさんだった。

「クラウス、本当にごめんなさい。カリンちゃんは……街の人が魔物に襲われそうになって、身を呈して庇ったの。その時に魔物に噛みつかれてしまって……」

「ああ、カリンらしいですね。それなら僕の青魔法で治します。診てもいいですか？」

　ジェリーさんはウルセルさんに視線で問いかける。ウルセルさんは診るべき箇所をポツリと呟いた。

「やられたのは、左腕と左足だ」

　ジェリーさんと場所を交代して、掛布をめくる。カリンの左腕と左足には、黒い呪文のような文字が浮かび上がっていた。

　予想外の現実に思考が止まる。

　僕はこの模様に見覚えがあった。そうだ、今でもはっきり覚えている。

「この模様……そんな」

　僕が唯一治療できなかった冒険者に、この模様が浮き出ていた。彼は両腕とそれを繋ぐように肩と胸にもこの模様が現れていて、最後には呪文の部分が石化して亡くなったんだ。

『クラウス様、おかげで父は安らかに眠ることができました。貴方は私の心の支えにもなってくれました。このご恩は決して忘れません』

　そう言って涙の跡が残る顔で微笑んだ黒髪の少女が、鮮明に思い出される。

　カリンは左腕と左足を繋ぐように呪文が浮き出ていて、もしこれがすべて石化してしまったら助からない。

　喉がカラカラに乾いて、心臓はバクバクと鼓動している。手のひらには冷や汗がにじんで、指先は冷たくなっていた。

「あの子の父親と、同じなのか……？」

　僕の治癒魔法が効かなかった。どんなに手を尽くしても治せなかった。

　いや、まだあきらめるのは早い。あの時は青魔法を使えなかったんだ。試す価値はある。

「完全回復オールメディカル！」

　カリンに浮かび上がる黒い模様に、僕の魔力を注ぎ込んだ。

　この青魔法なら自己再生能力を最大限にまで高められるので、四肢の欠損すらも治せる。だけど対象者の負担が大きすぎて、いざという時しか使えない。

　淡い金色の光に包まれたカリンは、そっと目を開けた。僕の青魔法で魔物から受けたダメージが回復したみたいだ。ただ黒い模様は消えなかった。

「お……兄ちゃん？」

「カリン！　気分はどうだ？　どこか痛むか？」

「ううん……大丈夫。ごめんね、失敗しちゃった……」

　そこへ治療室に駐在しているタマラさんが戻ってきた。調べものをしていたのか書類の束や古書を抱えている。

「ご家族の方が来られた……って、クラウスだったのかい……」

　そんなに期間は空いてないはずなのに、久しぶりに会った気がした。だけどタマラさんはいつになく神妙な顔をしている。

「タマラさん……詳しく聞かせてもらえますか？」

「ここは病人が休む部屋だ、別室で話をしよう」

　カリンをジェリーさんにお願いして、僕とウルセルさんで話を聞くことになった。




　僕たちはふたつ隣の談話室に移動して、四人掛けのテーブルについた。タマラさんは抱えていた古書をテーブルの上で開く。

「ここを読んでくれるかい」

　タマラさんが指を差したのは、黒い双頭の蛇の絵だ。それを見たウルセルさんは眉根を寄せて難しい顔をしている。

「これは古代遺跡に眠る邪竜ウロボロスだよ」

　邪竜ウロボロス――この世界に伝わる神話に出てくる双頭の蛇の魔物だ。この文献ではウロボロスはもともと双子の神だと書かれていた。神様が天上から落とされて、邪竜になったと記されている。

　この古書に書かれているのが事実なら、ウロボロスは神様の世界から追われ、さらに人間からも追われた。そして最後は害をなす魔物だと封印されたのだ。僕が過ごした魔導師団での記憶が脳裏を掠めて、他人事には思えなかった。

　タマラさんの話では、そのウロボロスが封印されている古代遺跡から真っ黒な双頭の蛇が飛び出してきて、人間に襲いかかって呪いをかけるという。

　襲われた人間は黒い文字が浮かび上がり、どうやっても消えないそうだ。

「その欠片に噛まれたら、ウロボロスの呪いが発症して少しずつ石化していく。噛まれてしまったら、私には助けられない。余命はおそらく二年ほどだろう」

「……治す方法はないんですか？」

「ここにある古書や資料は漁ってみたけど、わからないねぇ。これからも調べるから、なにかわかったら知らせるよ」

「ありがとう……ございます」

　なんとかお礼だけ言って、またカリンのもとに戻った。




　ウルセルさんとジェリーさんにもお礼を言って、ギルドに戻ってもらった。こんな状況じゃ仕事は山積みだろう。

　窓から入ってくる月明かりが、カリンのアッシュブロンドの髪を淡く照らしている。とても穏やかな顔で深い眠りについていた。

　余命二年。

　余命二年だって？　……ふざけるな。ついこの前、十七歳になったばかりだぞ？

　初めてカリンと会った時の記憶が蘇る。

　僕は養子だった。カリンはまだ赤ちゃんで母さんの腕に抱かれていた。カリンを見た瞬間、僕の魂が揺さぶられた。

　すごく小さい手で僕の人差し指をギュッと握ったのを僕は覚えてる。

　薄紫の瞳は透き通っていて、僕の顔をジッと見つめていた。きっとカリンは小さすぎて覚えてないだろうけど。

　両親が死んでからは、ずっと我慢ばっかりさせてた。

　カリンはいつも夜に泣いてたから、僕が淋しいから添い寝してくれと言ってひとりにしなかった。

　いつも笑顔で元気にいってらっしゃいって僕を送り出してくれて、それだけで頑張れた。カリンがいたから、僕はどんなにバカにされても歯を食いしばってやってこれたんだ。

　僕の青紫の瞳から、涙がこぼれ落ちる。頬を伝って手の甲にポタリと落ちた。

　僕はカリンを守りたかった。もう大切な家族を、大切な人を失いたくなかった。

　どうしてカリンなんだ!?

　どうして、カリンが余命宣告を受けるんだ!?

　どうして――!!

　硬く握りしめた拳がわずかに震える。爪が深く食い込んで血を流しても、僕のやりきれない気持ちは抑えられない。

　僕はなんのために魔法の研究をしてきたんだ？

　僕は治癒魔法しか使えないのに、それすらも役に立たないのか？

　ただの自己再生に効果がないのはわかった。それなら、ほかで治せる方法はないのか？

　考えろ。考えろ。考えろ!!!!

　僕にできることは、それしかないんだ!!

「玄武」

《我が主人よ、どうした？》

「ウロボロスの呪いって知ってるか？」

　一いち縷るの望みをかけて尋ねた。胸ポケットから顔を出す玄武は、悲しそうな瞳で答えた。

《……すまない。我らは封印のための道具ゆえ、ウロボロスの気配は感知できてもその類の知識はないのだ》

　そうだよな、そんな都合よく答えが転がってるわけないか。

「いや、いいんだ。ただ、四聖獣を正気に戻すのは、少し待ってもらえないか？」

《我は主人殿の命に従うだけだ》

「……ありがとう。ちゃんと役目は果たすから」

　僕は覚悟を決める。

　呪いを治して、カリンが笑う未来を必ず手に入れる。

　――やるしかない。やり遂げるんだ!!




　次の日から、さっそく僕は青魔法の研究を始めた。

　僕はさまざまな方法を試みた。一番効果的だったのは、カリンの魔力ごとウロボロスの魔力を消し去る方法だ。でもこれではカリンに激痛が走り、続けられなかった。

　ウロボロスの魔力だけに影響するように考えないと、治療はできない。

「クラウス、診察の時間だよ。いったん外へ出てな」

　あーでもないこーでもないと悩んでいたら、タマラさんの仕事の邪魔をしてしまっていた。

　診察の間は回復室の外で待つことにした。回復室を出ると、隣の治療室の前に四人掛けの椅子が等間隔で並んでいて待合室になっている。誰もいない待合室は静まり返っていた。

　ウロボロスの魔力だけをどうやって排除するか考えていたら、意外な人物に声をかけられた。

「クラウス君」

「え、アラン団長？」

「ウルセルからここにいるんじゃないかと聞いてね、捜していたんだ」

　アラン団長と顔を合わせるのは、昨日のキングミノタウロスの討伐以来だ。いったいなんの用だろう？

「ちょっと話を聞きたいんだけど、今は大丈夫か？」

「あ、はい。大丈夫です」

「実はいろいろと調べていることがあってね、君が魔導士団にいた時のことを聞きたいんだ。ちなみに映像に残してもいいか？」

「かまわないですよ」

　映像に残すと言って出してきたのは、水晶玉のような魔道具だ。これは会議や裁判など誰がなにを言ったのか正確に記録するために使うものだ。

　そうして聞かれたのは魔導士団で働いていた時の細かな内容だった。

　僕がクビになった理由から始まり、魔物討伐はいつからしていたのか、なぜ青いローブを着ていたのか。それから治療区画での勤務状況や勤務時間まで話したところで、急激にアラン団長の空気が変わった。

　わずかに瞠目して、書類を掴む手には力が入っている。

「……言いにくいかもしれないが、給金はいくらもらっていた？」

「毎月金貨二十枚です」

「は？　それだけか？」

「え？　はい、一般的な給金はもらえたので助かってました」

「年に二回の特別支給はもらっていたか!?」

「え、そんなのあったんですか？」

　ここまで話すと、アラン団長から漏れ出していた感情が一気に消え去った。代わりに今まで聞いたことのない、低い低い声でポツリと呟く。

「……なるほど、余罪はまだまだありそうだな」

　余罪って……なにかマズいことを言っちゃったかな？　でも事実しか話してない。

「クラウス君、ありがとう。今後はしっかりと調査して、然るべき方にも報告するから、少し時間をくれないか？」

「はぁ……ありがとうございます。時間は気にしませんので大丈夫です」

「君の無念は、必ず俺が晴らすからな！　約束する！」

　それだけ言い残して風の速さでアラン団長は去っていった。

　無念？　特に心当たりはないけど訂正する暇もなかった。まぁ、嘘はついてないから、問題ないと思うけど。それよりもだ。

　カリンの身体に混在するウロボロスの魔力だけを消し去る方法を考えよう。

　壁際に飾られている、黄色い花弁の切り花を一輪拝借して、僕の魔力をそっと流し込んだ。切花に残っていた魔力と僕の魔力は混ざり合わずに混在している。今のカリンと同じ状態だ。

　この状態で片方の魔力を消せれば、青魔法で治せるかもしれない。僕は診察が終わったタマラさんに声をかけられるまで、何度も何度もいろいろな魔力の操作を試した。
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　国王陛下から魔導士団長である私宛に書状が届いたのは、二週間ぶりに高級娼館へ行った翌朝のことだった。

　その書状には本日の十時に、国王陛下に謁見しろと書かれている。

　この前の魔物の大群を防いだ件で褒賞が出るのかもしれないと、私は意気揚々と国王陛下の王座の前に跪いた。

「魔導士団長、フール・テイノー参上いたしました！」

「……やぁ、フール。先日は魔物の大群を相手に素晴らしい仕事をしてくれたね。ご苦労だった」

「いえ！　当然のことであります！　今後も陛下のお役に立てるよう精進してまいります！」

「うむ、頼むよ。ところで、その魔物の襲来の際にボスであるキングミノタウロスを倒した冒険者がいるそうだね。フールは知っているか？」

　なっ、なんで陛下はあんな無能のクラウスを話題に出したのだ!?

「はっ？　冒険者でございますか……？　いえ、私は冒険者には疎いようで存じませぬ」

「そうか……知らないのか」

　その瞬間、ゾクリと身体が震えた。

　一瞬にして室内の温度が下がったような気がする。少しだけ顔を上げて陛下を見ると、視線がいつもより厳しいような気がした。

「顔を上げよ」

　今度はしっかりと視線を上げてみたが、陛下は微笑みを浮かべている。なんだ、気のせいか。

「クラウス・フィンレイ。彼がその冒険者なんだ。青魔導士という珍しい職業でね。ぜひ君自身が魔導士団にスカウトしてきてくれ」

　なっ……なんだってぇぇぇぇぇ!?　クラウスをスカウトだとぉぉぉぉ!?　しかも、なんだその青魔導士というのは!?

「へ……陛下、ひとつ確認でございます。青魔導士とは初めて聞いたのですが、いったいどのような魔導士なのでしょうか？」

「ああ、なんでも治癒魔法だけで魔物を倒せるのが青魔導士の定義だと聞いた。この素晴らしい才能と、彼の血のにじむような努力を私は買っている。なにがなんでも連れてきてほしい」

　そんな……そんなバカな！

　クラウスは治癒魔法しか使えない無能だぞ!?　それを陛下は評価しているのか!?

「フール、頼んだぞ」

「はっ……承知、いたしました……」

　半ば呆然としながら、謁見室を後にした。

　私がクビにした使えない団員を、自らスカウトするなんて、悪夢でしかなかった。
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　魔物の襲撃から一週間が経った。

　カリンは回復室から家に戻ってきて、穏やかな時間を過ごしている。今のところ少し動かしにくいだけで問題なく生活は送れていた。手足の黒い模様はそのまま、なにも変化はない。

「お兄ちゃん、朝ごはんできたよ。起きてー」

「う……ん、あれ、もう朝か……」

「また机で寝ちゃったの？　ねぇ、あんまり無理しないでよ」

　僕はあれからずっと研究に没頭していた。

　幸いにも、アダマンタイトの討伐が成功したとみなされて成功報酬をもらえたのと、キングミノタウロスの討伐で国から報奨金が出たから、生活はなにも心配なかった。

「うん、ヒールかければ平気だから」

「そうじゃなくて、私ならまだまだ元気だし！　呪いなんかに負けないから！」

「そうだな……わかってるよ」

　僕はカリンに呪いにかかったことは説明したし、手足の動きが悪くなっていくことも話した。でも、余命二年だということは告げていない。

　きっとカリンなら「話してほしかった」と言うだろう。わかってたけど、どうしても伝えられなかった。

　僕がそれを口にしたら、認めるみたいで……言えなかった。

「本当にわかってるのかなぁ？　お兄ちゃんが倒れたら私が困るんだからね！」

「ごめん、今日はちゃんとベッドで寝るから」

「……約束ね！」

　そうして、カリンと少し遅めの朝食を取った。

　カリンがやると言って聞かないので、ある程度は家の仕事を任せている。朝食は前日の夜に作っておいたスープとトーストだ。カリンは炎魔法の適性があるから、毎日魔法でいい感じに焼いてくれる。

「今日はどんな感じ？」

「んー、昨日と変わらないかな」

　朝食の時にカリンの状態を確認するのが、日課になっていた。

　その時、ドアを叩く音ともう聞くこともないと思っていたダミ声が耳に届く。

「クラウス！　私だ！　フールだ、扉を開けろ!!」

「……なんの用件だろう？」

　カリンも不思議そうに肩を竦める。

　仕事でなにかあったかと考えたけど、僕がやっていたのは雑用だけだし、引き継ぎなんて必要ないものばかりだった。

　ガンガンと扉を叩く音がやみそうにないので、仕方なく扉を開ける。

「あの……ご用件はなんですか？」

　もう上司でもないし、ぶっちゃけ役職名で呼ぶ必要もない。

　僕の中ではただの年上の貴族男性という位置づけだ。

「貴様っ！　開けるのが遅いぞ！　まったくトロいのは変わらんな。だが、まあ、許してやる」

　この人……まだ僕の上司のつもりでいるんだろうか？　正直もう会いたくなかったし、もう団員ではないんだからここまで言われる筋合いもないんだけど。

「喜べクラウス！　お前を魔導士団に戻してやる！　今日からさっそく出勤しろ！」

「お断りします。では」

　それだけ言って扉を閉めた。

　フール団長はなにを言ってるんだろう？　つい数週間前に僕をクビにしたのに、戻れだって？

　今は『黒翼のファルコン』の冒険者だし、なによりもカリンの治療方法を見つけるので忙しいんだ。時間が足りないくらいなのに、もう魔導士団あんなところでは働けない。

「おいっ！　クラウス！　まだ話は終わってないぞ!!　扉を開けるんだ！　おいっ!!　開けろー!!」

　これははっきり言わないと伝わらないのか？　まぁ、もう上司じゃないからいいか。

「魔導士団には戻りません。登城もしません。今も忙しいので、もう失礼していいですか？」

「なにをっ!?　魔導士団に戻れるんだぞ!?　給金も前より多くなるんだぞ!!」

「僕はＳランク冒険者ですし、もうお金に困ってないので大丈夫です」

　フール団長が目ん玉をひんむいて、思いっ切り驚いている。ここまで言ったから、わかってくれたみたいだ。

「なっ……Ｓランクだって……？　な、な、なぜ……？」

　玄関先でのやり取りがうるさかったせいか、ご近所様が出てきてしまった。

　見た目はいかついけど、気のいい大工の職人さんたちだ。仕事柄ガタイがいいから、こういう時は率先して対応してくれる。

　僕とカリンが血の繋がりのない兄妹だと知っていても、そっと見守ってくれる優しい人たちだ。

「なんだよ、朝から騒がしいな。おい、クラウス、どうした？」

「うるせえのは、このオッサンだな。クラウス、困ってるなら手助けするぞ？」

　あー、ご近所様にご迷惑をかけてしまった……職業病でみんな腰痛に悩んでるから、団長がいなくなったら無償で治癒魔法かけにいこう。

　僕が謝るとご近所様は「なにかあったら言えよ、すぐ通報するからな！」と言って、各々の家に戻っていった。

「クソッ！　今日はもう時間がないから、また来るぞ!!」

　通報という言葉に明らかに青くなったフール団長は、そう言い捨てて脱兎の如く走り去っていった。

　頼むから、もう来ないでほしい。

　だけど僕の願いは虚しくも叶えられなかった。




　次の日。

　ガンガンガンガンッ!!

「クラウス！　さあ、魔導士団に出勤だ!!」

「行きません。お引き取りください。通報しますよ？」

　こんな感じが三日続いた。




　それから四日後。

　ガンガンッ！　ガンガンッ！

「クラウス！　ほら！　給金を二倍にするから戻ってこい!!」

「さらにその倍稼げるので戻りません。通報してもいいですか？」

　今度は給金で釣るのを一週間ほど続けていた。




　さらに十日後。

　ガンッ！　ガンッ！　ガンッ！　ガンッ！

「クラウス！　頼むから!!　籍だけでも登録してくれ!!　国王陛下から、クラウスをスカウトしてこいと言われてるんだ！　この通り、頼むー!!」

「嫌です。通報しますね」

　扉を叩きながら縋りつくのを十日ほど続けて、最後はガックリと肩を落として帰っていった。

　なにか忘れているような気がするけど、思い出せない。




　さらに二週間後。

　コンコンコンッ……コンコンコンッ……コンコンコンッ。

「クラウス！　いや、クラウス様!!　お願いですから、魔導士団に戻ってきてください!!　私のクビが飛ぶんです!!　毎日毎日国王陛下にプレッシャーかけられてるんです！　お願いしますー!!」

「だから戻りません。……もしフール団長が来たらご近所様が通報するようになってるので、騎士団の人が来る前に帰ってください」

　いつまで続くんだ、これは。いい加減うんざりなんだけど。

　ここで、わざわざ来てくれた騎士団の制服を見て思い出した。

　そういえば西棟でアラン団長にいろいろ話して、無念がなんちゃらとか言ってなかったか？　まさかとは思うけど、然るべき方って……国王陛下だったのか!?

　いや、いやいやいや！　そんな大事になるなんて思ってなかったんですけど!?

　気付いたところで、国王陛下相手に一般市民の僕になにかできるわけでもない。さっきの騎士の人たちが、うまく報告してくれるように祈るばかりだ。

　ため息をついてリビングに戻ると、郵便物を確認していたカリンが一通の手紙を差し出した。毎朝のことなのでカリンは完全スルーだ。

「お兄ちゃん、治療室の赤魔導士さんからお手紙きてるよ」

「えっ！　タマラさんから!?」

　もしかしたらカリンの治療について、なにかわかったのかもしれない！

　よかった！　カリンの治療のための青魔法の研究も煮詰まっていて、前に進んでいなかったんだ。

　新たな攻撃魔法は開発できたけど、肝心の呪いの治療には役に立っていなかった。まぁ、これはこれで冒険者をやってれば使う機会があるとは思うけど。

　震える手で手紙を開く。

【今夜、西棟に来い。答えのひとつが見つかった。タマラ】

　短い文章だけで、細かい時間指定もなくて、本当にタマラさんらしい。でもきっと僕の探していた答えが見つかったに違いない。

　カリンに手紙の内容を話して、夕食後に家を出た。

　鬱々とした気持ちは前向きになって、重かった足取りは自然に軽くなり駆け出す。

　カリンを治せる！　そのためなら、どんなことでもやってやる!!　絶対にカリンを治すんだ!!

　西棟までの道のりを、ひとり走り抜けた。




　夕方五時を過ぎると王城の大門は閉められて、脇にある小さな扉から出入りするようになる。扉の前にいる門番には話が通っていたようで、僕が行くとすんなり通してくれた。

　そこからまた走って西棟に向かう。息を切らしながら、タマラさんがいつもいる治療室の扉を開けた。

「タマラさん、今大丈夫ですか？」

　今は誰も患者がいないみたいで、タマラさんがのんびりお茶を飲んでいる。

「まったく、気持ちはわかるけど少し落ち着きな。ほら、これでも飲みな」

　口調はぶっきらぼうなのに、ぬるめのお茶が入ったカップを優しく差し出してくれる。僕はタマラさんの向かいの椅子に腰を下ろして、半分ほど一気に流し込んだ。

「やれやれ、クラウスは相変わらずだねぇ。いいかい、これから話すのはあくまでもひとつの方法にすぎないからね。これがベストかどうかはしっかりと考えな」

「わかりました」

　タマラさんが話してくれたのは、隣国にある聖女の国セントフォリアのことだった。

　このウッドヴィル王国から見たら南に位置するセントフォリアは、この世界に平和をもたらした魔皇帝を崇める大国だ。代々大聖女が女王として治めている。聖女が使う魔法は普通の治癒魔法とは違うと聞いたことがある。

「そのセントフォリアの聖女なら、ウロボロスの封印を守ってきた一族だから呪いを解く方法を知っているはずだ。二百年前にこの国に来た聖女が呪いを解いたと記録も残っている」

「それなら、僕はセントフォリアに行きます。そしてカリンの呪いを解く方法を見つけてきます」

「ふん、そう言うと思ったよ。ほら、これを持っておいき」

　タマラさんが用意してくれたのは、一通の書簡だった。

「これは？」

「セントフォリアに知り合いがいるからね。クラウスのことを頼んだ書簡さ。国境の兵士に見せればわかるよ」

「タマラさん、ありがとうございます！」

　でも、ひとつ気になることがある。どうしてタマラさんは、こんなに僕によくしてくれるんだろう？　ありがたいけど、してもらってばかりでは申し訳ない。

「あの、タマラさん。どうしてこんなに助けてくれるんですか？」

「……あんた覚えてないのかい？」

「え？　なにをですか？」

　呆れたようにタマラさんはため息をついた。

　それから、僕が魔導士団に入ったばかりの頃の話を始めた。
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　あの日もいつものように、私に罵声を浴びせる黒魔導士の治療をしていた。

『うるせえ！　ババアは黙って治療してりゃぁいいんだよ！　早く治せよ！』

『…………』

　私が治療室の駐在赤魔導士になったのは、もう二十年も前のことだ。

　その頃、私は目の前で夫を魔物に襲われて亡くし、精神的なものから前線で戦えなくなった。自分の得意な治癒魔法で、一番大切な人を助けられなくて、私は自分を見限ったのだ。

　そんな私を治療室に配属したのは前の団長だ。

　理由は高齢のためとして、配慮してくれた。だから、どんなに罵倒されても当然だと思っていたし、感謝されると居心地悪くて悪態をついていた。

　八年前にフール団長が就任してから、攻撃魔法や補助魔法の得意な者がもてはやされるようになった。治癒魔法が得意な者はまったく評価されなくなって、むしろホッとした。

『返事くらいしろっつーの！　おら！　まだこっちも治ってねえぞ！』

『黙れだの返事しろだの、どっちだい』

　そう言いつつも、怪我をした黒魔導士に治癒魔法をかけていく。治療室の配属になったことで、今の私は無詠唱で魔法が使えるほど治癒魔法特化型の赤魔導士になっていた。

『失礼しまーす！　タマラさん、治療室用の回復薬が届いてたので持ってきました。いつものとこに置いておきますね』

　そんなタイミングでやってきたのは、噂の新人団員だ。

　なんでも魔力量は歴代一位なのに、治癒魔法しか適性がなくて異例の無所属だと聞いた。だから赤いローブも黒いローブも支給されてなくて、自前の青いローブを着ているのだ。

　でも私にしてみたら、いくらでも使いようはあるだろうと思う。魔力量は文句なしだし、仕事の呑み込み具合を見てると多分誰よりも早く魔法を覚えていくだろう。

　治癒魔法特化型にしたら、赤魔導士二十人分くらいの仕事をこなせると考えている。

　まぁ、治療室に駐在している老いぼれ赤魔導士がなにか言ったところで無駄だけれど。治癒室の手伝いとして配置され、面倒だからあまり関わらないようにしていた。

　そんなことを考えているうちに黒魔導士の治療が終わり、魔物にやられた傷は痕も残らず綺麗になった。

『クソッ！　おい、ババア！　治すのに時間かかりすぎなんだよ！　しかも口答えしやがって、ちゃんと治ったか確かめてやる!!』

　勘違いのすぎた黒魔導士は、こともあろうか私に向かって炎魔法を放ってきた。

『ファイアボール!!』

　紅蓮の火の玉が目の前に迫って、思わず目をつぶる。

　多少怪我をしても自分で治せるけど、熱さや痛さをなくすことはできない。だけど覚悟を決めても、なにも感じなかった。

『おっ！　いい感じだな。まあ、これなら問題ないな。ったく、お前さぁ、色なしのくせに出しゃばんなよ』

　その言葉に目を開けると、私と黒魔導士の間に新人団員が割って入り、炎魔法を身体で受け止めていた。

　黒魔導士は満足したのか、そのまま治療室を出ていってしまった。

『あんた、なにをやってるんだい！』

『ううっ……つ！　さすがに魔法を至近距離で直撃は痛かった……』

　最初のひと言がそれかい！と思いながらも、すぐさま治癒魔法をかけていく。

　その後その黒魔導士を見かけなくかったから、魔物にやられたか、辞めたかしたんだろう。ああいう勘違いした奴は遅かれ早かれ自滅する。

『うわあ、やっぱりタマラさんの治癒魔法はすごいなぁ！　もう傷痕もなにもない！　どうやったらこんなに綺麗に治せるんですか？』

　私は息が詰まった。

　かつて私の夫も、こんな風に笑って『タマラの治癒魔法はすごいな！』と褒めてくれてた。

　しかもこんな婆さんを庇って、炎魔法を受け止めて笑っていられる少年に、激しく心を揺さぶられる。

『……治癒魔法に興味あるかい？』

『はい、僕は治癒魔法しか使えないから、それを極めたいと思ってます』

　真面目で真っ直ぐな少年だ。

　それにちょっとズレたことを言う、おもしろい新人団員に興味が湧いた。思い返せば、この子はこんな老いぼれババアにいつも温かく接してくれていた。

『ふん、そうかい。……時間があるなら、この本を読みな』

　そう言って、まずは初心者向けの治癒魔法の教本を少年に渡す。

『あんた、クラウスといったかい？』

『はい、クラウス・フィンレイです！　これ治癒魔法の本ですよね!?　貸してもらえるんですか!?　本当にありがとうございます！』

　花が咲いたように笑うクラウスに、胸のあたりがポカポカと温かくなった。

　こんなクソみたいな環境の魔導士団を辞める勇気もなくて、ただ自分を傷つけてきた。でもこれからは、クラウスの成長を促して見守りたい。

　きっとこの子はすごい治癒魔法の使い手になる。私の治癒魔法は、いや、こんな私でも誰かの役に立てるのだと思わせてくれる。

　私はクラウスに希望の欠片を見たんだ。
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　僕はタマラさんの話を聞いて、あの時のことかと思い出した。

　あの頃はタマラさんの治癒魔法がすごくて、よくこっそり観察していた。あの時も観察してたら、先輩の黒魔導士がいきなり魔法を打ってきたから、思わず間に入っちゃったんだよな。

　今考えても、ちょっと無謀だったと思う。でも後悔はしていなかった。

「ああ……無詠唱であんなにスルスル治していくタマラさんの魔法に、見み惚とれてたんですよ。それで気が付いたら身体が動いてました」

「そうかい。本当に変わった子だね」

　この五年でタマラさんの心の内がだいぶ読めるようになっていた。

　そっぽ向いて耳を赤くしてるから、今はかなり嬉しいみたいだ。素直じゃないところがカリンに似ていて、僕にはわかりやすい。

　最後のお茶を飲み干して、僕は今までのお礼を告げる。

「タマラさん。僕はタマラさんのおかげで治癒魔法を覚えられたし、青魔法まで使えるようになりました。今回もヒントをもらって、書簡まで用意してくれて、本当にありがとうございます」

　ひとりで治療室を回しているタマラさんは忙しいはずだった。街の人たちも重症だったらここにやってくる。

　それなのに、ここまで……二百年前の記録まで捜してくれて感謝しかない。

「ふん、せいぜい魔物にやられないように気を付けな」

　隣国へ行くには危険がつきまとう。タマラさんなりの激励だ。

「はい、本当にお世話になりました」

　そうして青魔法の研究と同時進行で、僕は隣国に旅立つ準備を始めた。




　聖女の国セントフォリア、そこが次の目的地だ。

　旅の準備を進めるため僕はこの日、予定を入れずに過ごすつもりだった。

「カリン、おはよう」

「……おはよう」

　カリンにはタマラさんのところから戻ってきてすぐに話をした。きっと喜んで送り出してくれると思ったのに、あれから口数も少なく元気がない。

　カリンに話しかけようにも、用がなければすぐに自分の部屋にこもってしまう。食事の時も生返事で会話にならなかった。

　そのくせ僕が背を向けるとジッと見つめてくる。

　……これは寂しいのか？　この拗ね方は、僕が民間学校に通いはじめた時と同じなんだけど。だって呪いが解けるかもしれないのに――そうか、自分のためだってわかってるからか。

　民間学校は読み書きなどの一般教養を学ぶところで、ほとんどの国民が通っている。その時も僕のためだってわかってたから、寂しいって言い出せなくてこんな風になってたんだよな。

　本当に不器用でわかりやすい、かわいい奴だ。

　ニマニマしながらカリンのことを考えていたら、扉をノックする音が響いた。スッといつもの表情に戻してから「はい、どちら様ですか？」と扉の向こうに声をかける。

　子供の時からの習性で、防犯上すぐに扉は開けないようにしていた。

　だが、返事が返ってこない。

　たまにこんな悪戯もあるから部屋に戻ろうとしたら、ようやく声が聞こえてきた。

「ク、クラウス様！　私です！　あのブラックサラマンダーから助けてもらった……」

　ああ、あの時の女性か、と思い出した。心当たりのある人物に安心して扉を開ける。

「クラウス様！　やっとお会いできました!!」

　扉を開けた途端に、あの艶やかな黒髪の女性にいきなり抱きつかれてしまった。僕を見上げる琥珀色の瞳には、うっすらと涙が浮かんでいる。

　はっ!?　なんだ？　何事だ!?　あれ、そういえば名前教えたっけ？　いやいや、その前になんで家を知ってるんだ!?

「すみません、まずは離れてもらえますか？」

　思ったよりも低く冷たい声になってしまった。

　ビクリと肩を震わせて、慌てた様子で女性は身体を離す。

「はっ！　す、すみません……クラウス様にお会いできて興奮のあまり……はしたない真似をしました」

　いや、そこじゃない。

「あの、まずお伺いしたいのですが、どうして僕の名前と家を知っているのですか？」

　僕はジッと目の前の怪しい女性を見つめた。もしも嘘をついても生体反応に異変はないか、瞬きひとつ見逃さないように冷ややかな視線を向ける。

「あっ……あの、そんなに見つめられたら……その、恥ずかしくて……」

　顔を赤らめてモジモジしはじめた。

　これは……どういう反応だ？　僕を油断させるためか？
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　女性がモジモジして話が進まない。痺れを切らした仲間が、書簡を差し出しながら口を開いた。

「クラウス様、大変なご無礼を働き申し訳ございません。私たちは隣国のセントフォリアからまいった使者でございます。こちらの書簡をご覧いただければ、私たちが使者であると証明できます」

「は？　セントフォリアって……聖女の国ですか!?」

「はい、申し遅れました。私はセレナ・ディル・フォリア。第三聖女でございます」

　スッと姿勢を正し、女性が名乗った。

　凛とした佇まいは、まさしく聖女と呼ばれるのにふさわしいものだった。




　カリンにも声をかけてふたりで話を聞くことにした。

　狭い家に大人六人が集まるのは忍びなかったが仕方ない。最初に口を開いたのは、第三聖女と名乗ったセレナさんだった。

「数々のご無礼、大変申し訳ございません。この三年間ずっとクラウス様を探して旅をしておりました。実は先日助けていただいて、すぐにクラウス様を追いかけたのです」

　ここからセレナさんはグッと拳を握りしめて、悔しそうに言葉を続けた。

「ですが魔物の大群が押し寄せたとかで王都に入れず足止めされ、魔導士団にも出向いたのですがすでに退職されたと聞き、王都中を捜しておりました」

　とにかく、ものすごく一生懸命捜していてくれたのは伝わってきた。逆に申し訳ない。

「まずはそちらの書簡をご確認いただけますか？」

　そう促され、カリンにも見えるように厳重に組紐でくくられた書簡を開いた。

　書簡には魔法が込められていたようで、開いた途端に金色のキラキラした光が立ち上がる。

　やがてそれは人型になって、僕とカリンに向かって話しはじめた。

《私はセントフォリアの大聖女、マリアーナ・ディル・フォリア。金色の魔力を持つ貴方様を捜せと、この者たちに命じました》

　だ、大聖女!?　大聖女って、いわゆる女王じゃなかったっけ!?

　金色の魔力って……もしかして僕のことか……？

　人型の光は四つの丸い鏡のようなものを浮かべて、それぞれ顔を映し出していく。

《第三聖女セレナ、護衛長ヘクター、護衛兵のチェイス、並びにアリッサ。この者たちと一緒にこのセントフォリアへ来ていただきたいのと、もうひとつお願いがございます》

　鏡の中の顔と今、目の前にいる人たちは同一人物だった。詐欺やストーカーではないようで安心する。

《貴方様は世界の希望です。今世の魔皇帝としてどうか世界をお守りください》

　そこまで言い終わると、金色の光は溶けるように空中に霧散した。

「……は？」

「お兄ちゃん……いつの間に転職したの？」

「いや、今初めて聞いた」

　僕とカリンは思考が追いつかない。いきなり聖女一行がやってきて、隣国の女王からの手紙で魔皇帝として世界を守れと言われても「よし、やるか！」にはならない。

「これで私たちを信用していただけますか？」

「はい、偽物じゃないのはわかりましたけど……すごいパワーワード出てましたよね？」

「あ、魔皇帝様のことでしょうか？」

「そう！　その魔皇帝になった覚えがないんですけど？」

「これはなんと申しますか、クラウス様は生まれた瞬間から魔皇帝様なのです」

　まさかの拒否権なしだった。

　僕にしてみたらカリンと平和に暮らせれば問題ないから、まったくもって重荷でしかない。

「あの、どうやって僕がその魔皇帝だって調べたんですか？」

　なにかの間違いであってほしい。

「クラウス様に治癒魔法をかけていただいた際に、このペンダントの魔力属性の判定用の水晶が金色に光ったからです。以前にこういった判定用の水晶に、魔力を通したことはございませんか？」

「五年前の入団した時に試したことがあります。でも、すぐに水晶が壊れてしまったんですが……」

　僕が『色なし』と呼ばれるきっかけだった。あまり思い出したくないけど、心当たりがありすぎる。

「やはり……あの水晶は魔皇帝様を捜すための魔道具なのです。本来なら位置の特定までできるのですが、突然信号が途絶えてしまって、こうしてお捜ししていました。私は前任者から引き継いだので三年前からですが、本当にお会いできて嬉しいです」

「そうなんだ……それは本当にすみませんでした」

　密かに恐ろしい魔道具だった。位置の特定もできるって、知らなかったら逃げられない。

　この前やっと四聖獣を正気に戻すと決めたばかりなのに……待て。

　そういえば玄武も似たようなこと言ってなかったか？

「玄武」

《なんだ？》

「魔皇帝って知ってる？」

《うむ。我らの主人であり四聖獣を統すべる者だ》

　知ってたんなら教えてくれ――!!!!

　玄武って聞けば教えてくれるんだけど……なんていうか、ちょっと端的すぎるというか。すごく真面目なタイプなのはわかるんだけど。

「クラウス様、もしや……玄武は覚醒されているのですか!?」

「え？　ああ、そうなんです。この前たまたまですが正気に戻したんです」

　そっと胸ポケットからミニマム玄武を取り出した。

　セレナさんたちは目を輝かせて見入っている。彼女たちにとって四聖獣は特別らしい。

「しかしセレナ様、聖獣が覚醒したとなると我らも万が一に備えなければなりません」

　護衛長ヘクターが眉間に皺を寄せて、渋い顔になる。

「ええ、そうね。本当は一緒に戻りたかったのだけど、仕方ないわ。クラウス様、申し訳ないのですが急遽国に戻らねばならなりません。後日またお迎えにまいります」

「いえ、どのみちセントフォリアに行くつもりだったから、迎えは不要です。それよりひとつ聞いてもいいですか？」

「もちろんでございます！　私にわかることならば、なんでもお答えいたします」

　セレナさんは頼られたことが嬉しいのか、ぱああっと笑顔になる。

　……犬っぽいな、と失礼なことを考えながら一番聞きたかった質問をした。

「ウロボロスの呪いを解きたいんだけど、なにか知ってますか？」

　途端にセレナさんの琥珀色の瞳に鋭い光が宿った。

「どういうことでしょうか？」

「妹のカリンがウロボロスの呪いを受けたので、解呪の方法を探してるんです」

「そう……でしたか。クラウス様、私の知る限りの情報をお話しいたします。もう少しお時間をいただけますか？」

　僕は「もちろんです」と深く頷いた。

　カリンを助けるためなら、どんなことでもやり遂げる。その決意は揺らがない。

「ウロボロスの呪いは治癒魔法では治りません。解呪には聖竜クイリンの鱗が必要です」

「聖竜クイリンの鱗……」

　聖竜クイリンはセントフォリアのどこかにいると噂される伝説級の生物だ。魔物でないのは確かで、どうして存在しているのか、どうやって生まれたのか謎に包まれている。その生態はまったくわからないので、どこにいるのかも見当がつかない。

　そんな存在から素材を取るのか……タイムリミットは二年。

　それでも、やるしかない。

「貴重な情報をありがとうござます。カリンの呪いをなんとか解いてみます」

「クラウス様、もしセントフォリアに来られた際は私の名を兵士にお伝えください。聖竜の行方を調べるなど、お力になれると思います！」

「いえ、もう十分です。というか……なぜそんなに僕によくしてくださるんですか？」

　最初から全開の好意を向けられて、ありがたいけど素直に受け取っていいのかわからなかった。

「あ……私のこと覚えていませんか？」

「ええと……すみません、心当たりなくて……」

　いつも仕事とカリンのことで頭がいっぱいだから、少し接点があったくらいではすぐに忘れてしまう。申し訳なくて気まずいけど、正直に話した。

　セレナさんは気分を害した様子もなく、ふわりと微笑んで言葉を続ける。

「少し、私の昔話をしてもよろしいですか？」
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　セントフォリアの第三聖女の私は、このウッドヴィル王国で生まれた。父は冒険者で、母もセントフォリアの聖女だった。両親は大恋愛の末に結ばれて、この国で穏やかに暮らしていた。

　父は冒険者としてそこそこの腕だったけど、人がよすぎて騙されたり誰かを庇ったりしてよく怪我をしていた。そんな父を母はいつも笑って治療していて、私はそんな両親が大好きだった。

　私が十四歳になった頃だ。あの日はいつもと様子が違った。

『悪い……ソニア、やらかしちまった……』

『貴方!?　どうしたの……どうしたの!?　この黒い模様は!!』

　二週間前に受けた依頼で遺跡調査に行っていた父は、両腕を黒く染め上げて仲間に支えられて帰ってきた。

　あの時、初めて母の焦った顔を見たと思う。

　母はすぐに二階へ駆け上がり、透明の小瓶に入った液体を父の腕にかけた。

『ゔああああっ！』

　父はもがき苦しんでいたが、両腕の模様から黒い霧が出るだけでなにも変わらなかった。

『ダメだわ……やっぱり聖水じゃ、浄化できない！』

『ソニアさん、すまない。リューレンは俺を庇って……こんな風に……』

　仲間の冒険者は今にも泣きそうになりながら、その時の状況を話した。父に襲いかかったのは双頭の蛇のような魔物で、父に噛みついて消えてしまったそうだ。

『ウロボロス……ウロボロスの呪いなの……？』

『お母さん、お父さん治る？』

　母は眉尻を下げて、困ったように微笑んだ。

『そうね、治す方法はあるけど……そのためには旅に出ないといけないの。セレナをひとり置いていけないわ』

『お父さんが治るなら、私平気だよ！　お母さんお願い、お父さんを治して!!』

『それなら、ソニアさん！　セレナちゃんの面倒ならうちで見るから、それじゃダメか!?　……せめて、それくらいさせてくれないか？』

　母は少しだけ逡巡したが、やがて強い光を瞳に宿して立ち上がる。

『セレナ、本当にいいの？』

『うん、グラッドさんのところで待ってる。おじさんもおばさんも優しいから大丈夫』

『グラッドさん、戻ってくるまで何年かかるかわかりません。それでもお願いできますか？』

『もちろんだ！　任せてくれ！』

　最後に母は、私を優しく抱きしめた。これが別れの抱擁なんだと理解する。

『セレナ、お父さんの呪いは魂に刻まれたものなの。だから聖竜の鱗で浄化しないと治らないわ。聖竜の鱗はいくつも山を越えた先にあるの。必ず、セレナに届くようにするからね』

『うん、待ってる。お父さんと一緒に待ってる』

　そっと身体を離して額にキスを落としてくれた。いつもの、いってきますの挨拶だ。

『グラッドさん、もしかしたら治癒魔法で呪いの進行を遅らせることができるかもしれません。魔導士団に頼んでもらえますか？』

『ああ、わかった。かけ合ってみるよ』

　そうして母は聖竜の鱗を手に入れるため旅に出て、戻ってこなかった。

　父の治療を引き受けてくれたのは、当時魔導士団の治療室で勤務していたクラウス様だった。ベテラン赤魔導士のタマラ様は薬草を特別に調合してくれて、クラウス様は治癒魔法をかけ続けてくれてた。

　母は帰ってこず、父もどんどん弱っていく中で、私の心の支えになっていたのはグラッドさんとタマラ様とクラウス様だった。

　あの頃からクラウス様は私の特別な人になったのだ。

　父の黒い模様はやがて指先から石化が始まり、治癒魔法でも進行を抑えられなかった。なす術なく心臓が石になり息を引き取った。

『クラウス様、おかげで父は安らかに眠ることができました。貴方は私の心の支えにもなってくれました。このご恩は決して忘れません』

　覚悟はしていてもショックは大きく、これだけ伝えるので精いっぱいだった。母からの連絡を待っていたけれど、結局手紙すら届くことはなかった。

　父が亡くなった後は、母の祖国にいた伯母が一緒に暮らそうと使いを出してくれたので、グラッドさんたちも一緒にセントフォリアへ移り住んだ。

　だからいつかタマラ様とクラウス様にお礼がしたかった。

　どうしてもクラウス様にもう一度お会いしたかった。




＊　＊　＊




「きっと母は志半ばで倒れたのでしょう。それは仕方のないことだと思っています」

　ここで僕は思い出した。

　唯一、助けられなかった冒険者に娘がいたことを。あの時、亡くなった父を引き取りにきた黒髪の少女を。

　艶のある黒髪に潤んだ琥珀色の瞳。あの時は涙の跡の残る笑顔が痛ましかったと思い出した。

「あの時の冒険者はセレナさんの父さんだったのか……」

「ふふ、思い出してもらえたようですね。ですから、私はクラウス様に恩返しをしたいのです！　ご理解いただけましたか？」

「そっか……なんの役にも立てなかったのに……」

「いいえ、あの時クラウス様やタマラ様が支えてくれたから乗り切れたのです。それは間違いありません」

　僕の努力が少しでも役に立っていたのなら、それがセレナさんの助けになっていたのなら本当によかった。

「そんな風に言ってもらえると、ありがたいです。それならセントフォリアに行った際はよろしくお願いします」

「はい！　お待ちしてますね！」

　セレナさんはとても嬉しそうに破顔した。そんなやり取りを見守る護衛長のヘクターさんも、穏やかな笑みを浮かべている。彼女が大切にされているようで本当によかった。

「それでは、クラウス様。ひと足先にセントフォリアへ戻ります。くれぐれも道中は気を付けていらしてください」

「はい、セレナさんたちもお気を付けて」

　こうして嵐のような聖女一行は、魔道具を使って一瞬で自国へと戻っていった。

　聖竜クイリンの鱗。それはまさしく伝説級のアイテムだ。普通の冒険者なら、一生に一度目にするかどうかの代物だろう。

　でも、僕はあきらめない。

　わずかでも希望があるなら、掴み取るまであきらめない。










第三章　聖竜の鱗を探せ




　あれから三日後、僕は旅に出る前に『黒翼のファルコン』の受付に来ていた。出発の挨拶とカリンのことをお願いするためだ。

「ジェリーさん。すみませんが、カリンをよろしくお願いします」

「うん、任せて！　私が責任持ってお世話するわ！」

　ジェリーさんはカリンを背中から抱きしめて、片手でガッツポーズを作っている。

　僕は下げていた頭をそっと上げて、今度はウルセルさんを見上げる。

「あの……本当にいいんですか？」

「んー？」

「隣国までついてきてもらっても、ギルドは平気ですか？」

　僕が不在の間、カリンのことをお願いしようとウルセルさんに話をしたら、なんとギルドマスター自ら一緒に来ることになったのだ。

「大丈夫だ。ジェリーに任せとけば心配ない」

　ギルドはジェリーさんに任せて、カリンは受付で働きながらフォローすることになっていた。ジェリーさんもウルセルさんが旅に出ることになり、実は寂しいみたいでカリンを喜んで引き取ってくれた。

　問題はカリンだ。

「カリン……もう行くよ」

「……うん」

　隣国に旅に出ると言ってから、ほとんどまともに話ができていない。

　僕と一緒に行きたかったんだ。わかるけど、この状態のカリンをなんの保証もないのに連れていけない。

「カリン、必ず聖竜クイリンの鱗を手に入れてくるから、治ったら必ず冒険に行こう」

「……治ったら？」

　僕がそばにいなくても、どうか希望の欠片がカリンの心を照らしますように。

　そんな思いを込めて、楽しい未来を語りかける。

「玄武に乗ってゆっくり移動してさ。途中の街でお祭りやってたら、その街で夜店を覗こう。それで、僕とふたりでＳＳＳランクの魔物を倒そう」

「玄武に乗っていくの？　本当に？　お兄ちゃんと魔物討伐できる？」

「ああ、もちろんだよ。カリンがどれくらい強いかは、よくわかったからな。ふたりで冒険者やろう」

　この言葉で、ようやくカリンは笑顔になった。

「わかった、約束ね。もう、そんなに私と冒険者をやりたいなら、付き合ってあげるよ」

　そんな風に強がりを言ってても、本当は寂しいのを我慢してるのはわかってる。

　でも約束だ。

「うん、頼むよ。必ず戻ってくるから。じゃあ、行ってくる！」

　こうして僕とウルセルさんは隣国セントフォリアへ旅立った。




「……おい、クラウス」

「なんですか？」

「玄武って意外と乗り心地いいなー!!　ヤバッ、マジ楽しいんだけど!!」

　僕とウルセルさんは玄武に乗って移動していた。

　隣国のセントフォリアへは、大人の男性の足でも一カ月かかる道のりだ。魔道具でも使えば別だけど、この距離を移動できる代物は高価すぎてコスパが悪い。

　玄武に青魔法をかけて山道を直線的に移動すれば、かなりの時間短縮になるはずだ。

「ウルセルさんはセントフォリアに行ったことありますか？」

「行ったというか、住んでたな」

「え！　そうだったんですか!?」

「まぁ、住んでたのは十五歳までだから、あちこち案内できるわけじゃねえけど。寝床くらいは用意できると思うぜ？」

　ニヤリと笑って、高速移動中の玄武の背中の上で立ち上がった。これで振り落とされないんだから、さすがギルドマスターでありＳランク冒険者だ。基礎能力が違う。

「クラウス、そろそろセントフォリアとの国境だ！　玄武はどうする？」

「それなら、そろそろ降りましょう！　兵士さんを驚かせても悪いですし」

「……そうだな」

　今、若干の間があったけど気のせいかな？

　玄武にはいつものように胸ポケットに入ってもらい、あくまでもペットとして国境を通過する予定だ。

　ふたつある受付には旅人や冒険者、商人たちがそれぞれ十人ほど並んでいた。

　みんな順番に名前と本人であると証明できるものを提示していく。

「次の方どうぞー」

　穏やかな兵士さんが、優しく声をかけてくれた。

「クラウス・フィンレイです。これが冒険者カードです」

「はい、Ｓランク冒険者の方ですね。セントフォリアには魔物の討伐で入国ですか？」

「はい、ほかにも調べものがあって……」

「そうですか、入国の処理をしますので少しお待ち――」

　その時だ、隣の受付で処理をしていた兵士さんが、ガタガタッと音を立てて椅子から立ち上がりウルセルさんに敬礼している。僕はその様子をポカンと見ていた。

「ア、ア、アルバート公爵家の方でございましたかっ！　大変失礼いたしました！　どうぞお通りください!!」

「ん、話が早くて助かるよ。あー、隣の奴は連れなんだけど、もう終わったか？」

　すると今度は僕の担当だった兵士さんが、真っ青になって立ち上がり同じく敬礼をした。

「はひっ!!　も、問題ありませんっ！　どうぞお通りくだしゃい!!」

　焦りすぎてカミカミだ。

　ていうか、ウルセルさん……セントフォリアの公爵家の人だったんですか――!!

「ほら、クラウス行くぞ」

「……は、はい」

　もう黙ってついていくしかなかった。

　隣国とはいえ、いや、もう入国したからこの国の貴族様か。ごく一般的な平民がそんな人に逆らったらマズいことくらいはわかる。

「あー、久しぶりだなぁ。クラウス、とりあえず俺ん家のあるマルティノって街に行っていいか？」

「はい、マルティノって街というか、セントフォリアの首都ですよね？」

「そうだな、でもどこも似たようなもんだろ？」

　そんなことないと思うけど。ウルセルさんはいつもとまったく変わらない様子で、僕をマルティノにある実家まで連れていってくれた。




　セントフォリアの首都マルティノは、白い建物が標準仕様で美しい街並みだった。よく晴れた青い空とのコントラストが心に残る。

　この国の人たちは聖女様の加護を受けているからか、朗らかで明るい笑みを浮かべていた。市場も活気があって賑わっている。ウッドヴィルの王都より栄えているのは一目瞭然だった。そんな首都の中心部にウルセルさんの実家があるという。

　正直、公爵家というものを正しく理解していなかった。

　目の前にあるのは、広大な庭園だ。その奥に城のような屋敷が建っている。遠目から見ても絢爛豪華な造りなのがわかる。

「ウルセル様！　お帰りをお待ちしておりました！」

「前触れなくすまないな。兄貴はいるか？」

「お知らせくださったらお迎えに上がりましたのに……。公爵様はいらっしゃいます。すぐにサイモン様にお知らせいたします」

　門番の男性が艶のある黒い金属製の門を開けて、すぐに魔道具を使ってどこかに通信する。

　ほどなくして馬車が一台目の前に停まる。ウルセルさんに促されて乗り込むと庭園の奥の屋敷へと向かって走り出した。

　あまりのスケールの違いに、もうなにから突っ込んでいいのかわからない。

「あ、サイモンってのは執事長で、兄貴はルドルフっていってここの公爵やってる」

　ウルセルさんは当然のようにサラッと流して言った。でも、そもそも敷地内を馬車で移動するような大貴族と、僕が一緒にいる時点で違うと思う。

「ウルセルさん……僕は場違いなんじゃないかと思うんですが」

「いや、全然場違いじゃないし、むしろこんなところで申し訳ないくらいだな」

「え？　でも、僕はただの平民で――」

　言いかけた言葉は、馬車が停まって呑み込んでしまった。

　大袈裟なことになるのが嫌で、魔皇帝のことはまだ話していない。

「あ、着いたな。降りるぞ」

　ウルセルさんの後を追って馬車から降りると、ウルセルさんと同じ銀髪の男性が穏やかな笑みを浮かべて立っていた。

　その後ろに使用人だと思われる人たちがズラリと並んでいる。

「ようこそいらっしゃいました、クラウス様。愚弟から話は伺っております」

　そう言って、僕に膝をついて挨拶をしてきた。後ろに並んでいた人たちも一斉に膝をついて、頭を下げている。驚きすぎて固まってしまった。

「え？　愚弟って……貴方はウルセルさんのお兄さんで公爵様……？」

　公爵様が膝を折って僕が立ったままとか、まったくもって逆だと思うんですが!?

「そうだ、兄貴にはクラウスの話をしておいたんだ」

「ウルセル！　クラウス様にそのような口の聞き方をするでない！　礼儀をわきまえないか！」

「ったく、うるせぇなぁ」

　アルバート公爵様の叱責にポソッと愚痴りながらも、ウルセルさんはアルバート公爵様の隣に膝をついて同じように頭こうべを垂れる。

「今までの数々のご無礼、大変失礼いたしました。魔皇帝クラウス様の忠実な僕しもべとしてお仕えする所存でございます。このウルセル・アルバートにおいては、如い何か様ようにもお使いください」

　なによりウルセルさんから出てきた言葉に固まってしまった。

「……はい？」

　なぜか僕が魔皇帝であることがバレていて、しかもセントフォリアの公爵様を筆頭にかしずかれている。

　こうなるのが嫌だったから、黙ってたのに!!

　どこでバレたんだ――!?

「あの！　お願いですから、皆さん立ってください！　普通に、普通に話してください！」

「かしこまりました」

　どうしよう、みんな立ち上がってくれたけど、ウルセルさんがかしこまった話し方をやめてくれない。ぶっちゃけ別の人みたいで気持ち悪いんだけど。

「ていうか、いつものウルセルさんに戻ってください！　落ち着かなくて無理です!!」

　ウルセルさんは待ってましたとばかりにニヤリと笑う。

「というわけで、兄貴、魔皇帝様のご命令だ。もううるさく言うなよ？」

「むぅ、クラウス様がそうおっしゃるのなら仕方あるまい」

　アルバート公爵様は思いっ切り眉根を寄せて、渋々頷いている。申し訳ないけれども、僕もこの展開についていけない。僕はカリンの呪いを解く方法を調べにきたはずなんだ。

「じゃあ、クラウス、とりあえず座って話そうぜ。長旅ってほどじゃねえが、疲れただろ？」

「はい……それより、どうして僕が魔皇帝だって知ってるんですか？　ウルセルさんは何者ですか？」

「……まさかと思うが、ウルセル。お前、なにもお話ししていないのか!?」

　この感じだと、どうも僕は聞くべき話を聞いていないらしい。ウルセルさんらしいんだけど、いろいろ心臓に悪い。

「だからこれから話すんだって。ほら、クラウスを立たせたままにしていいのかよ？　サイモン、部屋とお茶の用意を頼む」

　ウルセルさんがそう言うと、ひときわ上等な執事服をまとった初老の男性が一歩前に出て頭を下げた。

「クラウス様、私はアルバート家の執事長サイモン・フォックスでございます。屋敷のことに関しては、なんなりとお申しつけください。では、ご案内いたします」

「はい、よろしくお願いします……？」

　よろしくお願いしていいのか一瞬悩んで、思わず疑問形になってしまった。

　まずは話を聞こう。それからセレナさんのことも伝えて、タマラさんが用意してくれた書簡も渡さないと。僕はおとなしくサイモンさんについていった。




　通された部屋はこれまた豪華で、けれどセンスよくインテリアがまとめられた応接室だった。案内されるまま長椅子の真ん中に腰を落とす。ヤバすぎるくらいふかふかだ。ウルセルさんとアルバート公爵様はテーブルを挟んで反対のソファーにかけた。

「クラウス様は邪竜ウロボロスという存在について、どれくらいご存じですか？」

「ええと、そのセントフォリアの古代遺跡に眠る邪竜だと聞いてます。復活すると世界中が魔物にあふれて大変なことになる、代々聖女様の一族が封印を守っているとも」

「ふむ、そうですね。おおむね間違いありません。もう少し詳しくお話しすると、聖女様はその血に流れる魔力によって、邪竜を封印しています」

　そこから僕が知っているよりも詳しく話を聞かせてくれた。邪竜の話はカリンの解呪に関係してくるから真剣に耳を傾ける。

　初代の魔皇帝と聖女の話だ。

　初代の魔皇帝はこの国に生まれ、あらゆる魔法が使える天才魔導士だったそうだ。

　もう三千年も前の話だ。

　その頃この世界は魔物に支配されていて、人々はおびえながら暮らしていた。初代魔皇帝は子供を守るため、初代聖女でもあった妻と仲間とともにウロボロスを倒す旅に出た。

　なんとかウロボロスを追い詰めたものの、倒すことができずにやむなく封印したのだ。

　四聖獣を古代遺跡の東西南北に配置し封印を強固にして、聖女と仲間の末裔たちが守っているということだった。

　四聖獣がどこからやってきたのかはわかっていない。

「そして魔皇帝様はウロボロスが復活しそうになると、どこからともなく現れて封印をし直すのです」

「そうだったんですね。ウッドヴィルではそんな話は聞いたことありませんでした」

「そうですね、そもそも封印が解けそうになるのは数百年に一度なので、聖女様の一族と我らのような者、それと各国の王族にしか正しく伝わっていないのです」

　まあ、その頻度じゃ世界中で伝承していくのも難しいんだろう。

「そして我がアルバート家は、聖獣玄武を守る守もり人びとの一族なのです。今のウルセルのように、一族のものが代々ウッドヴィルに移り住んでいます。そして我ら守人には数百年に一度現れるという、聖獣を従える者こそ魔皇帝様であると伝承されています」

　なるほど、だから聖獣をひと目見てわかったのか。いや、それならなんでその時に言ってくれなかったんだ。

　そう思ってウルセルさんを見ると、素知らぬ顔してお茶を飲んですっとぼけていた。きっと僕の反応がおもしろくてあえて言ってなかったに違いない。

　初めてＳランクの魔物を討伐した時も、わざとランクを告げずに依頼されたっけ……戻ってきて報告した時の驚きといったらなかった。あの時もウルセルさんはニヤニヤと僕を見ていた。

　チラリともう一度ウルセルさんに視線を向ける。視線が合うと、ニヤリと笑った。

　……そうだ、この顔だ。またやられた。

　まあ、そうは言っても無茶な依頼はなかった。むしろビビってた僕は、それをきっかけに報酬のいい依頼を受けるようになったから感謝してるけど……ちょっと悔しい。

「わかりました。邪竜ウロボロスの封印についてはわかりませんが、四聖獣を正気に戻すのは玄武と約束しています。そちらはウロボロスが復活する前になんとかしたいと思ってます」

「誠ですか!?　ああ、本当になんと言ったらよいのか……クラウス様、我らはいつでもお力になりますゆえ、なんでもおっしゃってください」

　アルバート公爵様は黒曜石の瞳を潤ませながら、力強く言い切った。

「それでは聖竜クイリンの鱗を手に入れるため、ご協力お願いできますか？」

「聖竜クイリンの鱗ですと!?　まさか……どなたかウロボロスの呪いを受けたのですか？」

「はい、僕の妹が呪いを受けました。僕はその呪いを解くためにセントフォリアに来たのです」

　僕の本来の目的だ。世界を救うとか、ウロボロスの封印とか現実味がなさすぎてよくわからない。

　たったひとりの大切な妹を助けたい。ただ、それだけだ。

「まずは先に戻られているはずの第三聖女セレナさんへの取り次ぎと、こちらの書簡を見ていただきたいです」

　そこで国境の兵士に出しそびれた、タマラさんからの書簡をアルバート公爵様に手渡した。

　あそこからの怒涛の展開で渡す暇がなかった。

「開けてもよろしいですか？」

「はい、僕がこの国で困らないように書いていただいたものなんです。もしよかったら、宛名の方に会わせてもらえませんか？」

「……かしこまりました。この件については二日ほどお時間をいただけますか？　聖女様についても私が手配いたしましょう」

「すみません。お手数かけますが、よろしくお願いします」

　まずはこれで聖竜クイリンに関する調べものが進むだろう。一歩ずつ進んでいくしかない。

　僕の大切なカリンのためだ。どこまでも頑張れる。




＊　＊　＊




「――お兄ちゃん、今頃は隣国かな」

　ポツリと呟いたひと言は、静かな部屋に消えていく。

　私は窓辺にもたれかかり、セントフォリアの方角を見つめていた。夕日が沈むこの時間は、ほんのわずかな時間だけお兄ちゃんの瞳と同じ青紫の空が広がる。この時間が大好きで、毎日夜空に変わる前の空を見上げていた。

　私のたったひとりの家族。たったひとりのお兄ちゃん。たったひとりの大切な人。

　お兄ちゃんと血が繋がっていないと知ったのは、五歳頃だったと思う。

　お兄ちゃんが民間学校に通いはじめて、寂しくて近所の子たちと遊ぶようになっていた。

　そこである子が言ったのだ。

『え、だってカリンちゃんのお兄ちゃんはもらわれっ子でしょ？　本当のお兄ちゃんじゃないのに、そんなに寂しいの？』

　急いで家に帰ってお母さんに聞いてみたら、あっさりと認めた。

『隠していたわけじゃないけど、時期を見て話そうと思っていたのよ。もう知ってしまったのなら、それでもいいわ。クラウスが私たちの子供であることは変わらないもの』

　本当に、本当になんでもないことのようにお母さんは言った。

『そうそう、クラウスは名字を変えただけだから、将来はカリンと結婚もできるわよ』

　五歳の私にはいろいろと衝撃的だった。

　お兄ちゃんと血が繋がってないこと、両親があっけらかんとしていたこと、その気になったら結婚できること。

　ただ、大好きなお兄ちゃんのお嫁さんになれると思って嬉しかった。

　お兄ちゃんがこのことを知っているのかわからない。ずっと妹として大切にしてくれてる。

　だからこの気持ちは伝えられない。家族という強固な絆を手放せない。でも……もしふたりで冒険者になれるなら、その時は。

「私だけを見てくれるかな……」

　その願うような呟きも、静寂な空気に呑み込まれていった。




　お兄ちゃんがセントフォリアに旅立ってから、私はウルセルさんの家でお世話になっていた。その代わりにギルドの受付をさせてもらって、ジェリーさんがギルドを運営できるように手伝っている。

　いつもと変わらない穏やかな午後の時間だった。

「おい！　クラウス・フィンレイはここか!?」

　突然、お兄ちゃんを呼び捨てにして偉そうな魔導師が黒翼のギルドの受付にやってきた。これは敵認定していいのかな？　お兄ちゃんの敵は私の敵だ。敵意を隠すことなく対応する。

「どちら様ですか？」

「なんだ!?　お前は私を知らんのか！　生意気な受付担当だな！　いいからクラウスを出せ!!」

　……キレてもいいかな？　悪いけど、私はお兄ちゃんみたいに穏やかじゃないのよね。思いっ切りお母さんの血を濃く受け継いだのか、喧嘩っ早さには自信がある。

「名乗りもされない方に教えることはありません！」

「なんだと!?　いいからクラウス・フィンレイを出せ!!　自宅に行ってもいつもおらんのだ！　ここで匿っているんだろう!?」

　自宅？　そういえば、このダミ声……お兄ちゃんと揉めていた、元上司!?　なるほどね、あれからも家に来てたのね。

「お引き取りください。礼儀や常識のない方にはなにも話しません！」

「なんだとぉぉ!?　生意気な小娘がっ!!」

　そう言って、私の左腕を力任せに掴み上げた。呪いによって黒く染まった部分に激痛が走る。

「っ！」

　わずかに顔を歪ませて、痛みをこらえる。魔導士のくせに力が強い。騎士学園で鍛えた私の身体なら、ほとんどダメージなんて感じないはずなのに。それとも呪いにかかった部分は弱ってしまったのか。

「このまま腕を折られたくなければ、クラウ――」

　元上司の声が唐突にやんだ。

「あら、フール団長、うちのかわいい受付嬢になにをしているのかしら？」

　その場が一瞬で凍りつきそうな、いや、実際に極寒の冷気が私の背後から流れてきて、元上司の手を凍らせはじめていた。

「ジェリーさん！」

「カリンちゃん、対応を代わるわ」

「お、お、お前は……『氷の魔女』!?」

「あら、懐かしい呼び方ね。ところで、どのようなご用件かしら？」

『氷の魔女』……え、『氷の魔女』!?

　騎士学園でも聞いたことがある。魔導士団で五本の指に入る天才黒魔導士だ。彼女が扱う氷魔法は、すべてを凍てつかせたという。六年前にあっさり寿退団したと聞いていた。

　ジェリーさんがそうだったんだ……！　後でこっそりサインもらおう。

「ぐぅ、クラウス・フィンレイを探している。ここのギルドに所属しているはずだ。違うか？」

　私の時とはまったく違う態度で、用件を伝える。最初からそうしてくれればよかったのに。それでもあの時の元上司だとわかったら教えないけど。

「ええ、そうよ。確かにクラウスはこのギルドに所属しているわ。でも今はいないの」

「なんだと!?　どこへ行ったのだ!?」

　ジェリーさんはうっとりするほど妖艶な微笑みを浮かべて、言い放った。

「うふふ、セントフォリアに行ったわ。おそらく首都のマルティノにいるはずよ」

「なぁにぃぃぃ!?」

　元上司は顎が外れたのかってくらい大口を開けて驚いている。予想外の出来事だったらしい。

　そのままブツブツ言いながら、フラフラとギルドから去っていった。

「ジェリーさん、お兄ちゃんのこと言ってもよかったんですか？　あんな奴に情報漏らすのも嫌だったんですけど」

「ふふふ、カリンちゃん。教えたところでどうにもできないから、わざと話したのよ？　クラウスにした仕打ちはちゃんと覚えているわ」

　ジェリーさんの笑顔が黒かった。笑顔なのにこんなに恐ろしいのは初めてのことだ。そうか、こういうやり方もあるのね。

　……こっそり師匠と呼ばせてもらおう。穏やかすぎるお兄ちゃんには、きっとこれくらいの黒い笑顔のサポートが必要だ。

　うん、剣の修行に加えて、お兄ちゃんに降りかかる火の粉を払う術を身につけよう。

　お兄ちゃんは心配性だから内緒にしたまま、私はジェリーさんをお手本に新たなスキルを手に入れた。
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　アルバート公爵邸にやってきた翌日、朝食の席でウルセルさんが今日の予定を教えてくれた。

「クラウス、ちょっと急だけど聖女様に会いにいくぞ」

「わかりました、時間は決まってるんですか？」

「朝食が済んだらすぐに行こうと思ってるんだけど、大丈夫か？」

「もちろんです。よろしくお願いします」

　食事を終えて、ウルセルさんが僕の部屋まで迎えにきてくれた。アルバート公爵様は仕事が速くて、すぐに聖女様との約束を取りつけてくれたのだ。この一族はみんなできる人たちみたいだ。

　用意してもらった馬車で出発したけど、ウルセルさんは目的地を僕に告げていない。

「ウルセルさん、セレナさんはどこに住んでいるんですか？」

　馬車は王都の中心地に向かっている。

「んー、もう少し先だな。ここから十分くらいだ」

　どうやらウルセルさんは、僕に詳細を話したくないらしい。だけどいい加減僕だって学習するんだ。幸い会ったことのある人なら、魔力のパターンで場所が把握できる。

　そっと魔力感知して、居場所を探った。

「……っ!?」

「あ、魔力感知したのか？　クラウス、ズルはダメだろ」

「いや！　ズルじゃないですよね!?　なんで王都のど真ん中にセレナさんの気配があるんですか!?」

　だって、ど真ん中ってアレしかないじゃないか。

「まあ、いいか。いい顔見れたしな。第三聖女セレナ様は、大聖女マリアーナ様の姪だから、王城に住んでるんだよ」

「うわあ……マジか！　僕、結構な態度だったような……」

　今さら不敬罪とか言われたらどうしよう。ガッツリ睨んだし、そもそもセレナさんとか馴れ馴れしく呼んじゃってた……！

　半分魂が抜けかけた状態で、無情にも王城へ到着してしまった。

　仕方なく覚悟を決めて馬車を降りると、セレナさん……いや、セレナ様が出迎えてくれたのだ。

「クラウス様！　お会いしたかったです!!」

　そう言って僕の家で会った時みたいに、ガシッと抱きついてきた。艶やかな黒髪が揺れて甘い花の香りがふわりと香る。

　聖女様だって言ってたから、きっと平民がビビるくらいの暮らしなんだろうとは思っていた。でも、まさか王族で王城に住んでるなんて思わないだろ？　しかもこんな風に抱きつかれたら、どうしたらいいのかわからない。

「よかった……クラウス様は本当に来てくださったのですね！　ちゃんと大聖女様には話してあるので、なにも心配はいりません。聖竜クイリンも一緒に捜しましょう！」

「あの、セレナ様……その、失礼な態度ですみませんでした」

　抱きつかれながらも、ウッドヴィルでの態度を謝罪した。いくらなんでも王族にあんな態度は許されないだろう。

「なにをおっしゃっているのですか？　今まで通り……いえ、どうかセレナと呼んで、敬語もおやめください！　クラウス様は魔皇帝様なのですよ？　私の方が無礼ではないか心配していたのです」

　うん？　魔皇帝の立ち位置がよくわからない。助けを求めるようにウルセルさんに視線を向けた。

「魔皇帝は、数百年に一度現れる尊い存在だ。つまり、この国でお前が一番偉い」

「……は？　いや、は？　冗談ですよね？」

「まあ、大聖女様に会ったらわかるんじゃないか？」

「え、ちょ、心の準備がまったくできてませんけど!?」

「まあ、ここまで来たんだからあきらめろ」

　なんか、どんどん話が大きくなってないですか？　これ、収拾つくんですか？　あの、僕ただの平民でいいんですけど？

　そうしてセレナに引きずられるように、大聖女様の謁見室に連れていかれた。ちなみにセレナにも敬語をやめてほしいと頼んだけど「敬愛するクラウス様に、そのような真似はできません！」と断られた。




　案の定というか、やはりというか。

　そもそも、いくらアルバート公爵様が手配してくれたとはいえ、こうも簡単に大聖女様に会える時点で気付くべきだった。

　僕の目の前には、王座からわざわざ降りてレッドカーペットの上に跪くマリアーナ大聖女様の姿がある。もちろんこの部屋のほかの宰相や大臣の方々も、同じように平ひれ伏ふしていた。

　マリアーナ大聖女様の女性にしては低めの声が、謁見室にいる者たちの耳に届く。

「今世の魔皇帝、クラウス・フィンレイ様。こうして我が国までお越しいただき、誠に恐悦至極にございます。我らセントフォリアは全力をもってクラウス様にお仕えいたしますことを、ここに誓います」

　もう嫌だ。なにも誓ってもらわなくていいから、帰りたい。

　これって必要なのか？　僕はカリンの呪いを解きたいだけなんだよ？　この状態で僕はどうすればいいんだ!?

「あ、あの……マリアーナ大聖女様、お願いだから普通にしてください。僕は平民なんです。あの、いたたまれなくて……」

　あちこちに視線を動かすと、ウルセルさんの肩が震えてるのが目に入る。

　くっ、楽しんでる！　明日、絶対アグリ豚の串焼きおごってもらうからな！

　そこでマリアーナ大聖女様はそっと顔を上げた。

「なにより我が国の第三聖女をお救いいただいたこと、心から御礼申し上げます。それにしても……クラウス様は謙虚な方なのですね。ますます好感が持てますわ。皆のもの、面を上げよ。クラウス様がお困りである」

　鶴のひと声で、みんな立ち上がり通常運転に戻っていく。ようやく肩の力が抜けた。

　……いったいなんの罰ゲームだよ。

「それではクラウス様、私のことはマリアーナとお呼びください。それと今後の話をしてもよろしいですか？」

　黒髪を結い上げ、真っ直ぐに背筋を伸ばした姿は、女王の貫禄が十分だ。セレナと同じ色の瞳は、鋭く僕を見据えていた。でも、とてもじゃないけど大聖女様を呼び捨てになんてできない。

「はい、もちろんです……マリアーナ様」

「それでは、セレナ、ウルセル・アルバートもこちらへ」

　僕たちはにっこりと微笑むマリアーナ様の後に続いた。




　マリアーナ様の部屋のさらに奥に、ひときわ豪華な作りの両開きの扉があった。金色に縁取られた扉は天井まで高さがある。

　大聖女様に促されて、扉に手をかざし魔力を流し込んだ。

　すると金色の淡い光が波打つようにゆっくりと広がり、扉は開かれた。強力な結界が張られていたようだった。

「やはり、間違いありませんね。さぁ、魔皇帝様、中へお入りください」

「は、はい」

　一歩、足を踏み入れる。

　目の前にある王座は、大聖女様の王座よりも高い背に四種類の魔石がはめ込まれている。まるで主人の帰りを待っていたかのように鎮座していた。

　なんだろう、初めて来たのに……懐かしい感じ。

　――僕はここを知っている？

　もう一歩足を踏み入れると、走馬灯のように過去の記憶が頭の中に流れ込んできた。

　細切れの記憶が、いくつも浮かんでは消えていく。

　そう、これは僕の記憶だ。

　魂に刻み込まれた、記憶。

　頭がクラクラして足もとに視線を落とすと、金色に光る不思議な模様が浮かび上がっていた。どうやらこれを踏んだから、記憶が流れ込んできたらしい。

　でも、なぜここに僕の手のひらに現れる模様が……？

　その時、蘇った記憶で理解した。

　そうだ、これは魔法陣だ。最後にこの魔法陣を仕掛けた記憶が蘇った。

「これは……過去の、前世の記憶……？」

　この記憶で僕の魔法の、つまり魔法陣の本来の使い方を理解した。

　この世界には魔力のもとになる魔素がいろいろなところに存在している。人間は生まれてくるまでに魔素を取り込んで自分の魔力に変える。体内の魔力を消費して魔法を放ち、休息を取って回復させていた。

　生まれるまでにどれだけ魔素を取り込めたかで個体の魔力量は決まり、その後増えることはほとんどない。

　だけど僕は魔法陣を通して、世界のありとあらゆる魔素を取り込み魔力に変えられた。

　この『魔素変換』が僕の魔法だ。魔素変換ができるからこそ無尽蔵の魔力でいろいろできた。

　魔素を使い切っても新たに取り込んで即座に回復もできたし、減ってしまった体力も魔素レベルで回復できたから効果が劇的だったんだ。

　その代わり魔素のままでは魔法として使えないので、取り込んだ魔力は再度魔法陣を通して魔法に変換して放っていた。魔法陣の模様を変えれば、さまざまな属性の魔法が使える。

　今までは、これらを身体に残っていた感覚だけで使っていた。

　すべてに納得できた。

　そして、魔素変換とあらゆる属性の魔法陣を操れることこそが魔皇帝たる所以だ。

「記憶が戻りましたね、クラウス様。そうです、貴方様は初代魔皇帝セシルス様の生まれ変わりです」

　その言葉が今なら受け止められる。確かに僕は何度も生まれ変わって、ウロボロスの封印が破れそうになるたびに封印を強化してきた。

　まだかなり飛び飛びだけど、何度も四聖獣を正気に戻してきたのも思い出した。

　ああ、そうか玄武のあの時の寂しそうな顔の意味がわかった。玄武は覚えているのに、僕が忘れていたからだ。ごめん、今ちゃんと思い出したよ。

　そっと胸ポケットに手を添える。

「……理解しました。でも僕の本来の目的は聖竜クイリンの鱗を手に入れることです。それは変わりません」

「承知しております。では具体的な相談をしましょう。今後はクラウス様がこちらの魔皇帝様の部屋をお使いください」

　少しクラクラする頭で、部屋を見回した。

　ここは謁見室だ。記憶によると王座の後ろに隠し通路があって、螺旋階段を上がれば居住スペースに出る。その階段を下がれば、護衛用の部屋になっている。

「さっそく話しましょう。僕の部屋でもいいですか？」

「おお！　魔皇帝の私室に入れるのか！　今日はクラウスについてきて正解だったな」

　いつものウルセルさんの様子に、ふっと笑いが込み上げて肩の力が抜けた。いろいろテンパってたけど、こういうところに救われるんだ。

　マリアーナ様も「相変わらずね」と笑っている。

　その後の話し合いで僕とセレナ、ウルセルさんで聖竜クイリンを探す旅に出ることになった。出発はもろもろの準備があるから四日後だ。

　僕は一度アルバート公爵家に戻ってお礼を言ってから、また王城に戻ってきた。前世の記憶が少し戻って、こっちの方が僕の居場所という感じがしていた。

　ウルセルさんとセレナはせっかくだからと、護衛用の部屋を使うと張り切っていた。護衛長のヘクターさんが護衛できないと困っていたので、一緒に護衛室を使うことで落ち着かせた。

　なかなか面倒くさい。もうみんな好きにしたらいいと思う。

　そうして、神経がすり減るような一日が終わり、一瞬で深い眠りについた。




　夜中にふと目が覚めた。深く眠ったせいか、かなりスッキリしている。見慣れないのに懐かしいと感じる魔皇帝の私室だ。

　ベッドの横にあるサイドボードの上にミニクッションが置かれていて、玄武はその上に横になっていた。気持ちよさそうに眠っていると思いきや、起きていたようで僕の動く気配を察知して声をかけてきた。

《主人殿、起きたのか》

「あ、ごめん。起こしちゃった？」

《いや……起きていたから問題ない。それよりも、我の宝珠に触れてほしいのだ》

「え？　なんで宝珠？」

　どうして突然宝珠なのか、玄武の足りない説明に困惑する。

《我の宝珠に触れると、主人殿の記憶が戻る》

「記憶って……なんの記憶？」

《初代魔皇帝セシルスの記憶だ。我ら四聖獣は新しい主人に会うと、こうして記憶を伝えてきたのだ》

　そうか……生まれ変わると過去の記憶がないから、僕の使命を忘れないようにしてるんだ。さっきほんの少し戻った記憶で理解できた。

「もっと早く言ってくれればよかったのに」

《最初の記憶が戻らないと、我らは伝えられないのだ》

「そうか……ああ、そうだね。僕が魔皇帝だと理解していないと発動しないのか」

　なぜそんな風に縛りをつけたのかは、今はわからない。僕にわかるのは、記憶を取り戻して使命の意味を理解しないといけないということだ。

　玄武をベッドの上に連れてきて、僕の目の前に置いた。これなら、さっきみたいに頭がクラクラしてもすぐに横になれるから安心だ。玄武の額にある、漆黒の黒曜石に指を伸ばす。

　流れ込んでくる記憶の渦に、僕は呑み込まれた。




■　■　■




　気が付けば僕は、暖かな暖炉の前でロッキングチェアーに腰かけていた。

　こぢんまりした部屋の様子と、目の前に飾られている白い小さな花に見覚えがある。

　これはマリンが好きだった花だ。

　そうだ初代聖女のマリンが妻だった。僕は妻のマリンを心から愛していて、子供たちも同じように大切に想っていた。

　記憶だから僕の意志では身体が動かない。感情はセシルスのものと今の自分のものと両方感じることができる。不思議な感覚だ。

　ようやく状況を呑み込んだ頃、後ろの扉がガチャリと開いた。

『セシルス、子供たちが寝たわ。一杯飲まない？』

『そうか、今日は早かったな。少し飲もうかな』

　マリンとの穏やかな時間が流れる。

　艶やかに光る淡いベージュの髪に空のような青い瞳で、マリンは僕を優しく見つめていた。

　そうだ、僕はマリンを、そして愛しい子供たちを守りたかった。この世界にはびこる魔物たちから。

　そこでもう一度意識は暗転した。




　次に気が付くと、僕の足もとにふたりの子供がしがみついていた。

　黒髪に琥珀色の瞳がキラキラと輝く、僕によく似た子供たちだ。

「お願いお父さん、置いていかないで！」

「そうだよ、ワタシも役に立つから連れてってよ！」

　これは、邪竜ウロボロスを討伐する旅に出る記憶だ。

　この時代は魔物の方が強くて、人間は魔物から隠れながら生き延びていた。

　そんな現状を変えたくて、僕は魔法陣を研究して使いこなし魔物を日々討伐していたのだ。さまざまな種類の魔法を使う僕はそのうちに天才魔導士と呼ばれるようになり、人間たちの希望となった。

　それでもキリがなくて、魔物を操るボス級のウロボロスを討伐することにしたんだ。

　危険な旅だから子供たちは連れていけない。

　本当はマリンも置いていきたかったけど、治癒魔法や結界の得意な彼女は一緒に行くと頑として譲らなかった。

　パーティーメンバーは僕とマリン、それから魔物討伐で助けてきた魔法や剣の得意な者たちだ。子供たちはパーティーメンバーの家族が見てくれることになっている。

「ごめんな、とても危険な旅だから連れていけないんだ。もしお前たちになにかあったら、父さんは戦えなくなってしまう。ここは母さんが張った結界の中だから、絶対安心なんだ。わかるな？」

「お母さん……行っちゃやだぁ……」

「お願い、いい子にするから……ゔあーん」

「ルナもニナもおいで」

　まだ幼い子供たちをマリンはそっと諭した。

「父さんも母さんも、貴女たちが大切だから旅に出るのよ。このままではいずれ人間は生きていけなくなるわ。この先も貴女たちが笑っていられる世界にしたいのよ」

　そう言ってきつく抱きしめた。

　後ろ髪を引かれる思いを無理やり断ち切って、僕たちはウロボロス討伐の旅に出発した。

　そこで僕の意識は深い深い闇に落ちていった。




■　■　■




　沈んでいた意識がふわりと浮上する。

　真っ暗な世界から、今の僕の世界へと戻ってきた。

　ゆっくりとまぶたを開くと朝日が差し込んでいて、あのまま眠ってしまっていたんだと気付く。玄武も僕の枕もとで休んでいた。

　思い出した。

　僕はかつてさまざまな属性の魔法を使っていた。そして天才魔導士と呼ばれ、数え切れないほどの魔物を討伐してきた。それが今は治癒魔法しか使えない。

　生まれ変わってくるまでに、なにかあったのか？　どんなに考えても、与えられた記憶しか思い出せなかった。

　今わかるのは四聖獣の宝珠に触れれば、なにかの記憶が戻るということだけだ。

　この記憶がどこに繋がるのか、それを確かめるには聖獣を正気に戻すしかない。

　僕のルーツになにがあったのか、それはいまだ闇の中だった。




　朝食が済むとウルセルさんがアルバート公爵様から手紙が届いたと知らせてくれた。僕が最初にお願いした、タマラさんの知人の件だ。

「約束が今日なんだけど大丈夫か？」

「もちろんですよ。僕がお願いしたことですし、図書館で調べものをする以外はやることもないですから」

「よし、じゃあ、今度は割と近いし歩きで行くか。それとも馬車がいいか？」

　馬車？　ここから馬車に乗ったら、ものすごく目立つんじゃないだろうか？　いやいやいや、僕は平穏に過ごしたい。

「ぜひ歩きでお願いします！」

「ククク、そう言うと思ったよ。じゃあ、三十分後に謁見室で集合な」

　王城を出て向かった先は、首都の中心から少し外れたところにある、レンガ造りの庭付き一軒家だった。

「ここにはどなたが住んでいるんですか？」

「なんだ、なんにも聞いてねえのか。フール団長の前に魔導士団で団長やってた人だよ。モリス・ケンブリッジ、魔力操作の天才と呼ばれた人だ」

　魔力操作……それは、確かに僕が今まさに強化したい能力だ。繊細な魔力操作ができれば、カリンの呪いにも効果的な治療ができるかもしれない。タマラさんの深い優しさに胸が温かくなった。

「すみませーん、モリスさんいらっしゃいますか？」

　ウルセルさんが大きめの声で呼びかけて、扉をノックする。

　しばらくすると、室内からガタガタと音が聞こえて扉が開けられた。

「ああ、待たせたの。ちょっと仕事中でな。で、どちらさんじゃ？」

　白い口髭と白髪がよく似合う老齢の男性だ。黒いエプロンと分厚い皮の手袋をつけていた。

「ウルセル・アルバートとクラウス・フィンレイです。先触れがきてませんでしたか？」

「むぅ……おお！　そうであった！　すまんのう、最近すっかり忘れっぽくての。とりあえず、入ってくれんか」

　部屋の中はあらゆる魔道具が積み上げられて、足の踏み場もないほどだ。器用に間をすり抜けて、魔道具に埋もれていたテーブルと椅子をひっぱり出してきた。

「こっちに座ってくれるか？　すまんが片付けは苦手でのう」

　僕もウルセルさんも気にすることなく、腰を下ろす。

「それで、君がクラウス・フィンレイか？　タマラがあんなに褒める魔導士は初めてだったわい」

「はじめまして。僕がクラウス・フィンレイです。タマラさんが褒めてくれたんですか？」

「逸材だとベタ褒めしておったぞ。それでワシが教えられるのは魔力操作くらいだが、それでよいのか？」

　白い眉の下には、いまだに鋭さを失っていない灰色の瞳があった。

「はい、もちろんです！　よろしくお願いします!!」

「ふむ、そうか。ならば一度勝負してくれんか」

「えっ？　勝負ですか？」

「実力もわからんのに、教えられんからの。ほれ、こっちじゃ」

　モリスさんに促されるまま、ウルセルさんと一緒に裏庭へと向かう。芝生に覆われた地面は柔らかく、衝撃を緩和してくれそうだ。

　対峙するのはかつての魔導士団の団長で、実力は文句なしにトップクラスだ。立ち居振る舞いから、今でも現役でも通じるくらい隙がない。

「よろしくお願いします」

「む？　あー、違うぞい。勝負するのは連れのウルセルじゃて。ワシの記憶が正しければ、確か『黒翼のファルコン』のギルマスであろう？」

「げ、俺かよ……まあ、ギルマスやってるけど、大したことないぜ？」

「よく言うわい。圧倒的実力でものの二年で王都一のギルドにしたであろう。それにな、こんなジジイに無理させんでくれ」

　そうだ、ウルセルさんは冒険者としても王都一なんだ。だからこそ完全実力主義のギルドが成り立っている。

　そんな人と勝負って……本気出さないとヤバい。

「あー、わかったよ……仕方ねえな。じゃあ、クラウスやるぞ」

「は、はいっ！」

　突然始まった実力テストに、僕は全神経を集中させた。

　僕はふぅーっと、身体の力を抜くように息を吐いた。軽くジャンプして緊張をほぐしていく。

　目の前に対峙するのは『黒翼のファルコン』のギルドマスター、ウルセルさんだ。いつもゆるい空気をまとっているけど、油断したが最後、一瞬でやられてしまう。

「では、始めてくれんかの」

　モリスさんのちょっと気の抜けたかけ声で、ウルセルさんとの勝負が始まった。

「起きろ、シヴァ」

　ウルセルさんは腰に差している魔剣シヴァを、するりと引き抜いた。漆黒の剣身にまとわりつく黒い魔力がユラリと立ちのぼる。

　本気で来いってことだよな。それなら。

「リジェネ、限界突破リミッターブレイク、神秘覚醒アラウズ」

　僕も治癒魔法と青魔法を重ねがけしていく。

　身体が羽のように軽くなったのを感じて、一瞬で距離を詰めた。

「おっと！」

　ウルセルさんは魔剣を振り上げ、僕が近づかないように牽制する。何度か一緒に魔物の討伐に行ってたから、僕の戦い方は熟知されていた。

　つまり、僕に触れられなければ、負けないこともわかっている。

　黒い切先はそのまま軌跡を変えて、僕の胸もとを掠めた。魔剣に付与されている闇魔法のドレインで、ほんの少し触れただけなのにごっそりと体力を削られる。

「ハイヒール！」

　すかさず回復して次の手を考えた。

　簡単には触れさせてくれない。それなら試してみるか。まだウルセルさんが知らない、僕の魔法を。

　今度はウルセルさんが、魔剣シヴァで斬りつけてくる。次々に繰り出される攻撃を紙一重で躱していた。

　本当に容赦ない……！

「どうした？　反撃しないと勝てないぞ？」

　余裕たっぷりなウルセルさんが挑発してくる。

　わかってる、このままじゃ埒らちがあかない。初めて試すから成功するかわからないけど、やってみるしかない。

　黒い刃が上下左右のいろいろな角度から襲いかかってくる。

　身体を捻って突きを避けて、バックステップで切先を躱した。ウルセルさんの鋭い攻撃を避けながら、少しずつ少しずつ魔法陣を形成していく。

「できた！　意識断絶ブラックアウト!!」

　魔法陣が現れたのはウルセルさんの背中だ。

　金色に光る魔法陣から僕の魔力を流し込み、ウルセルさんの魔力の流れを止める。

「なっ……んで――」

　ガクリと糸が切れた操り人形のように、ウルセルさんは柔らかな芝生に倒れ込んだ。

「ほおお！　ウルセルを倒しおったわい!!」

　モリスさんの声にハッと我に返る。魔物と違って死にはしないけど起きるまで時間がかかるので、覚醒させるため青魔法をかけた。

「強制魔力解放フォストマジック」

「っ!!　はっ……うわー！　クラウス、なんだよあれ!?　あんな奥の手があったのか!?」

　ウルセルさんはガバッと起き上がり、悔しそうに拳を握る。

「どうしてもウルセルさんに触れられなかったから、試してみたんです。成功してよかったですよ」

「くっそー、あんなのどうやって避けるんだよ？」

「実はアレをやってる間は追加でほかの魔法が使えないんです。今回はギリギリでした」

　まだ魔法陣の使い方に慣れていなくて、変わった使い方をすると隙が多くなる。便利だけど使いどころが限られるやり方だ。

「次は絶対に負けねえ……！　あ、でもクラウスが勝ったからギルマスやってもいいぞ？」

「やりません。断じてやりません」

　わけのわからない話はサクッと断り、モリスさんに向き直る。

「ふむふむ、ウルセルは魔力の込め方が雑じゃの。まだ無駄があるわい。クラウスは変わった魔力の使い方じゃのう……だが、あの訓練でいけそうじゃ」

　そう言うとモリスさんは家の中から、二種類の魔道具を持ってきた。

　ひとつは込める魔力の量で色が変わる水晶と、もうひとつは複雑な回路に魔力を通して使う通信用の魔道具だ。

「こっちの水晶はウルセル。こっちの通信機はクラウス。それぞれ魔力を通して見事売り物にするのじゃ」

「はあ!?　俺もやるのか!?」

　付き添いで来たウルセルさんは、納得いかないと反論する。

「お主に勝ったクラウスがやるのに、ウルセルはやらんのか？　まぁ、それでもよいがの。差は開くばかりじゃのう」

「うぐっ……くっそ、やるよ！　やればいいんだな！」

「おお、そうか、やる気になったか！　ではこの箱いっぱい頼むぞい。一色につき二十個ずつで七色分作ってもらおう。毎日じゃ」

　モリスさんは絶句しているウルセルさんをスルーして、今度は僕に魔道具の説明を始める。

「クラウスは魔力の力加減はよいが、あの模様に魔力を流すのがうまくいっとらんかった。この魔道具は魔力の流し方で通信できる距離が変わるのじゃ。最終目標は百キロメートルじゃ」

「えっ、僕の魔法の使い方がわかったんですか？」

「うむ、ワシは目がいいらしくての。魔力の流れが目視できるんじゃ」

　なるほど！　だから僕の魔法陣もすんなり理解してくれたのか。なんでもないように話してくれたけど、すごい能力だ。

「わかりました。百キロメートル目指して頑張ります」

「道具はたくさんあるから、好きなだけ練習してかまわんからの」

　その日から僕とウルセルさんは、旅に出る準備が整うまでモリスさんの家に入り浸り訓練に励んだ。

　ウルセルさんと勝負した日の夜にセレナから連絡がきた。準備に時間がかかる、と出発の延期を希望され、僕も修行したかったので出発は一週間後になった。




　――六日後。

「おっしゃ、できた！　モリス師匠、できたぞ!!　今の俺なら何色でも自由自在だ!!」

　ウルセルさんが雄叫びをあげた。六日間びっちり通っている間に、すっかり打ち解けてモリスさんは僕たちの師匠となっていた。

　ちなみに僕たちが魔力を込めた魔道具は、道具屋に持ち込んで換金しているのでそれが授業料代わりとなっている。

「ふむ、ウルセルはもう合格じゃのう、よう頑張った」

　モリス師匠は嬉しそうに灰色の瞳を細めている。

「師匠、僕もできました。最長距離更新です」

　モリス師匠は僕の仕上げた魔道具をじっくり吟味している。一定の魔力を滞りなくすべての回路に注ぎ込むと、通信できる距離が伸びるのだ。

　円盤型の魔道具の淵に沿うように魔石がはめ込まれていて、何個光っているかで判断する。

　一個で十キロメートルなので、十個光れば合格だ。魔石は全部で十五個ついていて、今回は全部光らせた。

「十五個全部か、クラウスもよくやったの。ふたりとも合格じゃ」

「モリス師匠、ありがとうございます。おかげで最近魔法の発動が早くなりました」

「喜ぶのはまだ早いぞい。ウルセルは魔剣に魔力を通してみるんじゃ。クラウスはあの模様を手のひらに出せるかの」

　モリス師匠の言葉に素直に従う。

「起きろ、シヴァ」

　ウルセルさんが魔剣を抜いて魔力を込める。僕も手のひらに意識を集中して右手に魔法陣を形成した。

「あっ……ヤバいな、これ。全然違う」

　ウルセルさんが驚いたように魔剣を顔の前に持ってきた。でも、確かに違う。この前勝負した時よりも、濃密な魔力が魔剣に込められている。

「ほっほっほっ、成果がわかったかの。魔力の込め方が雑で無駄になっていたのじゃよ」

「これじゃあ、もうウルセルさんに勝てないですね」

「なにを言うておる、クラウス。左手にもその模様を出してみるのじゃ」

「えっ、もうひとつですか？」

　今まで魔法を使う時は、いつも一種類ずつだった。

　ふたつ同時なんて……できるのか？

　そっと目を閉じて右手はそのままに、左手にも魔力の流れを作っていく。流した魔力を魔法陣に作り込んでいった。

「うわっ……できた」

　両手には金色に光る魔法陣が出現している。

　これなら魔法陣の使い方に幅が広がり、いざという時の一手になる。それに細かな操作ができれば、もし聖竜の鱗が見つからなくてもカリンの呪いを治せるようになるかもしれない。

「げっ、マジかよ！　クラウスにリベンジしようと思ったのに」

「ほっほっほっ、負けたくなければ、これからも訓練を続けるのじゃ。またいつでも来るとよい。待っておるぞい」

　僕とウルセルさんはモリス師匠にお礼を言って、旅に出発するために王城へと戻った。

　やっと、カリンの呪いを解くための旅に出られる。

　必ず僕がウロボロスの呪いを解くんだ。

　カリンの笑顔のために。




　いよいよ、出発の日になった。

　朝から少し曇り空ではあったが、心地よい風が吹いている。

　魔皇帝の謁見室にマリアーナ様やアルバート公爵様、ほかの公爵の方たちまで見送りにきてくれていた。

「それでは、いってきます」

「クラウス様、どうかお気を付けてくださいませ。なにかあった際は、転移の魔道具をお使いください。この城に戻れるようになっています」

　マリアーナ様は、一度しか使えないのに高額な非常にコスパの悪い転移の魔道具を、ポンと用意してくれた。至れり尽くせりで本当にありがたい。

「ウルセルはしっかりクラウス様にお仕えするのだぞ。なにがあっても支えになるよう――」

「わかってるよ、任せろ。何年クラウスを見てると思ってるんだ、大丈夫だよ」

　ウルセルさんは、やっぱりアルバート公爵様に念を押されていた。

　セレナは穏やかな微笑みを浮かべて、最後にマリアーナ様にポツポツと挨拶をしていた。

「ありがとうございます。四聖獣も正気に戻して、必ず聖竜の鱗を手に入れて戻ります」

　そう言って、僕とウルセルさん、セレナの三人で旅立った。




「クラウス様、まずは西の国ヒューデント王国でよろしいですか？　ここで聖竜らしきものの目撃情報があったのです」

「それなら白虎の守人のモスリン家がいるな。そこに向かおう。おそらく公爵家から俺たちが旅に出ると、知らせが届いてるはずだ」

　セントフォリアの王城を背にして、これから向かう先の打ち合わせをする。僕たちがモリス師匠の家で訓練に明け暮れていたので、情報収集もセレナにお願いしていた。

「それでは、ヒューデントに行きましょう。よろしくお願いします」

　王都マルティノの中心部にある広場を抜けようとしたところで、聞き覚えのある声が耳に届いた。

「だから！　クラウス・フィンレイという人物を探しておるのだ!!　アルバート公爵家に行っても門前払いでなにも聞けんのだから、お前に尋ねているのであろう!!」

　なにやら書簡を見せながら、街を警護する兵士に大声で詰め寄っている。よく見たら、フール団長だけでなくテキトン副団長とウカリ副団長も一緒だ。

「え、なんであの人がここに？」

「クラウスを捜してるみたいだな？」

　その時、テキトン副団長と目が合った。覇気のない動作でフール団長になにか話している。

　フール団長は僕を見つけると、驚くほどの速さで駆け寄ってきてガッチリと肩を掴んだ。

「クラウス様ー!!　ようやく、ようやく見つけましたぞ!!　さあ、このまま私と一緒にウッドヴィルに戻りましょう!!　転移の魔道具もあるので一瞬で帰れますぞ!!」

「なにを言ってるんですか？　帰りませんよ？」

「そんなこと言うなよ、クラウス。面倒くせえけど、わざわざ迎えにきたんだぜ？」

「そうですよ、これは国王命令なので仕方なく声をかけているのです」

「クラウス様！　お願いです！　私とウッドヴィルに戻ってください!!」

　いい加減にしろと返そうとした時だ。

　僕の背後から怒気を孕んだ低い声が聞こえてきた。

「貴方たち、クラウス様のなんなのですか？」

「む、お前こそ誰だ!?　私はクラウス様と話をしておるのだ、邪魔をするな!!」

「……私はセントフォリア第三聖女、セレナ・ディル・フォリアです。邪魔をしているのは貴方の方です。私たちはこれから使命の旅に出るのです！」

　セレナの覇気は広場を駆け巡り、さっきまでの広場の喧騒が嘘のように静まり返った。

「せ、聖女……？　セントフォリアの聖女様!?」

　フール団長を始め、テキトン副団長とウカリ副団長も青ざめている。隣国の貴族でも頭が上がらないほど、セントフォリアの聖女様は偉大な存在なのだ。

「しかも先ほどから後ろのふたりはクラウス様を呼び捨てにして……私ですらまだそんな風にお呼びできないのに、勘違いもはなはだしいわ!!」

　ええっ！　怒るポイントそこ？　ほかに怒るところあるよね!?

「クラウス様は、今はウッドヴィルには戻りません!!　下がりなさい!!」

「おい、コイツら魔皇帝様と聖女様に無礼を働いたんだ。牢屋にブチ込んでおけ」

　そこでウルセルさんが近くの兵士に指示を出す。さすがにアルバート公爵家の令息だと知れているらしく、兵士は敬礼をして指示に従った。

　フール団長たちはなにやら叫んでいたけど、あの人たちなら大丈夫だろう。

「おい……今アルバート公爵家の方が言ったの……」

「この前大聖女様からお達しがあった、魔皇帝様なの？」

「あ、あの方が降臨された魔皇帝様なのか!?」

「うおおお！　魔皇帝様!!」

「きゃあああ！　素敵いいい!!」

「我らの救世主!!　魔皇帝様!!」

「魔皇帝様ああ!!　結婚してええええ!!!!」

　ウルセルさんのひと言を拾った広場の人たちが、突然猛烈に僕を崇めはじめた。

　……は？　なに、大聖女様がお達しを出した？

　マ・ジ・か――!!!!

　なんて取り返しのつかないことをしてくれたんだ!?　僕はひっそりと普通に暮らしたいんだよ!?　カリンの呪いを解いたら、もとのこぢんまりした家に戻るんだよ!?　……え、戻れる、よな？

　ウルセルさんがニヤニヤしながら僕を見ている。

　こうなるってわかっててわざと口に出したな。クソッ、またハメられたっ！

　そして爽やかな笑顔で、トドメを刺しにくる。

「クラウス、そのうちカリンちゃんもこっちに呼ぼうな」

　完全に僕を囲おうとしてない!?

　カリンが来るなら戻らなくても、まあ、いいか……と考えてしまったけど、絶対に口に出したらダメなのはわかった。

　そして大歓声から逃げるようにマルティノの街を後にした。




「あー、やっぱり玄武サイコー！」

　ウルセルさんはアイテム袋から出したクッションに身体を預けて寛いでいる。軽く仮眠を取るつもりらしく、アイマスクまでつけていた。用意周到すぎる。

「そのクッション……ウルセルさん、めちゃくちゃ準備いいですね。セレナは大丈夫？」

「すごい！　さすがクラウス様の聖獣ですね！　こんなに速く進んでるのに全然揺れません!!」

　初めて玄武に乗ったセレナも、琥珀色の瞳をキラキラさせて興奮した様子だ。

　僕は今回も玄武に青魔法をかけて、最短で移動していた。

　あんなに熱狂したマルティノから一刻も早く離れたかったのもある。いや、むしろそれが一番の理由だ。

「これから行くヒューデントってどんな国か知ってる？」

　声のトーンを抑えてセレナに尋ねた。

「ヒューデントは聖獣白虎が守る国で、国土の九割が森です。だから冒険者ではなく、ハンターと呼ばれる狩人が活躍しています」

「へえ、国が違えば冒険者のあり方も変わるんだな」

「はい、ですがＳランク冒険者のクラウス様なら心配無用です」

「それならよかった」

　ずっとウッドヴィルにいてほかの国なんて行ったことがなかったから、ワクワクする気持ちもあった。ほかの国の話をカリンにもしたら喜ぶかな。いや、自分も行きたかったって、悔しがるか。

　あれだけ毎日一緒にいたのに、もうしばらくカリンと話していない。

「ヒューデントに着いたら、通信用の魔道具買おう……」

　妹離れができなくて散々シスコンだと笑われてきたけど、カリンが一番大切なんだから仕方ない。

　そんなことを考えているうちに、玄武は西の国ヒューデントへと入国していた。




　ヒューデントに入国してすぐに鬱蒼とおいしげる木々に囲まれた。ひんやりとした澄んだ空気の中を進んでいく。

　玄武では森の小道を進めなくなってきたので、途中から歩きに変えた。

　魔力感知すれば街の方向はわかるので、地図がなくても問題ない。今までの努力が意外なところで役に立っている。

　――本当に役に立ったのだ。

「っ!!　前方から多数の魔法攻撃が来てる!!」

　突然の攻撃に僕たちは瞬時に戦闘体制に入った。

「私が壁を作ります！　聖白の結界ホワイトバリア!!」

　セレナの張った結界に、炎魔法が込められた矢が次々と当たり爆はぜていく。明らかに人間からの攻撃だ。

「これは……僕たちが敵だって勘違いされたのか？」

「いや、違うな」

　ウルセルさんが、面倒くさそうにため息をついた。なにかを思い出したようで項垂れている。

「悪いな、俺の知り合いだ」

「えっ？　ウルセルさんの知り合いですか!?」

「ちょうどいいや。クラウス、思いっ切りやっていいぞ」

　ウルセルさんがあの悪巧みする顔になってニヤリと笑った。なにか考えがあるようだけど、こういう時に関わってもロクな目に合わないのは学習済みだ。

「え、なんで僕なんですか？　知り合いの方ですよね？」

「そうなんだけど、いつも噛みついてきて面倒くせえから、そろそろ目を覚まさせないとな？」

　うわあ、はっきり面倒くせえって言っちゃってるし！

「わかった、カリンちゃんと話せる通信機買ってやるから頼――」

「わかりました。いってきます」

　食い気味で返事して、僕は青魔法を自分にかける。さっきの独り言を聞かれてたみたいだけど、まあ、いいか。

「リジェネ、限界突破リミッターブレイク、神秘覚醒アラウズ」

　一瞬で青魔法をかけて、結界から飛び出した。

　目標は前方へ一キロメートル進んだところにいる。この距離で魔力を込めて矢を放ってくるのだから、相当腕のいいハンターなんだろう。

　冒険者でも弓を武器にしている人を見たことがあるけど、ここまでの遠距離攻撃はできなかった。だけど僕も訓練の成果を確かめたかったから、ちょうどいい。

　僕は両手に魔法陣を浮かべて、すぐに攻撃できるように準備を整える。目標はすでに目の前だ。

　目標まで十メートルというところで、炎の矢が真上から降り注いできた。

「極氷血ブラッドダウン」

　僕の手のひらに触れた炎の矢は瞬く間に凍りついて、その場に落ちていった。魔物と違って物なら抵抗力がないので凍りつくまで一瞬だ。

　落とせなかった矢はひらりと躱して、目標のいる木の根本にたどり着いた。

「無限増殖インフィニット」

　左手を木の幹にそえて、魔力を流し込む。これはカリンの呪いを解くために研究した時に思いついた魔法だ。細胞の成長を促し増殖させる。際限なく増殖した細胞はやがて形を保てず、巨大化して崩れ落ちるのだ。

　僕が触れたところから木の成長が促進されて、歪いびつな形になっていく。

　メキメキと音を立てて、あっという間に目標が潜伏している場所も曲がりくねった木の枝が覆い尽くした。

「うっわ!!　なんだこれ!?　ちょ、待っ!!　うわああああ!!」

　目標が木の上から転げ落ちてきて、打ちどころが悪かったのか動けなくなっている。攻撃を仕掛けてきたのは相手側なので遠慮なくトドメを刺した。

「爆雷破エクスプロード」

　この魔法も解呪の魔法の研究の時に開発したもので、体内にある微弱な電気を魔力によって増幅させるものだ。軽く使えば麻痺させられるし、思い切り使えば雷魔法と同様の効果になる。

　焼くか凍らせるかしかできなかったから、素材の回収にはうってつけだ。

「ぐっ!!」

　ウルセルさんの知り合いらしいので、軽く麻痺させるくらいにしておいた。

　木の上から落ちてきたのは二十代半ばの青年で、キラキラと輝く白髪に深い緑色の瞳が印象的だった。今はギリギリと僕を睨みつけている。

「お、さすがクラウスだな。サクッと倒してくれたか」

　ちょうどいいタイミングでウルセルさんが追いついた。

「はい、とりあえず軽く麻痺させておきました。あの、こちらの方はどういったお知り合いなんですか？」

「ああ、コイツな。白虎の守人であるモスリン家の嫡男、シューヤだ」

　麻痺してなにも話せない青年が、セントフォリアの四大公爵家のひとつであるモスリン家の守人だった。

　なぜ襲ってきたのかわからないけど、訪ねる予定だった人物に無事に出会えたようだ。

「シューヤ、第三聖女のセレナ様は知ってるな？　それと、こちらがクラウス・フィンレイ。我らが待ち望んだ魔皇帝様だ。親父さんから事前に知らせが届いてるだろ？」

「っ!?!?」

　白髪の青年は驚いたように、目を見開いている。どうやら魔皇帝の話は知っているらしいが、それが僕だとは結びつかなかったみたいだ。

「……お前、守人である俺が理由もなく西の国こんなとこまで来ると思ったのか？」

「……まっ……さか……っ！」

　さっきの青魔法の麻痺効果が薄れてきたようだ。声が出るようになっている。倒れたままになっていた身体も、少しずつ動きはじめていた。

「シューヤ様、本当です。ウルセル様には、クラウス様の旅の供としてこちらに来たのです」

「本当……です、か!?　あああっ!!　ボクはなんていうことをしたんだ!!」

　完全に麻痺が取れたらしく、シューヤさんがガバッと起き上がる。

「申し訳ございませんでした――!!!!」

　目の前で頭を下げた男の肩から、サラサラと白髪がこぼれ落ちた。気持ちのいいくらい、それはもう見事な土下座だ。

「我らの王である魔皇帝様になんという無礼な真似を……かくなる上は、私の命で償いますっ！　斬首刑でも絞首刑でもご希望の処罰をっ!!」

「いやいやいや!!　ちょっと落ち着いてください！　誰も怪我してないし、大丈夫ですから!!」

　ちょっとこの急展開についていけない。ていうか、魔皇帝の効果が半端なくてビビる。

　……役目を果たしたら辞めるつもりでいるんだけど、大丈夫だろうか？

「なんという心の広い……慈悲深いお方だ！　このシューヤ・モスリンはこの瞬間より身も心もクラウス様のものでございます!!」

　それはかわいい女の子から言われたら嬉しいセリフだ。周囲の誤解を招きかねない言い方は控えてほしい。カリンに聞かれて変な方向で誤解されたくない。

「いや、慈悲深いもなにも……僕は平民ですから、シューヤさんも普通にしてくれた方が助かります」

「そうだぞ、シューヤ。クラウスはそんな風に頭下げられるのが苦手なんだよ。だからな、次からいきなり攻撃仕掛けてくるのはヤ・メ・ロ」

　ウルセルさんは僕をダシに使い、やたら後半に力を込めてシューヤさんに注意する。

「くっ、さようでございますか……では、せめてクラウス魔皇帝様と呼ばせて――」

「却下です!!　そんなダダ漏れな呼び方は絶対ダメです!!」

「なんですと……!?　ではどのようにお呼びすればよいのですか!?」

　クワッと目を見開いて、シューヤさんは僕に抗議した。そこでセレナがさりげなく教えてくれる。

「クラウス様。シューヤ様にお話を聞かせたければ、命令するのが一番です」

「そうか。でも、命令なんてしたことないな……。えーと、シューヤさん、僕のことはクラウスと呼び捨てにください。それから街の人たちと同じ話し方にしてください。め、命令です」

　途端にシューヤさんは、ぱあっと輝くような笑顔を浮かべた。

「わかった！　クラウスの初めての命令をボクが受けたなんて……光栄すぎるっ!!　命令ならしっかりと対応させてもらうよ。これでいいかな？」

「あ、はい。大丈夫です……」

　切り替えの早さに驚いたけど、まあ、これなら魔皇帝とそうそうバレなそうだから大丈夫だろう。ヒューデントでどれくらい浸透してるかわからないから、隠すに越したことはない。セントフォリアの二の舞はごめんだ。

「ところで、どうしていきなり襲ってきたんですか？」

「あっ……本当に申し訳ない。これはなんていうか、いつものことなんだ」

「シューヤはいつも俺と会うと、まず腕試しするんだよ」

「子供の頃に勝負に負けてから一度も勝てなくて……今度こそはといつも挑戦してたんだけど……もうやめるよ」

　なるほど。僕とセレナは巻き込まれただけか。やたら人を襲うわけじゃないなら問題ないと思うけど。

「いや、ウルセルさんがひとりでいる時ならいいんですよ。ちゃんと魔力感知してからにしてください」

「あっ!?　ちょ、クラウス!?」

　いつもウルセルさんには驚かされてきたから、意趣返しだ。まあ、ほとんど一緒に行動するから、問題ないだろう。

「わかった！　ボクはクラウスに一生ついていくよ!!」

　だからそれはかわいい女の子から……まあ、いいや。そんなに嬉しそうにニコニコされたら、なんだかいろいろ許せてしまう。

「……初めて男性に嫉妬しました……！」

　セレナがポツリと呟いていたけど、よく聞こえなかった。




　西の国ヒューデント王国の王都にシューヤさんの自宅はあった。セントフォリアから親や兄妹が別荘感覚でやってくるそうで、なかなか立派な屋敷に住んでいる。

　使用人もたくさんいて、遠慮なくここを拠点にしてほしいと申し出てくれた。

　魔皇帝のことは大聖女様からこの国の国王に書簡が届いて、すでに国中にお達しを出しているそうだ。名前で呼んでもらうことにこだわってよかった。

「シューヤさん。さっそくで申し訳ないけど白虎の状況と聖竜クイリンについて、なにか情報はありますか？」

　通された応接室でお茶を飲みながら、急ぐ気持ちを抑えきれずに尋ねた。僕としてはこっちが本題だ。ここまで来る間にシューヤさんにも僕の目的を話してある。

「うん、それなんだけど……実は困ったことになっているんだ」

「なにかあったんですか？」

「白虎が目覚めて、その近くで聖竜クイリンが目撃されたと聞いている。ただ、目覚めたのはいいんだが、暴れまくっていてね。結界でなんとか抑え込んでるんだけど、ある貴族が討伐すると騒いでいるんだ」

「は？　白虎を討伐？　正気か？」

　ウルセルさんと同意見だ。

　白虎を討伐したら大変なことになるだろうし、そもそも正気を失った聖獣を討伐できるものなのか……？

「すまない、ボクが不甲斐ないばかりに……守人失格だ」

「そんなに大変な状況だったんですね。すみません、僕が早く来ていればよかったですね」

　シューヤさんが落ち込んでしまった。そんなことを責めるつもりはまったくないから、元気を出してほしい。

「クラウス……っ！　キミはこんな出来損ないのボクにも優しくしてくれるのかっ！」

　そう言って膝をついて、僕の腰にしがみついてきた。

　……元気になるのはほどほどでいいかな。

「シューヤ様、いい加減クラウス様から離れてくださいね？」

「セレナ様……なるほど。わかりました、でもボクにとって唯一のクラウスであることは変わりませんからね」

「仕方ありませんね。では、シューヤ様をクラウス様の親衛隊副隊長に任命しましょう。もちろん、隊長は私です」

「クラウス様の親衛隊……！」

　セレナとシューヤさんの間でなにやらバチバチしたのが見えたけど、気のせいだったようだ。なんだかよくわからないけど、最後に握手していた。隊がどうとか聞こえたけど、仲良くなったみたいでよかった。

「どっちにしてもさっさと白虎を正気に戻せば問題ないだろう？」

　ウルセルさんのひと言に、シューヤさんも顔つきが変わる。

「助けてくれるか……？　我らの白虎を」

「もちろんです。そのために来ましたから」

　そうして白虎を正気に戻すべく、すぐに出発したのだった。




　屋敷を出てまずは街にあるハンターギルドへ向かった。

　シューヤさんの話では白虎が暴れたため、現在は結界を張って被害が拡大しないようにしているそうだ。その結界の中に入るためには、許可証としてギルドからペンダント型の魔道具をもらう必要がある。シューヤさんはこの国のハンターギルドに所属しているので、申請は簡単だった。

　問題の貴族は、シューヤさんがハンターギルドに登録した頃からやたらと突っかかってきていたアホン伯爵というハンターだ。理由はその貴族の愛人がシューヤさんにひと目惚れして、見事に振られたから……らしい。

　それは、シューヤさんも災難だ。その貴族には正妻がいるらしく、その奥さんを大事にしてほしいと思うし、聖獣の討伐なんて見過ごせる内容じゃない。

　無事に許可証であるペンダントを受け取り、ギルドを出ようとしたところでひとりの男が入ってきた。

「うん？　なんだ、シューヤじゃないか。お前如きがなにをしにきたのだ？　弱小ハンターのくせに、ギルドをうろうろするな!!」

　やけにパリッとしたハンターの衣装に、傷ひとつない弓矢を背中に担いでいる。

　首から下げているのは、結界の中に入れるペンダントだ。

「アホン伯爵……その格好は……？」

「ふんっ、私はこれからあの大型の虎の魔物を討伐しにいくのだ！　よいか貴様は邪魔するなよ!!　どうせ役に立たないのだから、おとなしくしておくのだぞ!!」

　この人がシューヤさんの話していた貴族か！

　それにしても、なんでシューヤさんを無能扱いしているんだ？　一度戦ったからわかる。シューヤさんは決してバカにされるほど弱くない。弓矢の攻撃は的確だし、攻撃力も申し分なかった。

「アホン伯爵様！　あれは魔物ではなく聖獣です！　これからボクたちも向かいますから、どうか討伐は中止してください!!」

「だから、無能のお前が向かったところでどうにもならんだろう？　それともなにか？　そっちの小汚い奴らが役に立つとでも言うのか？」

　バカにされるのが僕だけなら我慢もできた。でもさっきからシューヤさんを始め、ウルセルさんやセレナまでバカにするのは許せない。

　本当はこんなことしたくないけど、僕ができるのはこれくらいしかない。覚悟を決める。

「アホン伯爵。僕は魔皇帝クラウス・フィンレイです。これ以上僕の仲間を侮辱するようなことを言わないでください」

　ハンターギルドが一瞬静まり返る。

　あれ、僕なにか失敗した？　確かシューヤさんはお達しが街中に出てたって言ってたよね!?

「はあ!?　こんな薄汚れたガキが、お達しのあった魔皇帝様なわけがないだろう!!　嘘をつくな!!」

　あ、よかった。ちゃんと理解されてたんだ。大聖女様の速すぎる仕事に感謝だ。僕の仲間たちは、驚きと嬉しさが入り混じった顔になっている。でも肝心のアホン伯爵には信じてもらえない。

「とにかく、お前らは邪魔するなよ!?　いいな!!」

　そう言って、集まっていたハンターたちを引き連れて、ギルドを出ていった。

「クラウス……ボクのために本当にありがとう！　でも……このままでは、下手をすると死人が出てしまう、急ごう！」

「わかった！」

　このやり取りを見ていた受付嬢が、ギルド長に詳しく報告しているところを最後に見た。これでシューヤさんが魔皇帝と一緒にいたと伝われば、悪い状況にはならないだろう。

　魔皇帝なんて重荷だったけど、初めて役に立ててよかったと思った。




「リジェネ、限界突破リミッターブレイク」

　みんなに青魔法をかけて、街を駆け抜け白虎のいる森へと急ぐ。

　さっきの貴族たちは魔道具で転移したのか、もう姿は見えなかった。

「これはすごい魔法だな！　こんなに軽やかに速く動けて、まるで風になったようだ！」

　シューヤさんが感激しながら、褒め称えてくれる。本当に大袈裟だ。

「僕のは独学ですし、赤魔導士の補助魔法と変わらないですよ？」

「いや、赤魔導士の補助魔法と全然違うよ？　赤魔導士が二倍なら、クラウスの魔法はまちがいなく五倍くらい効いてる」

「えっ？　まさか……あ」

　そういえば、治癒魔法も効きがよかったっけ。これも魔法陣効果なんだろうな。それならいっそ魔法陣の研究をするか？

「おっ、白虎が見えてきたな」

「先ほどのアホンとかいう貴族が、すでに攻撃を仕掛けているようですね」

　ウルセルさんとセレナの言葉に一キロメートル先に視線を向ける。結界の中で目を赤く光らせた白虎が暴れまくっているのが見えた。ハンターたちが魔法や弓矢で攻撃しているが、まったく効いてないようだ。

「これは、ヤバいな。結界が破れそうだ」

　シューヤさんの言う通り、巨大な結界は白虎の猛攻によってヒビが入っていた。もう猶予なんてない。そしてあれは、僕でないと鎮められない。

「みんな手伝ってほしいです。玄武も頼む」

《うむ、なにをすればよい？》

「セレナとふたりでハンターたちが怪我をしないように結界を張ってくれ」

《承知した》

「わかりました！」

　玄武は胸ポケットから顔を出して備え、セレナは力強く頷いた。

「ウルセルさんとシューヤさんは飛び出しそうなハンターの牽制と、僕が白虎に触れるまでの攻撃を相殺してほしいです」

「ああ、任せな。起きろ、シヴァ」

「わかった！　クラウスの命令なら必ずやり遂げるよ！」

　シューヤさんはめちゃくちゃやる気で、ふたりとも武器を手にして準備万端だ。いよいよ突入というタイミングで、バリバリバリッとなにかが破れる音が轟いた。

「結界が破壊された!!」

　シューヤさんの叫び声を聞きながら、ハンターたちが無事か確認する。白虎が放つ雷魔法になす術なく、わらわらと逃げ惑っていた。

　アホン伯爵はほかのハンターの後ろに隠れて、弓すら握っていない。真っ青な顔でうずくまっていた。

　何人か倒れているハンターもいるが、魔力感知できるので死んではいないようだ。

　なんとか間に合った。だけど、のんびりもしていられない。白虎が放った雷魔法が壊れた結界から漏れ出て、周りの木々を黒く焦がしていた。

「玄武！　頼む!!」

《任せろ！》

　胸ポケットから飛び出した玄武はあっという間に、もとの大きさになる。突然現れた聖獣にハンターたちは驚いていた。白虎の放つ雷魔法を玄武の凍てつく息吹で遮る。その隙にセレナが見事な結界を張った。

「聖白の結界ホワイトバリア!!」

　僕はそのまま白虎に向かって走り続ける。

　襲いかかる雷魔法を避けながら、両手に魔法陣を浮かべて魔力を込めた。

「喰い尽くせ、シヴァ!!」

　避けきれない雷魔法を、ウルセルさんの魔剣が吸収の魔法ドレインで喰らい尽くしていく。

「焔えん華か閃せん光こう！」

　シューヤさんの炎の矢は光の如く、冒険者たちの足もとに降り注ぎ動くことを封じていた。

　目の前で暴れている白虎の瞳は赤く光り、僕に全開の殺気を向けている。額には白い宝珠が輝き、純白の巨体はゆうに高さ五メートルを超えていた。剥き出しの牙は鋭く、大きく開いた口は咆哮をあげる。

『ガオオオオッ!!』

　ビリビリと震える空気の中を、それでも走り抜け白虎の足もとまでやっとたどり着く。

「喰い尽くせ！　シヴァ!!」

「焔えん華か閃せん光こう、乱撃!!」

　魔剣シヴァが雷魔法を取り込んで、炎の矢が僕の頭上に落ちてきた太い枝を燃やし尽くしてくれた。後方ではセレナと玄武がハンターたちを守ってくれている。

　僕はひとりじゃここまでできない。みんなに助けられて、ようやく力を発揮できるんだ。

　だから、みんなの協力を無駄にしないためにも全力で魔力を解放する!!

「意識断絶ブラックアウト!!!!」

　両手の魔法陣から、魔力を際限なく送り込む。ここでも魔力操作を教えてくれたモリス師匠の教えが力に変わる。たくさんの人に助けられて今の僕があるんだ。だからこそ、どこまでも強くなれる。

　無駄なく均一に美しく、魔力を魔法陣に流し込んだ。正気を失った白虎はピタリと動きを止める。

『グアアオオオオオォォォォ!!!!』

　ひときわ大きな咆哮をあげて、地響きとともに巨体を横たえた。

　さっきまで赤く光っていた眼は硬く閉じられている。

「はー、よかった。一回で気絶させられた」

「クラウス……お前、なんかすごいパワーアップしてないか？」

　ウルセルさんが嫌そうに声をかけてきた。でも確かに僕もそう感じた。

「多分ですけど……前の魔皇帝の時の記憶が少し戻ったのと、モリス師匠のおかげです。ウルセルさんも白虎の雷魔法を余裕で凌いでましたよね？」

「ああ、モリス師匠なあ。確かに間違いないな」

　正気ではない白虎の攻撃を、魔剣シヴァを使って受け止めていた。

　おそらくウルセルさんも一段と強くなっているはずだ。

「アホン伯爵様」

　シューヤさんは、結界の一番奥で腰を抜かしていた情けない男に声をかける。その瞳には決意がにじんでいた。

「なっ、なんだ!?」

　アホン伯爵はまだ立ち上がれないのか、座ったままだ。

「今回の件は多くのハンターを危険にさらしました。きっちりとハンターギルド本部並びに、国王陛下に報告させていただきます」

「なぜ国王陛下にまで報告をするのだ!?　ギルド本部にも報告は不要である！　私がいらんというのだからいらんのだ!!」

　ダメだ、このアホン伯爵……フール団長と同じタイプだ。僕が魔皇帝だと言っても信じてもらえなかったから、目の前にわかりやすい証拠を突きつけるしかない。

　僕はそっと白虎に右手を添えた。

「強制魔力解放フォストマジック」

　白虎にそっと魔力を流し込む。艶やかな白と黒の体毛が波打つように揺れた。ゆっくりと開かれた瞳はアクアマリンのような澄んだ水色だ。

《……お前が、主人か》

「うん、クラウス・フィンレイだ。よろしく、白虎」

《ふんっ、今度の主人は随分と頼りねえなあ。まあ、オレを正気に戻したんだから実力は認めてやる》

　最初の聖獣が玄武だったから、かなり上から目線の白虎に面食らった。これは、あれか？　聖獣って結構個性豊かな感じなのか？

《白虎よ、我らの主人に対する口のきき方が悪すぎるぞ！》

《ああ!?　っとに玄武は頭が固いんだよな。わかったよ……おい、クラウス、お前はオレに乗れ》

「は？　乗れとは？」

《オレは聖獣のプライドにかけて主人しか乗せねえ。大昔に国中にそう伝えろと魔皇帝に言った。だから必然的にクラウスが主人だとわかるようになってんだよ》
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　白虎の言いたいことはわかった。玄武はちょっと機嫌悪そうだけど、ほかのみんなを頼もう。

「玄武、白虎には僕しか乗れないみたいだし、ほかのみんなを頼めるか？」

《むぅ……主人殿がそう言うなら、いたしかたあるまい》

「ごめんな。玄武にしか頼めないんだ」

《うむ、主人殿に頼りにされるのは悪くない》

　玄武の機嫌は治ったみたいで、ハンターたちも乗せてくれた。みんな驚きながらも、僕が魔皇帝だと理解してくれたみたいで素直に話を聞いてくれている。

　途中でアホン伯爵に押されて、落ちそうになったハンターを助けた。受け止める時に思わず横抱きになってしまって、赤い瞳がキラリと光る女性は顔まで赤く染め上げていた。

「わっ、受け止められてよかった！　大丈夫ですか？」

「ひゃっ！　だ、大丈夫です！　ありがとうございます！」

　女性ハンターは慌てて玄武によじ登った。

　アホン伯爵はすでになに食わぬ顔で乗っている。僕に突っかかってはこなかったけど、一番いい場所を陣取っていて、その図太さに少々呆れた。

　白虎はもとの大きさだとさすがに大きすぎるので、二回りほど小さくなってもらいその首もとに乗せてもらう。

　想像以上のふかふかで毛並みがよく、くせになりそうだ。僕がそのもふもふを堪能していると、白虎がドヤ顔で声をかけてきた。

《オレの毛並みは最高だろう？　触れられるのはクラウスだけだからな》

　ツンデレという言葉が頭に浮かぶ。口も悪いし態度も偉そうだけど、どうやら僕は特別扱いしてくれるらしい。ちょっとだけ素直じゃないところがカリンに似ていて、思わず笑顔になる。

「うん、最高だ。じゃあ、街に帰ろうか」

　そうして僕たちは街へと戻った。




　街まで戻ってきた僕たちはそのままハンターギルドへと向かう。

　今回の聖獣討伐に関して、報告しなければならないことが山ほどあったからだ。玄武はいつものように胸ポケットへ、白虎はさらに小型になってもはや白いトラ柄の猫だ。今は僕の肩に乗せている。

　これもほかの人の肩には乗らないとドヤ顔で語られた。僕にだけ懐いてると考えれば、かわいく思えてくる。

「クラウス、正式に魔皇帝だとみんなに紹介してもいいかな？　その場合、ボクも然るべき態度になるんだけど……」

「いいですよ、もう自分から名乗りましたし」

「よかった、助かるよ。ギルドに着いたら――」

　そんな話をしながら、ハンターたちを引き連れて街の大通りを歩いていた。

「其方たちがシューヤ・モスリンとクラウス・フィンレイ殿か？」

　突然、頭上から声が降ってくる。

　馬車が走る道から単騎の白馬に乗った、身なりのいい中年男性が鋭い瞳を僕たちに向けていた。威厳に満ちた精悍な顔立ちは、相手に有無を言わせぬ強さがある。

　まるでセントフォリアの大聖女様のようだ。

「えっ……国王陛下!?　失礼いたしました。私がシューヤ・モスリンでございます」

　シューヤさんが驚いて口にした言葉に、僕も一瞬思考が止まった。

　え、国王陛下？　もしかしてこの国の王様なの？

「ぼ、僕がクラウス・フィンレイです」

　シューヤさんが膝をついたので、慌てて僕も膝をつく。一般的な平民が国王に会うことなど、ほとんどない。……ないはずだよね？

　いや、もうハンターギルドで魔皇帝だと名乗った後だ。そういえば、受付のお姉さんがギルド長に報告してた。まさか、あれが今の事態を引き起こしてる？

　するとヒューデント国王がサッと馬から降りて、僕を立たせた。その上で、今度は国王陛下が膝をついて、僕に頭こうべを垂れた。

「魔皇帝クラウス・フィンレイ様。ご挨拶が遅れ誠に申し訳ございません。私がヒューデント王国の国王、アルフレッド・ソル・ヒューデントでございます」

　うわ――!!　やっぱりそうなるよね!?

　気付いたら僕以外みんな跪いてる!!　アホン伯爵さえ頭を下げてるし!!　ヒューデント国王を追ってきた近衛騎士たちも膝をついてるし!!

　そろそろ恒例になりつつある、いつものお願いをしてみる。

「あの、まずは頭を上げてもらえませんか？　それから僕は普通にしてもらいたいんです。だから、あまり大袈裟にされるのはやめてほしいのですが……」

「ははっ！　さようか。クラウス様はなかなか謙虚なお方だな。ではお言葉に甘えて、かしこまった態度は改めよう。皆も面を上げよ」

　ここでようやくいつも通りの景色に戻る。ひとりだけ立っているのは、ちょっといたたまれない。

「クラウス殿、このまま我が城に招待したいのだがよろしいか？」

　突然のヒューデント国王からの申し出に、頷いていいのか悩んでしまった。見かねたシューヤさんがそっと耳打ちしてくれる。

「クラウス様、ここは申し出を受けた方がよろしいかと」

「そうか……わかりました。それでは僕からもお話があります。聖獣白虎の討伐の件です」

「なに……？　白虎の、討伐だと？」

　途端に険しい表情になり、ヒューデント国王から怒気があふれ出だした。これを見たアホン伯爵の顔色は、青を通り越して白くなっている。

「はい、詳しい話はシューヤさんから聞いてほしいのですが、僕も思うところがあるのでお時間をいただけますか？」

「もちろんだ。では関係者はこのまま一緒に城に来てもらおう。クラウス様とそのお連れ様も賓客として迎えよう」

　そうして僕たちとハンターギルドの一行、アホン伯爵は王城へと招かれた。




　連れてこられたのは大きな円卓のある会議室だった。

　国が違えば趣向も変わるようで、セントフォリアとは違う豪華さだ。

　だけど今この部屋に流れている空気は、リアルに肌に突き刺さるほどビリビリとしていた。

　実際にヒューデント国王から雷属性の魔力が漏れ出している。地味に痛い。僕がこっそりと仲間たちにリジェネをかけると、みんなの眉間の皺が取れていった。

「誠に聖獣の討伐に向かったのか……アホン伯爵」

　唸るような低い声でヒューデント国王は、アホン伯爵に問いかける。

「はっ、はひ！　あの、聖獣だという証拠もありませんでしたし……その、危険だと思ったので……」

　アホン伯爵は真っ白い顔から、土色の顔色になっていた。いよいよヤバいんじゃないだろうか。

「シューヤ・モスリン殿。確認だが、聖獣の守人として白虎で間違いないと報告は上げていたのだな？」

「はい。白虎が目覚めたと確認した際に、祖国セントフォリアとこちらのハンターギルドを通して報告しております。必要であれば祖国にもご確認ください」

「ふむ、問題ない。私も白虎の目覚めについては報告を受けている。それなのに、なぜアホン伯爵は白虎でないと思い込んだのか……理由を申せ」

　ギロリと鋭い視線が、アホン伯爵に注がれた。

「そ、それはっ、その、シューヤが……あまりにも弱くて、まさか本当に聖獣の守人だとは……」

　最後の方はポソポソと聞こえづらかった。ヒューデント国王の覇気に当てられたのだろう。

「なにを言っておるのだ？　聖獣の守人は代々Ｓランク冒険者と同等のセブンスハンターだ」

「は……？　セブンスハンターですと？　そ、そんなまさか……！」

　え、まだ理解してなかったのか？

　あれだけ白虎の攻撃をさばいて、ハンターたちに気を配る余裕まであったのに。

「アホン伯爵、僕もシューヤさんの実力はＳランク冒険者に匹敵するハンターで間違いないと思います。それに一番許せないのは、僕の大切な仲間を薄汚いとか弱いとかバカにしたことです。それだけは撤回してほしいです」

「なんと愚かな……そのような態度であったのか。クラウス殿、誠に申し訳ない。我が国の者が大変失礼なことを申した」

　そう言って、頭を下げてくれた。

　国王の謝罪に周りが騒然とする。それはそうだろう、一国の主人が頭を下げるなんてありえないことだ。

「いえ！　あの発言さえ撤回してもらって、今後は態度を改めてもらえればかまいませんから！」

「むう、それでは私の気が治まらん。アホン伯爵、家督は息子に譲り、貴様は引退して領地に戻れ。そこから一歩でも外に出ることは私が許さん」

「そっ！　そんな!!　申し訳ありません!!　アルフレッド国王陛下！　なにとぞお考え直しを!!」

「……本来であれば国外追放のところを、クラウス殿の寛大な進言でこの処置にしておるのだとわからんか？　ご苦労であった。アホン元伯爵」

　この言葉でアホン元伯爵はなにも言えなくなっていた。ヒューデント国王の指示を受けた近衛騎士たちが、アホン元伯爵を会議室から連れ出していく。

　発言の撤回もなく態度も変わらなかったけど、強制引退によってシューヤさんが平和になるならいいかと納得した。

　一緒に討伐に向かったハンターたちは平民で、アホン元伯爵の命令に逆らえなかったと確認できたので、今回はお咎めなしだ。

「見苦しいところを見せたな。さて、今宵はここで休んでいかれるといい。夜は宴を開くのでそれまではゆるりと過ごされよ」

「はい、ありがとうございます」

　それぞれひとりずつ部屋が用意されて、僕たちは夕方までゆっくりと過ごした。

　宴が始まる三時間前には準備のために侍女や侍従が派遣され、風呂に入れられされるままになっている。どこで測ったのかサイズぴったりのフォーマルな衣装に着せ替えられた。

　髪もセットされ、ボサボサだった頭が丁寧に後ろに流されている。

「クラウス様、これにて準備が整いました。はあ、なんと凛々しいお姿でしょう！　我が国の姫様やご令嬢たちも見惚れてしまいますぞ」

「いやいやいや、お世辞がうまいですね。でも褒めていただいてありがとうございます」

「いえ、お世辞ではなく本当に――」

　そこでノックの音が響き、宴の会場に案内された。

　宴というか国の重鎮たちが集まる夜会だったと知ったのは、入場する時だった。

「魔皇帝クラウス・フィンレイ様、ご入場――!!」

　入口のところでラッパが鳴らされ、一斉に会場中の視線が集まる。よく見るとウルセルさんもセレナもシューヤさんも、ドレスアップした格好ですでに入場していた。

　ちょっと僕だけ後からとか勘弁してほしい。なんて思ったのは一瞬だ。

「魔皇帝様あああ!!　素敵いいい!!」

「あれが噂の名君、魔皇帝クラウス様か！　なんと凛々しいお姿なのだ！」

「そうだ、名君と名高い魔皇帝様だ。夜明けのような瞳もなんと美しい！」

「魔皇帝様……！　カッコよすぎるわー!!」

「まだ婚約者はいないみたいよ！　ちょっと私、声をかけて……」

「淑女たるもの落ち着きなさい。私が先にお声がけするわ」

「抜け駆けはなしよ!!　いっそクラウス様を褒め称える会にしましょう!!」

「「いいわね!!」」

　会場にひしめくのは、おそらくヒューデント王国の貴族たちだ。夜会用のキラッキラした衣装が眩しい。大ホールの中はすでに狂喜乱舞状態だ。

　は？　はあああ!?　まさか、またこのパターンだったの――!?

　お願いだから、そっとしておいて……!!

　僕の願いはいつか叶うのだろうか、そんな疑問を抱えつつ場の空気を壊さないように笑顔を貼りつけた。入場口からヒューデント国王の前まで道が空いていて、そこを進むしかないようだ。やっとのことでヒューデント国王の前までたどり着く。

「クラウス殿。此度は聖獣白虎を覚醒させ、我が国ヒューデントを救ってくれたこと誠に御礼申し上げる！　今宵はクラウス殿が主役だ、ぜひ楽しんでいただきたい！」

　夜会開始の挨拶は、高らかに宣言された。

「は、はい。ありがとうございます」

　ヒューデント国王にここまで言われて、断れるわけがない。その後はヒューデント王国の貴族たちに囲まれて質問攻めにあった。必ず挟んでくる褒め言葉に限界がきて、なんとか貴族の輪から抜け出した。

　ひと息ついたので、さっき貴族たちが言っていたおかしな噂についても聞いてみようと僕の仲間たちを探した。

「シューヤさん、ウルセルさん。ちょっと聞いてもいいですか？」

　ちょうどふたりでいたので、素早く声をかける。

「あの、魔皇帝が名君だっていろんな人が言ってたんですけど、なにかの間違いですよね？」

「「…………」」

　シューヤさんもウルセルさんも、固まって動けないでいる。

　え、なんでふたりとも目を逸らしているんだ？　これは確実になにかを知っているな。

「……なにか知ってますね？」

「いえ、ボクはなにも……嘘はついていませんし……」

「あ、そうだ！　クラウス、通信用の魔道具を買ってやるって言ってただろ？　これでさっそくカリンちゃんに連絡取ってみろよ。ジェリーに頼んだから、向こうも用意できてるはずだ」

「え、ありがとうございます！　本当に買ってくれたんですね！　うわあ、これでカリンと話せるのかあ……今夜にでも連絡してみます」

　うん？　なにかサラッとごまかされた気がするな？　いけない、ここで流されてはダメだ。

「それで、名君がどうのっていうのは、なんなんですか？」

「そうだな……みんな嘘はついていないのは確かだ。そして、それはぜひカリンちゃんと話してみるといい」

「ああ！　それがいいですね！」

　そう言ってふたりとも喉が渇いたと飲み物を取りにいった。

　どうしてここでカリンが出てくるのかわからない。でも、連絡は取るつもりだから、後で聞いてみよう。

「クラウス様、少しよろしいでしょうか？」

　声をかけてきたのは、宝石が散りばめられた深紅のドレスを着た女性だった。輝くような金髪に紅い瞳がキラリと光る。

「はい、大丈夫ですけど……」

「うふふ、ようやくお声をかけられましたわ。お初にお目にかかります。わたくしは第一王女のミリアクレス・ソル・ヒューデントでございます」

「王女様!?　す、すみません、僕はクラウス・フィンレイです。こういう場は慣れてなくて、どうしたらいいのかわからなくて……」

「まあ、そうでしたの。あまりにも堂々とされていらっしゃったので気付きませんでしたわ。よろしければ、落ち着いた場所も提供できましてよ？」

　ものすごく魅力的な提案にグラリと心が揺れた。夜会なんて初めて参加したし、どうしていいかわからないから早々に引っ込みたい。

「そうなんですか……でも調べたいこともあったんです」

「調べたいことですか？」

　コテンと首を傾げた王女様は、とてもかわいらしいのに品が漂っている。僕はカリンがいるから特別なにも感じないけど、これは異性に人気があるだろうなと思った。

「はい、魔皇帝が噂の名君だってほかの貴族の方がおっしゃっていて、どこから話が出ているのか調べたかったんです」

「ふふふ。その話なら、わたくしでもお答えできますわ。では別室でゆっくりとお話ししましょう？」

「はい、お願いします！」




　僕は王女様に、休憩室だという部屋へ案内された。

　ソファーや横になるためのベッドも設置されていて、僕にしてみたらとても豪勢な部屋だ。王女様の指示で飲み物や軽食が用意されて、準備が終わり侍女たちもみんな部屋から退出していった。

「これでゆっくりお話しできますわね？」

「はあ、助かります。ようやく落ち着きました」

　王女様は僕の隣へぴったりと寄り添うように腰を下ろした。ふわりといい香りが漂ってくる。

　わずかに触れた膝にほんの少しドキッとしてしまった。

「それで、あの噂はどこから聞いたのですか？」

「そうですわね、わたくしが聞いたのはシューヤ・モスリン様ですわ。それからウルセル・アルバート様にも確認を取りました」

「ハハハ、そうでしたか」

　渇いた笑いしか出てこない。

　噂のもとはあのふたりじゃないか……！

「でも、それだけではありませんの」

　王女様が頬を染めながら、さらに身体を寄せてくる。隣に座っているから、その綺麗な顔もやけに近い。

「ほかにもあるんですか？」

「ええ、実はわたくし、あの聖獣の討伐に参加しておりましたのよ？」

「へ？　あのハンターの中にいたんですか!?」

「さまざまな事情で、定期的にこっそりとハンターギルドで魔物の討伐をしているのです。お父様も了承済みで、今回はあえて参加したのです」

　そうだったのか……て、あの時の玄武から落ちかけた女性ハンターじゃないか!?　うわあ、王女様に怪我とかなくて、本っっっ当によかった!!

「その時にクラウス様の仲間のために立ち上がる雄姿や、聖獣を制圧するほどの実力を目の当たりにして心を奪われたのです！　わたくしの伴侶はクラウス様しかおりませんわ！」

「は？　伴侶……？」

「はい！　ぜひ、わたくしをもらってくださいませ!!」

　嘘だろ!?　いきなり王女様からプロポーズされたっ!?

　いやいやいや、正直カリンの呪いが治らないと結婚どころじゃないし！　だとしたら、相手はヒューデントの王女様で密室にふたりきりってかなりマズくないか……？

　今は結婚する気がないといって、納得してもらおう。うん、そうしよう。魔皇帝ですら持てあましているのに、嫁が王女様とかまったく想像できない。

「あ、あの……お気持ちはとても嬉しいのですが、あいにく今は僕が結婚できる状況じゃないんです。申し訳ないです……」

「そうでしたの、わかりましたわ。では既成事実だけ作ってしまいましょう！　お父様も了承済みですからご安心くださいませ！」

　どこがどうわかったんだ!?　しかもヒューデント国王もなにを了承してんだ!?　ヤバいヤバいヤバいっ!!　王女様がめちゃくちゃハンターの顔してるぅぅぅ――!!

「クラウス様？　絶対に逃しませんわよ？」

　そう言って微笑んだ王女様は僕をソファーに押し倒した。

　お、お、押し倒された――!?

　キスすら未経験の僕には、どうしていいのかわからない。

「いやっ、ちょ、待ってください。なにす――」

　倒れた拍子にさっきウルセルさんからもらった、通信用の魔道具がカチリと音を立ててポケットから滑り落ちる。

《あっ！　お兄ちゃん!?》

　こんな状況なのに、久しぶりに聞くカリン声に心からホッとした。嬉しそうに弾む声に思わず僕の頬もゆるむ。さりげなく王女の下から脱出して、すぐに魔道具を拾い上げた。

「カリン！」

「カリン……？　ああ、クラウス様の妹様でしたわね！　わたくしヒューデント王国第一王女のミリアクレスですわ！　ミリアお姉様と呼んでくださるかしら？」

《えっ、ヒューデントの王女様!?　お姉様って……え？　お兄ちゃん、どういうこと？》

　ちょっと待て、なにげに面倒な事態になっていないか？

「あー、なんでもないんだ。ちょっと待ってくれるか？」

《…………》

　あ、ヤバい。カリンの機嫌が悪い。変な誤解をしているかもしれない。

「王女様。申し訳ないのですが、僕は妹の呪いを解くまではほかのことに心を砕く余裕がありません。大切な家族を失いたくないんです」

　真っ直ぐに王女様の紅い瞳を見つめた。

　好意を持ってくれるのはありがたいけど、今はカリンが一番なんだ。これだけは譲れない。

「……わかりました、今日のところはわたくしが引きますわ。嫌われたくありませんもの。でも、あきらめませんわよ？」

「ははは……」

　もう、苦笑いしか返せなかった。

　最後に「この部屋は自由にお使いください」と言い残して、王女様は部屋を後にした。

　ひとりになったところで、まだ通信中のカリンに声をかけた。

「カリン、お待たせ」

《お兄ちゃん……さっきの王女様はなんだったの？》

「実は、僕の変な噂が流れてて、出どころを探ってたら王女様が知ってるっていうから話を聞いてたんだ」

《変な噂って？》

「僕が名君だってこっちの国の貴族が話しててさ、でもウルセルさんともうひとりの仲間が原因だってわかったんだ」

《あー……お兄ちゃん、違うわ。私がジェリーさんの通信用の魔道具を借りて、ウルセルさんに頼んだの。もうひとりってシューヤさんだよね？　その人に頼んだのも私だよ》

「は!?　なんで!?」

《だって……お兄ちゃんのいい噂が広まれば、みんな好意的になるでしょ？　お兄ちゃんってば周りが敵だらけでも気にしなそうだから、私が手を回したの！　感謝してよね》

　その理由に僕はなにも言えなくなった。そんな風に僕のことを考えてくれていたなんて思わなかった。自分も呪いにかかっていてつらいだろうに。

「そっ……そうか。いや、それならいいんだ。僕のことを考えてくれて、ありがとう」

《そう思ってるなら、優秀な妹をもっと大切にしてほしいわ》

「うん、僕はカリンが……世界で一番大切だよ」

　込み上げてくる密かな想いを乗せて、そっと伝えた。

《そ、それなら毎日連絡してよね！　あ、それとウルセルさんにも魔道具ありがとうって伝えて》

　通信機の向こうで、焦った様子で赤くなってるカリンが想像できて口角が上がる。

「うん、わかった。じゃあ、もう遅い時間だからゆっくり休んで」

《うん！　おやすみー！》

「おやすみ」

　魔道具の通信を切って、はーっとため息をつく。

　そして心の中で叫んだ。

　犯人はカリンおまえだったのか――!!!!

　でも最終的には、カリンが僕のことを深く考えてくれて嬉しいと思ってしまうのだから、どうしようもないとあきらめた。




　翌日、僕たちは聖竜クイリンの行方を追うため、ヒューデント王国の王都で準備をしていた。数日分の食料や飲み物を買いためていく。

　市場を周っている途中で、聞いたことのあるダミ声が聞こえてきた。

　まさか、嘘だ、そんなはずはないだろ。もしここにいるとしたら、時間的に考えてバカ高い転移の魔道具を使わないと追いつけないはずだ。そんな無駄な使い方するわけない。

「おいっ！　転移の魔道具がこの値段はおかしいだろう!?　桁を間違えてないか!?」

「フール団長、国をまたぐ転移の魔道具はこれくらいですよ」

「なんだったら魔物倒しながら進んでもいいっすよ。たまには魔法ぶっ放したいし」

「ダメだ！　確実にクラウスを連れ戻さねば、私の未来はないのだ！　そうなればお前たちも終わりだぞ!?　国王陛下は、本気だっ……」

　そのまさかだった。

　しかもバッチリと目が合ってしまった。だってさ、こんなところにいると思わないから、思わず見ちゃうだろ？

「クラウス様っ!!」

　いや、さっき呼び捨てにしたでしょ。相変わらずの様子にうんざりした。一瞬で距離を詰めてすり寄ってくる。

「すみません、僕は急いでるんで失礼します」

「そこをなんとかお願いします！　お時間は取らせませんから！　三分だけでも時間をいただけませんか!?」

「いや、無理です」

「そこをなんとかー!!　おいっ！　お前らもお願いせねば、副団長の座はなくなるぞ!!」

「げっ！　クラウス様、頼むから戻ってきてくれ!!」

「クラウス様、フール団長がここまで言っていることですし、聞き入れてもらえませんか？」

　どうやら、前回のセレナの叱責が効いたのかテキトン副団長とウカリ副団長もわりと物腰柔らかくなっていた。それはありがたいことだけど、フール団長たちに囲まれて逃げられない。

　白虎を解放しようとした、その時だ。

　雷属性を帯びた紅蓮の矢がフール団長たちの足もとに突き刺さった。その衝撃で眩まばゆい光があふれ出して、僕も咄嗟に目を閉じる。

　気が付いたら光は収まってて、僕の左腕になにか柔らかいものが当たっていた。

「貴方たち、わたくしのクラウス様を取り囲むとはどういうことかしら？　無礼にもほどがあるわよ」

　視線を向けた先にいたのは、ミリアクレス王女だ。

　なぜ、こんなところに第一王女様がいるんだ？　しかもバッチリなタイミングで入ってきたよね？

「なっ、お前はなんだ？　今は私たちとクラウス様で話しておるのだ、邪魔をするな!!」

「邪魔なのは貴方たちよ。わたくしはクラウス様の未来の妻であり、この国の第一王女ミリアクレスよ。よく覚えておきなさい」

「「「第一王女様っっっ!?」」」

「いやいやいや、妻ってなんですか？　僕は結婚する気はありません。……ていうか、なんでハンターの格好してるんですか？」

　後ろにいたウルセルさんはワクワクした顔で成りゆきを見守っていて、セレナとシューヤさんは、なぜか戦闘体制に入っている。

「そんなの決まっているわ、クラウス様の旅についていくためよ」

「はっ!?　いやいやいや、王女様がついてきたらダメですよ！　ヒューデント国お――」

「問題ないわ。お父様の許可もいただいているの。だから貴方たち、わたくしとクラウス様の愛に満ちた旅路を邪魔しないでくださる？」

　王女様がパチンと指を鳴らすと、どこからともなく現れた騎士たちがフール団長たちをどこかに連れていった。雄叫びをあげながら連れ去られるフール団長たちに、ほんの少しだけ同情する。

　もういい加減あきらめたらいいのに……どうかもう会いませんようにと祈った。

「ミリアクレス王女、どうして貴女が同行するのですか？　これは遊びではないのですよ」

　セレナが鋭く質問する。確かに王女様を守りながら聖竜の鱗を探すのは無理な話だ。

「そんなのはわかっているわ。わたくしこう見えてシューヤ様と同じセブンスハンターですもの、自分の身は自分で守れるわ。なによりお慕いしている方の力になりたいの」

　バチバチとセレナと王女様の視線がぶつかり、火花が散っている。

　ふたりでなにかゴニョゴニョと話して王女様がハッとし、やがてガッチリと握手を交わした。

「会員番号ひと桁は約束よ」

「もちろんです、約束は守ります」

「それなら貴方たちはわたくしの仲間も同然、これからはミリアと呼んでくださる？」

「わかりました、私のことはセレナと呼んでください」

　まあ、握手するくらいだから大丈夫なんだろうけど……会員番号って、いったいなんの話をしたんだ？　おまけにシューヤさんも握手している。

　そして僕もウルセルさんも、今後はミリア様と呼ぶように指導を受けた。

　ともかく今日は僕のわがままに付き合ってもらうのだ。みんなに丁重にお願いして目撃情報があったという、白虎が目覚めた山へ向かった。




　僕は全員に青魔法をかけて、道中を急ぐ。

　カリンはひとりウッドヴィルで待っている。のんびりなんてしていられない。駆け足で白虎の目覚めた場所まで来て広範囲を魔力感知した。

　聖竜クイリンには今まで遭遇したことがない。だから初めて感じ取る魔力の気配を片っ端から調べていく。

「うーん、結構いるな」

　この山一帯に魔力感知をしたところ、十数体の未知の魔力を感知した。まずは一体ずつ調べたいが、あちこち散らばっている。

「クラウス、どうだ？　怪しい気配はあったか？」

「僕の知らない魔力の気配が十数個あって、ひとつずつ確認するのに時間がかかりそうです」

「じゃあ、クラウス、どの範囲にいるのかこの地図に印をつけてくれる？」

　いつもの態度へ戻してもらったシューヤさんに言われるがまま、赤いペンでチェックをつけた。それを見たウルセルさんが手慣れた様子で指揮を執る。

「じゃあ、手分けして捜そう。ここにいるメンバーなら、ひとりで大丈夫か。この西エリアはシューヤ、東はミリア様、この南はセレナ様、北は俺、山頂付近はクラウスでいいか？」

　それぞれ問題ないと静かに頷く。

「それでは、これを皆様にお渡ししましょう」

　ミリア様が手渡してきたのはイヤーカフ型の近距離通信の魔道具だ。輪の一部が切れていて耳にはめて使うタイプなのだが、最新型なのでかなり値が張る。

「ミリア様、ここまで準備してくれるなんて……本当にありがとうございます」

「わたくし、こう見えて仲間は大切にする主義ですの。当然のことをしただけですわ。周波数を合わせればみんなの声が届きますわ」

「わかりました、よろしくお願いします」

　そうして担当のエリアにそれぞれ向かっていった。




　一匹ずつ報告を受けて、魔物の種類と魔力のパターンを覚えていく。

　ほとんど確認が終わり、残すところ三種類になった時だった。

《……見つけました》

　それはセレナの声だった。

　すぐに東のエリアにいるセレナのもとに向かおうと白虎に飛び乗った。

「わっ、速……っ！」

《聖竜クイリンはすばしっこいからな！　本気で走ってる！》

　素早さのある白虎でもそう言うくらいだから、捕まえるのは大変そうだ。作戦を考える必要があるかもしれない。

　あっという間にセレナのもとに駆けつけて、その視線の先にある聖獣クイリンを目視した。

　淡く光る身体は金色の鱗に覆われていて、ドラゴンのような頭には角が一本生えている。首から下の造形はユニコーンと変わらない。金色に光るたてがみは風に揺れてキラキラと輝いていた。

「セレナ、これがクイリンか……？」

　神々しい姿に見惚れてしまう。いったいどうやってあの金色の鱗を手に入れればいいのか。

「聖竜クイリン……鱗を手に入れるには、倒すしかありません。そしてそれは私じゃないと倒せない。それが私たち一族が代々聖女を務める理由でもあるのです」

　セレナは聖竜クイリンを真っ直ぐに見つめたまま、言葉を続けた。

「クラウス様、その時がきても決して止めないでくださいね。もう覚悟はできていますから」

「……うん、わかった」

「あっ、クイリンが空に舞い上がります！」

　淡い金色の光に包まれたクイリンは、ふわりと浮かび上がり空を駆け抜けるようにあっという間に姿を消した。

　クイリンの魔力のパターンは覚えた。今後は魔力感知で行方が追える。

　飛んでいったのは東の方向だ。セントフォリアかその先の国か、いずれかに向かったようだ。

　今度見つけたその時は、必ず聖竜の鱗を手に入れる。

　セレナの協力が必要だけれど、どんなことをしてもカリンの呪いを解くと改めて心に誓った。

「お母さん……」

　セレナがなにか呟いたようだったけど、あまりにもか細い声で僕は聞き取れなかった。

　視線を向けるとセレナは泣きそうな顔で、クイリンが飛んでいった空を見つめていた。

　でもそれは一瞬のことで、セレナはすぐに笑顔になって街に戻ろうと声をかけてくる。いつもと変わらないセレナの様子に、僕の見間違いだったのかと思った。










第四章　輪廻する呪い




《じゃあ、カリンおやすみ》

《うん、おやすみ！》

　日課であるカリンとの通信を終えて、僕の胡座あぐらの中で丸くなっている白虎に声をかける。

「白虎、お待たせ。起きてる？」

《あー、あっぶね、寝るとこだった。もういいのかよ？》

「うん、大丈夫。それじゃあ、触れてもいいかな？」

《いつでもいいぜ》

　白虎を仲間にしてからバタバタしていて、まだ宝珠に触れていなかった。今回はどんな記憶が戻るのか、ゴクリと喉を鳴らす。

　白虎の額に光るのはホワイトオパールのようだ。白く輝く宝珠は光の角度で七色に変わる。

　覚悟を決めてそっと触れると、いつものように僕の意識は暗闇に沈んでいった。




■　■　■




　暗転した意識がゆっくりと鮮明になっていく。

　意識がはっきりしていくとともに、僕はある遺跡の前にいるのだと理解した。

　ここは、ウロボロスが根城にしている神殿だ。もともとは光の女神リュミエールを祀るために建てられたものだが、魔物の巣窟となっていて見る影もない。

　僕は仲間たちを振り返る。

　聖女と呼ばれるようになったマリンは、強い意志の宿る瞳で頷いてくれた。銀髪に漆黒の瞳の剣士アルバート、白銀の髪をなびかせている弓使いのモスリン、燃えるような紅い瞳の槍使いカスティル、透き通るような青い髪の大剣使いフェロウズ。

　ここまでお互いに命を預けてきた仲間だ。

『決着をつけよう。そして全員で故郷に帰ろう』

　僕たちはそう決心して神殿へと足を踏み入れた。




　神殿の地下は迷宮になっていて、魔物たちがあふれ返っていた。少し進むたびに十匹の魔物を倒し、じわりじわりと進んでいく。

　最下層にたどり着くと、そこはひとつの巨大空間になっていた。

【ほう、人間どもがここまでよく来たな】

　目の前に現れたのは、十二歳くらいの子供だ。

　青紫色の髪と瞳を持ち、見た目は天使のように愛らしい。だけど、身にまとう魔力も、その口から発せられるおぞましい声も人間のものではない。

『お前がウロボロスか……！』

【いかにも。ここまで来た褒美に聞いてやる。脆弱な人間どもが何用だ？】

『世界を……大切な人を守るために、お前を倒しにきたんだ！』

　この言葉で一斉に攻撃を仕掛けた。

　連携を取りながら、ここですべての魔力を使うつもりで攻撃を続けるが決定的なダメージを与えられない。

　それでも僕たちはあきらめなかった。

　魔力が尽きれば僕が回復して、全力で攻撃魔法を放つ。ダメージを受ければマリンが回復して、アルバートの剣で斬りつけた。モスリンの矢で身体を貫き、カスティルの槍でつき上げて、フェロウズの大剣でウロボロスの身を砕いた。

【おのれ人間如きが!!　貴様らの魂ごと喰ってやる!!!!】

　僕たちの攻撃を受けて激昂したウロボロスが姿を変えて襲ってきた。

　銀色の双頭の大蛇が黒い霧を吐き出しながら、フロアの中を縦横無尽に暴れ回る。ウロボロスの怒涛の攻撃に僕たちはひとり、またひとりと削られていった。

　黒い霧を浴びて石化していく仲間たち。

　今も僕を庇ってアルバートまでが黒い霧によって石化してしまった。残るのは僕とマリンだけだ。

　僕はマリンだけでもなんとか逃がそうと考えた。魔法陣を両手に出して、ウロボロスの一瞬の隙をつく。

『マリン、僕が魔法を放ったら――』

『セシルス、愛してるわ。子供たちをお願い』

　そう言って僕に微笑んだ。ドクリと心臓が波打つ。

『マリン、待て、なにをする気だ!?』

『永遠なる封印エターナル・シール』

　次の瞬間、マリンの身体から白い光があふれ出しウロボロスをも包み込んだ。あまりの眩しさに目を開けていられない。

【なっ!?　なんだ、これは!!　くっ、ぐあああぁぁぁ!!　人間如きがぁぁぁ!!　貴様ら全員呪ってやる――】

　光が収まり、そっと目を開くと目の前には金色の鱗に包まれた不思議な生物がいた。

　記憶の中のセシルスは理解してないけど、今の僕ならわかる。

　聖竜クイリンだ。

　これは聖竜クイリンの誕生の記憶だ。

　すでにウロボロスの姿は消えていて、聖竜クイリンの足もとには白く光る魔法陣がある。

　その魔法陣を見て理解した。

　これは結界の最上位魔法だ。自分の生命すら使ってウロボロスを封じ込めたんだ。マリンは姿を変えて、封印の鍵となった。マリンが生きている限りはウロボロスの封印は破れることがない。

　でも、それはウロボロスが存在する限り、マリンもずっとそのままということだ。

　それこそ永遠に。

『嘘だ……マリンは……マリンが……！』

　僕が無力だから！　僕が弱いから！　全部僕のせいだ!!

　なんのためにウロボロスを討伐しようとした!?

　誰のために笑って過ごせる世界にしたいと思った!?

　大切な子供たちと、愛しい唯一のマリンのためなんだ!!

　身体が、心が、引き裂かれるような慟哭。

　セシルスの慟哭と、カリンの余命を知った時の僕の慟哭がリンクする。悲しいほど理解できる、愛しい人を失う喪失感と絶望。

　うずくまって動けないでいる僕に、姿を変えたマリンがそっと鼻先で触れてくる。

　僕は震える手でマリンを抱きしめた。

『ごめん、僕が無力だから君にこんなことをさせてしまった……必ずなんとかするから』

《セシルス、愛してるわ。子供たちをお願い》

　そんな風にマリンの声が聞こえた気がした。そうだ僕たちの大切な娘たちが待っている。

『待っていて、僕は君を絶対にひとりにしないから』

　そこでマリンは自らの鱗を取って、僕に渡してくれた。鱗は四枚でちょうど石化された仲間と一致する。まるで鱗を使えというように顔を向けて、僕を促した。金色の鱗を石化した仲間に触れさせると、鱗は金色の粒子となって触れたところから石化が解けていった。

　みんながもとに戻ると、マリン自身も金色の粒子になって空中に霧散した。

　それから僕はみんなに事情を説明して、一度村に帰ることにした。僕は決意を胸に、ふたりの娘を育てながら魔法陣の研究を重ねた。

　そうしているうちに、僕はウロボロスの封印を成し遂げたパーティーのリーダーとして魔皇帝と呼ばれ、人々に崇められるようになった。

　アルバートたちの進言もあり、遺跡の周辺にセントフォリアという国を作ったのだ。




■　■　■




　そこで、また意識が暗転した。

　現在の僕に戻って思ったのは、聖竜クイリンの気配がマリンじゃないということだ。似てはいるけど魔力のパターンが違う。

　でもあの魔法陣の時限は永遠を設定していたし、マリンがクイリンになっても自我は残っていた。

「まだ、なにかあるのか……？」

　聖獣はあと二匹いる。

　なぜ僕がここにいるのか、マリンじゃない聖竜クイリンは何者なのか。謎は深まるばかりだった。




＊　＊　＊




「フール団長、やっと出られましたね……」

「はー、マジ勘弁だわ。団長さっさと仕事終わらせて、ウッドヴィルに帰りたいっす」

「うむ！　だが、肝心のクラウスはどこに行ったのだ？」

「「……さあ？」」

　私たちがいわれのない罪でヒューデントの牢屋に入れられて、三日が過ぎていた。

　さらに牢屋から出る時に、兵士がウッドヴィルの国王からだと書簡を渡してきた。即刻帰国せよ、という内容だ。

　だが、なにも成果を上げずにウッドヴィルに帰ったところで、私の降格が待っているだけだ。ここはクラウスを追いかけるのが正解だろう。

「帰国命令よりもクラウスの後を追うのが重要だ。なんとか情報を得ねば……テキトンとウカリで情報を集めてくるのだ。今度はさりげなく聞いてくるのだぞ！」

「うぃーっす、サラッと聞いてきますよ」

「承知しました」

　私は先日捕まってしまった市場とは別の広場で部下たちを待った。

　まったく、なぜこんなことになっているのか……なにもかもクラウスを辞めさせてからだ。

　最初からクラウスが私に素直に従っていれば、こんな苦労をすることはなかったというのに……。アイツは私にとって疫病神でしかない。ピンハネした資金も、転移の魔道具を購入したのでほとんど残っていなかった。

「フール団長！　わかりました！」

「アイツはセントフォリアに向かっていったみたいっす」

　やっとテキトンとウカリが情報を掴んできたようだ。もう魔道具は買えないから、ここからは歩いて進むしかない。

「そうか……ではウカリよ、魔道具はもうないゆえ、私たちに加速ブーストの魔法を頼む」

「承知しました。加速ブースト！」

　こうして私たちはクラウスを探し続けたのだ。




　セントフォリアに向けて、森の中をただひたすら歩く。

　道らしい道もなく、途中からはリジェネをかけながら進んでいた。しかし突如、目の前にＡランクの魔物、ベヒーモスが現れて戦闘体制に入る。

「おい！　敵だ！　ベヒーモスだ！　テキトン、ウカリ！」

「おお！　やっと魔法がぶっ放せるな！」

　私は実戦が久しぶりだったので、勘を取り戻すためにまずはテキトンとウカリに任せた。すでに加速ブーストとリジェネをかけているテキトンが攻撃魔法を放つ。

　すかさずウカリがフォローに入った。うっかりミスが多いものの、使える魔法が豊富なのと圧倒的な知識量で副団長に選ばれている。

「テキトン、あの魔物には雷属性の魔法が有効です！」

「わかった！　ライジングバーン!!」

　雷属性の上級魔法だ。あんなやる気のなさそうな態度ではあるが、あれでも副団長をやるだけの実力はあるのだ。ベヒーモスにバリバリと耳障りな音を立てて雷魔法が直撃した。

　眩い光が走り、一瞬だけ静寂に包まれる。

「ギャアアオオオオオォォォ!!」

　ベヒーモスは雄叫びをあげて、暴走しはじめた。

「おい、ウカリ！　どうなっている!?」

「ああっ！　すみません、うっかり弱点ではなくて狂暴化バーサクする方の属性を伝えてしまいました！」

「なぁぁにぃぃぃ!?」

「マジかよ！　思いっ切り雷魔法打っちゃったじゃん！」

　こんなタイミングでウカリのうっかりミスが発動したのか!!

　マズい状況だ。ベヒーモスは錯乱状態になって、周りの木々をなぎ倒して手当たり次第に攻撃しはじめた。暴走状態だからパワーも魔力ももとの倍になり、Ｓランク相当になっている。

　そんな手に負えそうにない魔物と、バチッと目が合った。

「ひっ!!」

　ユラリとベヒーモスの身体が揺れて、ありえないほどの魔力がその口腔に集まっている。息を吸い込んだら、命の危機を感じて喉がヒュッと締まった。

　これを食らったら死ぬ。本当に骨すら残らず消し飛んでしまう!!

「バカモノッ!!　逃げるぞ!!!!」

　私たちは一目散に逃げ出した。




「はぁ……はぁ……はぁ……」

「団長っ……もう、大丈夫みたいっす……」

「はぁぁ……なんとか逃げることができましたね……」

　ギリギリでベヒーモスの攻撃を躱して、なんとか逃げ延びることができた。本当に死ぬかと思った。

「てか、ここどこだ？」

「ここは、どこでしょうね？」

「私は知らんぞ！　魔物から逃げるので精いっぱいだったのだ！」

　テキトンの問いに私も答えられなかった。無我夢中で走ってきたのだ。国境を越えたのかさえわからない。どうにもならん奴らで頭が痛くなってくる。

　ひとまず、近くの街を目指して歩き始めた。




　あれから何日経っただろうか。すでに十日は過ぎたように感じる。

　ウカリがうっかり魔道具を買い忘れており、使える道具もない。挙句にふたりを先頭にしていくら進んでも、森から出られなかった。

「もういい！　お前らは私の後を黙ってついてこい!!」

　先が見えずに苛立ちが頂点に達した私は、ズンズンと先へ進んだ。それから三時間ほど歩き続けて、少し開けた場所に出た。今までと違う景色に心が浮き立つ。

「ほら！　見てみろ！　やっと街に近づいたぞ！」

　そうしてぽっかりと開いた空間に出ると、その中心に古びた遺跡があった。

　街ではなかったが、やっと屋根のある建物を見つけて私は安堵した。そこが休息地で、安らかな時間を過ごせると信じて疑わなかった。




＊　＊　＊




　翌朝、聖竜クイリンの後を追うために僕たちは国境付近まで来ていた。

　ミリア様は僕にぴったりとくっついて見送りにきてくれていたけど、とても恨めしそうにしている。国王から他国へ行く許可が下りなかったと、しょんぼり話していた。

「クラウス様、浮気は許しませんわよ」

「いや、浮気もなにも僕はフリーだし、そんな相手いませんから」

　基本的にカリンのことしか頭にないから、今までも特別な異性はいないんだけど。

「……わたくしのこと、忘れないでくださいませ」

「うん、忘れないよ。いろいろありがとう」

　正気に戻った聖獣の守人は旅に同行するのが習わしと言われて、シューヤさんを新たに仲間に加えセントフォリアへと出発した。

　森を抜けてからは、玄武と白虎に乗って移動し時間を短縮する。一日でも早く聖竜クイリンの鱗を手に入れたかった。セントフォリアで魔力感知をしたけど、聖竜クイリンの気配はない。

　おそらく東の国であるリンネルド王国に向かったようだ。セントフォリアを突っ切って、リンネルド王国の王都を目指す。

「リンネルドなら青龍か、フェロウズ公爵家が駐在しているな」

「そうです。サクラさんが……とても頑張っていました」

　ウルセルさんの言葉にセレナが暗い表情で答えた。三年間の旅の間に、それぞれの公爵家の守人と直接交流もあったのだろう。でも浮かない顔を見る限り、あまりいい状況ではないみたいだ。

「シューヤさんの時みたいになにか問題があるの？」

「ああ、クラウスはずっとウッドヴィルにいたんだよね。それなら知らないのも無理はない」

　そう言ってシューヤさんが僕にも簡単に説明をしてくれた。

　セントフォリアの東の国リンネルドは、ほかの国々とは違う文化で繁栄した国だ。豊富な水源と豊かな緑に恵まれ、ほぼ自給自足で賄えたことにより他国との交流が少なかったためだ。

　着る物も食べる物も、日常の習慣すらも僕たちの国とは違うらしい。聖獣の守人であるフェロウズ公爵家だけは、大聖女様からの申し入れもあり建国の時から特別に滞在を許可されている。本来であれば入国すらも難しい国だった。

「僕たちは入国できるんですか？」

「あー、多分大丈夫だ。大聖女様からお達しが出てるから。実はアレ、最強なんだ」

　そんな話をしながら、玄武に乗って二日かけて目的の国へ到着した。

　目の前に流れる清らかな大河と、対岸にうっすらと見える緑の楽園。いく筋もの川を国土に抱え、それすらも運河として利用し発展してきたのがリンネルドだ。入国の審査も無事に済ませて、渡し船を使って川の向こうへと渡る。

　陸にある建物は僕たちの国とも違う様式で、赤い壁に黒い屋根、丸い格子状の窓がついていた。街の人たちが着ている衣装も独特で、船頭さんによると『キモノ』という民族衣装だそうだ。一枚の布を巻きつけて、太めの布で縛って固定するらしい。

　実際に見てなるほどと思った。街を歩く若い女の子はカラフルなキモノを着ていて、大きく垂れた袖がヒラヒラと揺れて華やかだった。

　街の中心部を抜けたところで、ウルセルさんが前方にいる人物に大きく手を振る。

「あ、いた！　サクラ！　久しぶりだなー！」

　その先いたのは、透き通った鮮やかな水色の髪と、意志の強い瞳を持つ女性だ。僕より少し年上みたいで、落ち着いた大人の雰囲気が漂う。

　そして流れるような動作で膝をつき、僕に忠誠を誓ってくれた。

「魔皇帝クラウス・フィンレイ様。私は聖獣青龍の守人、サクラ・フェロウズでございます。我が主人のご到着を心よりお待ちしておりました。今後はクラウス様に忠誠を誓い、聖獣の守人としてこの命をかける所存でございます」

「あああ、わかりました！　あの、僕こういうの苦手で……ほかの皆さんと同じように接してくれませんか？　それから、命は大事にしてください」

　毎度おなじみの僕からのお願いだ。次からは相手が膝をつく前に提案してみよう。

「なんと……心の広い主人様だ」

　ふわりと微笑んだサクラさんは、かしこまった態度を改めてくれて自宅へと案内してくれた。

　途中ですれ違う街の人たちは僕たちを見て渋い顔でコソコソ話している。中には「なにしに街に来たんだ、異端の者が！」とか「異端に売るものなんてないからな！」とか、まるで忌み嫌っているような言葉を投げかけてくる人もいた。

　初めて来た国なんだけど、なにかやらかしてしまったんだろうか？　魔導士団で鍛えられたおかげで、罵詈雑言を浴びせられるのはわりと平気だけど誤解があるなら解消したいと思う。

　やがて街の中心からかなり外れたところにある大きな屋敷へ着いた。敷地は広く立派な庭園もある。だけど手入れが行き届いていないのか、荒れている印象を受けた。

「このような手入れの行き届かぬ屋敷で申し訳ないが、どうかゆるり休んでくれないか」

　そう言って、サクラさんは屋敷の奥へ姿を消した。座敷と呼ばれる様式の部屋で、扉は横にスライドして開閉する襖ふすまと呼ばれるものだ。僕もウルセルさんたちに習ってあぐらを組んで座る。

　こんな広い屋敷なのにサクラさんの気配しかない。ウルセルさんたちなら、なにか知っているかと思って尋ねた。

「さっき異端って言われてましたけど、僕はなにかやらかしましたか？　それに屋敷にはサクラさん以外に誰もいないようですけど……」

「……この国では男性は外で働き、女性は家を守るというのが常識なんだ。だから、サクラのように女性でありながら仕事を持つのは異端とされている」

「私も前回この国に来て、いろいろありました。大聖女様にもお願いはしましたが、フェロウズ家からの支援は圧力がかかって受け取れないと……。かといってこの国では十分な対応が望めません」

「これがこの国の文化だと言われれば、大聖女様から抗議はできても強制力はないんだよ。それに役目があるから引き上げることできねえ。本当に胸クソ悪い国だよ、ここは」

　三人の言葉にサクラさんの現状を知る。異端とみなされているから、街の人たちも先ほどのような態度だったんだ。この街で受け入れてもらえず、買い物もまともにできず。この国でなければしなくてもいい苦労をしていたんだ。

「そんな……じゃあ、街を歩いていた女の人たちは……」

「成人前の子供か、買い物で出歩いてる奥様かのどっちかだな。実際店に立ってるのは男ばっかりだったろ？」

「あ……確かに」

　異端とされて蔑まれているのに、あんな風に笑えるサクラさんは心が強い人なんだと思う。気持ちが重く沈んだところでサクラさんがトレーにお茶を載せて戻ってきた。

「お待たせした。この国のお茶を淹れてきた。……口に合うといいのだが」

　目の前に出されたのは、透き通った緑色の飲み物だ。見たことない色のお茶に一瞬だけ躊躇する。小ぶりなカップに入ったお茶に口をつけてみると、ふわりと清涼感のある香りがして口に含むと優しい味がした。

「あ、美味しい……僕はこれ好きかも」

「ああ、よかった！　私も初めて飲んだ時は驚いたけど、今ではこれじゃないと嫌なくらいだ」

　さっき聞いたような苦労を感じさせない笑顔で、サクラさんは僕たちをもてなしてくれる。でも聞いてしまったからには、なにもせずにいられなかった。

「サクラさん、困ってることはないですか？　僕にできることは、なにかありませんか？」

「っ！　お前ら……話したな」

　サクラさんはギロリとウルセルさんとシューヤさんを睨みつける。聖女だからかセレナには少し咎めるような視線を向けただけだった。

「僕がなにも知らなくて教えてくれたんです。聖獣の守人であるサクラさんを放っておけません」

　かつて命を預けて戦った、仲間の子孫だから。全部の記憶が戻ったわけではないけど、僕の大切な仲間だった。そんな彼らが、今なお忠誠を誓ってくれている。

　それで異端だと蔑まれて、しなくてもいい苦労をしているのは僕のせいだ。

「クラウス様……」

　サクラさんがなにかを言いたげに口を開いた時だ。

「サクラ！　迎えにきたぞ！　これから魔皇帝様を迎えにいくんだろう？　オレも一緒に……」

　ドカドカという大きな足音とともに、僕たちがいる座敷の襖が開け放たれた。薄紫の髪をひとつにまとめた大男が、襖を開けた状態で固まっている。

「リハク様……もう迎えは済んでいます。こちらが我らの主人、魔皇帝クラウス・フィンレイ様です」

「も、申し訳ございませんでしたっ!!!!」

　勢いよくその場で膝をつき、これまた姿勢のいい土下座を披露された。

　どこかで見た光景に、小さくため息をついたのは仕方ないと思う。土下座するまでのモーションが早すぎて止められなかった。




「改めまして、リンネルド王国第一王子、リハク・ジルバーン・リンネンルドにございます。此度は我が国へおいでいただき、誠に恐悦至極でございます」

　対面に正座し深々と頭を下げたリハク王子は、それでもやっぱり姿勢がいい。

「ご丁寧にありがとうございます。ただ、できれば普通に接してもらえると助かります」

「クラウス様がそうおっしゃるのであれば、承知いたしました」

「でも今回は国王様のお出迎えがなくて安心しました。平民の僕には心臓に悪いです」

「ははっ、大聖女様から新たに通達がきていましたから。クラウス様は派手なことが嫌いだと」

　そんな通達を出していてくれたのか、それはありがたい。定番のお願いも済んだし、本題に入る。
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　今回、リンネルド王国でやりたいことはふたつだ。

「それではまず僕は青龍のもとに向かいます。サクラさん、案内をお願いします」

「任せてくれ」

「それからサクラさんの状況をなにがなんでも変えます。皆さん協力してもらえますか？」

　セシルスの記憶は、僕の心に変化をもたらした。

　魔皇帝なんて相変わらず不相応だと思うし、権力を振り回すなんて嫌だけど。でも、それで変えられるものがあるなら、僕しか使えないなら利用するんだ。僕は一途に聖獣を守り続けてくれた人たちに報いたい。

「クラウス様、サクラの状況を変えるとはどういうことですか？」

　リハク王子が探るような視線を向けてくる。自国でなにをするつもりなのか警戒するのは、王子なら当然だ。

「僕はほかの守人たちと同じように、サクラさんにも快適にこの国で過ごしてほしいだけです。そのために必要なものをすべて用意したいと考えています」

「クラウス様、そのような気遣いは無用だ」

　慌てたサクラさんは僕の申し出を辞退しようとするけど、それこそ僕だって引くつもりはない。

「いえ、これは気遣いじゃなくて自己満足です。自分勝手ですみません」

「…………」

　リハク王子は眉間に皺を寄せて悔しそうな表情を浮かべている。

「リハク王子、第一王子として僕に協力してもらえますか？」

「本当なら……本来なら、それはオレがやらなくてはいけなかったんだ。クラウス様、申し訳ないがよろしく頼みます」

「もしかして、なにか事情があるんですか？」

　リハク王子は一瞬悩んだ様子だったけど、長いため息をついて静かに話しはじめた。

「南国サウザンアレスから嫁いで来たオレの母は、サクラと同じように異端だと虐げられていました。王妃として国益のために魔導士を続けていたからです」

「え……国のためにやっていたのにですか？」

　疑問をそのまま口に出してしまった。リハク王子は眉尻を下げて自嘲気味に話を続ける。

「そうです。魔法で結界を張ったり補助魔法で兵士たちのフォローをしたりしていたけど、父がそれを認めなかった。だからオレは母が認められるような国にしたいと、いろいろとやったのですが……この状況です。昨年に流行り病で母が亡くなりサクラのこともあって動いていましたが、今では廃嫡まで秒読み状態です」

「そうだったんですか……」

　この国の第一王子が声をあげても響かない。そんな強い固定観念なのか。これはひと筋縄じゃいかなそうだ。

「クラウス様、私はこのままでもかまわない。どうかお気になさらず。リハク様も、もうよいですから」

「リハク王子は僕たちの仲間を助けようとしてくれてる恩人ですし、なによりサクラさんがこんな状況なのは僕が許せません」

「んー、だけどクラウス。王子がいろいろやってダメなら、もうクーデター起こすくらいしかないぞ？」

「それをやったら、この国は変わりますか？」

　ウルセルさんの意見に、僕は質問で返した。方法がそれしかないなら、やるだけだ。

「そうだね、リハク王子が新しい国王になれば……それでも国民の意識を変えるのには相当の時間がかかるけど」

　シューヤさんも公爵家の嫡男として教育を受けてきたから、こういう場合は僕より正しい判断ができる。ふたりとも同じ意見なら間違いないだろう。

「リハク王子、覚悟はありますか？」

　僕はもう決めている。使えるものはすべて使ってでも変えてやる。

　リハク王子は、グッと固く拳をにぎり覚悟を決めた強い視線を僕に向けた。

「たった今、覚悟を決めました。オレはサクラのためにこの国を変えます」

「リハク様……クラウス様、ありがとうございます」

　この言葉にサクラさんは嬉しそうに、熱のこもった瞳でリハク王子を見つめている。澄んだ湖のような瞳はうっすらと潤んでいた。

　きっと、これまでもリハク王子はサクラさんの支えだったんだろう。そっとふたりの幸せな未来を願った。

「では全員の覚悟も決まったことだし、作戦を立てようか」

　シューヤさんは黒い笑顔でニヤリと笑った。




　作戦会議の後、シューヤさんは昔からこういうのが得意で、ボードゲームでは勝てたことがないとウルセルさんがボヤいていた。

　それを聞いて、かつてセシルスの仲間だった四人には役割分担があったのを思い出す。あの時から確かにモスリンは戦略を立てるのがうまかった。アイツの子孫に間違いないと、記憶の中のモスリンにシューヤさんを重ねて納得する。

　ひとまずリハク王子の準備が整うまで、少し時間の余裕ができてしまった。せっかくなので僕は青魔法の研究を進めることにした。

　カリンの呪いを解くための青魔法だ。治癒魔法が効かないのはわかったけど、青魔法ならできるかもしれない。聖竜クイリンの鱗が間に合わない可能性もある。

　モリス師匠のおかげで魔力の流し方が随分と上達したから、今ならできるかもしれない。ずっと考えていた、あの青魔法――カリンの呪いを治せるかもしれない青魔法が。

　それから僕は寝る間も惜しんで空いた時間で研究を続けた。

　日課になったカリンとの通信はちゃんとこなしている。たまに寝落ちしたり眠すぎてズレたことを言う時もあったりするけど、次の日は少し早めに通信を切り上げてくれるのがカリンの優しさだ。

　研究で使う花を手に取り、波長を変えて魔力を流してわざと滞らせる。これがカリンの呪いに一番近い形だった。ここで一度対象の魔力の流れを細かく確認する。どこがどの程度詰まっているのか丁寧に調べた。

「よし、スキャン完了だ。次は僕の魔力を流し込む」

　複雑な魔道具に魔力を流し込むように、均一にゆっくりと力を込めた。ところが、流し込むことはできても波長を変えた魔力は消えなかった。

「あ、そうか。流し込むだけじゃダメだ。流し込みながら絡め取らないと消せないな」

　ふーっと息を吐いて、その後も同じように何度も何度も研究を重ねた。

　僕は決してあきらめない。できるようになるまで繰り返し練習する。万が一にでもカリンを失わないように必死だった。




＊　＊　＊




「……連絡がこない」

　私はしかめっ面のまま、毎夜くるはずのお兄ちゃんからの通信を待っていた。だいたいの時間は決めてあって、予定が変わる時はジェリーさん経由か前日までに伝えることになっている。

　イレギュラーなことが起きた？　それとも連絡できない状況なの？

　連絡できない状況……っ!!

　初めてお兄ちゃんから魔道具で通信連絡をもらった時だ。嬉しすぎて張り切って声をかけたのに、お兄ちゃんのそばには別の女がいた。王女とか言っていたけど、女には変わりない。

　天国から地獄の底に叩き落とされたような気持ちになったのだ。

　呪いを受けてお兄ちゃんについていけなくて、あの時ほど自分の身体を疎ましく思ったことはなかった。

　もしかして今も誰か女の人がお兄ちゃんのそばにいて、連絡できないんじゃ……!!!!

　心臓がギュッと掴まれたようにつぶれそうだ。

　妖艶な美女がお兄ちゃんにしなだれかかり、腕を絡ませ真っ赤な唇を寄せて――。

「ダメ――!!　そんなの絶対に許せないっ!!」

　ひとりで勝手に想像して、ひとりで勝手に怒り狂った。はたと我に返り虚しくなる。

　お兄ちゃんに会いたい。

　お兄ちゃんの隣にいるのはいつも私でいたい。

　あの夕暮れ色の瞳を私だけに向けてほしい。

　いっそ、お兄ちゃんとは血が繋がってないとバラしてしまおうか。そうしたら私を気にかけてくれるかもしれない。

「でも、もしそれでも妹だって言われたら……立ち直れない」

　はぁとため息がこぼれる。

　素直になれない私は独占したいくせに臆病で、お兄ちゃんが家族に向ける愛情を妹のふりして受け取っている。本当の兄弟ではないと伝えたら、お兄ちゃんはどんな顔をするんだろう？

《カリン！　遅くなってごめん！》

　その時、待ちに待ったお兄ちゃんからの通信がきた。嬉しくてたまらないのに、テンパりすぎて素直な言い方ができない。

「もう！　遅いよ！　あと五分遅かったら寝ちゃってた！」

　本当はどんな時間になっても待っているつもりだった。

　でもやっぱり素直に心配していたとか不安だったとか言えない。

《うん、ごめん。通信機を手にした瞬間ウルセルさんに声かけられて話し込んじゃった》

　……犯人はウルセルさんね。通信機買ってくれたから、今回は大目に見よう。

　私がツンケンしても、お兄ちゃんは優しくふんわりした声で返してくれる。こんなところも大好きになってしまった理由のひとつだ。

「最近忙しそうだけど大丈夫？」

《うーん、毎日時間が足りない。なんで一日二十四時間なんだろう？》

「ふふっ、それ子供の時から言ってたね。治癒魔法の練習してた時も言ってたよ」

《そうだっけ？　まあ、あの時もヒールを覚えるのに必死だったからな》

　お兄ちゃんはお転婆な私がよく怪我をするから、それを治すためにヒールを覚えてくれた。あの頃にはもうお兄ちゃんを好きになっていたなと思い出す。

「ねえ……あの頃お兄ちゃんのお嫁さんになるって言ってたの覚えてる？」

　まだ幼かった私は傷つくことを知らず、ただ純粋に気持ちを伝えていた。今思えば随分大胆だ。

《ああ、覚えてるよ。あの頃のカリンは素直でかわいかった……》

「そうだね、今はかわいいだけじゃなくて、強く美しく育ってしまったのよねー」

　いつものように私の冗談で笑ってほしかったのに、帰ってきた答えは予想外のものだった。

《うん、変な男につきまとわれないか心配だ。僕のカリンなのに……》

「え……？」

　今、なんて？

　僕のなんだって？

《あー、ごめん。変なこと言った？　治癒魔法もかけないで一日中研究に没頭してたから、頭働いてないかも》

「そ、そうなの？　それなら早く寝た方がいいよ！　今日はもうおしまい！　おやすみ!!」

《うん、カリン、ありがとう。おやすみ》

　ボーッとした感じの声もかわいくて好き！なんて思いながら、通信を切った。

　いや、待って。ちょっと落ち着け、私。

　あれは、お兄ちゃんの本心？　本心なの？　ジェリーさんが言ってたけど、酔った時や切羽詰まった時に本性や本心が出るらしい。

　お兄ちゃんは、一日中研究に没頭して頭が働いてないって話してた。

　これは肉体的に切羽詰まった状況ということだよね？

　つまり、さっきのが聞き間違いじゃなければ！

『僕のカリンなのに』

　マ・ジ・で・す・か――!!!!

　嬉しすぎて緩みっぱなしの顔をベッドに押しつけた。もうだいぶ薄まってしまったけど、お兄ちゃんの匂いがして余計にのたうち回ってしまう。実は家からお兄ちゃんが使っていた毛布を持ってきて、こっそり使っていたのだ。

　会えなくて寂しすぎて、ヤケクソで持ってきた寝具の匂いにドキドキが止まらない。まあ、見つからなければ問題ないし。

　これはもしかしたら、もしかして、気持ちを伝えたら案外あっさり受け入れてくれるんじゃないかな？

　友達の兄妹関係を見る限りもっとドライで、なんていうかクールな感じだ。

　そこで、ある可能性に気が付いた。

　もしかして、お兄ちゃんは知ってる？　私と血が繋がってないと知ってる？

　お兄ちゃんが家に来たのはいつだった？

「た、確かめなくちゃ……！」

　もし、私たちが本当の兄妹じゃないと知っているなら、振り向いてくれるまであきらめない。

　きっと私以上にお兄ちゃんを――クラウスを愛せる人なんてほかにいないから。
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　リハク王子の準備が整い、いよいよ行動に移す時がきた。

　今回の作戦では僕とセレナ、サクラさんが青龍のもとに向かっている。

　出発と同時にリジェネと限界突破リミッターブレイクは全員にかけてある。ミリア様が餞別代わりにくれたイヤーカフ型の通信機もつけていた。

　僕の役目はまず青龍を正気に戻すことだ。

　サクラさんの案内で青龍の住処までやってきた。目の前には高さ三十メートルの滝があり、水飛沫を上げて清らかな流れを作っている。

　うっすらと虹がかかっていて、荘厳な雰囲気の中にも幻想的な美しさがあった。

　澄んだ空気を肺の奥まで吸い込むと、心まで洗われたような気分になる。一度カリンも連れてきたいと思った。毎日通信しているけど、それだけじゃ足りない。一緒に住んでいた時よりも思い出している。

　カリンに会いたいな。

　あの花が咲くような笑顔が見たい。

　カリンにもウッドヴィル以外の国を見せたい。美味しい食べ物や、美しい景色も一緒に見たい。

　なあ、カリンは……今なにしてる？

　そんな考えにふけっていた僕の意識をこちらに戻したのはセレナだった。

「クラウス様、すごく綺麗な景色ですね！」

「うん、本当に……カリンにも見せたかったな」

「……カリンちゃんが元気になったら、きっと一緒に来られます。本当にクラウス様はカリンちゃんが大切なのですね」

「うん、たったひとりの家族だしね。……僕の大切な人だよ」

「くぅ……やっぱり、カリンちゃんには勝てませんっ！　はー、もう筋金入りのシスコンってみんなに言われませんか？」

「よく言われる」

　セレナは呆れたように笑っていた。

　どんなに笑われても変えられないし、変える気もないんだから仕方ないと思う。

　シスコンと呼ばれても甘んじて受け入れよう。

「クラウス様、この辺りに青龍はいるはずだが……なにか感じるか？」

　サクラさんの問いかけに改めて魔力感知してみる。王都を出てからずっと探っているけど、大きな魔物の気配はあっても青龍らしい気配が感じられなかった。聖獣ならわかるだろうか？

「玄武、白虎。お前たちはなにか感じるか？」

《主人殿、なにかおかしい気がする》

《ああ、なんかアイツじゃない。気配が違う》

　胸ポケットと肩から似たような返事が返ってきた。

「おかしい？　気配が違う？」

　その時、上空から魔物の気配が迫ってきた。

　反射的に見上げた先にいたのは、巨大な口を開けて迫りくる青い龍だった。

《主人殿！　青龍だ！》

《クラウス、本気で攻撃仕掛けてくるぞ！》

「これが青龍……!?」

　両目は魔物のように赤く光り、その額に輝くサファイアのような宝珠は半分が黒く染まっている。

　聖獣の額にある宝珠は、その輝きを失いつつあった。

「宝珠が……黒くなりかけてる？」

　青い躯体はまるで波打つ海原のように美しいのに、身体中に風をまとい鋭い爪は空気さえも引き裂こうとしている。

　さらに額にはめ込まれている青い宝珠が、異様な魔力を放っていた。

《主人殿、青龍はウロボロスの魔力にかなり汚染されている》

《あれはヤバいぞ。あそこまで穢れて正気に戻れんのか？》

　玄武と白虎の話でなんとなく理解した。今までみたいに簡単にはいかないらしい。

「セレナとサクラは青龍の気を逸らしてくれ。僕はなんとか青龍の背中に乗ってみる。試したい魔法があるんだ」

「わかりました、補助と回復は任せてください。これでも聖女ですから」

「では、私は囮役だ。ふふふ、思う存分暴れてやるぞ」

　青龍の雄叫びが水面を震わせた。僕たちを敵と認識したのか、明らかな敵意を持って向かってくる。

「玄武、白虎、頼む！」

　玄武を胸ポケットから出して、白虎は僕の肩からひらりと飛び降りた。次の瞬間にはもとの大きさになって、青龍の攻撃に備える。

「聖白の結界ホワイトバリア!!」

　セレナが結界を張ったのと同時に、青龍から放たれた風魔法の刃が僕たちに降り注いだ。

　その一撃でセレナの結界にヒビが入っていく。セレナの額に浮かぶ汗が流れ落ちた。

「私の結界に一撃でここまでダメージを与えるなんて……！」

「次がくる！　ここから出るから後は頼む！」

　するりと結界を抜け出して、サクラさんが風を切り裂くように大剣を振った。

「地に堕ちろ！　絶ぜっ空くう!!」

　サクラさんの身長と変わらないくらいの大剣を軽々と振り回し、魔力が込められた斬撃は青龍の攻撃を蹴散らした。普通なら機動力が落ちるところなのに、小柄な身体は羽でも生えているかのようにヒラヒラと舞っている。さすが青龍の守人だ。

「玄武は青龍の攻撃を相殺しつつポジションを取ってくれ。白虎は僕を乗せて機会をうかがう。行くぞ！」

　青龍は風属性の魔法を使い、常に空を飛んでいる。

　僕の青魔法は触れないと発動しないから、接触できる高さまで引きずり下ろす必要があった。

　サクラさんと玄武の攻撃で風魔法を防いで、白虎が青龍の頭上から雷魔法を放つ。青龍はジワジワと高度を下げながらも、風の刃で辺りを切り刻んだ。

『ギャアアアァァァアアッ!!』

　白虎が放った雷魔法の直撃を受けた青龍は、ガクンと高度を落とした。

「白虎!!」

　僕を乗せた白虎は雷光の速さで駆け抜ける。玄武の甲羅を駆け上がり、そのまま空へと高く高く飛び上がった。

　青龍の頭上で飛び降りてその勢いのまま、目の前にあった白銀のたてがみにしがみつく。

「やった！　捕まえた!!　意識断絶ブラックアウト!!」

　両手の魔法陣からありったけの魔力を注ぎ込んだ。白虎を一撃で沈めた倍の魔力を叩き込むと、ようやく風魔法がやむ。それと同時に浮力を失った巨体は真っ逆さまに滝壺へ落ちていった。

「ゔっわあああ――!!」

　振り落とされないようにしがみつき、なんとか使い切った魔力を回復させる。

「強制魔力解放フォストマジック！　ハイヒール！」

　今度は青龍の魔力の流れを回復させるために青魔法を使った。

「強制魔力解放フォストマジック！　起きろ！　青龍!!」

　ふわりと優しい風が頬を撫でる。

　急降下は止まり、青龍の周りを優しい風が包んで宙に浮いていた。

　正気に戻ったかと思い、落ちにくそうな場所まで移動することにした。頭から二本の角が生えていて、それに掴まれば安定しそうだ。角に手をかけて様子をうかがうもピクリとも動かない。

「青龍……？」

　硬く閉じられた瞳がカッと開いた。

　深紅の瞳。それは魔物と同じ瞳の色だ。

　――まだ正気に戻っていない!?　そんな、二倍の魔力を流したのに!!

『ギャアアァァオオオッ!!』

　青龍の苦しそうな雄叫びを聞いて、なんとなくだけど青龍が苦しんでいるのがわかった。

　どうしたらもとに戻るのか、必死に考える。

　可能性があるのは、カリンの呪いを解くために三日前に開発したばかりの青魔法だ。実際に使ってないから一か八かの賭けになるけど、やってみるしかない。

　僕は青龍の魔力の流れを感じ取り、細かく丁寧にそのパターンを読み取っていく。

『グギャアアァァオオオッ!!』

　苦痛に耐えかねた青龍が、突然暴走しはじめた。

　ものすごいスピードで空を駆け巡っている。暴れくねりながら進んでいるのは王都の方角だ。遠くに街影が見えた。振り落とされそうになりながら、角を通して魔力のよどみを調べ尽くす。

「スキャン完了！　強制魔力復旧リターンマジック!!」

　対象の魔力のパターンを読み取りよどんだ流れを探して、僕の魔力で強制的に流れを変える青魔法だ。

　淡い金色の光が青龍と僕を包み込んで、キラキラと光っている。頭から順番にゆっくりと青龍のよどみを絡め取って、僕の魔力を使って霧散させていった。尾の先まで僕の魔力が行き渡り、やっと青龍は暴走を止める。

　下を見ればいつの間にか王都まで戻ってきていた。街の上空でドデカい龍が暴れていたからか、下はものすごい騒ぎになっている。正直、そこまで気を配る余裕はなかった。

「青龍、もう大丈夫だ。終わったよ」

《主人さま……間違いなく、我が主人さまだ！》

　パチッと開いた瞳は、目の覚めるようなサファイアブルーだ。額の宝珠も黒く染まっていた部分は綺麗になくなり、海のように青く輝いている。

「はー、間に合ってよかった。僕はクラウス・フィンレイだ。よろしくね」

《主人さまっ……会いたかった！　知らないうちに、宝珠まで黒くなってて……取り込まれるところだったんだ！》

　透き通るような青い瞳から、ポロポロと大粒の涙を流している。今度の聖獣は泣き上戸らしい。

「うん、わかってる。よく頑張ったな、もう大丈夫だよ」

《主人さまっ……！》

　さらに号泣させてしまった。落ち着くのを待って、青龍に声をかける。

「それじゃあ、青龍。ちょうどいいから、このまま目の前の城に降りようか」

　王都の中央にある王城には国王がいるし、このまま次の作戦に進んでも問題ないだろう。

　僕と青龍はそっと中庭に降り立った。最後にふわりと優しい風が僕たちを包んで消える。

　そこへぞろぞろと王城の兵士たちが集まってきた。僕はみんなに教えてもらった通りに、胸を張って堂々と一歩踏み出す。

「僕が魔皇帝クラウス・フィンレイだ。暴れていた青龍を正気に戻してきた。あわせて国王に確認したいことがある」

　兵士隊たちは慌てふためき、何人かがあちこち走り回っていた。やがて城の中から赤いマントを羽織った、華やかなキモノをまとった男が出てきた。

　男は鋭く僕の顔を見て、ふっと表情をやわらげて膝をつく。

「大聖女様からいただいた親書にあった通り、魔皇帝様であるとこの目でしかと確認しました。私はこの国の将軍を務めまするアイゼン・クロードと申します。周知が行き届かずご無礼を働きましたこと、お許しいただきたく存じます」

「それはかまわない。突然押しかけたのはこちらだ。では国王に会わせてもらえるか？」

「もちろんでございます。今頃陛下にも知らせが届いている頃でございましょう。私がクラウス様をご案内いたします」

　そうして僕は計画通り国王に謁見できることになった。

　慣れない言葉遣いで胃がキリキリしているけど、顔に出さないように必死に耐えた。こういう振る舞いができるようになったのも、この十日間の訓練の賜物だった。
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「ウルセル、どうだ？　クラウス様は無事か？」

　俺とシューヤ、リハク王子は王城を見下ろせる物見台で今日の作戦の進行状況を確認していた。これまで街のあちこちに散らばっていた同士を集めて、クーデターの準備を密かに進めてきたがいよいよ大詰めだ。

「おおー、クラウスがめちゃくちゃ目立ってんな」

　俺は王都の上空を縦横無尽に暴れ回る青い龍と、その上に乗って見事に手綱を取っているように見える青年を望遠の魔道具で眺めていた。痺れを切らしたシューヤが魔道具を奪い取る。

「だからクラウス様はどうなってるんだ!?　……あ、大丈夫みたいだな」

　シューヤはクラウスのことになると冷静さを欠くほど心酔している。初めて出会った時に、コテンパンにやられたのが効いているらしい。幼なじみとも言えるシューヤの意外な一面を知った。

「これなら父上の気もそちらに逸れますし、やりやすくなりますね」

　東の国リンネルドの第一王子リハクだ。この十日ほどよく一緒に行動していたが、呆れるほどサクラに惚れ込んでいる。

　俺が同じ状況だったらとっくの昔に王城を消し飛ばしてるから、忍耐強い男だと思った。

「それで、リハク王子についてくる奴らは準備できてんのか？」

「ええ、ちょっと想像と違いましたが、クラウス様が王城に到着するのが合図だと伝えてあります」

「あれだけリハク王子を慕っているなら心強いですね。なるべく無血交代したいとは思いますが」

　もともとのリハク王子の支持者がほとんどだが、王子の行動を見ていて奮い立った者もいた。

　他国から来た女性、妻を心から愛してる者、これから娘が成人する者も支持してくれている。みんな自身や愛する者たちを、女だからと蔑まれた経験があった。

　このクソみたいな価値観を変えたいと強く願っている。

「んー、国王が変に粘らなけりゃ、すぐに決着つくんだけどなあ」

「その時は父上の首を取ります。それがオレの役目です。さあ、行きましょう！」

　覚悟を決めたリハク王子のアメジストの瞳が、王城を睨みつけていた。
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　アイゼン将軍に案内されて通されたのは、城の最上階にある国王の謁見室だった。

　僕が見てきた城とは作りが異なっていて、外壁も屋根も黒く塗装されて丸い窓が等間隔で設置されている。サクラさんの屋敷を重厚で立派にしたような城だった。

　青龍は最小化して僕の首に巻きつき、玄武と白虎は現地で待機の計画になっている。

　謁見室に入るとアイゼン将軍が高らかに声をあげた。

「魔皇帝クラウス・フィンレイ様をお連れいたしました！」

　正面の王座に座る国王が僕の前までやってきて、そっと膝を折る。

「魔皇帝様、私が国王のウスラバ・カトカ・リンネルドでございます。我が国へのご来訪を心より歓迎いたします。また聖獣の沈静化も誠に見事でございました。今宵は宴の席を設けますゆえ、それまではこちらでお寛ぎください」

「いや、宴の席は不要だ。それよりも確認したいことがあるがよいか？」

　いつもならここでお約束のお願いをするところだけど、今回はグッとこらえた。僕にしかできない役割を果たすため、不遜な態度のまま話を進める。

「はい、なんなりとおっしゃってください」

「青龍の守人であるサクラ・フェロウズに関して、まともな環境で暮らしているようには見えなかったが知っていたか？」

「は……守人でございますか？　はて、私にはなんのことやら、わかりかねます」

　目の前に跪いている国王が、ギリッと奥歯を噛みしめている。顔色も悪く、心当たりはあるようだ。

「では、言い方を変えよう。守人が女だから、セントフォリアからの支援も受け入れを拒否して、街でも買い物すらまともにできなかったのか？」

「いえ、そのようなことは決してありません。ですがそれがもし女であればこの国では当然の対応でございます。そのような大事な役目は男の仕事でございます」

「つまり僕の大切な仲間を、女だからという理由で虐げてきたのか？」

　沸々と湧き上がる怒りに、胃痛はどこかへいってしまった。

　こんな風に性別だけでここまで差別するなんて、まったく理解できない。

「それがこの国の風習です。国民も皆、納得しております」

「そうか、ではリハク王子」

　僕は作戦通りイヤーカフ型の通信機に呼びかけるように声をかける。

　階下から複数の足音が聞こえてきて、謁見室の扉が開かれた。そこに現れたのは、リハク王子とウルセルさん、シューヤさん、それからリハク王子に賛同した兵士や高官たちだ。

　リハク王子の姿に国王が苦虫を噛みつぶした顔になる。

「リハク……これはなんの真似だ!?」

「父上。オレは魔皇帝様にありのままお伝えしました」

　ウスラバ国王の顔色が一気に青くなるけど、ここで認めたらマズいと思ったみたいだ。

「だからなにを言っておるのだ！　この国ではなんの問題もないであろう!!」

　リハク王子が視線で促すと、後ろについてきていた兵士や高官たちが次から次へと書類の束を運び込んできた。

「サクラ様がこの国に来てから、今まで受けた数々の妨害と証言などの調書です。ここに運んだのは複写ですが」

　リハク王子に問い詰められたのがよほど癪に触ったのか、ウスラバ国王はついにキレた。

「ええい、やかましいわ!!　女の分際ででしゃばりすぎなのだ！　女など子を産むしか役に立たんのだから、黙って家を守っていればいいのだ!!」

　国王の言葉にリハク王子は一瞬悲しげな表情を浮かべた。

　ここまで言ってしまっては、もう庇えない。

「父上、残念です。……ウスラバ・カトカ・リンネルドを弾劾し、この時をもって第一王子である、リハク・ジルバーン・リンネルドが新たな国王として即位する！　異論のある者は今この場で申し出よ!!」

　リハク王子の宣言により、謁見室は静まり返っている。

「ふざけるなぁぁぁぁ!!!!」

　静寂を破ったのは弾劾されたばかりのウスラバ元国王だった。

「ここまで国を守ってきたのは私だ!!　文句があるならお前が出ていけ!!　お前こそ廃嫡だ!!!!」

「父上！　いい加減にしてください！　オレがこの国を変えると約束したから、クラウス様はチャンスを与えてくださったのです！」

「そんなバカな！　そんなガキひとりでなにができると言うのだ！　近衛兵たちよ！　今すぐこの無礼者たちを捕らえよ!!!!」

　ウスラバ元国王の言葉で兵士たちが僕たちを取り囲んだ。兵士たちは戸惑いながらも、ウスラバ国王の指示に従っている。

「クラウス様、約束通り父上はオレが始末をつけます」

「ああ、それならほかは僕が引き受ける。青龍、国王以外は庭に下ろせ。広いからそっちでやろう」

「それなら、俺とシューヤは城の中の敵を片付けてくる。庭で合流だ」

　ウルセルさんはそう言って、シューヤさんとふたりで階下へと消えていった。リハク王子の後ろにいる兵士や高官たちは、国王と王子の決着を見届けるためにここに残ることになっている。

「青龍、もういいぞ」

《主人さま、了解だよ！》

　青龍は僕の首からするりと抜けて、もとの半分ほどの大きさになり風魔法を使った。

　国王を守っていた近衛兵たちを優しい風魔法で、次々と庭へ下ろしていく。

「はっ!?　なんっ……待ってくれ！　おいっ！　近衛兵たちがっ!!　まっ……ああ!!」

　ウスラバ国王は言葉にならない言葉を発している。後はリハク王子に任せよう。

　最後に僕と青龍もそっと城の大庭園に降り立った。




「玄武！　白虎！」

　僕の呼びかけに応じて、玄武と白虎が姿を現した。玄武の上にはセレナとサクラさんも乗っている。突然現れた巨大な聖獣に驚き、兵士たちは武器を構えたまま固まっていた。

「ほう、これが玄武と白虎か！　今こん生じょうでお目にかかれるとは思わなかったな」

　ただひとり、アイゼン将軍だけが楽しそうに笑みを浮かべている。

　リハク王子の話ではこの国で最強の兵士であり、一騎当千の実力者ということだ。できれば敵に回したくない。

「クラウス様。申し訳ないがこれでも国王軍の将軍であるゆえ、このまま指を咥えて見ているわけにはいきません。手合わせ願います」

　腰に差している細身の刃を抜いて構え、僕を射貫くように見つめる。その瞳には、ただ目の前の敵を屠ほふるという殺気が込められていた。こちらも本気でやるしかない。

「リジェネ、限界突破リミッターブレイク、神秘覚醒アラウズ」

　青魔法をかけ直して、僕はアイゼン将軍と対峙した。

　ピリピリと刺すような空気が僕の頬を撫でていく。それを振り払うように軽くジャンプをして身体をほぐし、アイゼン将軍の攻撃に備えた。

「武器はないのですか？」

「僕自身が武器だ」

「ふむ、魔導士に近いのか……？　ならば！」

　瞬間的に距離を詰められた。

　今まで見てきたどのタイプとも違う戦い方だ。最初の一歩が素早く深い。そして繰り出される剣撃は――超高速の突きだ。

　ギリギリで躱して手を伸ばす。触れることができれば、僕の勝ちだ。

　アイゼン将軍もなにかを感じ取ったのか、寸前で身をひるがえして僕の右手は空を切った。

「さすがクラウス様。私の攻撃をあっさりと避けましたね。ふむ、どうやらその手に魔法が込められているようだ」

「あんな一瞬でよくわかりましたね」

　思わず口調が戻ってしまった。しまったという顔をすると、アイゼン将軍もニヤリと笑って素敵な提案をしてくれた。

「そちらが素か？　ははっ！　では俺も素でいこう。余計なことに気は使いたくねえんだ」

「同感です。では、それで」

　今度はこちらから仕掛けた。アイゼン将軍は細身の剣を身体の一部のように軽やかに操って、僕の足を止める。

　緩急をつけた攻撃を避けながら、少しずつ近づきたくても隙がない。遠隔で魔法陣を出すにも、アイゼン将軍の攻撃が速すぎて作り出せなかった。これではアイゼン将軍の足を止めないと勝機がない。

「どうした！　魔法は使わねえのか！」

「くっ、近づけない……！」

　将軍と名がつくだけあって、戦闘センスが抜群だ。僕の戦い方なんて見たこともないだろうに、近づけたら危険だと察知しているみたいだ。こういうタイプが一番やりにくい。

「おら！　てめえらもボケッとしてないで自分の仕事をしやがれ!!」

　アイゼン将軍は兵士たちに指示を飛ばす。途端に玄武と白虎は武器を構えた兵士たちに囲まれた。

「玄武！　白虎！　敵を無力化しろ！　セレナもサクラさんもお願いします!!」

　途端にあちこちから怒声と金属の甲高い音があがる。城内からも兵士たちが出てきて加勢しはじめた。僕は目の前の敵を倒すことに集中しよう。

「すまねえな、見られてると落ち着かなくてよ」

「いえ、僕も同じです」

「へえ、気が合うなあ！」

　そう言って繰り出してきたのは、最高速度の突くような剣撃だった。細身の刃が鏡のように背景を映して、一瞬で見失う。

「ぐあっ！」

　脇腹が熱いと思ったらアイゼン将軍の刃が突き刺さっていた。リジェネをかけてあるので回復はしていくが、傷が深すぎて追いついていない。

　間髪をいれずに迫りくる切先を躱して距離を取った。

「ちっ、すばしっこいな。次で決めてやる！」

　痛みと出血で意識が遠のきそうになる。でも、まだ倒れるわけにはいかない。徐々に傷口は塞がって、痛みも引いていく。

　青魔法で常に身体にダメージがあるから、怪我をすると回復が遅いのだ。早いところ決着をつけないと、こちらが不利になる。

「なんだ、あれだけの怪我もリジェネで治るのか？　すげえ回復力だな」

「それしか取り柄がありませんから」

「なに言ってんだ、さっきから俺の知らない魔法ばかり使いやがって。攻めづらいことこの上ないぜ」

　そう言いながらもアイゼン将軍は絶え間なく攻撃を仕掛けてくる。

「でもなあ、そろそろ終わりにしようか」

　今度は剣に魔力を流し込んでいるのがわかった。本気で終わりにするつもりだ。僕の方もタイミングを合わせるだけだ。失敗できない一撃に神経を集中させた。

「雷らい神じん撃げきっ!!」

　アイゼン将軍の攻撃に合わせて、僕は足もとに広がる金色の魔法陣へ魔力を流す。

「絶対凍血フリーズブラッド!!」

　地上を走り抜ける青魔法は、瞬く間にアイゼン将軍の足首まで凍らせた。

　本当は全体魔法なんだけど、アイゼン将軍の足を止めるにはこれくらい広範囲の魔法じゃないと捕まえられない。

　さらに魔法陣へ魔力を流し、動きを封じるためアイゼン将軍の膝まで氷で覆っていく。

「なにっ!?　クソッ!!」

　アイゼン将軍が足もとの氷に意識を向けた瞬間に、もうひとつの魔法陣を発動させた。それはアイゼン将軍の胸の上を金色に染め上げていく。

「なっ！　これは――」

「意識断絶ブラックアウト」

　アイゼン将軍の問いに応ええずに意識を刈り取って、絶対凍血フリーズブラッドを解除する。

　魔力の流れを強制的に止められた将軍は、膝から崩れ落ちた。

「将軍がやられた!?　嘘だろ!?」

「まさか！　将軍！　将軍、起きてください!!」

「嘘だ！　アイゼン将軍は最強の兵士だぞ!?」

　アイゼン将軍が倒れて、残っていた周りの兵士たちも絶望的な状況だと悟り戦意を喪失しかけている。

「白虎、頼む」

《任せろ！》

　白虎の雷魔法が四方八方に走り抜け、残っていた兵士たちを倒し、大庭園に静寂が戻った。

　セレナもサクラさんも相当数の兵士を倒していたようで、辺りは倒れた兵士だらけになっている。

「なんだ、もう終わらせたのか？」

　ウルセルさんとシューヤさんが合流地点の大庭園にやってきた。そういうふたりも、怪我ひとつなく余裕で制圧してきたのがよくわかる。

「ウルセルさんとシューヤさんは余裕でしたか。さすがです」

「……いや、ちょっと待って。クラウス様、もしかしてそこに倒れているのはアイゼン将軍か？」

「そうです。ものすごく強くて大変でした」

　本当にギリギリだった。一瞬でも青魔法の発動が遅ければ、僕がやられていた。それくらい紙一重だった。

「え、アイゼン将軍を倒したのか？　マジかよ!?」

「さすがクラウス様だ！　人類最強戦士と名高いアイゼン将軍を倒すなんて、最高だよ!!」

「あ、でもそろそろ回復してあげても大丈夫ですか？　このままにしておくのも忍びなくて……」

　魔力の流れを止めてしまったので、せめてアイゼン将軍だけでも回復させたい。自然回復するには、かなり時間がかかるのだ。

「がはっ！　ぐっ……ふぅ……あー、頭痛え」

　かなり、時間がかかるはずなんだけど。

　アイゼン将軍は自力で魔力の流れを回復させたみたいで、もそもそと起き上がった。

　僕は慌てて回復魔法をかけるため駆け寄る。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール」

「っ！　おお！　これは……すっかり治ったぞ！」

「すみません、アイゼン将軍が強くて加減できませんでした」

　キョトンとして、豪快に笑ったアイゼン将軍は僕に向かって跪いた。

「魔皇帝クラウス・フィンレイ様。貴方様に完敗いたしました。私の信念に従い、アイゼン・クロードはこの身と命をかけてクラウス様に忠誠を誓います」

「……え？」

「ご命令とあらば、今すぐウスラバ国王の首も取ってまいりましょう」

「いや！　それは大丈夫ですから！　ていうか、なんで僕に忠誠を誓うんですか!?」

　だってこの人リンネルドの将軍だろ!?　この変わり身の早さについていけないんですけど!!

「承知しました。私を見事に打ち負かしたゆえ、クラウス様に忠誠を誓ったのでございます。自分より強い者に忠誠を誓うというのは、クロード家の家訓でございます」

「そ、そうですか……」

　そういう家訓だったんですか……それは先に知りたかったです。

「ではさっそくクラウス様にお仕えするために、将軍を辞めてまいります」

「は!?　いやいやいやいや、それは待ってもらえますか!?」

　だって今リハク王子が頑張ってるし、そんな話しているところじゃないと思うんだよね。それに、将軍をそんなに簡単に辞めたらダメでしょ。

「む、それではクラウス様に十分お仕えすることができかねます。将軍のままでは忠義を尽くせませぬ」

「うーん、とりあえず、リハク王子の方が決着つくまで保留にしてもらえませんか？」

「……クラウス様がそうおっしゃるのであれば」

　ふと振り返ると、セレナとシューヤさんはなんだか熱い瞳で僕を見ていて、ウルセルさんはニヤニヤしながら親指を立てている。

　いやあの、少しくらいアイゼン将軍を止めるの手伝ってくださいよ。という心の声はそっと呑み込んだ。

　サクラさんは、不安な様子で最上階の謁見室に視線を向けていた。リハク王子が今後国をまとめていくためにも、僕たちができるのはここまでだ。

　僕たちは兵士たちの回復をしながら、リハク王子からの合図を待っていた。
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「リハク！　お前こんなことをしてどうなるか、わかっているのだろうな!?」

「はい、もちろんです。父上にはここで退いてもらいます」

　驚きと怒りで顔を真っ赤にして、父上はオレを睨みつけている。

　確かにこれまでどんなに理不尽なことを言われても、逆らったことがなかった。

　今までは亡き母上に言われた通り、父上に従い民のために生きてきた。父上が普通の国王ならそのままだっただろう。

「まさかと思いますが……サクラ様にあのような仕打ちをして、我らに非がないと本気でお考えですか？」

「だから先ほども申したであろう！　女の分際で守人のような重要な役目をこなせるわけがないだろう！　交代の人員を送ってもらうための措置であったのだ!!」

　父上は本当に理解していなかった。なぜフェロウズ公爵家の当主が守人としてこの国にいたのか。

「サクラ様は確かに女性ですが、フェロウズ家の現当主でもあるのです。ほかに守人をこなせるほどの適任者がいないので、当主でありながらここに駐在してくださっていたのです」

「当主ならなおさらではないか！　セントフォリアに引っ込んでおればよいのだ!!」

「ですから、父上はセントフォリアのフェロウズ公爵家の当主にした仕打ちを理解してますか？」

　ここでようやく、父のわめき散らす怒鳴り声がやんだ。

「くっ！　だが！　だからと言って、お前のやっていることが許されるわけがなかろう!?」

「父上、オレは許されるなんて思ってないし、許してほしいとも思いません。ただクラウス様の覚悟に応え、サクラ様を守りたいだけです」

「お前はこの国の第一王子であるのだぞ!?」

「第一王子だからこその決意です！　すでに父上を国王として見限りました。これ以上抵抗するなら貴方の首を取ります」

　オレの言葉に赤い顔でブルブルと震えた父上は、無言で腰に差している刀を抜いた。我が国の伝統的な武器である刀は、使用者の腕によって切れ味すらも変わるくらい扱いの難しい武器だ。

「先に詫びます。父上、申し訳ありません。貴方の首を頂戴いたします」

　一歩、強く床を踏み込んでオレの身体は父上の目の前に一瞬で移動する。

　父上は慌てて刀を振り上げるが、すべてが遅かった。

　母に鍛えられた氷魔法を刃に乗せて、アイゼン将軍に鍛えられた剣技で一閃。ガラ空きの胴体を切りつけると、父上は刀を落とす。

　切り返した刃で、父上の首を落とした。
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「エクストラヒール！」

　僕が回復魔法をかけると、大庭園に倒れていた兵士たちが次々と意識を取り戻していく。そこでアイゼン将軍が一喝した。

「おう！　お前ら全員起きたか！　そのままでいいから、よく聞け!!」

　アイゼン将軍のはつらつとした様子に、兵士たちはホッと安心している。

「俺はこの魔皇帝クラウス・フィンレイ様に負けた!!　よって本日よりクラウス様にお仕えすることに決めた！　文句のある奴は俺にかかってこい!!」

「「「はあああ!?!?」」」

「将軍は！　将軍職はどうなさるのですか!?」

「そうですよ！　リンネルド王国軍はどうするのですか!?」

「それがなあ、本当は今すぐ辞めたいんだがクラウス様に止められてんだ」

　そこで兵士たちから一斉に、潤んだ瞳を向けられた。

（ぜひそのままで!!）

　という心の声が聞こえてきたので、黙って頷いておく。大丈夫だ。アイゼン将軍の気持ちは嬉しいけど、僕には荷が重すぎる。その時、イヤーカフからリハク王子の声が耳に届いた。

《クラウス様、終わりました》

　リハク王子の沈んだ声に胸が詰まる。

「アイゼン将軍もご一緒願えますか？　リハク王子の決着がついたようです」

「我が主人の仰せのままに」




　青龍の風魔法で、僕たちは謁見室に舞い戻った。

　リハク王子は僕たちに背を向けて、俯いている。足もとに転がっているのは、切り口が氷に覆われた前国王の首だった。

「リハク王子……」

「っ！　クラウス様！　アイゼン将軍も……では、国王軍はクラウス様が掌握されたのですね。ありがとうございます」

「リハク王子が国王の首を取ったのか？」

　振り向いたリハク王子にアイゼン将軍が声をかけた。その瞳には驚きと敬愛のような優しい光が灯っている。

「はい、母から教わった氷魔法と、アイゼン将軍に鍛えられた剣技で、無事本懐を遂げました。これからはオレがこの国を変えていきます」

「そうか……やり遂げたんだな」

　ふたりの間には、確かな絆があるようだった。やっぱり、どう考えてもアイゼン将軍はこの国に必要だと思う。

「それでは、アイゼン将軍。これからもこの国でリハク王子、いえ、リハク国王を支えてください」

「クラウス様！　それでは貴方様のお役に立てませぬ。どうかおそばに置いてください！」

「アイゼン将軍には、この国で僕のために働いてもらいます」

　僕は考えていた。どうやって話したら、アイゼン将軍が納得してくれるのか。

「僕は忠誠を誓ってくれている守人のために、リハク国王に協力をお願いしました。でもまだ満足のいく成果は出ていません。成果を出すまでにはかなりの時間がかかります」

「それはそうかもしれませんが……私がいたところであまり意味がないのでは」

「いえ、人望のあるアイゼン将軍が全面的にリハク国王を支援すれば、かなり推進力がつくと思います。僕の望む成果を早く出してもらうためにも、リハク国王の味方でいてほしいのです」

「はあ、なるほど。この国でリハク国王の後ろ盾になれというのですね」

「はい、アイゼン将軍にしか頼めません」

　アイゼン将軍は頭をガリガリとかいて、深いため息をついた。そして僕の前で膝をつき、頭こうべを垂れる。

「それがクラウス様のお望みなら、この身を粉にしてお役に立ってみせましょう。オレにしか頼めないなどと……まったく一撃必殺の殺し文句です」

「期待してます、アイゼン将軍」

　これでこの国での僕の役目は果たしたはずだ。

　本当はサクラさんにも残ってほしかったけど、それはとっくに断られている。だからさっさとクイリンの鱗を手にして、残りの聖獣を正気に戻してそれぞれの帰るべき場所に戻ろう。

《主人さま！　もう終わった？　もう大丈夫？》

　ミニマムサイズになった青龍が、ソワソワと僕の首もとに巻きついてくる。荒々しい見た目に反して人懐っこい。こんなにすり寄ってくるとかわいらしくて撫で回したくなる。

「うん、終わったよ。青龍のおかげでスムーズだった。ありがとう」

　そう言って白銀のたてがみを優しく撫でると、気持ちよさそうに目を閉じた。

《主人さま、ボク頑張ったから、いい子いい子して！》

「ふふ、いいよ」

　そう言って二本の角の間を撫で回した。青龍も気持ちよさげに頭をすりつけてくる。

　その拍子に、鮮やかなサファイアの宝珠に手が触れた。

　あっと思った時には、すでに僕の意識は暗転していた。




■　■　■




　ゆらゆらと揺れるような意識はやがてはっきりとして、セシルスの記憶の中だと理解する。

　すぐには戻れそうにないので、あきらめて記憶の回復に専念することにした。周りを見ると、ここはどうやらセントフォリアの城の私室のようだ。手もとに視線を落とすと四種類の魔石がある。

　オニキス、ホワイトオパール、サファイア、ルビーだ。どれも魔力含有量の多い貴重な魔石だ。

『お父様……本当に実行するのですか？』

　声をかけてきたのは、黒髪に琥珀色の瞳の女性だった。そうだ、あの時村に置いてきた僕たちの上の娘だ。子供たちはマリンの才能を色濃く受け継いで、ふたりともこの国で聖女と呼ばれている。

『ああ、これで補強しておけばウロボロスの封印も強化されるから、マリンの負担も軽くなるだろう』

『確かにお母様の負担は軽くなるでしょうけど、お父様は治癒魔法しか使えなくなります。それに転生の魔法陣を使うなんて……』

『ウロボロスが復活しなければ大丈夫だ。そんなことよりも、ウロボロスの封印の礎となったマリンの力になりたいんだ』

　――ああ、思い出した。

　マリンが聖竜クイリンになって、僕はマリンをもとに戻せないか必死で研究したんだ。でも結局方法が見つからなくて、考えて考えてマリンがひとりにならない方法を思いついた。

　それは僕が絶えず転生し続けて、姿を変えてもマリンがいるこの世界で生き続けるというものだった。さらに聖獣を生み出して結界の補強をすれば、よほどのことがない限りウロボロスの封印は解けないだろう。

　魔石に僕の魔法陣を閉じ込めて、魔力を無限供給すれば生み出された聖獣はずっと生き続ける。この宝珠に記憶を分散して封じ込めておけば、もし転生して記憶を失くしていても自分の役目を思い出せる。

　ただの人間である僕は寿命が尽きたら、この世から消えてしまう。だからマリンをひとりにしないために、こうやって寄り添うと決めたんだ。

　いつ終わるともわからないウロボロスの封印を、マリンだけに背負わせたくなかった。肉体は滅んでも魂はずっとそばにいると示したかった。

　それほどまでに僕はマリンを愛していたし、僕のすべてだった。

　もちろん子供たちも大切だ。だからこそ子供たちが立派になるまでは、実行に移さないでいた。ふたりとも伴侶と結ばれて子宝にも恵まれた。魔皇帝としての役目も終えたし、この国も娘たちに引き継いで問題ない。

　研究に没頭していて病の発見が遅れ、余命いくばくもないからちょうどよかったんだ。心置きなくこの命を魂ごとマリンのために使える。

『ルナ、そんな悲しそうな顔をするな。お父さんはお母さんのためにこの命を使えて、むしろ嬉しいんだ』

『そうかもしれないけど……それでも私のお父さんだもの、少しでも一緒にいたいと思うわよ！』

　ついに娘は大粒の涙をこぼしはじめた。母親になったというのに、僕から見たらいつまで経っても子供なのだ。

『悲しませてすまないな。でも、こうすることが僕の幸せなんだ』

　そっとハグをして、震える肩に手をのせた。

　マリンのいない世界で生きてこられたのは、子供たちの存在とこの一世一代の魔法陣の研究があったからだ。そうでなければ、とうの昔に気が狂って自ら命を絶っていただろう。

『明日出発する。この部屋は僕が出た後は封印を施していく。転生した僕じゃないと開かないようにするから、それを後世に引き継いでほしい』

　なにも知らない未来の自分に、確実に自分の役目を思い出してもらうためには、誰かしらの協力も必要だ。それが僕の子孫たちなら適任だろう。

『これからはルナが大聖女としてこの国を治めてくれ。ニナにはルナを支えるよう伝えてある。お前たちなら安心して任せられるよ』

『お父さん……っ！』

　転生した僕がわかるように、魔力のパターンを記録した魔道具の開発も終わっている。魔力を流したら金色に光るのが僕の魂を持つ者だ。おまけで魔法の適性もわかるようにしておいたので、国中に普及させるのは難しくないはずだ。

　位置情報を知らせるための対の魔道具をニナに渡してあるから、反応があったら対処するように頼んである。

　最後の仕上げでこの部屋の入口の近くに最初の魔法陣を設置して、私室を封印した。記憶を取り戻すきっかけになるものだ。いきなり大容量の前世の記憶が戻っても、混乱する可能性がある。

　これで準備は整った。遺跡に着いたら聖獣を作り出して、転生の魔法陣を発動するだけだ。僕の身体は土に還るし、いつか転生後の自分が弔ってくれればいい。

　そうして僕は静かに遺跡へと向けて、転移の魔法陣を発動させた。




　湿った風が頬を掠める。

　この遺跡に来たのはマリンを失って以来だ。ウロボロスがしっかりと封印されているからか、魔物はほとんど出てこなかった。

　あの日から何度かマリンは僕のそばにやってきていた。ルナとニナの結婚式や、僕が病に侵されてもう手遅れだと知った日も。

　今では聖竜クイリンとしてこの国に伝わり、聖女の一族がクイリンの管理者だと周知した。これから作る聖獣については、すでにあの時のメンバーに頼んであって、守人として見守ってもらうことになっている。その代わりセントフォリアの四大公爵として、立場や生活を保証した。

『さて、では始めるか。まずは――氷属性の魔法陣から……名は、玄武』

　手にした漆黒の魔石は僕の魔法陣を取り込んで、アダマンタイトのような亀の姿になった。額には僕の記憶と魔法陣を埋め込んだ宝珠が、きらりと光っている。

『お前はここから北の大地で守護を頼む。僕の生まれ変わりが現れたら、いろいろ教えてやってくれ』

《主人殿、承知した》

　転移の魔法陣を発動して、玄武を北の地に送った。

　次はホワイトオパールに雷属性の魔法陣を込めた。渦巻く魔力がやがて真っ白な虎の形を作っていく。魔法属性と相性のいい形にしたらこうなったのだ。

『お前の名は、白虎だ。ここから西の大地でマリンをウロボロスから守ってくれ』

《主人の言うことなら仕方ねえ、任せとけ！》

　ドヤ顔を披露して白虎は雷光の如く駆けていった。どうやら魔石によって聖獣の性格も変わるらしい。おもしろいものだ。では次の聖獣はどのような性格なのか？

『起きろ、お前は青龍だ。風魔法を使えるから空を自由に飛べるな？　ここから東の大地を守ってほしい』

《えええっ！　生まれてすぐひとりは怖いよぅ……でも、主人さまの命令なら頑張る。ぐすっ》

　そう言ってよろよろと飛び去っていった。泣いていたしなんとも頼りないけど……魔法陣は問題ないから大丈夫だろう。

　次で最後だ。炎属性の魔法陣を魔石に込めて、聖獣を作り出した。

『さぁ、お前が最後だ。名は、朱雀。ここより南の大地でマリンを支えてくれ』

《んんー！　仕方ないわねぇ、貴方が主人じゃなかったら灰にしてたわ》

　口ではそう言いながらも、朱雀は嬉しそうに紅蓮の翼をはためかせて飛んでいった。

　口が悪いタイプのようだが、まあ態度を見ればわかりやすいので扱いは問題なさそうだ。それぞれ個性があって面白い。

　四体の聖獣たちはそれぞれ居場所を定めて、マリンの結界を補佐するように魔力を使いはじめた。

　……これでいい。これでいいんだ。今はもう治癒魔法の魔法陣しか残ってないけど、十分だ。ちょっと魔法陣を書き換えれば転移もできる。

　そうだな、来世の自分のために転移魔法陣の構造を記憶として残しておくか。これだけはあると便利だった。

　前回マリンが会いにきた時に、ちゃんと転生のことは伝えておいた。姿形が変わっても、マリンならきっとわかってくれると思う。

　そして僕のセシルスとしての最後の魔法陣。

　転生の魔法陣を展開させた。これを使えば、この先マリンとともにこの世界にあり続けられる。

『これしか思いつかなかったんだ。ごめんな、マリン』

　足もとにある魔法陣が、淡い金色の光を放って輝きはじめる。僕を包み込んでいく暖かい光に、そっと目を閉じた。




　そうだった。だから僕は治癒魔法しか使えなかったんだ。

　全部みんなに分けてあげたんだ。ほかの属性の魔法陣を使おうと思ったら、聖獣から取り出すしかない。でも、そうしたら聖獣は消えてしまう。

　そこでふと気付く。まだ記憶が残っている？　セシルスとしての記憶はここまでなのになんで？

　もとの世界に戻らないのを不思議に思っていると、目の前に真っ白な両開きの扉が現れた。戸惑っていると、どこからともなく声が聞こえてくる。

《我が主人よ。ここから先は我ら聖獣の記憶。どうか受け止めて、すべて終わりにしてほしい》

　男性のような女性のような不思議な声だった。強い意志を持ったその声に導かれるまま、目の前の扉を開いた。

　扉を開いて、一歩足を前に踏み出すとそこに地面はなかった。思いっ切りバランスを崩して、扉にしがみつくこともできず真っ逆さまに落ちていく。

　僕が出てきた扉がどんどん小さくなっていった。

「ゔあああ――!!!!」

　えええええ!!　これは記憶の中だよな!?　これ落ちたら死ぬのか？　え、死ぬのか!?　治癒魔法が使えれば、意識さえあればなんとかするんだけど!!

　慌てふためいて、最悪のパターンを想像していたら、不意にふわりと優しい風が僕を包み込んだ。

「あ……青龍……？」

　どうやら僕は青龍の記憶を見ているようだった。さっきのは落ちていたのではなくて、急降下していただけだった。

　いや、マジで死ぬかと思った。

『お母さんっ!!　正気に戻って！　私よ、ルナよ！　思い出して!!』

　悲痛な叫びが胸を抉えぐるように突き刺さった。

　ルナって……僕とマリンの娘だ。お母さんって、マリンのことだよな!?

　ルナの視線の先には、正気を失った聖竜クイリンがいた。

「え……どうして!?　聖獣を配置して結界も補強したのになんで!?」

　思わず声をあげてしまったけど、誰も答えてくれない。

『お姉様、このままではウロボロスの封印も解けてしまうわ！』

『本っっ当にあのバカ親父っ!!　お母さんにちゃんと伝えてから転生しなさいよねぇぇぇぇぇ!!』

　ルナはブチ切れながらも懸命に結界を張り続けている。だけど、続いたニナの言葉に耳を疑った。

『それについては激しく同意するわ。お父さんが死んだと思って、お母さん暴走しちゃったしね』

　え。嘘だ。

　僕はちゃんとマリンに伝えたのに、なぜだ!?　もしかして伝わってなかったのか？

【貴様ら全員呪ってやる――】

　そこで封印される間際のウロボロスの言葉を思い出す。

　あの時、ウロボロスがなにか仕掛けた？　前は残っていたマリンの自我が完全になくなっている。

　僕はマリンの魔力を注意深くスキャンした。ほんの少しだけ、マリンの魔力に別の魔力が混ざっている。これはカリンが受けた呪いと同じ魔力だ。ウロボロスは封印される間際に、爪痕を残していた。

　おそらくそのせいで、マリンは僕がこの世から消えたと思い自我を失って暴走している。

　どうにかしたいのに、記憶の中では僕はなにもできない。

　今の僕なら、なにかできたかもしれないのに。青龍の感情と僕の感情がリンクする。僕は役立たずだと。

『ニナ！　貴女はこれからこの国を治める次代の大聖女になりなさい』

『えっ、なにを言っているのよ!?』

『このままではニナの言う通り、ウロボロスの結界が破れてしまうわ。そうなってしまったら、お父さんとお母さんが報われない』

『待って……まさか、お母さんの代わりにウロボロスを封印するつもりなの!?』

『それが、私たちの役目なのよ。ニナはこれを後世に引き継いで。いつか転生したお父さんが、ウロボロスを倒してくれるように。お父さんなら、やってくれるわ』

　眼下で交わされる言葉をただ聞くだけでなにもできない。

　僕はこんな悲しい結末を迎えないために、やってきたのに。

　子供たちが平和に過ごせるように、マリンがこの世界でひとりきりにならないように、やってきたつもりだったのに。

　思い出したばかりの記憶と、青龍の悲しみが胸に込み上げてくる。

　ボロボロとあふれる涙は優しい風によって、空へと消えていった。

『最後に……夫と子供に、未来永劫愛してると伝えて』

『っ！　お姉ちゃん!!』

『ふふ、大聖女様の口調じゃないわよ。ニナ、後はお願い』

『嫌っ！　お姉ちゃんまでいなくならないで!!　お姉ちゃん、お姉ちゃん!!』

　最後に微笑んだルナは、あの時のマリンと同じように綺麗だった。

『永遠なる封印エターナル・シール!!』

　金色の鱗が飛び散ってマリンの魔力が消えていく。僕の意識は再び暗転した。




■　■　■




　目を覚ますと見知らぬ天井が見えた。

　起き上がってみると、外はうっすらと明るい。部屋の中は華美ではないけれど質のいい家具が置かれていて、僕が寝かされていたベッドはふかふかだった。

　足もとでは聖獣たちが仲良く固まって眠っている。

　ベッドの横のサイドボードには水差しが用意されていて、カラカラになっていた喉を潤した。なにげなく自分の顔に触れて、濡れていることに気付く。

　記憶を取り戻しながら、泣いていたのか。

　今回の記憶はメンタルにきていて、少しこのままひとりで整理したかった。

　クイリンは、やっぱりマリンじゃなかった。

　でも今のクイリンはルナの魔力とも違う。きっとああやって誰かがクイリンになってウロボロスを封印し続けてきたんだ。そして、クイリンは今も自我を失ったままだ。

「なにが封印できる血筋だよ。ただの人柱じゃないか……」

　まるで呪いの輪廻だ。何度犠牲を払っても、消えることなく呪いも一緒につきまとう。ほかの人たちはこれを知らない。どうやって封印を保っているのか知っているのは、聖女だけだ。

　待て、それならセレナも知ってる……よな？

　ウロボロスの呪いは、クイリンの金色の鱗じゃないと解呪できないと教えてくれた。

　蘇った記憶を漁っても、クイリンの鱗が手に入るのは、誰かが新しいクイリンになった時だけだ。

　知っていて、僕のクイリンを捜すのを手伝うと言ってくれたのか？

　セレナが聖女なら、セレナの母親もまた聖女じゃないか？

　今のクイリンは誰だ？

　ものすごく嫌な思考が僕の頭に浮かんだ瞬間に、チカチカと光る通信機が目に入った。カリンだ。カリンから通信が入るなんて珍しい。

「カリン？　どうした？」

《お兄ちゃん！　よかった！　繋がった……》

「え？　あれ？　昨日の夜も話したよな？」

《違うよ、お兄ちゃんはもう二日間眠り続けてたんだよ……！》

　そうだったのか。いつも翌朝には起きていたから、せいぜいそんなもんだと思ってた。ちょっとカリンが泣き声になっているけど、愛しい人と時間を共有して僕の心は凪いでいく。

「心配かけてごめん。多分、脳に負担がかかって起きれなかったんだと思う」

《また実験でもしてたの？》

「ちょっと違うけど、似たようなもんかな。ていうか、今、何時？　朝なのか夕方なのかよくわからなくて」

《今はね、日が出たばかりだよ。もしかしたらと思って通信してみたの》

　よほど心配をかけてしまったようだ。いつになくカリンが素直な気がする。

「カリン、僕はもう大丈夫だから少し寝た方がいいんじゃないか？」

《……嫌。お兄ちゃんがいいなら、もう少し話していたい》

　ああ、どうしよう。カリンがかわいすぎてつらい。めっためたに甘やかして、僕に溺れさせたい。

　もういっそ本当の兄妹じゃないってバラして、僕のものにしてしまおうか？

　はっ？　今なに考えた？

　いやそんなのダメだ、しっかりしろ。僕はカリンの兄なんだ。ちょっとカリンがかわいすぎて、おかしな方向に思考がいってしまっただけだ。

《……お兄ちゃん？　つらいの？》

「ううん、大丈夫だよ。ちょっと聖獣が気になっただけ」

《そっか。ねぇ、今外を見れる？》

「うん、見れるよ」

　そう話しながら、丸い形の窓を開いた。東の方はもう明るいけど、西の方はまだ紫紺色の空が広がっている。澄んだ空気がその神秘的な空の様子を、一層特別なものにしていた。

《あのね、明るい空と暗い空の中間がね、お兄ちゃんの瞳と同じ色なの。夕方もこんな色になるんだけど、朝方も綺麗だね》

　なんだこれ、今すぐカリンの大好きなチョコレートケーキをホールで与えたいくらいかわいいんだが!!

　クソッ！　ついさっき兄として接するって思い直したばっかりなのに、決心が揺らぐ。

「カリンのアメジストみたいな瞳の色もある。ああ、ちょっとだけ会えたみたいに感じるな」

　そうか、これが伝えたかったのか。

《うん、お兄ちゃんに会えたみたいで嬉しくなるから、夕方はいつも空を見てるの。ねえ、お兄ちゃん……私ね、ほ――うゔっ！》

「カリン？　どうした!?　カリン!?」

　カリンが苦しげな声をあげたのと同時に、セントフォリアの方角の空を黒い霧が覆い出した。

《おに……ゔあっ！　指が……石化して……あああっ!!》

「カリン！　カリン!!」

　必死で呼びかけてもプツリと通信が切れて、カリンの声は届かなくなってしまった。折り返し通信しても、応答はない。

　セントフォリアの上空に広がる黒い霧は、勢いを増していた。

　石化？　なんで、こんな急に!?　あの様子は尋常じゃない。

　だけど聖竜クイリンの鱗はまだ手に入れてない。

　このままじゃ、カリンは助からない――
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「なんだ、このカビくさい遺跡は。お前たちはなにか知っているか？」

　ここまで散々迷って森の中を彷徨い歩き、私たち三人は体力の限界だった。

「さあ？　聞いたことないっすね」

「私もわかりません。今いる場所がわかれば、なにか思いつくのですが……」

「はあ、まあよい。明日の朝にはここを立って、街まで行くぞ。もう日も暮れてきたから、さっさと食事を取って休むのだ。まずは安全な場所を確保するぞ」

　この魔導士団長である私が、このようなカビくさい遺跡で野宿するとは……もういっそクラウスなど戻ってこなければよいのだ。

「あー、早く帰って腹いっぱい食いたい……」

「私は温かいスープが飲みたいです……はあ」

　安全な場所を求めて、遺跡の奥へと足を進めていく。次第に辺りは闇に包まれ、目の前にいたはずのテキトンとウカリの姿すら見えなくなった。

「おい！　テキトン、ウカリ！　どこにいるのだ!?」

　近くにいるはずなのにふたりの返事がない。暗闇のせいではぐれてしまったのか？

　それにさっきから炎魔法を使おうとしているのに、かき消えてしまう。暗がりの中をゆっくりと一歩一歩進んでいった。

「……だ……て……い！」

「ち……これ……お……った」

　わずかだが、声が聞こえてきた。ふたりが近くにいると思い一歩が大きくなる。

　ズンズン進んでいくと、何歩目かで床がなくなっていた。

「のわあああああ!!!!」

　勢いよく踏み外した足はそのまま下へ落ちてゆき、私の身体も引きずられるように真っ暗闇の空間に呑まれる。

　数秒後には、斜めになっている床に背中から落ちてしまった。ツルツルと滑って掴まることもできない。なす術なく最終到達地点に放り出された。

「いだっ！」

　勢いのついたまま地面に落とされて、痛さに動けないでいると聞き慣れた声が耳に届いた。

「団長！　うわー、団長も落ちてきちゃったんすか」

「なんていうことでしょう、これでは上がれないですね」

「なっ……姿が見えないと思ったら、お前たちも落ちてきたのか!?」

　私はあちこちぶつけて痛む身体をなんとか起こして、辺りを見回した。

　巨大な空間はなにもなく、太い柱が天井を支えるように等間隔で並んでいる。目を凝らすと、この部屋の奥が淡く光っていた。

　近づいて見れば、巨大な白い円の中に文字や記号のようなものがびっちりと書き込まれていて、魔力が流れているようだった。

「なんだこれは？　これはなにをするものなのだ？」

「ふむ、清廉な魔力を感じるので、悪いものではないでしょう。ここはもともと神殿のようですし、なにか神に対しての儀式に使うものかもしれませんね」

　こういう時のウカリは抜群の知識量でなかなか頼りになる。魔物の気配もないので、ここで食事を取りひと休みすることにした。

「それより、ここからどうやって出るんすか？　さっきの滑り台以外に入口も出口もないっすよ」

「なんだと!?　それではここから出られんではないか！」

「だから必死になって団長に助けを求めていたのです」

「助けもなにも聞こえてこなかったぞ！」

　まったくコイツらを連れてきたのが失敗だっただろうか。だが、これも国王の命令だったから仕方ない。

「あ、あそこから出られないっすか？」

　上を見上げたテキトンが、天井に向かって指を差している。

　よくよく見ると、この白い模様のちょうど真上にキラキラと光る星が見えた。ここから外に繋がっているのだ。

「うーん、ちょっと距離がありますね。テキトンの風魔法でいけそうですか？」

「うん、大丈夫。いけると思うけど、補助魔法も頼む」

「よし、それならバラバラにならないように、なにかで縛るのだ！」

　それぞれのローブを切り裂いて、細長い紐にして腹にくくりつけた。

　これで風魔法で飛ばされそうになっても安心だ。

「ツイントルネード！」

　テキトンの放った魔法は私たちを巻き上げて、確かに天井の近くまで押し上げた。だがわずかに及ばす地面に叩きつけられる。

「ぐへぇっ！」

「うぎゃっ!!」

「ぐわっ!!」

　私の上にテキトンとウカリが落ちてきて、一瞬息ができなかった。

　ダメだ……！　コイツらに任せていてはここから脱出できん!!

「ぐふっ……はぁ、はぁ、テキトンは、もうよい……私が、やる」

　結構なダメージをウカリに回復させて、ひと休みしてから風魔法を使うことにした。これでも魔導士団の団長なのだ、風魔法くらい操るのは簡単だ。

「トルネードバーン!!」

　私は思いっ切り魔力を込めて、風魔法を放った。荒れ狂う風が巨大空間をかき回して、私たちを巻き上げる。

　下からの強い突風が私たちを強力に押し上げた。

　息もできないほどの強風に、柱は倒れ天井が崩れ落ちてくる。それによって出口が広がり、私たちはついに外に脱出できた。

「やったぞ！　外に出たぞ!!」

　なんとか着地して振り返ると、私の風魔法で遺跡はバラバラと崩れ去っていく。

　そんなことよりも、もう夜明けの時間なのに驚いた。空を見上げれば東の方角が明るくなっている。かなり時間を使ってしまったようだ。

「団長やりましたね！　遺跡はグチャグチャになったっすけど」

「団長のおかげで、外に出られました！　……うん？　あれはなんでしょう？」

　歓喜に染まる私はウカリの言葉で再び遺跡を振り返った。

　崩れ落ちた遺跡から黒い霧が出てきて、空に広がってゆく。

　私はそれを見て体中に鳥肌が立った。ブルブルと身体が震え、腰が抜けそうになる。

　なんだあれは！　なんなのだあれは!?　こんな邪悪な気配は初めてだ!!　魔物なんてかわいいものだ、あのキングミノタウロスだって、これと比べたら赤子のようではないか!!

　ウカリとテキトンも、これがただ者ではないと理解したのか青い顔をして震えていた。

「逃げるぞ……ここにいたらダメだ、逃げるぞ!!!!」

　私たちは振り返ることなく、遺跡から逃げ出した。向かうはウッドヴィルだ。回復魔法と補助魔法をかけながら休まずに走り続けた。

　もうなにも考えずにとにかく帰りたかった。
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　お兄ちゃん、目が覚めてよかった。

　途中で通信が切れちゃったから心配してるよね。

　激しい痛みの中でも思うのはお兄ちゃんのことばかりだった。

　きっとそうでもしないと耐えられなかった。

　だって私の身体にあった黒い模様は、指先からどんどん石のように硬くなっていく。今まであった感覚はジワジワとなくなっていって、右手で触れても冷たい感触があるだけだ。

　多分、私はここまでだ。

　呪いのことを聞いた時から覚悟はしていたけど……いざその時がくると心細くて仕方ない。

　ねえ、お兄ちゃん……ううん、もう自分の気持ちに蓋をしなくてもいいか。もうすぐ死ぬなら、最後くらいは好きにしたい。

「クラウスに……会いたかった……うっ」

　ふふふ、名前で呼んじゃった。ずっとずっと、こんな風に呼びたかった。

　痛みが強くて声を出すのもつらいけど、今しかもう口にできないから。

　ああ、でもクラウスの優しい声で、愛を囁いてほしかったな。

　それが叶わないなら、せめてずっと言えなかった気持ちを伝えたかった。

「クラウス……愛して……る」

「僕も、カリンを愛してる」

　いよいよ最後だ。幻聴まで聞こえてる。

　温かいものに包まれたと思って、そっと目を開けたら今度は幻覚だ。

　あんなに会いたかったクラウスが泣きそうな顔で、私を抱きしめてくれている。

　この透き通った青紫の瞳が大好き。クラウスはタンザナイトって魔石を知ってるかな？　実物には敵わないけど、クラウスの瞳みたいで一番好きな魔石なんだよ。結婚指輪に使いたかったなぁ。

　そうか。愛し合ってるなら、結婚できるね。

「ふふ……じゃあ、私と……結婚して……ね」

　神様ありがとうございます。おおむね幸せな人生でした。

　まるで愛しい人に抱きしめられた感覚のまま、眠るように逝けそうです。

　ああ、痛みも感じなくなったなぁ……最後の最後に幸せな夢が見れた。

　クラウス、愛してる――。

　私の意識はそこで途切れた。
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　なにが大切かって聞かれたら、迷わず「カリン」って答える。

　どんな時でも、どんな場所でも関係ない。

　たとえ世界が滅ぶとしても、僕はカリンを選ぶ。

　あの日、初めて会った時から魂が震えるほど心奪われていた。

　通信が切れて考える間もなく、思い出したばかりの転移魔法を使ってカリンのもとに飛んできた。ウルセルさんの屋敷に転移して、魔力感知でカリンの部屋を調べてもう一度転移する。

　目を開けたら床にカリンが倒れていた。

　つらそうに綺麗な顔を歪めていて痛ましい。すぐに楽な姿勢をさせようと近づいた。もう肘や膝まで石化が進んでいて、ギリッと奥歯を噛みしめる。

「クラウスに……会いたかった……うっ」

　苦しそうに、だけど切なそうにこぼした言葉に耳を疑った。

　クラウスって、僕……？　いつもの『お兄ちゃん』じゃなくて、名前で呼んでくれた？

　心臓がうるさいくらいに跳ねまくる。

　目の前でカリンが苦しんでいるのに、不謹慎極まりない。でもずっとずっと愛しくて焦がれて、兄だからと我慢してきた僕に心すら動かすなというのは無理だ。

　それでも痛みでつらそうにしているカリンを抱き起こそうと、膝をついた。なるべくそっとベッドに運ぼうと腕を伸ばした時だ。

「クラウス……愛して……る」

　すぐに力いっぱい抱きしめたかった。

　聞き間違い？　そんなわけない。僕はカリンの言葉は漏らさず聞き取る。どんな呟きも囁きも、唇の動きだけで理解できる。

　僕は、もう我慢しなくていいのか？

　もしかして、カリンも本当の兄妹じゃないと知って気持ちを寄せてくれたのか……？

　もし僕のバカみたいな勘違いだとしても、もう隠したくない。それにカリンを目の前にして確信した。カリンはマリンの生まれ変わりだ。

　僕は生まれ変わる前から、ずっとずっとカリンだけを愛してるんだ。
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　それに気付いてしまったら、あふれる想いをこらえるなんてできなかった。

「僕も、カリンを愛してる」

　ふんわりと微笑んだカリンに、やっと想いを伝えられたと優しく抱きしめた。ヤバい、感極まって泣きそうだ。だって今の人生では十七年間ずっと胸に秘めてきたんだ。

　自分の執着具合に呆れるけど、カリンにはもうあきらめてもらおう。あきらめて、僕のものになってもらおう。

「ふふ……じゃあ、私と……結婚して……ね」

　――っっ!!!!

　頷くだけで、精いっぱいだった。

　カリンは僕と結婚してくれるのか!?　どうしよう、嬉しすぎて信じられない。夢じゃないのか？

　カリンとの明るい未来を実現するためにも、まず今の状況をなんとかしないといけない。ずっとカリンを治すために研究してきた。毎日毎日、考えて考えて考え抜いて、いろいろ試して失敗して。

　もしこれで治せなかったら、カリンのいない世界なんて壊れてしまえばいい。

「スキャン完了、強制魔力復旧リターンマジック」

　この青魔法でウロボロスの魔力を消し去るんだ。

　石化がどんどん進んでいく。もう肩のつけ根まで石になっていた。まずは心臓の近くから、ウロボロスの魔力を排除していく。

　流し込んだ僕の魔力にウロボロスのねっとりとした魔力を絡めて、少しずつ押し流していく。ウロボロスの魔力によって黒く浮き出た模様は粒子となって消えていった。

　残すは石化した腕と足だ。

　ここはガッチリとウロボロスの魔力とカリンの細胞が結びついているようで、なかなか僕の魔力が浸透しない。でも僕の魔力を絡めないと、石化を治すことはできない。

「ふぅ……大丈夫だ。黒い模様は消せたんだ。ここは強く絡みついてるだけで、できないわけじゃない」

　自分に言い聞かせるようにして、集中し直した。

　石化した部分に手を触れて目を閉じる。ほんのわずかな魔力の流れまで感じ取って、僕の魔力で押し流した。

　カリンを包んでいる、淡い金色の光がより輝きを増していく。

　もうすぐだ。もうすぐ、治すから。

　僕はカリンを治すことだけに意識を集中した。




　どれくらい魔力を流し続けただろうか。

　朦朧としそうな意識を何度も呼び戻して、青魔法をかけ続けていた。残りは指先だけだ。この石化をもとに戻したら、カリンは完治する。

　最後に爪の先にあった、ウロボロスの魔力が黒い粒子となって消えていった。

「……終わった。カリンを治せた……!?」

　黒い模様が残っていないか、石化した部分はすべてもと通りになっているか、何度も確認した。

「やったんだ……カリンを治せた！　カリン、カリンッ……！」

　カリンの柔らかく温かい手を握って、本当にもとに戻ったんだと実感する。カリンの指先にそっと唇を押し当てて、僕はカリンを寝かせたベッドに突っ伏した。

　魔法陣の使いすぎだ。こんなになるまで使ったことがなくて、限界をとっくに超えていたみたいだ。いや、カリンを治すまでなにがあってもやめなかったけど。

　遠のいていく意識に身を委ねて、そっと瞳を閉じた。










第五章　ラスト・マジック・エンペラー




「お兄ちゃん……お兄ちゃん！」

「んん……う……あれ、僕なんでベッドで寝てるんだ？」

　あの平凡な日々のように、僕を起こすカリンの声が聞こえる。そっと添えられた手は温かくて、優しく揺らされるのが心地よかった。

　いや待て、寝てる場合じゃない！

　カリンの呪いを解くために、ウッドヴィルのウルセルさんの屋敷に来ていたと思い出して跳び起きた。

「お兄ちゃん！　治ってるの！　呪いがなくなってるの！　お兄ちゃんが治してくれたんだよね!?　ありがとう！　お兄ちゃん、ありがとう!!」

　カリンがポロポロと大粒の涙を流して、抱きついてきた。

「ああ、どこかおかしいところはない？」

「うん、大丈夫……お兄ちゃん、ありがとう……本当にありがとう」

　ぎゅうっときつく抱きしめられて、僕もカリンの背中に手を回した。優しく背中をトントンと叩けば、腕の力がふっとゆるむ。

　ていうか、僕の呼び方がお兄ちゃんに戻っている。さっきの『愛してる』はどこにいった？

　あれ、僕の聞き間違いだった？　いや、そんなはずはない。

　でも目の前のカリンは妹としての態度でいつもとなにも変わっていない。

「あの、カリン……さっき――」

　そこでノックの音とともに「カリンちゃん、なにかあったの？」と、ジェリーさんが扉を開けた。

　しばし固まった後。

「えっ、クラウス？　えええ！　クラウス!?　ていうか、えええええ!!　カリンちゃんが治ってる――!!!!」

　ジェリーさんの絶叫が屋敷に響き渡った。

　すぐにジェリーさんに事情を説明したら最初は驚いてたけど、ウルセルさんに連絡を取ってもらえることになった。魔法陣を使いすぎて気絶してから二時間が経っていた。

　ウルセルさん直通の通信機を借りて連絡を入れる。

「あ！　ウルセルさん！　僕です、クラウスです！　すみません、今ウッドヴィルに来ていて……あれ、ウルセルさん？」

《……とりあえず今すぐ戻ってこい》

「は、はいっ！」

　ウルセルさんの声がものすごく低かった。ジェリーさんにお礼を言って、一緒に行くと言って聞かないカリンを連れ、慌てて転移魔法を使ってリンネルドに戻った。




「よう、クラウス。長い長い散歩にでも行ってたのか？」

　ウルセルさんが怒ってる。結構本気で怒ってる。

　僕が起きた部屋に戻れば、覇気をまき散らしながら腕を組んで仁王立ちしているウルセルさんがいた。僕は背中にカリンを隠して、それはもう綺麗に直角に腰を折って謝罪する。

「ご心配おかけしてすみませんでした!!」

「……どれだけ俺たちが心配したのかわかってんのか？　二日も目が覚めないと思ったら、部屋から消えてたんだぞ」

「はい、本当にすみませんでした」

　返す言葉もない。

　ウルセルさんの言う通り、僕は青龍の宝珠に触れて二日も眠りっぱなしだったらしい。

　宝珠に触れると記憶が戻ることは話してなかったから、僕になにか異変が起きたのではといろいろ調べてくれていたのだ。目が覚めて慌てて転移魔法を使ったから、ウルセルさんたちからすれば僕が忽然と消えたように見える。申し訳なさすぎて、謝るしかできなかった。

「カリンちゃんが大事なのもわかるけど、せめて置き手紙くらい残してから行け。俺たちが手伝えることもあるんだから」

　そう言ってポンと肩を叩いて、ウルセルさんは部屋のソファーに腰かけた。

　事情を聞いたのか、ほかのメンバーも僕の部屋に集まってくれている。

「皆さんにもご心配おかけしました。本当にすみませんでした」

　それからカリンを紹介して、聖獣の宝珠に触れてセシルスの記憶が戻ったことを説明した。

　転移魔法も使えるようになったと話したら、ウルセルさんには規格外だと笑われ、シューヤさんとセレナからはキラキラした目で見つめられた。

　サクラさんだけが普通だと思ったけど、俺の首に巻きついている青龍に釘づけなだけだった。

　それも踏まえて、僕たちはセントフォリアの上空に浮かぶ黒い霧について話を進める。

「あれはウロボロスの魔力があふれ出たものだと思います。なぜかはわからないけど封印が解けそうになってます」

　今までに蘇った記憶と、カリンから感じたウロボロスの魔力が黒い霧からも感じられるので、その結論に至った。

　三千年近くも破られることがなかった結界なので、にわかには信じがたいけど間違いない。

「だからカリンちゃんの呪いも急激に進んだのか？」

「聖獣がウロボロスの魔力に当てられて正気をなくすように、呪いにも影響が出たんだと思います」

「それなら、クイリンの状況も確認が必要だな」

　ここでセレナが暗い表情で口を開いた。

「マリアーナ様と通信しましたが、各地で魔物が増えていて守備の堅い王都に避難を始めています。早く封印をし直さないと、この世界が魔物であふれかえることになります」

「僕は朱雀のもとに行きます。聖獣を正気に戻せば時間を稼げるかもしれません。それに、朱雀の守人も大変な状況かもしれない」

「そうだな……カリンちゃんはここで待つか？」

　ウルセルさんがカリンを気遣ってくれたけど、カリンはある決意を胸に僕についてきていた。

「いいえ、私はお兄ちゃんと一緒に行きます。たとえどんな場所でも、もう離れません」

　強い意志をにじませたアメジストの瞳は、ウルセルさんの真剣な視線を正面から受け止めている。

　怯む様子は微塵もない。

「そうか、覚悟はあるんだな。わかった。クラウス、これからどう動きたい？」

　いつもは指示を出すウルセルさんが、僕に意見を求めてきた。

　魔皇帝の僕に従うと、その瞳が物語っていた。緊急で対応しないといけないことはふたつ。

　朱雀の覚醒と聖竜クイリンの捜索だ。

　聖獣たちにこれほど影響が出ているなら、封印の要であるクイリンに異常が出ているかもしれない。もしそうであれば、封印が解けないように僕がなんとかするんだ。

　だから魔物の防衛はもう少し各国で頑張ってもらおう。

「僕と聖獣とカリンで朱雀のもとに向かいます。ほかのみんなはクイリンの捜索をお願いできますか？　ウロボロスの影響が出ていたら手を打たないといけません。それぞれの国の国王と連携して探してください。各国へは転移魔法で送ります」

「うん、じゃ、それでいこう」

　ウロボロスの復活を阻止するための時間は、どれくらい残っているのかわからない。

　ただ全力で駆けずり回るしかなかった。




　僕はウルセルさんたちを国に送り届けて、朱雀のいるサウザンアレス王国へ向かった。僕の転移魔法は行ったことのある場所じゃないと移動できないので、空を飛べる青龍で移動している。

　青龍の魔法で風が直接当たらないようにしてくれているので、移動は快適だ。

　やっと落ち着いた時間が取れたのでカリンに声をかける。

「あのさ、僕がカリンの呪いを解くために青魔法をかけた時のこと覚えてる？」

　僕が意識を取り戻してから、カリンがあまりにもいつも通りで夢だったのかと自信をなくしていた。もし僕の願望が見せた夢なら、自覚しないと大惨事になる。

「……私が倒れる前のこと？」

「いや、倒れた後に僕がカリンの部屋に着いてからのこと」

　カリンが息を呑む気配がした。僕の背中にしがみつくように乗っているから表情は見えない。でも僕のお腹に回している腕が強張ったのはわかった。

　なんだろう、そんなに話したくなかったんだろうか？

「あー……ごめんなさい！　あれ忘れて。てっきり夢だと思ってたの。死ぬ前にいい夢見たと思って、好き勝手言っちゃったの！　だから、忘れて！」

　なんだ、それ。

　忘れて？　カリンからの気持ちを聞けたのに忘れてだって？

「無理。忘れられない」

「ヤダ、忘れてよ！」

「忘れたくない」

　僕はカリンの手を取って、クルリと身体の向きを変える。

　カリンは俯いたまま、ジッとしていた。

「カリン、僕はカリンの本当の兄じゃない。もしかして知ってた？」

「……うん、知ってた」

「そっか……いつから？」

「五歳くらいから、知ってた」

「そんな前から知ってたんだ。それなら我慢しなければよかったな」

　僕の言葉にカリンは顔を上げる。不安そうだけど、アメジストの瞳には期待もあって、相変わらずわかりやすい。

「カリン。僕はカリンをひとりの女性として愛してる」

　僕の告白を聞いたカリンは耳まで真っ赤にして、酸素の足りない魚みたいにパクパクしている。ああ、こんなテンパってる様子もかわいくてたまらない。

「ウロボロスの件が片付いたら、僕のお嫁さんになってくれる？」

「……はい」

　蚊の鳴くような小さな声だったけど、僕には十分だった。

　ずっとずっと、求めてきた愛しい人。

　やっと僕のものになったんだ。もう離す気はないから、いろいろと覚悟してもらおう。

　いまだに赤い頬に手を添えれば、潤んだ薄紫の瞳で見上げてくる。愛しくてたまらなくて、そっと触れるだけのキスをした。

「じゃあ、今からお兄ちゃんはなし。ちゃんと名前で呼んで」

「へっ!?　え、なんで……？」

　もう首まで真っ赤になっている。本当にかわいい反応だ。

「だって僕のお嫁さんになってくれるんでしょ？　お兄ちゃんじゃおかしいよ」

「そ、そうだけど……ちょっと心の準備が、その」

「カリン、愛してる」

　耳もとで囁くように愛を告げれば、カリンはきっと。

「私も……ク、クラウスを、愛してる……っ！」

　僕はもうこらえきれなくて、貪るようにカリンに口づけた。




　眼下には砂漠地帯が広がっている。

　南の国サウザンアレスはオアシスに王都を構える、砂漠の王国だ。どこまでも続く亜麻色の大地には、熱く乾いた風が吹き抜けている。

「わぁ、砂漠の国だね！　おに……クラ、クラウス」

　慣れないせいで、僕の名前はゴニョゴニョと小声になっていた。

　聖獣たちは気を遣ってくれたのか、ずっとおとなしくしている。後でなにかご褒美をあげなければ。

「うん、僕も初めて見た。サウザンアレスはカスティル家のルキさんが守人だって言ってたな」

「赤い髪と瞳だからすぐわかるとも言ってたね」

「そうだな……でも先に朱雀を正気に戻さないとマズいだろうな」

「お……クラウスは、朱雀の場所わかるの？」

　魔力感知をしてみると、ウロボロスの魔力をまとった魔物のような気配を空に感じた。多分これで間違いないだろう。

　もうひとつ、強い魔力を感じる。もしかしたら守人のルキさんかもしれない。そのルキさんと思われる魔力が、急激に弱くなっていく。

　なにかがあった、直感的にそう思った。

「青龍！　朱雀のところまで飛ばしてくれ！　カリン、しっかり角に掴まれ!!」

「わ、わかった!!」

　弱くなっていく魔力を感知しながら、僕たちに青魔法をかけた。本気で空を飛ぶ青龍の背中で、僕はジッと前方を見据えている。

　見えてきたのは空に浮かぶ、黒い炎を吐く黒鳥だ。

　戻ってきた記憶の中の朱雀は、紅蓮の炎のような真っ赤な羽で羽ばたいていたけど、魔力の気配からして朱雀に間違いない。

　もうひとつの魔力の気配を追うと、赤髪の青年が結界を張って朱雀の攻撃を一身に受けていた。多分あれがルキさんだ。大きなダメージを受けたのか、右半身は黒焦げになっていて息も荒い。

「青龍、最初にあの青年を助ける。玄武と白虎は朱雀の気を引いてほしい」

《うん！　わかった！》

《主人殿、承知した》

《おう、任せとけ！》

　玄武と白虎は青龍の背中から降りると、一瞬でもとの大きさに戻る。玄武は凍てつく息吹を吐いて朱雀の黒炎を遮った。白虎は雷魔法を放って、赤髪の青年から朱雀を引き離す。

　疾風の速さで朱雀の眼前を通り抜けて、真紅の槍を持つボロボロの赤髪の青年を拾い上げた。

「メガヒール！　ルキさん！　朱雀の守人のルキさんですね!?」

　思ったよりも重症で、すぐさま大回復の治癒魔法をかけた。黒焦げになった火傷の痕は、残らず綺麗に回復していく。その効果に治癒魔法をかけられた本人が一番驚いていた。

「えっ……たった一回の治癒魔法で全快……したのか？　あ、いや、ありがとう。助かった」

「僕はクラウス・フィンレイです。遅くなってすみません」

「クラウス様！　やっとお会いできました！　ルキ・カスティルにございます。申し訳ありません、守人の役目を果たせず……」

　守人の役目なら、ちゃんと果たしていた。なぜ、たったひとりで暴れる朱雀に立ち向かっていたのか。さらにその先にある街影を見て理解した。

　身を呈して朱雀の標的になり、サウザンアレスの王都に被害が出ないようにしていたんだ。たったひとりで、あんなにボロボロになりながら。

「いえ、ルキさんは自ら標的となってちゃんと役目を果たしてくれました。大変な目にあわせたのは僕です。カリンの解呪を優先したからです。本当に申し訳ないです。そしてこの時まで耐えてくださってありがとうございます」

　僕は頭を下げた。それしかできない自分が情けない。

　それなのにルキさんは燃えるような赤い瞳をわずかに見開いて、ニカッと笑いかけてくれた。

「クラウス様……ははっ、こんな一瞬でそこまで理解されましたか。心からお仕えできる方でよかった。ルキ・カスティルはクラウス様の手足となって働きましょう。如何様にもお使いください」

「では、敬語と様付けはやめてください。それから朱雀を正気に戻すので、僕の……こ、恋人のカリンと一緒にフォローしてほしいです」

「ふっ、本当にウルセルの言った通りだな。ああ、わかったよ。ただ、名前だけは私の敬意を表したいから勘弁してくれ。カリンさんもよろしく」

「はい、よろしくお願いします！」

　どうやら事前にウルセルさんが話してくれたみたいだ。話が早くて助かる。カリンは恋人と言ったからなのか、真っ赤な顔で俯いている。かわいい奴だ。

「でもこんなに暴れてる朱雀を、どうやって正気に戻すの？」

　空を飛ぶ朱雀は暴れていて、触れることすら叶わない。近寄ろうにも、黒炎を吐きまくっているので危険すぎる。

「うーん、遠隔で魔法陣を出す。その間は無防備になるから、朱雀の攻撃を防いでほしい」

　さすがにあの黒炎を食らったら動けなくなる。ルキさんですら結界を張るのがやっとだった。

　朱雀の宝珠を見ると、全部真っ黒に染まっている。青龍よりもウロボロスの魔力が浸透しているみたいだ。

「じゃあ、お願いします」

　そう言って砂漠の大地に足をつけた。

　カリンとルキさんは僕の前に出て、朱雀からの攻撃に備える。白虎の雷魔法が朱雀に直撃して、地面スレスレまで落ちてきた。

　朱雀に右手を向けて、宝珠の上に魔法陣を構築していく。

　玄武が落ちてきた朱雀を氷の檻に閉じ込めた。それでも暴れ狂う朱雀は黒炎を吐き出して抵抗している。

　僕に向けられて吐き出された黒炎は、カリンとルキさん、それに青龍によってかき消された。

　黒く染まった宝珠の上に、金色の魔法陣を構築させて準備は整った。

　ようやく青魔法が使える。集中して一気に魔力の流れを掴んだ。

「スキャン完了、強制魔力復旧リターンマジック！」

　金色の魔法陣が輝き、朱雀の躯体が淡い金色の光に包まれる。

　魔法陣の周りから、黒い粒子が空に溶けるように消えていった。

「すごい……！　これがクラウス様の魔法か！　なにをやってもダメだったのに……」

　ルキさんが、半ば呆然としながら感嘆していた。それにカリンがドヤ顔で便乗する。

「そうなんです！　ちなみにあれは青魔法と言って、独学で研究を重ねたものなんです！」

「……みんながフォローしてくれたから、この魔法が使えたんです。僕ひとりじゃこんなにスムーズにできません」

　独学なのは間違いないけど、そんなに褒め殺しにしないで。頼むから。

　ソワソワしながら、朱雀の様子を注意深く見ていた。すでに身体のほとんどはもとの紅蓮の炎のような鮮烈な赤色に戻っている。

　残るは宝珠だ。ここが一番難しい。

　遠隔よりも直接触れた方が、効果も高いし魔力を操作しやすいので朱雀の目の前に立った。しまったな、宝珠の上じゃなくて背中とかにしておけばよかった。

「朱雀が正気に戻ったら僕は気絶するかもしれません。その時は適当にどこかで寝かせておいてください」

「えっ、ああ、わかった」

　ルキさんは困惑しつつも頷いてくれる。カリンは不安げに僕を見つめていた。

「大丈夫だ、心配ないよ」

　カリンに安心させるように優しく微笑んで、朱雀の宝珠の上で光を放つ魔法陣に手を乗せる。魔力を直接流し込んで、ウロボロスの魔力を絡め取っていった。

　もう少しで終わるかと思った。宝珠の八割くらいが鮮やかな真紅の輝きを取り戻していた。

　でもセントフォリアの上空にあった黒い霧が、周辺の国々をも覆い隠そうと広がってくる。それに呼応するように宝珠に残っていたウロボロスの魔力は暴走して、黒い霧があふれ出てきた。

「これっ、ヤバいな……！」

　黒い霧は取り囲むようにまとわりついて、僕を暗黒の世界に取り込む。視界を遮られてカリンたちがどうなっているのか、まったくわからない。

「クラウス!!」

　――遠くでカリンの呼ぶ声が聞こえた。

　まとわりつく黒い霧からは、ウロボロスの魔力が色濃く感じられた。

　魔力と一緒に流れ込んでくるのはウロボロスの感情だった。この世のすべてを滅ぼすという破壊衝動と、その奥に隠れるように存在しているのは深い深い悲しみと絶望感だ。

　なんで……悲しいのか？　魔物にこんな感情があるなんて、知らなかった。

　それでも朱雀を正気に戻すために、僕は魔力感知で気配を探る。周りは闇に包まれていて、僕だけぽつんといるような状況だ。

　魔法陣を出そうと手を見たら、カリンの呪いと同じ模様が浮き出ているのに気が付いた。手だけじゃない、腕まで広がっていてこれも魔力感知してみると全身呪いに侵されている。もう顔の半分まで侵食されていた。

「うわぁ、カリンに見られなくてよかった。こんなの見せたら泣いちゃうよなあ」

　両手に魔法陣を構築して、片方は朱雀の宝珠に、もう片方は自分自身に手を添える。丁寧に魔力をスキャンして再び青魔法を使った。

「スキャン完了、強制魔力復旧リターンマジック」

　ウロボロスの魔力を蹴散らしていくけど、あふれ出る方が多くて黒い霧が消えない。

「くっ、これじゃキリがない！」

　ジリジリと焦る気持ちが湧き上がる。このまま闇に取り込まれたら、カリンにもう会えなくなる。そんなの嫌だ。ようやく気持ちを伝え合ったのに、やっと僕のお嫁さんになるって言ってくれたのに。

「だけど……どうする？　このままじゃ、僕も――」

「なんなのこの黒い霧!?　消えなさいよ！　私のクラウスを返せ――!!　ヘルファイア!!」

　その愛しい声とともに青い炎が、ウロボロスの黒い霧を取り払った。

　一瞬だけど光が差し込んで、いつもの強気なアメジストの瞳が現れる。ふわりと微笑めば、泣きそうな顔で僕の胸に飛び込んできた。

「カリン……ヤバいな、めちゃくちゃ嬉しい」

「よかった！　クラウスがいなくなったかと思って、必死だったの！」

　なにも見えない状況なのに、僕のためにこの黒い霧の中に飛び込んできたんだ。

　そっと僕の頬に触れてきた手は震えてる。

「スキャン完了、強制魔力復旧リターンマジック!!」

　今度こそすべての魔力を一気に流し込んで、ウロボロスの魔力を絡め取っていく。絶望と悲しみであふれた黒い魔力は、蒸発するように空に消えていった。

　魔法陣が消えて手が触れているのは、朱雀の真紅の宝珠だ。

　僕はそのまま流れ込んでくる記憶を受け止めた。




■　■　■




　気が付くと僕は真っ白な部屋にいた。なにもない、ただの空間だ。

　聞こえてきたのは、野太いのに女性的な話し方をする声だった。

《ちょっと！　いくら主人でも来るのが遅いわよ!!　ずっと待ってたのよ!?》

　僕の記憶の中と変わらない朱雀が目の前に現れた。

　魔物とは違う透明な真紅の瞳は潤んでいて、今にも雫がこぼれ落ちそうだ。口が悪いのに態度がわかりやすくて、拗ねた時のカリンと一緒だった。

「うん、ごめんね。つらかったよな？」

　そう言って優しく頭を撫でると、気持ちよさそうにすり寄ってくる。

《もう、今度は最初に来てよね……！》

　カリンみたいでかわいい奴だ。声は野太いけど。

「うん、わかった。それで、セシルスの記憶はすべて戻ったし、聖獣の記憶も見せてもらったけど、ほかにもあるのか？」

《アタシが伝えるのは、転生したセシルスの記憶よ》

「転生したセシルスの……？」

《ええ、何度生まれ変わっても、彼の……貴方の本質は変わらなかったわ。いつもなにかを研究して努力して、マリンのために強くなっていたの》

　それは大いに心当たりがある。

　初めてカリンに会ってから、ずっとカリンのために生きてきたと言っても過言ではない。あの魂が震えるような感覚、初めて会ったのにずっと会いたかったと感じた。

《二百年に一度ウロボロスの封印が弱まると、こうして記憶を取り戻して封印を強化し続けてきたのよ。いつかウロボロスを倒すために、魔法の研究を続けながら》

「なるほど、確かに僕らしい。それじゃあ、今までの成果を受け取ってウロボロスを倒しに行こう」

　そろそろマリンの張った結界も限界だったんだろう。こんな風に結界が壊れそうになるくらい、弱まっていたんだ。

《……今回が最後かもしれないから、言っておくわ。貴方が主人でよかった。何度生まれ変わっても、貴方は変わらなかった。それが私たちはとても嬉しかったの》

「でも何度も聖獣たちを忘れた僕に会うのはつらかったよね、ごめん」

《いいのよ。アタシたちは主人から生み出されたのよ、貴方の気持ちくらいわかってるわ。もうおしゃべりはここまでよ。始めるわ》

　朱雀が翼を広げると、僕の周りを紅蓮の炎が取り囲んだ。でも熱さは感じない。そのゆらめく炎に、今までの記憶が閉じ込められているのがわかった。

「朱雀、僕で最後にするから。みんなに約束するよ」

　その言葉が届いたのかはわからない。記憶の炎が僕に押し寄せて、さまざまな魔法や魔法陣が流れ込んできた。

　すべての記憶を受け止めて、僕の意識はいつものように暗転した。




＊　＊　＊




「セレナ様!!　クイリンが見つかりました!!」

「本当に!?　どこにいたの!?　ヘクター、案内して！」

「遺跡の近くです。ご案内いたします」

　ずっとずっと捜していた聖竜クイリン。前に一度見かけた時に理解したのは、あれは間違いなく私の母だということ。

　クラウス様と一緒に旅に出る前に、マリアーナ様が教えてくれた。代々聖女たちに伝えられる封印の魔法と、繰り返される呪いにも似た聖女の運命を。

　だから母さんは戻ってこられなかった。

　クイリンの鱗を託したであろう仲間も、途中で魔物に襲われ命を落としたと聞かされた。

　もう枯れたと思っていた涙があふれて止められなかった。

　さすがにすぐに立ち直れなくて、出発を延期してしまったのは申し訳なかった。

　そして、その母の命は、私が奪うことになる。

　私が新しいクイリンになって封印を施せば、多分しばらく時間を稼げるはずだ。そうしたらきっとクラウス様がなんとかしてくれる。

　クラウス様が誰を見ているかなんて、とっくにわかってた。いつも優しい光を湛えて、全身から気持ちがあふれていた。

　初めてカリンちゃんと一緒にいるのを見て、私では入り込めないと理解した。だから親衛隊を作って、その気持ちを敬愛へと変えていったのだ。

　大丈夫、私は聖女だ。クラウス様に会えたし、大切な仲間もたくさんできた。楽しい思い出もいっぱい作った。だから大丈夫。もう、終わりにできる。

「セレナ様、魔道具で移動しましょう。チェイスもアリッサも同行させます」

「ええ、お願いするわ」




　魔道具を使えば一瞬で景色が変わる。本来ならそこにあるはずの遺跡は、崩れ落ちて見る影もない。

「セレナ様、あそこに……」

　護衛長のヘクターに促されて視線を上げれば、空に浮かぶ聖竜クイリンがいた。

「お母さん……」

　お母さん、ごめんね。なにもできなくて、お父さんも石化させてしまって、ダメな娘でごめんね。

　だけど、お母さんをこの呪いみたいなクイリンから、解放することはできるから。

　そうしたらお父さんと天国で会えるよね？

「セレナ様、なにを……する気ですか？」

　珍しくヘクターが低い声で咎めるように詰め寄ってきた。

「聖女の役目を果たします。ヘクター、貴方のおかげで今まで頑張れました。チェイスもアリッサもよくしてくれてありがとう」

「え……ちょっとセレナ様、なんでそんなこと言うんですか!?」

「そうですよ、これが最後みたいな……」

　私はセントフォリアに来てから、ずっと寄り添って支えてくれた仲間たちに優しく微笑んだ。

「セレナ様、ダメです。今回ばかりは護衛長として……いや、違う、オレが嫌なんです！」

　ヘクターのこんな熱い瞳を初めて見た。いつも穏やかな優しい青なのに、今は荒れ狂う海のような激しさを孕んでる。

　こんな風に私を止めたのは初めてだった。

　戸惑っていると、クイリンの悲痛な叫び声が空気を切り裂く。クイリンの身体から黒い霧が漏れ出して辺りに立ち込めていった。

『ギイイイアアアァァァ!!!!』

　クイリンに視線を戻すと、あの美しかった金色の鱗は輝きを失って黒く変色していた。

「お母さんっ!!」

　どうしよう、こんなの聞いてない。ウロボロスの封印がいよいよ破れてしまうのか。

　――もう時間がない。

「ヘクター、ごめんなさい。永遠なる封印エターナル・シール!!」

「セレナ様!!」

　最後に聞いたヘクターの叫び声には、強い焦りがにじんでいた。

　私の身体は金色の聖竜クイリンとなって、新たな封印の礎になるはずだった。

　それなのに。

「嘘……封印できない……？」

　封印の魔法が不発に終わり、混乱する。

　どうして!?　やり方を間違えた？　いいえ、そんなことはない。確かに発動したのだ。その手応えはあった。

「もしかして……クイリンが、ウロボロスの魔力に侵食されてるから？」

　苦しげに暴れ回るクイリンは全身を黒く染めながらも、なにかに抗あらがうように空中を駆け回っている。

「セレナ様、いったいなにが……？」

　ヘクターの問いに、私はなにも答えられなかった。
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　暖かな風が僕の頬を優しく撫でていった。

　寝床がふかふかしていて気持ちいい。枕も暖かい。こんな枕があるのか。

　その感触を確かめたくて、手を伸ばしたら変な声が聞こえた。

「ひあっ!!」

　なんだ、今の声。カリンの声か？　カリン!?

　そう思って目を開けたら、カリンが真っ赤な顔で僕を覗き込んでいた。

「あ、カリン。おはよう。どうした？　そんな真っ赤な顔して……」

　そこではたと気が付く。この角度で覗き込まれてるって、もしかして。

　――膝枕!?　待て、待て待て、僕が伸ばした手はどこにある？

　僕の悪戯な右手は、カリンの内腿を撫で回していた。衣服の上からとはいえ、ちょっと際どいところまで進んでいる。

「っ！　ごめん！　ちょっと、すごく気持ちよくて、思わず触れたくて……」

　ダメだ、話せば話すほど墓穴を掘ってる気がする。

　カリンは真っ赤な顔で、起き上がった僕を上目遣いで見つめてきた。それはそれでかわいいんだけど。

「こんなところじゃ、嫌……」

　さらなる爆弾発言に、僕の理性が吹っ飛びそうになった。

　こんなところじゃなきゃいいのか!?　いや、結婚するんだからいいとは思うんだけど！

「よかった！　目が覚めたな！」

　僕が暴走する直前で、ほかの守人と同じように仲間になったルキさんが声をかけてくれた。

　そうだ、朱雀を正気に戻して、そのまま意識を失ったんだ。

「はい、すみません。聖獣の宝珠に触れると、いつもこうなるんです」

「ああ、カリンちゃんから聞いたよ。それで、朱雀がオレたちを乗せてくれて、今はセントフォリアに向かってるけどよかったか？」

「大丈夫です。さすがルキさんです。時間が無駄にならずに済みました」

　僕が褒めると照れたように笑って、ルキさんは簡単にサウザンアレスの状況も教えてくれた。

　まだウロボロスは復活していないようだけど、どれくらい眠っていたのか気になった。そもそも時間の猶予はあまりない。

「あの、僕はどれくらい眠っていましたか？」

「そうだな、三時間くらいか。オレも報告と準備をしてからの出発だったからな」

　僕が聖竜クイリンを捜しながら聖獣のもとに来るのは伝わっていて、受け入れの準備はできていたそうだ。

「でも、あちこちで魔物の活性化が確認されて、国王も余裕なさそうだったから、ちょうどよかったんじゃないか？　ああ、だけど朱雀に乗って王都に戻った時の国王の驚きっぷりは笑えたな」

　ルキさんからウルセルさんの僕をからかう時の黒さと、シューヤさんのエゲツない作戦を考える時の黒さを感じる。

　守人というのは、やっぱりこれくらいの強したたかさがないとできないんだろうか。

「それでセントフォリアに戻ってどうする？」

「まずはマリアーナ様に会います。聖竜クイリンはサウザンアレスにはいなかったので、ほかの国の情報が欲しいです」

　僕はひとつの考えがあった。転生を繰り返して積みかさねてきた知識は、確実に僕の可能性を広げてくれた。

　魔法陣の構築から魔力の使い方や修行して鍛えた魔力の操作まで、今までより深く理解できている。

　今の僕なら……ウロボロスの呪いを解呪した僕だからできることがある。

　この呪いの輪廻を、本当の意味で終わらせるんだ。




　朱雀に乗ったままセントフォリアの王都マルティノにある王城に下りた。急いで女王の謁見室に向かう。

「クラウス様、よくぞご無事で戻られました……！」

　マリアーナ様はそう言って優しく抱擁してくれた。琥珀色の瞳にはうっすらと涙がにじんでいる。僕がセントフォリアを出発する時よりもやつれて生気がないように感じた。

「ご心配おかけしました。なんとかできそうなので、さっそくですがクイリンの情報をもらえますか？」

　セントフォリアの城には四大公爵家の当主たちが集まっていた。守人たちと通信しながら、国境を越えて移動する聖竜クイリンや魔物の情報を集めていた。ルキさんはすでにカスティル家に通信していたようで、当主は他家のフォローに当たっていた。

「クイリンは現在、古代遺跡におります。すでにセレナを向かわせており、ほかの守人たちにも連絡して直接古代遺跡に向かうよう指示を出しております」

「セレナを!?　……マリアーナ様、ふたつ聞きたいことがあります」

「なんでしょうか？」

　僕は蘇った記憶から考えたことを包み隠さず話すことにした。もうこれ以上悲しい決断をさせないためにズバッと切り込む。

「今の聖竜クイリンはセレナのお母さんですね。そしてセレナもそれを理解していて、次のクイリンになろうとしている……で間違いないですか？」

　マリアーナ様が瞠目した。今までに見たことがないくらい動揺している。

「聖獣を正気に戻す過程で、転生前の記憶が戻ったんです。それで理解しました」

「そうですか……クラウス様のおっしゃる通りでございます。セレナには旅に出る時にすべて話しました。聖女の役目ですから……」

　伏せられたまぶたは震えていて、その表情から本意でないのが感じ取れた。機会がなければ話すこともなかったのかもしれない。

「それなら、僕がこの呪いのような輪廻を止めます」

「そんな……そのようなことが、本当にできるのですか……？」

「僕のこれまでの記憶と、今回の人生で極めた青魔法があればできます。いえ、なにがなんでもやり遂げます」

「クラウス様……どうか、どうかあの子たちを救ってください！　お願いします……！」

　大聖女様の絞り出すような心の叫びを、僕は静かに受け止めた。




　転移魔法で古代遺跡に向かうと、僕の記憶にあった景色とは随分違っていた。

　遺跡はすでに崩れ落ちて黒い霧のようなものが辺りに漂っている。

『ギイヤヤアアアァァァ!!』

　耳に刺さるような鳴き声は聖竜クイリンの叫びだ。視線を向ければ、セレナが黒く染まったクイリンを結界に閉じ込めて、暴走するのを食い止めていた。

　護衛長のヘクターさんたちは、襲いかかる魔物からセレナを守っている。

「よかった、セレナは無事だった……！」

「ここでも魔物が活性化してるんだな。オレが片付ける」

「私も行きます」

　ルキさんとカリンは大地を強く蹴って、あっという間に数十体の魔物を屠っていく。ルキさんの紅蓮の槍が火を吹いて魔物を倒し、カリンは剣を鮮やかに操り呪いにかかっていたブランクを感じさせなかった。

　僕は聖獣たちをもとの大きさに戻して、みんなの援護をするように指示を出した。それからセレナのもとに駆けつけて状況を聞き取る。

「セレナ、なにがあった？」

「クラウス様！　ウロボロスを封印しようとしたのですが、封印の魔法が効かずクイリンが暴れ出して、どうにもならなくて……！」

　苦しそうに眉間に皺を寄せて、それでもクイリンを抑えている結界に魔力を流し込んでいる。

「セレナ、大丈夫だ。結界を解いていいよ。この後は僕がやる」

「えっ！　でも、そんなことしたら――」

「僕はこんな呪いみたいな封印を、ウロボロスごとなくそうと思ってる」

「それなら……クイリンはどうなるのですか？」

　セレナの声は震えている。封印がなくなれば、クイリンも消滅してしまう。考えはあるけど、期待を持たせたくなくて明言は避けた。

「それは僕に考えがある。はっきり言えなくて悪いけど、僕を信じてくれる？」

「……わかりました。クラウス様を信じます」

　そのセレナの言葉で、弾けるようにクイリンに張られた結界が消え去った。

　すでに全身が黒くなってしまったクイリンは、のたうち回るように暴れている。

「朱雀、クイリンのところまで連れていってくれ」

《なによ、人使いが荒いわね！　でも、アタシは有能だから連れていってあげるわ》

　ふわりと舞い降りた朱雀は、僕が乗りやすいように身を低くした。素直な態度なのに上から目線の口調にふっと笑いが漏れる。

「ああ、頼む」

　ウロボロスが封印の間際に残した爪痕は、僕とマリンの子供たちを苦しめ続けた。記憶を取り戻すたびに、なんとかしようとずっと研究をしてきたんだ。何度も挑戦しては叶わなかったけど、今回で終わらせる。

　すべてを終わらせて、僕が最後の魔皇帝ラスト・マジック・エンペラーになる。
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　ウッドヴィルに戻りセントフォリアにいる兄貴と通信でやり取りしながら、俺は国王の協力のもと聖竜クイリンの行方を追っていた。幸いにも『黒翼のファルコン』なんてギルドのマスターをやってるから、部下たちにも動いてもらった。

　そこへクラウスが朱雀を正気に戻したこと、クイリンがセントフォリアにいると連絡が入った。さらに古代遺跡へ向かえと大聖女様から緊急命令が下る。

　トップクラスの赤魔導士の協力で転移魔法を使って飛ばしてもらい、古代遺跡へやってきたが周辺は惨憺たる状況だった。最初に目に飛び込んできたのは倒された魔物の山だ。

　一定の時間で魔石と化すのに、どれほどの速さで倒しているのか。そこで炎を吹く紅蓮の槍が視界に入り、なるほどと思った。ルキがいるなら納得だ。守人の中でも頭ひとつ飛び抜けて強い。この俺でもいまだに手も足も出ないのだ。

「それに、カリンちゃんも張り切ってんなあ。おお、聖獣もフル稼働してる。……これ俺の出番あるか？」

「ボクもそう思った」

　後ろから声をかけてきたのはシューヤだ。ちょうど転移してきたようで、同じ感想だったらしい。

「なにをボケッとしている。魔物が押し寄せているではないか。行くぞ」

　もうひとり転移してきたと思ったらサクラで、真面目なコイツは武器の大剣を抜きながら走り出していた。

　確かに魔物が次から次へとこの遺跡に押し寄せている。

　まるで黒い霧に誘われるように集まってるみたいだ。この黒い霧のせいなのか息苦しくて動きにくいけど仕方ない。

「起きろ、シヴァ」

　俺は相棒でもある漆黒の魔剣をするりと抜いた。シューヤもすでに攻撃するためのポイントに移動して援護している。

「さあ、胸焼けするくらい喰らい尽くせ！」

　クラウスが黒く染まった聖竜クイリンと対峙しているのをチラリと見上げて、そっと祈った。

　どうか平和な街で前みたいに俺を笑わせてくれますようにと。

　クラウスが笑顔で過ごせる世界になりますようにと。
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　聖竜クイリンの金色だった躯体はウロボロスの魔力に侵食されて、真っ黒に染まっていた。聖獣の宝珠が黒く変色していたのと近い魔力の流れを感じる。

「さて、どうしたもんかな。どうやって飛び乗ろうか？」

《ええ!?　貴方、あれに飛び乗るつもりなの!?》

「うーん、ほかにフォローお願いできる状況じゃないし、僕と朱雀でなんとかするしかないよね」

《ちょっと、アタシに無茶ぶりするのだけはヤメテよ!?》

　僕は考えた。朱雀にとってどこからが無茶なのか。

　考えた結果、今回の作戦なら無茶ではないという結論になった。

「うん、大丈夫。有能な朱雀ならできるよ」

《ヒッ！　主人がそういう顔で命令すると、昔からロクなことないのよ！》

　背中に乗る僕をチラッと見て、おびえたように身体を震わせる。

　そういう顔ってどんな顔だろ？　優しく微笑んでいるだけなのに。

「大丈夫だよ。作戦は至ってシンプルにしたから。ほら、クイリンの上まで飛んでくれればいいから。そうしたら勝手に飛び降りるよ」

《イヤ――!!　やっぱりそうじゃないのよ！　あんな暴れまくってる奴の上に飛んでいけなんて、自殺行為よ!?》

「そうか、朱雀じゃ無理なんだ。それなら青龍に……」

《誰ができないって言ったのよ!?》

　なんていうか、本当にこういうタイプってみんな一緒だ。僕にしてみたら扱いやすくて、むしろ楽しい。ニコニコしてる僕に悪態つきながらも、クイリンが放つでたらめな攻撃を避けて距離を縮めていく。

　クイリンは聖属性の攻撃を光線のように放ちながら、自分を侵していくウロボロスの魔力に抗っているようだった。

　アクロバティックな飛行に振り落とされないようにしながら、タイミングをうかがった。

「朱雀！　僕が飛び降りたらすぐに離れろ！」

《わかったわ！》

　眼下に聖竜クイリンが来る直前に僕は飛び降りた。僕に向かって放たれる光線は腕や脚を掠めていく。脇腹に鋭い痛みを感じたけど一瞬だ。それらはすべてリジェネで回復していく。

「捕まえたっ！」

　クイリンの背中に飛び乗ることができて、すぐに魔力の流れを丁寧に読み取っていく。朱雀の時よりも深いところまで、ウロボロスの魔力が浸透していた。

　でも、これなら大丈夫だ。朱雀と同じならもとに戻せる!!

「スキャン完了、強制魔力復旧リターンマジック!!」

　まとわりつく黒い霧は、朱雀と戦った時と同じように僕を取り込もうとしている。でも今度はものともせずにクイリンに絡まるウロボロスの魔力を、押し流していった。

　ウロボロスの魔力に触れると流れ込んでくる感情は、なんだろう？

　悲しみと絶望と、もうひとつの感情に気が付いた。気にはなるけど、まずはクイリンをもとに戻すのが先決だ。

　ウロボロスの魔力に抵抗力がついてるのか、この黒い霧は僕には効かない。

　朱雀を正気に戻す時に、僕が受けた呪いのような黒い模様も一緒に消したからなのか少しも影響がなかった。

　古代遺跡の近くで戦っているカリンも同じようだ。以前と変わらない動きをしている。

　やがてクイリンは金色の光を取り戻し、それとともに暴れていたのが嘘みたいに静かになった。

「ふう、よかった。ちゃんともとに戻せた。でも、これじゃ足りない」

　ここまでなら、今まで転生してきた僕でもやってきた。この先だ。

　マリンの魔法陣をもとに組んでいる、ウロボロスを封印するための魔法を断ち切るんだ。

　何度も何度も繰り返してきた、聖女の献身による封印。

　あの時なにもできなかった僕のせいだ。

　マリンに決断させて、転生した後は娘たちに助けられて、僕はなにもできなかった。

「だから、ここで終わらせる！　魂の解放リベレイト・ソウル!!」

　僕は魔法陣を展開して魔力を流し込む。クイリンとウロボロスの封印に繋がる魔法陣にたどり着き、組み込まれた複雑な魔法陣を少しずつ紐解いていく。

　クイリンの身体から鱗とともに金色の光が空に消えていった。

　その中から現れたのはひとりの女性だ。黒い艶やかな髪と、そっと開かれた瞳はセレナと同じ琥珀色だった。ついにクイリンの魔力が失われて、完全にもとの姿に戻ったその人を抱えたまま真っ逆さまに落ちていく。

「朱雀！」

《ちょっと！　いきなり落ちないでよ！　心臓に悪いじゃないの!!》

　文句を言いながらもそのふかふかの身体で受け止めて、セレナのもとに降り立った。

「う、そ……なんで……本当、に？」

「セレナ、聖女の呪いの輪廻はこれで終わりだ」

「クラウス様……本当に？」

　セレナはいまだ信じられないと言うように、ふるふると震えている。

　抱きかかえていた女性を地面に下ろすと、ゆっくりと足を前に進めた。

「セレナ？　セレナなの……？」

「っ！　……ぁさん、お母さん!!」

「セレナ!!」

　セレナが弾かれたように、人の姿に戻った母に抱きついた。

　ボロボロと大粒の涙を流している。もう帰ってこないと思った母が戻ってきた。数年ぶりの再会にきつく抱き合っていた。

　三千年も続いた呪いのような聖女の献身による封印は、ようやく終わりを迎えた。

　だがそれも束の間で、クイリンがいなくなったことでウロボロスの封印の維持が困難になる。

　地響きのような重低音が、古代遺跡から響いてきた。

　黒い霧は遺跡を中心に集まっていく。呪いなんて比じゃないほどの、圧倒的な存在感があった。それは、この世の悪意を集めてさらに凝縮したような重苦しい波動を発していた。

　そばにいるだけで発狂しそうなほど、感情が揺さぶられる。魔物たちはピタリと動きを止めて動かない。

　懸命にセレナや僕たちを守ってくれていたルキさんも、その手を止めている。

　遺跡がガラガラと音を立てて地下層まで崩れ落ちて、地面にぽっかりと穴が開いた。

　そこから現れたのは、あの日、あの時、僕たちの前に立ちはだかった銀色の竜。

　――双頭の邪竜ウロボロスだった。

　先ほどまで空を覆い尽くしていた黒い霧は消え去って、夕暮れ時の空が広がっていた。

　真っ赤に染まった空は現実とあまりに乖離していて、この世界は平和だと錯覚してしまうほどだ。

　銀色の双頭の邪竜がゆっくりと遺跡から這い出てくる。体長は三十メートルを超えているが、まだ遺跡の奥に隠れている。背中には棘のようなものが生えていて、夕日を浴びたウロボロスをオレンジ色に染め上げていた。

【やっと……やっと自由を得たぞ……!!】

　ギロリと僕を睨みつけて、その銀色の瞳を嬉しそうに細めた。

【ククク……ハハハ!!　さあ！　魔物どもよ、人間を喰らい尽くせ！　そして神すらも滅ぼしてしまえ!!】

　ウロボロスの言葉に、ジッとしていた魔物たちが雄叫びをあげて再び暴れはじめる。遺跡を取り囲む魔物は、狂気に染まった赤い瞳で襲いかかってきた。

　聖獣たちは僕や大切な仲間を守るように立ち塞がる。ひっきりなしに襲ってくる魔物との戦闘で、カリンたちはかなり消耗していた。

「パーフェクトヒール！　オールリジェネ！」

　金色の光が降り注ぎ、カリンたちの身体を優しく包み込んだ。まずは体力的な消耗は全体治癒魔法で回復させていく。そして魔物の襲撃に備えて全体リジェネをかけた。

「カリンたちを頼む。僕はウロボロスを倒す」

　聖獣たちに仲間を守るように指示を出して、僕はウロボロスに向かって走り出した。

「強制魔力解放フォストマジック、ハイヒール！」

　走りながら魔力と体力を回復させて、万全の状態にする。どんなことをしてもこの場でウロボロスを倒す。たとえ僕の最後の魔法陣と引き換えにしても。

【貴様……姿は変わっておるが、あの時の男か！　グハハハッ！　いいだろう、貴様からなぶり殺してくれるわ!!】

　僕の魔力のパターンを読み取ったのか、ウロボロスは僕がセシルスだと気付いたようだ。なんにしても、攻撃対象を僕に決めてくれたのはありがたい。これで戦いやすくなる。

　ウロボロスは黒い魔力の欠片を次々と放ってきた。それは蛇の形になり、僕に喰らいつこうと追いかけてくる。

　何百という欠片が放たれて、一斉に襲いかかってきた。

　一瞬にして目の前が真っ暗になる。身体中の至るところに噛みつかれて痛みに動けなくなった。

「うっ……！　メガヒール！」

　だけど、痛いだけだ。

　噛まれた傷はリジェネと治癒魔法で回復できる。あのカリンに現れた黒い模様は、どんなに噛まれても発現しなかった。

【なっ……なぜ無事なのだ!?】

　初めて狼狽えたウロボロスを見た。

　僕が呪いを克服して、抵抗力がついていることを知らないから当然だ。

「あの時の僕とは違う。ずっとお前を倒すために研究をしてきたんだ！」

【くっ、呪怨の黒矢カース・アロー!!】

　今度はウロボロスの魔力で作られた漆黒の矢が頭上から降り注ぐ。それをひらりと躱しながら、ウロボロスとの距離を縮めた。

【ちょこまかと逃げおって……！　ならば、これでどうだ!?】

　ウロボロスは黒い呪いの欠片を何百と放った。

「それは僕には効かない」

【そうだな、貴様には効かないようだな】

　黒い呪いの欠片は、僕を通り越して魔物と戦っているカリンたちに襲いかかった。

　そんな……！　この状況で呪いを受けたら、どうなるのかわからない。完全に石化したら――命はない。

「爆雷滅殺バーストキル!!!!」

　地面に両手をついて、僕の身体に流れる微弱な静電気を増幅して一気に放出した。

　地面に流した僕の青魔法による雷いかずちが光の速さで走り抜けていく。

　バチバチと激しい音を立てて、青い雷魔法が呪いの欠片を焼き尽くしていった。だけどその隙をつかれて、ウロボロスに絡め取られてしまう。

「かはっ……！」

【ハハハッ！　実にたやすいな……貴様ら人間は扱いやすい】

　銀色の鱗にジワジワと締め上げられ、息をするのもままならない。

　でも、ウロボロスに近づけた。これなら魔力の流れをスキャンできる。

【ふむ、そうだな。貴様だけくたばるのは寂しかろう。すぐに仲間も送ってやる】

　ウロボロスは黒い呪いの欠片を、また何百と放った。それは真っ直ぐに僕の大切な人たちへと向かっていく。

「さ……せるか！　スキャン完了、強制魔力復旧リターンマジック!!」

　僕とウロボロスは金色の光に包まれた。

　銀色の瞳は大きく見開いている。

　なぜこの青魔法にしたのか、僕には理由があった。

　強制魔力復旧リターンマジックは滞っている魔力の流れを正常に戻したり、僕の魔法で異物とも呼べる呪いを絡め取って正しく魔力を流したりする魔法だ。

　銀色の鱗に触れて、その魔力をスキャンしてわかったことがある。ウロボロスもまたなにかに囚われていた。それが呪いの欠片のもとになって、放たれていたのだ。

　ほかの魔物と違う、そう確信できるほどの違和感があった。

【なんだ!?　貴様っ！　ヤメロ！　コレがなくなったら、守れなくなる！　ヤメロ――!!】

　暴れるウロボロスはさらに僕を締め上げた。一瞬だけ意識が遠のきそうになるけど、なんとかこらえて僕の魔力を注ぎ続けた。

【ウガアアアァァァ!!】

《君は、ボクの声が聞こえるの？》

　ウロボロスの叫びと一緒に、どこからともなく少年のような澄んだ声が聞こえる。

　弱々しくか細い声だけど、はっきりと聞こえた。見上げれば双頭のもうひとつの銀色の瞳が僕を見つめている。

【グウウウゥゥゥ……】

《ボクの声が聞こえたの？》

「聞こえた。悲しみと、絶望と……助けを、求めてたろ？」

　銀色の躯体がわずかに緩んだ。少しだけ息がしやすくなって、魔力をさらに込めていく。

「助けてほしいのか？」

《ボクたちには、助けを求める資格がないから……》

「僕が聞いてるのは助けてほしいかどうか、それだけだ!!」

　渾身の力で叫んだ。ウロボロスの動きが止まる。

　ウロボロスが諸悪の根源だと思っていた。どうしようもない悪で、倒すことこそが正義だと信じて疑わなかった。

　それは真実なのか？

　本当にそれがすべての真実なのか？

　だったらなぜ、あんな身を裂かれるような悲しみと、深い絶望を感じていた？

　どうして、それでもなお助けを求めていた？

　今ここでウロボロスを倒して、本当にすべてを終わらせられるのか？

　僕はウロボロスの答えを待った。
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　クラウスがウロボロスと戦いはじめて、私たちはより凶暴さを増す魔物を延々と倒し続けていた。

「もう、全然減らない！　炎えん剣けん、紅くれないの舞っ！」

「クソッ、キリがねえな！」

　ウルセルさんが魔剣シヴァを操り無駄のない動きで魔物を切りつけながら、不満げにこぼした。その気持ちはよーくわかる。

　さっきもクラウスにリジェネをかけてもらったけど、回復する以上に消耗が激しいのだ。

「これじゃあ、クラウスからリジェネかけてもらってもいずれ限界がきてしまいます！」

「お、名前呼びになったのか！　ついに一線越えたか？」

　軽口を叩きながらも、目の前の魔物をほぼ一撃で沈めていく。ギルドマスターの実力は伊達じゃない。

「えっ!?　なんですか、その嫌らしい言い方！　セクハラされたってジェリーさんにチクりますよ？」

「あー、それは勘弁してくれ。一週間シカトコースだ」

　相変わらずのウルセルさんの様子に肩の力が抜けていく。

　私を大切にしてくれた人たちが、笑って過ごせるような世界にしたい。クラウスと一緒に笑って助け合って、なにげない日常に平和だと言える日々を送りたい。

　そのためなら限界を超えても戦い続けると、私の剣に誓った。

　そう、だからどんな困難な状況でもあきらめない。たとえ呪いの欠片が何百と降ってこようとも。

「もう！　どれだけ呪い好きなのよ！　炎剣、灼熱の舞!!!!」

　私は魔力を愛剣に流して、降り注ぐように落ちてくる呪いの欠片を燃やし尽くした。切先からほとばしるのは青い炎だ。

　呪いが解けてから、なぜだか赤い炎が青い炎に変わっていた。

　チラリとクラウスを見ると、ウロボロスに巻きつかれていた。心臓を鷲掴みされたような衝撃を受ける。

「ウルセルさん！　すみません、ここから抜けます！」

「は？　なんでって……クラウス!!」

　ウルセルさんも気付いて、一瞬で鋭い視線に変わった。

「カリンちゃんが適任だな。ウロボロスの攻撃も効かないみたいだし」

「え、すごい！　ウルセルさん、気が付いてたんですね」

「まあ、こう見えてギルマスだからな」

　そう言ってニヤリと笑い、今度は玄武とタッグを組んで戦いはじめた。

　一度目のウロボロスの呪いの欠片がきた時に、倒し損ねた奴に噛まれたけど全然平気だったのだ。一度かかって治ったら二度とかからない感染症みたいなものかと、勝手に解釈していた。

　頼もしい上司に後を任せて、私は愛しい人のもとへ駆け出した。
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《ボクは――オルビスを解放してほしい》

【ラクテウス！　ダメだダメだダメだダメだダメだダメだダメだ!!!!】

　ウロボロスの悲痛な叫びとともに、呪いの欠片が僕を取り囲んだ。

　真っ暗に染まった世界でも声が聞こえてくる。

《ボクたちはもともと神と呼ばれる存在だった》

　再生の力を持ったラクテウスと破壊の力を持ったオルビス。相反する力を持つ双子の神、それがウロボロスの本来の姿だ。

　神の力は人々の信仰心によって強くも弱くもなる。

《ある日、光の女神リュミエールに目をつけられた。再生の力を持つボクがいると人間の信仰心が分散する。自分の力が強くならないから、消えろと言われたんだ》

　ラクテウスは静かに語る。

　僕の脳裏に映像が流れはじめた。これはラクテウスたちの記憶みたいだ。

　傲慢で自分勝手な光の女神は、執拗に邪魔な存在である再生の神を消そうとしていた。ついにラクテウスは追い詰められ、双子のオルビスが破壊の力を使って神々の世界を壊し地上に降りた。

　そしてラクテウスたちは身を守るために双頭の銀の竜に姿を変えた。

　だが光の女神のお告げで双頭の銀色の竜は災いを呼ぶと、人間からも追われることになった。

　人間は簡単に倒せるけど、守護するべき存在を傷つけるなんてできなかったのだ。

　人間からの信仰心もなくなり神としての力も使えなくなり、やがてオルビスは自分たちを守るために人間たちの悪意を利用しはじめた。

　悪意を取り込んで放てば呪いの欠片となり、生物に噛みつけば魔物になり、人間に噛みつけば石に変える。

《そうやっているうちに、オルビスはいつしか悪意に呑み込まれてしまったんだ》

　ここで映像は途切れた。信じられないような話だった。

　いつの時代の話だろうか？　セシルスの時代よりも遥か遠い昔のことみたいだ。

《もう神の力なんてなにも残っていない。だから、オルビスをこの悪意の塊から解放してほしい》

　望むのはたったひとりの、なによりも大切なオルビスの自由。

　自分を助けるため、人間の悪意すらも取り込んだオルビスになにもできない深い悲しみ。神の力もなくし、もとに戻せない絶望感。

　それでもいつか、闇に落ちてしまったオルビスを自由にしてほしい、助けてほしいと強く望んでいたのだ。

「うん、わかった。やってみる」

《……ありがとう。ああ、ちょうど助けも来たね》

　助け？と思った次の瞬間、ひと筋の光が差し込んでくる。光とともに耳に届いたのは。

「クラウス！　クラウス!!」

「カリン！　ありがとう、また助けられたな」

　青い炎をまとう剣を振り抜いたカリンが、クシャリと顔を歪めた。

「何度だって、助けに来るんだからね！　クラウスが嫌って言っても来るんだから！」

「うん、心配させてごめん」

　すでにラクテウスの声は聞こえない。代わりにウロボロスは身動きひとつせずにジッとしている。

　さあ、すべてを終わりにするために解放しよう。

　こんな悲しい呪いみたいな運命から自由になろう。

　魔法陣の構築は問題ない。両手で光る魔法陣は淡い金色の光を放っている。

　神の力なんてよくわからないけど、この銀色の竜に流れているのは魔力だ。

「魂の解放リベレイトソウル」

　両手の魔法陣から僕の魔力を流し込んでいく。

　歪み切った魔力の流れを正しい流れに戻して、呪いの欠片に似た魔力は霧散させていく。

　すでに日は沈んで、空は濃いオレンジから深い紫色へ変化していた。暗闇に半分包まれた森の中へ、銀色の光の粒が浮かび上がっていく。

　周りに押し寄せている魔物からも銀色の光の粒が立ち昇っていた。

　闇の中に舞い上がる光は燦さん然ぜんと輝いて、目が離せない。ウロボロスの巨体は輪郭を崩して、半分以上が空へ消えていた。

　誰も言葉を発することができないほどの、美しい光景だった。

　魔物たちからは呪いの欠片が消え去って、もとの生物の姿になり住処へと戻っていった。やがて、最後の銀色の光の粒がふわふわと空へ昇って消える。

《ありがとう。やっと……自由になれたよ》

　銀色の髪と瞳の少年が、目の前に現れた。隣にもうひとり、青紫の髪と瞳の少年がいた。セシルスの時に見た少年だ。ふたりは色が違うだけで作りは同じ、まさに神々しいほどの美しさを持つ少年たちだ。

【今まで、ごめんね……許してもらえないと思うけど……ごめんなさい】

　青紫の少年は涙をポロポロこぼしながら、謝っていた。

　もう足もとからどんどん消えていってるのに、それでも謝り続けている。

「うん、もういいよ。君たちも、もう自由だ」

　消える瞬間に僕に見せてくれた笑顔は、きっと忘れない。

　まだまだ気持ちが整理しきれないけど、それでもやっと終わったんだ。

　三千年も繰り返してきた呪いの輪廻は、ここで終わり。

　そして僕は最後の仕事をするべく、セントフォリアへと帰還した。
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　翌日、セントフォリアはかつてないくらい歓喜にあふれていた。女王である私ですら感動と歓喜に包まれ、臣下の前で涙を流してしまった。

　今世の魔皇帝が、今まで誰もなしえなかったウロボロスの討伐を成し遂げたのだ。

　どんなにありえないような事実でも、私からの発表なので誰も彼も事実なんだと受け止めた。

　これで世界はより平和になる、魔皇帝様の統治で世界はますます発展すると誰もが思っていた。




　クラウス様たちがセントフォリアに戻ってきてから一週間が経つ。

　この間にほかの国にも伝令を送り、今日は各国の国王が集まって今後の方針を決める世界的な会議が行われた。それに先立って、セントフォリアの国民の前で新しい魔皇帝としてクラウス様が挨拶をする予定なのだが。

「クラウス様……本当にこれを国民の前でお話しされるのですか？」

　私は震える手で一枚の羊皮紙を握りつぶした。

　大聖女として教育受けてきた私が、感情をこらえきれずに思いっ切り顔や態度に出してしまった。ほんの五分前に受け取ったばかりの書簡に、人生最大の衝撃を受けている。

「はい、もう決めました。最後は頑張って魔皇帝っぽく話してきますね」

「いいえ！　私が言いたいのはそこではございません!!」

　魔皇帝様として挨拶するために、特別にしつらえた金の刺繍が施された青いマントを羽織って、クラウス様はそれはもういい笑顔で答える。ほうっとため息が出るほどお似合いだった。

「マリアーナ様、もうあきらめましょう？」

「そうよ、お姉様。この感じじゃ、もうなにを言っても無駄よ」

　姪のセレナと、二度と会えないと思っていた妹のソニアに諭される。

　ブルブルと震えながらも、はぁとため息をついて国民が集まっている広場の方へ視線を向けた。

　もしもクラウス様がこれを発表したら大騒ぎに、下手をすると大混乱になる。すぐに私のフォローが必要だろう。

　でも、と私はセレナとソニアの楽しそうな横顔を見て思った。

　このふたりに幸せを与えてくれたクラウス様のためなら、これくらいなんでもないと。




「魔皇帝クラウス・フィンレイ様のご挨拶だ、静粛に!!」

　近衛騎士のかけ声で、魔皇帝入場のファンファーレが高らかに奏でられる。

　いつもは大聖女として私が姿を見せるバルコニーにやってきたのは、風に揺れる艶やかな黒髪に、夜明けの空を思わせる青紫の瞳のクラウス様だ。

　華やかな青いマントをひるがえし、スラリとした体格なのに平伏したくなる覇気をまとっている。歳若く整った顔立ちのクラウス様に、集まった女性たちは見惚れていた。

　ウロボロスを討伐したなど信じられないような、優しげな表情を浮かべ話す言葉に集まった国民たちは静かに耳を澄ませている。

「僕がクラウス・フィンレイだ。この場に集まっていただき感謝する。本日は、僕からふたつ話がある」

　静まり返った広場にクラウス様の凜とした声が響き渡る。

「まずひとつめ。僕がウロボロスを討伐する際、光の女神リュミエールの非道な行いを目にした。光の女神は強欲で自分の力を強くするために、ある心優しい神たちを陥れ邪竜に変えてしまった。従って、僕は光の女神を今後いっさい、信仰しない！」

　光の女神リュミエールはウロボロスを封印していた遺跡に祀られていた女神で、この世界ではポピュラーな女神だった。信仰心のない者でも存在は認知している。それを信仰しないと言い切った。ああ、やはりこの羊皮紙の通りに宣言されるのだ。

「僕はこれから再生の神ラクテウスと破壊の神オルビスの双神を信仰する。これが信仰の証となるブレスレットだ。皆がどの神を信仰するかは自由だ。決して強制しないが、一考してほしい」

　そして今度は聞いたことのない双子の神様の話が出てきた。証だと言って高く突き上げた腕には、銀色と青紫の蛇が己の尾を口に咥えて輪になったブレスレットがはめられている。

　国民たちは混乱してなにも言えない。これも後からフォローが必要なようだ。

「次にウロボロスを討伐したので、魔皇帝は今後現れない。従って僕が最後の魔皇帝ラスト・マジック・エンペラーだ。そして、それも本日をもって退位する!!」

　国民たちがポカンと口を開けて、クラウス様を見上げていた。

　ついに宣言されてしまった……！

　だけど私だって、夢であってほしいと願っている。

　しかしクラウスは非常にスッキリした表情で、見惚れるほどの笑顔になっていた。本当に仕方のないお方だ。でも、それがクラウス様の望みならば、私ができることはどんなことでもしよう。

「これからもなにかあれば役に立つよう駆けつける。ただ、明日から僕はただのクラウス・フィンレイとして、愛する人のために生きていく！　みんなもどうか愛する人を大切にしてほしい」

　いまだ広場はシーンとしていた。

　言うべきことを言ったクラウス様はそのまま広場に背を向けて、王城の中へと姿を消した。私はひとつ決意を固める。

　これだけは後世に伝えよう。これが最後の魔皇帝ラスト・マジック・エンペラーの最初で最後の演説で、その真っ直ぐなお言葉は人々の心を大きく動かしたのだと。
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「つ……着いた！　見ろ！　やっと戻ってきたぞ!!」

「はぁ……戻ってきたっすね……」

「ようやく、ここまで……」

　私たち三人は黒い霧が立ち込めた遺跡から、ほうほうの体で逃げ出してやっとの思いでウッドヴィルに戻ってきた。

　王都を立ってから二カ月くらいしか経っていないのに、随分戻ってきていない気がした。それくらいに苦労の多い旅だった。

　私たちは自宅でひと晩休み、翌日に登城して国王に報告することにした。テキトンとウカリは魔導士団の寮へと戻っていき、私はしばらく留守にしていた屋敷へと戻る。一等地にあるので王城からも近く、中心部からは徒歩でも十五分ほどだ。

　二カ月ぶりだから、執事も妻も涙を浮かべて歓迎すると思っていたのだ。

「なんだ……？　屋敷の門が閉まっておるではないか！　おい！　誰かおらんのか!?」

　私の屋敷は門が閉められ、誰もいないのか明かりさえついていなかった。

　だが、これでは寝る場所もない。高級娼館で夜を明かそうと向かった。




「あらぁ！　フール団長、お久しぶりねぇ！」

「グフフフ、そうだろう！　嬉しかろう！　シルビアよ、今日は空いているか？」

　さっそく贔屓にしていた高級娼館の女に出会い、私は当然ここで休めるものだと思ったが形式的に尋ねた。

「それが、ごめんなさいねぇ。予約でいっぱいで今日はお相手できないのぉ！」

「なっ、そんな予約など断ってしまえばよいではないか！」

「前金でいただいてるからそれもできないのよぉ。フール団長が倍の額で今すぐ払ってくれるなら調整できるんだけどぉ……」

「ぐぬっ……」

　そんな大金など持ち合わせていない。それなら前のように魔法で言うことを聞かせればいいのだ。

「おい！　私の言うことを聞かなければ、ここで火炙りだぞ!?」

　そう言ってわかりやすくファイアボールを手のひらの上に出した。

「キャー！　フール団長がご乱心よっ！」

　高級娼館の女が大声で叫ぶと、あっという間に騎士たちに囲まれる。

「なんだ、お前らは!?　私が魔導士団の団長と知ってのことか！」

「街中で攻撃魔法の使用は、緊急時以外は何人たりとも許しません。誰であろうと捕らえよと国王陛下のご命令です」

「なんだと!?　それでは国王陛下に申し伝えよ！　魔導士団の団長であるフール・テイノーが帰還したと!!」

「……お伝えいたしますが、まずは法を破られたので牢屋に入っていただきます。連れていけ」

「貴様っ！　後で必ず責任を取らせるからな！　待っておれ！」

　私の言葉をまったく意に介さない屈強な騎士たちに引きずられていく。そしてあろうことか本当に牢屋に入れられてしまったのだ。

　いくら叫んでも、騎士たちが戻ってくることはなく私は薄ら寒い牢屋で夜を過ごした。




　翌朝、看守に乱暴に起こされて国王の謁見室へと連れていかれた。

「やあ、フール。ようやく戻ってきたんだね。それで私が頼んだ仕事はどうだ？」

　以前と同じように穏やかな微笑みを浮かべて、国王は優雅に王座に腰かけていた。私は王座へ続く真紅のカーペットの上で、膝をついて頭こうべを垂れている。

「はっ、はい……大変申し訳ございません。その、クラウス・フィンレイは魔皇帝としての役割があると、私のスカウトには応じてもらえませんでした……」

「ああ、そうだね。それなのに君は今までなにをやっていたのかな？」

　国王陛下の言葉の意味がわからず、思わず顔を上げてしまった。

　なにを言っているのだ？　私は国王の命令通りにクラウスをなんとかスカウトしようと、走り回っていたのだぞ!?

「意味がわからないか？　クラウス様が魔皇帝となられた時点で、君のスカウトは難しいと判断して引き返すべきだったと言っているんだよ」

「お言葉ですが国王陛下、私はご命令に沿うようにと懸命にクラウスを追いかけていたのです！」

「そうか。では君は追いかけた結果、セントフォリアでクラウス様と聖女様に不敬を働き牢屋に入れられ、ヒューデントでは王女の不興を買い、牢屋に入れられたのだな」

「……っ！」

　牢屋に入れられたのが、他国であれば問題ないと思っていたのに……なぜ責められるのだ!?　しかも命令に従った結果ではないか!!

「これだけではない。私が出した帰国命令も無視していたな？」

「いえ、あの、それはなんとしてもご命令を果たそうと……」

　私は命令を聞こうとしていただけなのに、忠臣を労いたわる気持ちはないのか!?

「帰国命令も命令だ。もうキリがないから次にいくぞ。アラン」

　国王があのクソ生意気な騎士団長に声をかけた。若造はなにやら書類の束をいくつも持ってきた。いったいなんだというのだ？

「こちらがフール・テイノーの不正の証拠でございます。クラウス様に対する給金の横領、並びに不当な長時間勤務などの業務指示。民間人への街中での魔法攻撃。さらには――」

「なっ！　なんのことですか!?　そんなものは事実無根だ!!　根も葉もないでたらめですぞ!!」

「フール。貴様の違法で非人道的な証拠がたくさんある。覚悟はできてるな？」

「そんな！　国王陛下！　私ではなくクラウスが悪いんです！　アイツが治癒魔法しか使えない色なしだから――」

「黙れ、害虫の分際でわめくな」

　国王陛下は地を這うような低い声で私にそう言った。今まで見たこともないような、殺気を込めた瞳で私を見据えている。

「フール・テイノー。この時をもって魔導士団長の任を解く。今までの愚行の数々は許し難い。魔石発掘の鉱山にて命尽きるまで労働せよ。貴様の夫人からはすでに離縁の申請があったので、これを受理し実家に戻した。財産はすべて没収し不正の穴埋めに使用する」

　私は目の前が真っ暗になり、身体から力が抜けていく。

　倒れないように両腕で支えるのがやっとだった。

「副団長のテキトン・デイスとウカリ・ダーナは不正には関わっていなかったため、一生見習い魔導士として雑用と魔導士を続けることを命ずる。新しい魔導士団の団長はクラウス様を育成した功績のあるタマラ・マーベリックを任命する。以上だ」

　私の魔導士団長としての、また貴族しての人生もここで終わったのだった。
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　ウッドヴィル王国の王都の一画にこぢんまりとした一軒家がある。

　中心地から少し離れた区画の住宅街にある二階建ての古い家だが、どこか温かみのある雰囲気だ。僕たちは思い出の詰まった我が家へやっと帰ってきた。

「あー！　やっと帰ってきた――!!」

「うえ、埃っぽい！　クラウス、窓開けてー！」

「青龍、頼んだ」

《うん、いいよー！　ついでに風魔法で大きな埃はお外に出しちゃうねー》

　僕の首に巻きついていた青龍がするりと離れて、器用に風魔法を使って掃除してくれる。

「うわあ、青龍ちゃん、すごい！　天才！」

《えへへ、そうかなー？》

　カリンに褒められて照れている青龍に言ってやりたい。

　僕だって数えきれないほどカリンに天才って言われてきたんだ。しかも聖獣の声は聞こえてないはずなのに会話が成り立っているのが、通じ合ってるみたいで納得いかない。

　青龍を褒めるカリンに僕の方を見てほしくて、腕の中に抱き寄せた。

「カリン、僕も頑張ったんだけど」

「え、今、華麗に青龍ちゃんに丸投げしたよね!?」

「違う、ここに戻ってくるまでの話」

　そう、我が家に帰ってくるまで本当に大変だったんだ。

　セントフォリアで魔皇帝を辞めると宣言してから、今日まで一日でも早くこの家に帰りたくてあらゆる仕事を頑張ったんだ。

　最初にやってきたのはミリア様だった。

　僕の妻になると騒いでいたけど、僕とカリンが血の繋がっていないこと、すでに恋人であることを伝えて、なんとかあきらめてもらった。

　シューヤさんが慰めているうちにいい感じになっていたから、きっと大丈夫だと思う。

　その後は各国の国王が代わる代わる、僕に国に来ないかと打診してきた。大豪邸を用意するとか、爵位を用意するとか言われたけど全部断ってきた。

　ウッドヴィルの国王だけは穏やかに微笑んでいて、最後に褒賞として税金を一生徴収しないと約束してくれたのですぐに飛びついた。生涯ウッドヴィルの国民ですと宣言したら、とても喜んでくれた。

　なにやら用事ができたみたいでひと足先に帰ると言うので、転移魔法で送ってあげることにした。送った先にはアラン団長がいて、やっと約束を果たせそうだとガッチリ握手された。

　申し訳ないことに、アラン団長と交わした約束を覚えていない。

　セレナとソニアさんはそのままセントフォリアで暮らすことになった。

　護衛長のヘクターさんがセレナに猛烈にアタックして撃沈していたけど、ソニアさんがヘクターさんを応援していたので、うまくいくことを祈っている。

　サクラさんはリハク国王にプロポーズされたと、こっそり教えてくれた。結婚式には呼んでくれるそうなので、どうやってお祝いするか守人たちと相談している。

　ルキさんはセントフォリアの公爵家に戻って、魔道具の研究をすると言っていた。砂漠の環境がこたえたらしく、サウザンアレスでひと儲けすると張り切っていたので、モリス師匠を紹介しておいた。

　ウルセルさんはウッドヴィルでギルドマスターを続けるそうだ。なので、引き続き僕とカリンの上司のままだ。

　ジェリーさんが妊娠したと聞いて、泣いて喜んだのは内緒にしてほしいと頼まれた。男泣きしたのがよっぽど恥ずかしかったらしい。

　そんなドタバタと、僕の私室に設置されていた魔法陣を解除するのに一カ月ほどかかって、ようやく帰ってこられたんだ。

「そうだね、クラウスも頑張ったよね。お疲れさま」

　そう言って僕にキスをしてくれる。触れるだけの軽いキスだった。

　カリンは積極的なタイプみたいで、僕の方が照れてしまう時がある。

「うん……僕からもキスしたい」

「ふふ、クラウス、大好き」
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「僕も愛してる」

　そうして重ねた唇は離れがたくて、深く深く貪ってお互いに求め合う。劣情に染まった僕たちを止めるものはなにもない。心のままにカリンを愛した。

　ずっとずっと大切にしてきた愛しい人は、僕の腕の中で幸せそうな顔をして寝息を立てている。

　やっと帰ってきた落ち着ける家で、僕も深く眠りについた。




　僕は夢を見た。

　銀色の髪と瞳の少年と、青紫色の髪と瞳の少年が出てくる夢だ。夢の中で会ったふたりは眩しいくらいの笑顔で、ありがとうと叫んでいた。そこで目が覚めた。

　隣を見れば、僕の腕の中でスヤスヤと眠りにつくカリンがいる。

　ちょっとだけ素直じゃなくて、でもすごくわかりやすくて。

　いつも真っ直ぐに気持ちを向けてくれる。

　僕が困った時はなにを置いても助けてくれて、どっちが年上なのかわからない。

　僕の愛しい人。

　何度生まれ変わっても、君だとひと目でわかった。

　何度生まれ変わっても、君しか愛せなかった。

　きっと、また生まれ変わっても君だけを愛すると誓います。

　ほんのりと頬を染めて、幸せそうに眠るカリンに優しく口づけした。




　それから十カ月後、僕たちは小さな教会で結婚式を挙げた。ささやかな式ではあったけど、みんなから祝福されてとても幸せだった。カリンの美しい女神のような純白のドレス姿は、一生忘れない。

　僕たちはラクテウスとオルビスの双神の前で、永遠にともにいると誓った。

　結婚式の翌朝、家に鍵をかけて、その鍵はウルセルさんに預けた。

　アイテム袋には一週間分の飲み物と食料が入っている。予備の着替えも多めに持った。念のため予備の青いローブも持った。

「クラウス、早く行こう！」

　アッシュブロンドの髪をなびかせて、待ちきれないと玄武に飛び乗ったのは僕の愛しい妻だ。

　これから数カ月のハネムーンに出発する。

　魔導士団から退職金として不正に徴収されていた給金が返ってきたので。結構な金額を受け取った。これだけゆっくり旅行してもまだまだ余裕だ。

「ねえ、クラウスってば！　置いてっちゃうよ！」

「ごめん、やっと約束を守れたなと思ったら嬉しくて」

「約束？」

「うん、カリンを置いてセントフォリアに行くことになった時に、約束しただろ？　玄武に乗って一緒に魔物を倒しにいこうって」

　カリンも思い出したようで、顔をほころばせる。

　僕も玄武に乗って、後ろから抱きかかえるようにカリンの腹部に手を回した。

《主人殿、出発してよいか？》

「いいよ、玄武行こう！」

　季節は春になり、僕が魔導士団をクビになってから一年が経つ。

　一年前からは想像もできないほどの幸せを手にして、僕は愛しい人と新たな一歩を踏み出すんだ。

「ねえ、これからもずっとずっと、一緒にいてね？」

「うん、もちろん。ずっとずっと一緒だよ」




　僕の魂の伴侶。

　君だけを愛して、君だけのために僕は世界だって変えてみせる。










あとがき




　初めましての方も、二度目の方も、こんにちは！

　このたびはスターツ出版様のグラスト創刊記念コンテストにて、驚くことに大賞を受賞しこの作品を刊行させていただけることになりました。

　選んでいただいた編集部の皆様には感謝しかありません。改めてお礼申し上げます。

　さてこの本を手に取ってくださった皆様は、楽しんでいただけたでしょうか？

　いろいろな要素を詰め込んで、思いっ切り膨らませた内容をどうやってまとめるのか、気が遠くなり意識を飛ばしたこともありました（笑）

　ハイファンタジーの作品ではありますが、クラウスは自分の愛を軸にいつも行動しています。一歩間違えばかなり粘着質な男となりますが、両思いなのでまったく問題なしです。

　こういう世界を救うお話って大切な人がそこにいるから、守りたいと思うんじゃないかなと考えたのです。

　そこを突出させたキャラクターがクラウスです。カリンのために世界まで変えてしまいました。最後の二行がクラウスのすべてを表していて、お気に入りの部分です。

　あとは書いてて楽しかったのがウルセルさんと聖獣たちです。

　ウルセルさんのちょっとイタズラ好きで自由な感じ、ああいう性格は動かしやすいです（笑）

　ちなみにみなさんは、聖獣の中でどのキャラがお好きですか？

　私は出番が少なくて残念だったのですが、朱雀が一番好きです。もふもふで素直じゃないところがたまりません。本編では書けませんでしたが、朱雀の定位置はクラウスの頭の上です。

　頭上の赤い鳥……目立つわー、めちゃくちゃ目立つわー。さらにドヤ顔してそう（笑）




　最後になりますが、謝辞を贈らせていただきます。

　カリンはかわいく、クラウスはカッコよく、ミニマム聖獣は激カワに仕上げてくださり、急な変更にも快く応じてくださったののまろ先生。

　修正が多すぎて申し訳ないのに、今回も丁寧にご指導や修正をしていただいた、担当編集のＦ様並びに編集協力のＳ様。また校正や販売などに関わってくださった皆様。

　ＷＥＢサイトで温かく応援してくださった皆様。

　そして本書を手に取ってくださったあなた様に、心よりお礼申し上げます。




　どうか皆様が大切な人と笑顔で過ごせますように。







里海 慧










ケンカはいけません




　ウロボロスを討伐してから半年がたった。

　この日は朝からカリンとふたりで黒翼のギルドを訪れていた。僕とカリンの結婚式を少しだけ豪勢にしたくて、追加費用を稼ぐため依頼を受けることにしたのだ。

「ジェリーさん、この依頼受けます」

「え、これ受けてくれるの？　助かるわー！　ドラゴン丸ごと持ってきてほしいなんて内容だったから、どうしようかと思っていたのよね」

「確かになかなかないですよね」

「そうなのよ、でもクラウスなら余裕ね。頼んだわよ」

「はい、いってきます」

　僕とカリンは王都を出て朱雀に乗り、目的地へ向かう。







《ちょっと、あれが依頼のドラゴンじゃないの？》

　快適な空の旅を満喫していると、朱雀がいち早く目的のドラゴンを見つけてくれた。依頼されたのはグリーンドラゴンで、さまざまな部位が薬になる希少種だ。

「本当だ。あのグリーンドラゴンで間違いないな」

「どんな作戦でいく？」

「そうだな、カリンの攻撃でドラゴンを地上に落としてくれたら、僕が仕留めて収納袋に入れるよ」

「わかった、任せて！」

　朱雀にカリンを任せて、僕は地上で待機する。

　早速カリンが青い炎をまとった剣でドラゴンを切りつける。次は朱雀が負けじと口から炎を吐いて、ドラゴンの尾を焼いた。

　そこからカリンと朱雀の攻撃が交互に繰り返され、どんどんグリーンドラゴンを焼き尽くしていく。高度が下がってくるにつれて、カリンと朱雀の声がはっきりと僕の耳に届いた。

「ちょっと！　クラウスに頼まれたのは私なんだからね！」

《この程度の魔物ならアタシとクラウスだけで十分なのよっ！》

「もう邪魔しないで！　クラウスに褒めてもらいたいのに！」

《なによっ！　アタシは有能だってクラウスが言ってたのよ！》

　あのふたり……なにをそんなに揉めているんだ？　しかもカリンは朱雀の声が聞こえないのに、会話になっているのがすごい。でもケンカはよくないな。

「意識断絶（ブラックアウト）」

　僕はそっと遠隔で魔法陣を操り、グリーンドラゴンを仕留めた。地上に落ちてきたドラゴンをすかさず収納袋に入れれば、依頼はクリアできたも同然だ。

「ふたりとも、一度ここに降りてきてくれる？」

　僕が穏やかな顔で微笑むと、青い顔で目の前にやってきた。

「なにをそんなに揉めていたの？」

　カリンが気まずそうにボソボソと話しはじめた。

「……クラウスに褒めてもらいたかったのに朱雀が邪魔するの」

　朱雀に視線を向けると、ふいっと横を向きながらも気持ちを打ち明けた。

《魔物討伐は、主人とアタシだけで十分だって言いたかったのよ》

　そうか、ふたりとも僕に認めてもらいたかったのか。

「カリン、おかげですんなりドラゴンを仕留められたよ。ありがとう」

　僕の言葉でカリンは途端に上機嫌になる。

「朱雀、君が有能だから僕の大切なカリンを託せるんだ。わかってくれる？」

《し、仕方ないわね！　託されてあげるわ！》

「うん、ふたりともよく頑張ってくれたね、ありがとう」

　それから一週間、言葉が足りなかったのかと思い、これでもかとカリンと朱雀を褒めちぎっていたら、もうケンカしないから勘弁してと謝罪された。

　平和的解決ができたようで本当によかった。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











治癒魔法は使えないと追放されたのに、なぜか頼られてます～俺だけ使える治癒魔法で、聖獣と共に気づけば世界最強になっていた～【電子限定ＳＳ付き】
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